










（１）基本理念 ………………………………………………………………………………………………  3
（２）沿革・設置目的 ………………………………………………………………………………………  3
（３）中期目標・中期計画 …………………………………………………………………………………  4
（４）組織運営活動 …………………………………………………………………………………………  5
（５）研究活動 ………………………………………………………………………………………………  6
（６）教育活動 ………………………………………………………………………………………………  12







































































































2012 年 4 月 本研究所は 7 部門 36 分野で発足した。その後何度かの分野の再編を経て、2020 年度は下記の 7 部
門 34 分野で活動を行った。 
災 害 リ ス ク 研 究 部 門（6 分野） 
人間・社会対応研究部門（5 分野） 
地域・都市再生研究部門（4 分野） 
災 害 理 学 研 究 部 門（7 分野） 
災 害 医 学 研 究 部 門（8 分野） 
情報管理・社会連携部門（4 分野） 
寄 附 研 究 部 門（2 部門） 
東日本大震災から 10 年にあたる 2020 年度には、今後の本研究所のさらなる発展を見据え、これまでの先端的基盤
研究の強固な推進を継続しつつ、多様化する災害過程の解明と減災の実現に向けた研究体制強化を図るため、下記




























































し、教授会または運営会議で決定する仕組みを確立している（３章（1）E 研究所内会議・委員会構成 p.28 参照）。 
毎月、執行部会議と翌週の運営会議を開催した後に、(1)専任教員、兼任教員、事務スタッフが対象の「全体会議」、
(2)専任の講師・准教授以上が対象の「拡大教授会」、(3)専任の教授による「教授会」、という 3 つの会議を開催している。
全体会議を効果的な情報交換、課題の共有化の場として活用するよう努めるとともに、これら 3 つの会議は本年度も 3
回の休会の月を設けて、効率的な運用を図った。






















を行った（2020 年度はトピックス 116 件を掲載）。また、記者会見・説明会 4 件、プレスリリース（本研究所を筆頭発出
者としたもの）15 件を実施した。
4. 本研究所は、災害発生時に緊急特設ウェブサイトを開設し、公開報告会も行って積極的な社会発信につとめてきた。
2020 年度は、「令和 2 年 7 月豪雨」および「令和 3 年 2 月福島県沖の地震」に応じ、特設ページを新たに 2 サイト
開設した。令和 2 年 7 月豪雨は新型コロナウイルスによるパンデミック下での台風による甚大な被害となった。8 月
20 日に調査報告会をオンラインで開催し、所内教員が水害、地盤災害、避難行動等について報告した。令和 3 年





また、「2019 年台風 19 号」に対して土木学会、地盤工学会、日本地すべり学会の各東北支部と本研究所は、東
北学術合同調査団として連携し、被害実態やメカニズムの解明に当たってきた最終報告会を、2020 年 11 月 20 日
にオンラインで開催した。
5. IRIDeS NEWs 2021 の冊子版を日本語・英語で作成するとともに、PDF 版をウェブサイトで公開し、広く情報発信を












































年度中の成果として、289 編の学術論文、著書 25 冊、総説・解説 84 編、学会における発表・講演 271 件（うち基調講
演・招待講演 30 件）を行った（表 1、p.19）。これらの成果は量だけでなく質的にも優れており、 国際誌査読有論文の比
率が 63%に達するとともに、学会等での受賞も 17 件を数えた（表 2、p.20）。 
東北大学の Scopus における 2016-2020 年の論文総数では、災害科学分野が世界 4 位、津波研究が世界 1 位、災
害医療が世界 6 位，災害教育が世界 1 位、地震関係で世界 8 位となるなど、中核的な研究施設として、世界の有力大
学・研究機関と伍していく学術的先進性を有している。Scopus における 2016-2020 年のキーワードによる論文総数から
みた中核性は以下のとおりである。
・ 災害科学 Q 値 14.4%、国際共著 41.4% 1 位:中国科学院、2 位:中国教育省、3 位:中国科学大学、4 位:東北
大学
・ 津波関係 Q 値 12.6%、国際共著 35.5% 1 位:東北大学、2 位:東京大学、3 位:シャクアラ大学、4 位:京都大学、
5 位:チリ国立科学院
・ 災害医学 Q 値 3.4%、国際共著 3.4% 1 位:ハーバード公衆衛生学、2 位:米国 CDC、3 位:ジョンス・ホプキンス
公衆衛生学、4 位:米軍保健医療大学、5 位:ハーバード医学部、6 位:東北大学
・ 災害と教育 Q 値 5.7%、国際共著 34.3% 1 位:東北大学、2 位:ハーバード大学、3 位:米国 CDC、4 位:中国科
学院、5 位:ジョンス・ホプキンス公衆衛生学
・ 地震関係 Q 値 11.0%、国際共著 36.1% 1 位:中国地震局、2 位:中国教育省、3 位:中国地質科学院地質研究
所、4 位:東京大学、5 位:中国科学院、6 位:同済大学、7 位:イタリア国立地球物理学火山学研究所、8 位:東北大
学、9 位:京都大学














































年 11 月に開催された第 2 回世界防災フォーラム（WBF2019）での成果を取り纏めた Journal of Disaster Research（JDR）
の特集号 Vol.15 No.7 を公刊し、13 篇の査読付き論文を収録した。University College London (UCL)、University of
Washington (UW)、 Syiah Kuala University 等との国際共著論文を発信した。
災害科学に特化した査読付き国際学術雑誌 Progress in Disaster Science を Elsevier 社から発刊し、年間 4 冊の頻度
で順調に版を重ねている。国連ジュネーブ本部で開催された「仙台防災枠組実現のための科学・政策フォーラム」でも、
この雑誌の発刊に関するセッションが設けられ、今後の活発な投稿、引用が期待できる。2020 年の cite score（過去 3 年
分の引用数／論文数）は 2.4 で、発刊 2 年にして関係領域の雑誌の中で 50 パーセンタイルに位置している。 
３） 実践的防災学の構築
令和 2 年 7 月豪雨による災害について、広域被害予測（土砂生産量予測）を行い、本研究所の災害対応ホームペー
ジにて公開した。また、同時期に発生した山形豪雨に際して、最上川水系白水川、大旦川、五十沢川周辺で現地調査
を行い、緊急調査報告会にて情報提供した。豪雨災害が発生した際に、被災地周辺の河川水位・累積降雨等の情報を






令和 3 年 2 月 13 日深夜に福島県沖を震源として発生した地震に対し、速報会で情報提供した。宮城県・福島県で被
害状況調査を実施し、史料レスキューを実施して地域の史料を救援できた。
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医療情報システムを推進している。全国の国立大学病院情報バックアップシステムの非常時運用 WG として参画した。 
東日本大震災からの 10 年の記録の再整理を行うとともに、熊本大学「ひのくに災史録」や岐阜大学「災害アーカイブ
ぎふ」などのデジタルアーカイブの構築支援を行った。ハーバード大学との共同で震災デジタルアーカイブを用いた授




















心理士などと連携して多層的な支援体制に取り組むと同時に、コロナ対策を含む AMED 研究開発課題で 6 件（代表 2
件）、科学研究費助成事業で 2 件 （基盤研究 B、若手研究 B）、学内研究事業 「ポストコロナ社会構築研究スタートア
ップ支援」で分担 3 件が採択された。また、他学部や他施設と共同で実施した治療薬開発研究で高い成果（Nat 
Commun、2 報） を挙げた。 
さらに、避難所での感染対策学際研究、災害時の感染症 BCP（熊本大学と共同研究）に関する研究成果を論文化し
た。基本的な感染予防対策を普及するため「感染対策 ABC」を掲げ、報道メディア、ポスターや E-learning による啓発を
行った。東北大学病院 DMAT を中心に新型コロナウイルスのドライブスルーPCR 検査、患者受け入れ調整、ホテル宿
泊施設における X 線検査の実施、高齢者施設に対する感染制御･業務継続支援などがなされた。東北大学病院 BCP
には感染症 BCP との連動が明記された。 
４） 国際社会との連携強化
2020 年度、新たに 3 大学と部局間学術交流協定を締結した（6 月 1 日、ドイツ ダルムシュタット工科大学エマージェ
ンシティレーベセンター； 8 月 5 日、エジプト アイン・シャムス大学医学部； 9 月 14 日、フランス クレルモン・オーベル
ニュ大学）。ベルリン自由大学との連携で、2020 Berlin Science Week における科学セッション「Learning from disasters for 
a resilient society: Experiences from the Great East Japan earthquake and tsunami and COVID–19 pandemic」を共催した。
UCLA、日本科学未来館と ArcDR3 イニシアチブ（Architecture and Urban Design for Disaster Risk Reduction and
Resilience）のオンラインフォーラムを開催した。インドネシア シャクアラ大学と連携し AIWEST-DR2019 の会議議事録を























 会員 1 万名以上：土木学会, 日本機械学会, 日本建築学会
 会員 5 千～1 万名：計測自動制御学会, 日本地球惑星科学連合, 日本環境感染学会, 日本都市計画学会, 日
本災害医学会 他




 国際学会：IEEE RAS、世界災害医学会（WADEM）、米国災害医学会（SDMPH） 他
 国際学術誌：Progress in Disaster Science
 連携体：防災学術連携体、防災減災連携研究ハブ、環太平洋大学協会（APRU）




らうため、本年度も引き続き共同利用研究の公募を実施し、新規 23 件、継続 18 件、計 41 件の応募のうち 34 件を採択
した。採択の審査は、所内のプロジェクト実施委員会と共同研究委員会が行った後、外部委員を含む共同利用共同研
























































































ジェクト 2 年目成果報告会」（3 月 12 日）、および「セコム科学技術振興財団特定領域研究助成・防災分野 意見交









連携協定・覚書等は、本研究所発足以来の累計で民間企業と 19 件、地方自治体・学校・独法等とが 33 件を数え、
地域社会への実装も着実に進展した。気仙沼市との協定に基づくサテライトオフィス（分室）を拠点として、最新の研
究成果等の発信（定期的な防災文化講演会の開催や、調査研究成果の展示等）と、 復興や防災・減災対策に関わ
る実務者・住民・研究者等との人的交流・情報共有を推進している。 2019 年 7 月より、気仙沼市 東日本大震災遺














を用いた建物の脆弱性推定を行った。ArcDR3（Architecture and Urban Design for Disaster Risk Reduction and 
Resilience）イニシアチブに参加し、その一環として、宮城県仙台市荒浜、名取市閖上、丸森町における国際ワークシ
ョップを実施した。国連防災事務所が組織する「アジア太平洋科学技術アカデミア諮問委員会」の委員を務め、
「Virtual 2020 Asia Pacific Science and Technology Conference for Disaster Risk Reduction: Science and Technology for 
Building Resilience of Communities and Infrastructure」に出席した。WHO の健康危機・災害リスク管理枠組（H-EDRM 
framework）コアメンバーとして災害保健医療の人材育成、knowledge hub の形成を推進した。米国マウントシナイ大
学と共同で、レジリエンス向上に向けた自習とレジリエンス向上との関連に関する国際研究を実施した。ベルリン自由
大学との連携で、2020 Berlin Science Week における科学セッション「Learning from disasters for a resilient society: 
Experiences from the Great East Japan earthquake and tsunami and COVID–19 pandemic」を共催した。AIWEST-
DR2019 の会議議事録を出版し、AIWEST-DR2021 を企画した。 
ハーバード大学、ワシントン大学、UCLA の教員とのクロスアポイントメント制度に関する協定を結び、特に研究に対
する協力を得た。また、イギリス・フランス・タイの大使館、UNISDR・UNDP 等の国連機関、タイ チュラーロンコーン大










本研究所設立から月に 1 回の頻度で続けている「IRIDeS 金曜フォーラム」は、今年度よりテーマを精査し、年間で 5
回の開催とした。今年度のテーマは、「新任教員が携わる災害科学研究」（2 回）、「被災地のバトン・支援のリレー ～令
和元年東日本台風から 1 年～」、「災害科学研究者 ～それぞれの原点、それぞれの 3.11～」であった。オンラインに変
更したが、一般の参加者も加え、多様な研究者らとより近い距離で討論が行われ、問題点を共有できた。7 月の開催は
共同利用共同研究成果報告会を兼ねており、研究者と一般参加者が情報交換する貴重な場を提供している。
2016 年度から月 1 回開催している「災害と健康」学際研究推進セミナーは、新型コロナウイルスのため開催が見送ら




・第 67〜71 回「IRIDeS 金曜フォーラム」（オンライン、5/15、7/18, 10/2, 11/20, 2/19）
※7/18 は 2019 年度共同研究成果報告会およびプロジェクトエリア・ユニット報告会と合同









本研究所が主導して 2019 年に Elsevier 社から発刊した国際ジャーナル「Progress in Disaster Science」は多くのすぐ
れた論文を掲載し、2020 年の cite score（過去 3 年分の引用数／論文数）は 2.4 で発刊 2 年にして関係領域の雑誌の






災 ISO 規格の交渉はこれから 4 年程度必要となる見込みであるが、本研究所には既に国際的なレジリエンス向上に関
する知見ならびに地域の防災産業に資する情報が蓄積されており、特に災害科学研究・レジリエンス学のグローバル化、
防災関連産業の育成・サービスの国内外展開を目指す研究機関・企業に対し、有益なプラットフォームを提供できる。
災害統計グローバルセンターは Journal of Disaster Research 誌に 2018 年度から災害被害統計に関する特集「Special 
Issue on the Development of Disaster Statistics」を刊行し、仙台防災枠組が設定する災害による人的・物的損失の削減に
向けた結果目標のモニタリングについて、災害統計の立場から各国政府による科学的根拠に基づく政策立案に資する
知見の提供に貢献した。
2021 年は東日本大震災から 10 年が経過する節目の年である。仙台市と本研究所は協力し、新型コロナウイルスに対
する十分な感染対策をおこなった上で「仙台防災未来フォーラム 2021」を開催し（3 月 6～7 日）、その中で「東日本大震
災から 10 年とこれから」と題してシンポジウムを開催し、オンラインでも同時配信した（3 月 7 日午後）。第 1 部は「災害研
設立後の実績と今後 10 年」として、2021 年 4 月から組織再編されるのに合わせて 4 つの研究部門からの報告と展望が




また、東日本大震災 10 年出版『東日本大震災からのスタート－災害を考える 51 のアプローチ－』を東北大学出版会
から刊行した。同書では、本研究所の全部門・分野に加えて連携部局からも執筆者を迎え、あらゆる角度から捉えた防







2020 年度は、2020 年 1 月から続く世界的な新型コロナウイルスのパンデミックにより、本研究所の活動も非常に大き










係のスタートアップ研究助成を本研究所の 2 グループが獲得したほか、本研究所独自で 8 件の研究助成（1 件数十万
円）を、所員を含む研究グループに対して行った。














傾向を示している。過去 5 年間の年間の研究成果の推移（2016～2020 年度）をみると、学術論文（471 編→327 編→304
編→273 編→290 編）、著書（33 冊→38 冊→19 冊→20 冊→25 冊）（単著、共著、分担執筆含む）、総説解説（63 編→
51 編→39 編→34 編→84 編）、学会における招待講演（75 件→53 件→71 件→44 件→30 件）、受賞（26 件→25 件→





消化器がん検診学会一般演題優秀賞、Lucy Mair Medal & Marsh Prize for Applied Anthropology、復興デザイン会議
｢復興政策賞｣など、文・理・医学分野の研究から社会貢献と広範な領域に跨っており、それぞれが確実に実績を挙げ、
社会的な評価に結び付いていると考えられる。
一方、過去 5 年間のメディア報道への出演･執筆・企画協力･資料提供は、842 件→680 件→722 件→869 件→853 件
となっており、災害発生の度合に左右される件数となっている。プレスリリースも 15 件行い、社会への発信に引き続き努















用共同研究助成公募を 2016 年度から行っている。2016 年度 13 件、2017 年度 34 件、2018 年度 33 件、2019 年度 32
件と、4 年間で計 112 件を採択し、広範な共同利用共同研究活動を展開することで、継続的な研究者コミュニティの発展
に寄与している。2020 年度も同様の公募を行い、34 件を採択した（2020 年 6 月）。今後、将来の全国共同利用・共同研














６） 東日本大震災から 10 年の活動
東日本大震災から 2021 年 3 月で 10 年が経過する節目となり、本研究所も大震災の経験・教訓と復興の現状・課題
を発信する機会として積極的な活動を行った。具体例として、仙台市の震災 10 年の中心的な行事である「仙台防災
16 17
未来フォーラム 2021」に全面的に協力するとともに、同フォーラム内で本研究所主催の「東日本大震災から 10 年とこれ
から」と題したシンポジウムを会場およびオンライン配信のハイブリッド形式で開催し、全国から多くの参加者を得た。また、











表２ 2020 年度 研究成果等への受賞リスト 
受賞者名は本研究所所属教員のみ記載  
受 賞 名 ・ 学 術 賞 名  ＜授与機関＞ 受 賞 者 （関 係 者） 氏 名 授与日 
2020 年日本建築学会教育賞（教育貢献）＜日本建築学会＞ 村尾修・目黒公郎（グループ） 2020/4/17 





年間優秀論文賞 ＜地域安全学会＞ 佐藤翔輔 2020/5/22 
建設工学研究奨励賞 ＜一般財団法人建設工学研究振興会＞ 内田典子 2020/6/8 
土木学会論文賞 ＜土木学会＞ 水谷大二郎（グループ） 2020/6/12 
一般演題優秀賞 ＜日本消化器がん検診学会＞ 稲葉洋平 2020/10/1 
Breast Cancer Reviewer 賞 ＜日本乳癌学会＞ 三木康宏 2020/10/9 
Lucy Mair Medal & Marsh Prize for Applied Anthropology 
＜英国 Royal Anthropological Institute＞ 
ボレー セバスチャン 2020/10/16 
濱口梧陵国際賞（国土交通大臣賞） ＜国土交通省＞ 今村文彦 2020/11/4 
2020 年度日本活断層学会論文賞 ＜日本活断層学会＞ 遠田晋次（グループ） 2020/11/22 
若手優秀講演賞 ＜日本活断層学会＞ 石澤尭史 2020/11/22 
若手優秀講演賞 ＜日本活断層学会＞ 𠮷𠮷𠮷𠮷子 2020/11/23 
復興デザイン会議｢復興政策賞｣ ＜復興デザイン会議＞ 今村文彦（グループ） 2020/12/5 
若手アンサンブルポスター賞 ＜東北大学＞ ゲルスタ ユリア（グループ） 2021/3 
第 2 回学会賞 学術賞 ＜デジタルアーカイブ学会＞ 
今 村 文 彦 ・ 柴 山 明 寛 ・ ボ レ ー  
セバスチャン（グループ） 
2021/3/17 



































































4人 2人（50.0％） 2人（50.0％） 0人（ 0.0％）
63人 49人（77.7％） 14人（22.2％） 8人（12.6％）
2人 2人（100％） 0人（ 0.0％） 0人（ 0.0％）
17人 9人（52.9％） 8人（47.0％） 4人（23.5％）
越村　俊一　　教授









































4人 2人（50.0％） 2人（50.0％） 0人（ 0.0％）
63人 49人（77.7％） 14人（22.2％） 8人（12.6％）
2人 2人（100％） 0人（ 0.0％） 0人（ 0.0％）
17人 9人（52.9％） 8人（47.0％） 4人（23.5％）
越村　俊一　 教授

















准 教 授 菅　 原　 大 　助
山　 口 　誉 　子
歴史資料保存研究分野
准 教 授 佐　 藤 　大 　介
准 教 授 川　 内 　淳 　史
助 教 安　 田 　容 　子
被災地支援研究分野
教 授 奥　 村　 誠
准 教 授 井　 内 　加奈子
技 術 補 佐 員 齋　 藤　 緑




教 授 邑　 本 　俊 　亮
教 授 杉　 浦 　元 　亮
学 術 研 究 員 平　 野　 香 　南
事 務 職 員 （ 限 定 ） 石　 野　 友 　恵
技 術 補 佐 員 髙　 橋　 久美子
分野名 職　名 氏　名
阿　 部　 孝 　志
技 術 補 佐 員 遠　 江　 美 　紀
最適減災技術研究分野
教 授 五十子　 幸 　樹
助 教 郭　 佳
広域被害把握研究分野
教 授 越　 村　 俊 　一
教 授 佐　 藤　 源 　之（兼務）
准 教 授 Mas  Samanez  Erick  Arturo
准 教 授 太　 田　 雄 　策（兼務）
学 術 研 究 員
津波工学研究分野
教 授 今　 村　 文　 彦
准 教 授 Suppasri  Anawat
助 教 門　 廻 　充 　侍
学 術 研 究 員 Pakoksung  Kwanchai
事 務 職 員 （ 限 定 ）
技 術 補 佐 員 串　 畑　 真   悠
学 術 研 究 員 Somphong Chatuphorn
技 術 補 佐 員 村　 山　 真由美
助 教 橋　 本 　雅 　和
学 術 研 究 員 武　 田　 百合子
伊 　藤 　智栄子
事 務 補 佐 員 小　 野　 千亜希
越　 村　 俊 　一（兼務）
准 教 授 有　 働 　恵 　子
分野名 職　名 氏　名
地域地震災害研究分野
准 教 授 大　 野 　晋
准 教 授 榎　 田　 竜 　太




助 教 野　 村 　怜 　佳
森　　　 綾　 子
地震メカニズム研究分野
教 授 趙　　　 大 　鵬（兼務）
准 教 授 内　 田 　直 　希（兼務）
准 教 授 岡　 田 　知 　己（兼務）
海底地殻変動研究分野
教 授 木　 戸　 元 　之
教 授 日　 野 　亮 　太（兼務）
准 教 授 福　 島　 洋
技 術 補 佐 員 榎　 本 　郁 　美
技 術 補 佐 員
小　 林　 さやか
技 術 補 佐 員 山　 口　 章 　子
分野名 職　名 氏　名
国際防災戦略研究分野
教 授 村　 尾　 修
准 教 授 泉　　　 貴　 子
技 術 補 佐 員 加　 藤　 園 　子
技 術 補 佐 員 佐　 藤　 朋 　香
技 術 補 佐 員
山　 口 　裕 　矢
技 術 職 員 （ 限 定 ） 芳　 賀 　麻由美
災害対応ロボティクス研究分野 教 授 田　 所　 諭（兼務）
技 術 補 佐 員 眞　 野 　美 　穂
計算安全工学研究分野
教 授 寺　 田 　賢二郎
准 教 授 森　 口 　周 　二
助 手
災害文化研究分野
准 教 授 蝦　 名　 裕 　一
技 術 補 佐 員 川　 内　 めぐみ
分野名 職　名 氏　名
都市再生計画技術分野
教 授 岩　 田　 司
教 授 姥　 浦 　道 　生（兼務）
技 術 補 佐 員 菅　 野 　輝 　美
佐　 藤 　翔 　輔
助 教 Fulco　Flavia
技 術 補 佐 員 田　 中 　希 　唯
技 術 補 佐 員 森　 實 　香 　純
防災社会システム研究分野
教 授 丸　 谷 　浩 　明
教 授 島　 田 　明 　夫（兼務）
教 授 増　 田　 聡（兼務）
教 授 吉　 田　 浩（兼務）
准 教 授
技 術 補 佐 員 五十嵐　 和 　美




齋　 藤　 昌 　利（兼務）教 授
准 教 授 藤　 井　 進
学 術 研 究 員 野　 中　 小百合
長期地殻変形・地質構造研究分野
准 教 授 武　 藤　 潤（兼務）
災害医療情報学分野
教 授 中　 山　 雅 　晴（兼務）
技 術 補 佐 員 千　 葉　　薫
災害感染症学分野
教 授 児　 玉　 栄 　一
教 授
災害放射線医学分野
教 授 千　 田　 浩 　一
教 授 細　 井　 義 　夫（兼務）
災害公衆衛生学分野
教 授 栗　 山　 進 　一
技 術 補 佐 員 齋   藤　 洋  子
災害産婦人科学分野
教 授 伊　 藤　 潔
講 師 三　 木　 康 　宏
災害精神医学分野




技 術 補 佐 員 初　 貝　 ゆう子
助 教 稲　 葉 　洋 　平
技 術 補 佐 員 菊　 池 　玲 　子
笹　 野 　美 　奈
技 術 補 佐 員 三   浦　 希代江
技 術 職 員 （ 限 定 ） 臼　 井　 恵美子
技 術 補 佐 員
講 師 鈴　 木　 正 　敏
事 務 補 佐 員 近　 藤 　歩 　美
助 教




教 授 江　 川　 新 　一
准 教 授 佐々木　 宏 　之
技 術 補 佐 員 千　 田　 蓉
技 術 補 佐 員 佐　 藤　 真 　理
教 授 遠　 田　 晋 　次
助 教 石　 澤　 尭 　史
技 術 職 員 （ 限 定 ） 國　 分　 園 　子
宙空災害研究分野
教 授 小　 原 　隆 　博（兼務）
准 教 授 三　 澤　 浩 　昭（兼務）
准 教 授 土　 屋 　史 　紀（兼務）
活断層研究分野
助 教 髙　 橋　 尚 　志
気象・海洋災害研究分野
教 授 須　 賀　 利 　雄（兼務）
教 授 山　 崎　 剛（兼務）
火山ハザード研究分野
教 授 三　 浦　 哲（兼務）
准 教 授 山　 本　 希（兼務）
助 教 市　 來 　雅 　啓（兼務）
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教 授 遠　 田　 晋 　次（兼務）





教 授 今　 村　 文 　彦（兼務）
准 教 授 山　 下　 啓
准 教 授 Suppasri  Anawat（兼務）
助 手 宮　 本　 龍
学 術 研 究 員 武　 田　 真 　一
技 術 補 佐 員 保　 田　 真 　理
技 術 職 員 （ 限 定 ） 佐　 藤　 雅 　美
事 務 補 佐 員 杉　 浦　 加奈子
助 教 内　 田　 典 　子
泉　　　 貴 　子（兼務）
准 教 授 Suppasri  Anawat（兼務）
准 教 授 Mas  Samanez  Erick  Arturo（兼務）
技 術 補 佐 員 齋　 藤　 緑
国際研究推進オフィス
教 授 小　 野　 裕 　一（兼務）
教 授 寺　 田　 賢二郎（兼務）
准 教 授 Boret  Sebastien  Penmellen
准 教 授 Maly  Elizabeth  Ann
准 教 授
社会連携オフィス
教 授 小　 野 　裕 　一
助 教 佐々木　 大 　輔
事 務 補 佐 員 八　 木　 美 　夏
助 教 定　 池 　祐 　季
事 務 補 佐 員 松　 浦　 いく子
土　 屋　 美津子
災害復興実践学分野
教 授 佐　 藤　 健
教 授 小野田　 泰 　明（兼務）
准 教 授 平　 野 　勝 　也
准 教 授 本　 江　 正 　茂（兼務）
災害アーカイブ研究分野
教 授 今　 村　 文 　彦（兼務）
准 教 授 柴　 山　 明 　寛
助 教 Gerster-Damerow  Julia
学 術 研 究 員 小　 野　　円
技 術 補 佐 員
災害口腔科学分野
教 授 小　 坂　 健（兼務）





事務補佐員：菅 原　千 織、鈴 木　由布子、村 山　桃、小 島　克 子
係長：佐 藤　圭 一、主任：佐 藤　恭 子、事務補佐員：曽 我　俊 徳、栗 田 香 理
技 術 補 佐 員 小　 森　 光
技 術 補 佐 員
国際共同大学院
職　名 氏　名
助 教 杉　 安　 和 　也
武 川　泰 典 、事務補佐員：松 澤　千賀子専 門 職 員








係長：前 盛　和 重、主任：赤 坂　絵津子、
事務補佐員：大 野　祐 子、久保田　千 恵、武 田　加奈子
広報室
職　名 氏　名
特 任 准 教 授 中　 鉢　 奈津子





消 防 ・ 防 災 委 員 会 丸谷　 浩明　 教授 （副所長） 災害対策の策定、防災訓練
公 正 研 究 活 動 推 進 委 員 会 寺田　 賢二郎　教授 （所長補佐） 公正な研究活動の推進
施 設 ･ 環 境 委 員 会 村尾　 修　　 教授 施設・環境整備保全、安全
研 究 企 画 委 員 会 越村   俊一　 教授 （所長補佐） 研究の企画・運営、体制構築
研 究 倫 理 委 員 会 邑本　 俊亮　 教授 研究倫理審査、倫理教育企画
共 同 利 用 ・ 共 同 研 究 委 員 会 江川　 新一　 教授（所長補佐） プロジェクトの計画、採択
共同利用・共同研究プロジェクト実
施 委 員 会
江川　 新一　 教授（所長補佐） プロジェクトの実施
国 内 連 携 委 員 会 佐藤　 健　　 教授 産官学連携、自治体連携
国 際 連 携 委 員 会 寺田　 賢二郎　教授 （所長補佐） 国際連携、APRU
男 女 共 同 参 画 委 員 会 五十子幸樹　 教授（所長補佐） 男女共同参画推進啓発
教 務 委 員 会 五十子幸樹　 教授（所長補佐） 教育、安全、活動の企画・運営
広 報 戦 略 委 員 会 江川　 新一　 教授（所長補佐） 研究成果の社会発信、出版物
ハラスメン ト防止対策委員会 五十子幸樹　 教授（所長補佐） 防止対策と発生時の対応
総 務 委 員 会 五十子幸樹　 教授 （所長補佐） 研究所総務
評 価 委 員 会 丸谷　 浩明　 教授 （副所長） 部局評価
安 全 衛 生 委 員 会 今村　 文彦　 教授 （所長） 職員の健康障害防止
予 算 委 員 会 今村　 文彦　 教授 （所長） 研究所予算






















消 防 ・ 防 災 委 員 会 丸谷　浩明　 教授 （副所長） 災害対策の策定、防災訓練
公 正 研 究 活 動 推 進 委 員 会 寺田　賢二郎　教授 （所長補佐） 公正な研究活動の推進
施 設 ･ 環 境 委 員 会 村尾　修 教授 施設・環境整備保全、安全
研 究 企 画 委 員 会 越村 俊一　 教授 （所長補佐） 研究の企画・運営、体制構築
研 究 倫 理 委 員 会 邑本　俊亮　 教授 研究倫理審査、倫理教育企画
共 同 利 用 ・ 共 同 研 究 委 員 会 江川　新一　 教授（所長補佐） プロジェクトの計画、採択
共同利用・共同研究プロジェクト実
施 委 員 会
江川　新一　 教授（所長補佐） プロジェクトの実施
国 内 連 携 委 員 会 佐藤　健 教授 産官学連携、自治体連携
国 際 連 携 委 員 会 寺田　賢二郎　教授 （所長補佐） 国際連携、APRU
男 女 共 同 参 画 委 員 会 五十子幸樹　 教授（所長補佐） 男女共同参画推進啓発
教 務 委 員 会 五十子幸樹　 教授（所長補佐） 教育、安全、活動の企画・運営
広 報 戦 略 委 員 会 江川　新一　 教授（所長補佐） 研究成果の社会発信、出版物
ハラスメン ト防止対策委員会 五十子幸樹　 教授（所長補佐） 防止対策と発生時の対応
総 務 委 員 会 五十子幸樹　 教授 （所長補佐） 研究所総務
評 価 委 員 会 丸谷　浩明　 教授 （副所長） 部局評価
安 全 衛 生 委 員 会 今村　文彦　 教授 （所長） 職員の健康障害防止
予 算 委 員 会 今村　文彦　 教授 （所長） 研究所予算






























































































































































































































































運営費交付金 109,460 57 1,920
運営費交付金（機能強化） 65,018 57 1,141
受託研究費等 367,584 57 6,449 寄附金、受託研究費、共同研究費、受託事業費、その他補助金を含む
科学研究費補助金 114,368 57 2,006 文科省科研費、厚労省科研費を含む






番号 課題番号 研究種目 研究課題名等 直接経費 間接経費 合計 研究者
1 19H05223 新学術領域研究 死後脳マルチオミクス・プロファイルに基づく統合失調症
病態の構成的理解
3,000,000 900000 3,900,000 國 井 泰 人 H31 ～ R02
2 17H06108 基盤研究（S） 理・工・医学の連携による津波の広域被害把握技術の深化
と災害医療支援システムの革新
28,000,000 8,400,000 36,400,000 越 村 俊 一 H29 ～ H33
3 17H00840 基盤研究（A） 東日本大震災の診療記録統計とシステムダイナミクスに基
づく災害医療効率化
6,000,000 1,800,000 7,800,000 江 川 新 一 H29 ～ H32
4 17H01631 基盤研究（A） 巨大津波後の長期的地形変化を考慮した沿岸防災機能強化 4,800,000 1,440,000 6,240,000 今 村 文 彦 H29 ～ H33
5 18H03801 基盤研究（A） 東日本大震災復興の検証と自然災害リスクを考慮した21世
紀の都市誘導施策
6,600,000 1,980,000 8,580,000 村 尾 修 H30 ～ H34
6 19H01094 基盤研究（A） 地盤の支える機能から流れる性質までの統合表現による数
値シミュレーション
10,300,000 3,090,000 13,390,000 寺 田 賢 二 郎 H31 ～ H33
7 17H02074 基盤研究（B） 海岸地形発達史に基づく巨大地震イベントの解読 1,200,000 360,000 1,560,000 菅 原 大 助 H29 ～ H32
8 18H01538 基盤研究（B） 気候変動による河川から海岸への土砂供給量変化を考慮し
た確率海岸線変化モデルの開発
2,400,000 720,000 3,120,000 有 働 恵 子 H30 ～ H33
9 18H01577 基盤研究（B） 変位制御設計に有効な複素減衰を模擬する免震用高性能
パッシブ減衰デバイスの開発
3,700,000 1,110,000 4,810,000 五 十 子 幸 樹 H30 ～ H32
10 18H01579 基盤研究（B） リアルタイム地震観測情報を用いた即時地震動・建物応答
予測の研究
2,400,000 720,000 3,120,000 大 野 晋 H30 ～ H32
11 18H01672 基盤研究（B） 斜面災害シミュレーションの具体的なV&Vの例示 3,000,000 900,000 3,900,000 森 口 周 二 H30 ～ H32
12 19H01293 基盤研究（B） 研究者ネットワークによる巨大災害被災地での歴史文化環
境再生の研究
5,000,000 1,500,000 6,500,000 佐 藤 大 介 H31 ～ R03
13 19H03701 基盤研究（B） ストレス応答生合成と化学修飾を融合した多様性天然物に
よる難治性疾患治療薬の開発
4,200,000 1,260,000 5,460,000 児 玉 栄 一 H31 ～ R03
14 19H03894 基盤研究（B） アドオンゲノムコホートによるアトピー性皮膚炎と自閉ス
ペクトラム症の戦略的病態解明
5,400,000 1,620,000 7,020,000 栗 山 進 一 H31 ～ R03
15 20H02228 基盤研究（B） 免震機能を有する構造物の過大変位抑制効果を検証する非
線形振動台実験の高性能制御
7,900,000 2,370,000 10,270,000 榎 田 竜 太 R02 ～ R04
16 20H02320 基盤研究（B） 被災沿岸地域から学ぶ移転復興計画論の構築：台風ハイア
ン・スラウェシ島地震を対象に
3,400,000 1,020,000 4,420,000 井 内 加 奈 子 R02 ～ R05
17 20H02407 基盤研究（B） 科学的エビデンスが支える効果的で持続的な災害伝承 4,900,000 1,470,000 6,370,000 佐 藤 翔 輔 R02 ～ R04
18 20H02408 基盤研究（B） 災害発生中の業務支援に繋がる自然災害デジタルアーカイ
ブに関する研究
2,900,000 870,000 3,770,000 柴 山 明 寛 R02 ～ R04
19 19K08053 基盤研究（C） 統合失調症死後脳におけるPro to Giu経路の分子プロファ
イル解析
1,400,000 420,000 1,820,000 國 井 泰 人 H31 ～ R3
20 20K07962 基盤研究（C） オートファジーを介したうつ病の分子機構解明と新規治療
法の開発
1,300,000 390,000 1,690,000 兪 志 前 R02 ～ R04
21 20K09660 基盤研究（C） 子宮内膜癌におけるリピドミクス解析 1,300,000 390,000 1,690,000 伊 藤 潔 R02 ～ R04
22 20K21694 挑戦的研究（萌芽） 詳細な食事調査を駆動力とする腸内細菌叢と早産・低出生
体重との関連研究
3,800,000 1,140,000 4,940,000 栗 山 進 一 R02 ～ R03
23 20K14561 若手研究 海溝型地震は内陸地震活動に影響を与えるのか？ 900,000 270,000 1,170,000 石 澤 尭 史 R02 ～ R04
24 20K14999 若手研究 東日本大震災における宮城県での人的被害に関する研究 1,000,000 300,000 1,300,000 門 廻 充 侍 R02 ～ R03
25 20K15000 若手研究 洪水氾濫解析と衛星画像解析を用いた準リアルタイム水害
廃棄物発生量推定
900,000 270,000 1,170,000 橋 本 雅 和 R02 ～ R04
26 20K17458 若手研究 新しいクラスの抗菌薬：核酸代謝阻害剤は薬剤耐性菌
（AMR）に効果を示す 1,600,000 480,000 2,080,000 大 江 千 紘 R02 ～ R03
27 20K20076 若手研究 The role of Mega-tourism events in disaster recovery,implications for local communities 1,000,000 300,000 1,300,000 NGUYEN David H31 ～ R2
28 19K17921 若手研究 ノロウイルスをモデルとしたウイルス横断的創薬研究の基
盤構築
1,800,000 540,000 2,340,000 林 宏 典 H31 ～ R2
29 19K20540 若手研究 アチェにおける災害復興で現地の学術研究機関が果たす
媒介機能の活用に向けた新展開
1,200,000 360,000 1,560,000 佐 々 木 大 輔 H31 ～ R3
30 20K22426 研究活動スタート支援 出水時の環境DNA動態に着目した河川水域と河畔域の生
物相モニタリング手法の開発
1,100,000 330,000 1,430,000 内 田 典 子 R02 ～ R03
31 20HT0013 研究成果公開促進費 東北大生が考えた防災教育プログラム　－心理を学んで災
害に備えよう－
480,000 0 480,000 邑 本 俊 亮 R02 ～ R02
32 18F18761 特別研究員奨励費 認識論的不確定性を考慮した構造物地震時応答制御用エネ
ルギー吸収デバイスの最適設計
400,000 0 400,000 LI DAWEI R02 ～ R02
33 18J20339 特別研究員奨励費 連続スケール間で一貫した最適化を実現する事前落石対策
事業スキームの創出
900,000 0 900,000 菅 野 蓮 華 R02 ～ R02
34 19J11299 特別研究員奨励費 複素減衰モデルの実現による長周期構造物の地震時応答変
位・加速度同時低減への挑戦
900,000 0 900,000 LUO HAO R02 ～ R02
35 20J20360 特別研究員奨励費 津波生存者・犠牲者の双方に着目した津波避難行動発生・
進行メカニズムの解明
900,000 0 900,000 新 家 杏 奈 R02 ～ R04
36 20F20796 特別研究員奨励費 免震構造物高性能化のための革新的ダイナミック・マス・
ダンパーの開発













番号 課題番号 研究種目 研究課題名等 直接経費 間接経費 合計 研究者
1 19Ｈ05223 新学術領域研究 死後脳マルチオミクス・プロファイルに基づく統合失調症病態の
構成的理解
3,000,000 900,000 3,900,000 國 井 泰 人 H31 ～ R2
2 17H06108 基盤研究（S） 理・工・医学の連携による津波の広域被害把握技術の深化と災
害医療支援システムの革新
28,000,000 8,400,000 36,400,000 越 村 俊 一 H29 ～ H33
3 17H00840 基盤研究（A） 東日本大震災の診療記録統計とシステムダイナミクスに基づく
災害医療効率化
6,000,000 1,800,000 7,800,000 江 川 新 一 H29 ～ H32
4 17H01631 基盤研究（A） 巨大津波後の長期的地形変化を考慮した沿岸防災機能強化 4,800,000 1,440,000 6,240,000 今 村 文 彦 H29 ～ H33
5 18H03801 基盤研究（A） 東日本大震災復興の検証と自然災害リスクを考慮した21世紀の
都市誘導施策
6,600,000 1,980,000 8,580,000 村 尾 修 H30 ～ H34
6 19H01094 基盤研究（A） 地盤の支える機能から流れる性質までの統合表現による数値シ
ミュレーション
10,300,000 3,090,000 13,390,000 寺 田 賢 二 郎 H31 ～ H33
7 17H02074 基盤研究（B） 海岸地形発達史に基づく巨大地震イベントの解読 1,200,000 360,000 1,560,000 菅 原 大 助 H29 ～ H32
8 18H01538 基盤研究（B） 気候変動による河川から海岸への土砂供給量変化を考慮した
確率海岸線変化モデルの開発
2,400,000 720,000 3,120,000 有 働 恵 子 H30 ～ H33
9 18H01577 基盤研究（B） 変位制御設計に有効な複素減衰を模擬する免震用高性能パッ
シブ減衰デバイスの開発
3,700,000 1,110,000 4,810,000 五 十 子 幸 樹 H30 ～ H32
10 18H01579 基盤研究（B） リアルタイム地震観測情報を用いた即時地震動・建物応答予測
の研究
2,400,000 720,000 3,120,000 大 野 晋 H30 ～ H32
11 18H01672 基盤研究（B） 斜面災害シミュレーションの具体的なV&Vの例示 3,000,000 900,000 3,900,000 森 口 周 二 H30 ～ H32
12 19H01293 基盤研究（B） 研究者ネットワークによる巨大災害被災地での歴史文化環境再
生の研究
5,000,000 1,500,000 6,500,000 佐 藤 大 介 H31 ～ R3
13 19H03701 基盤研究（B） ストレス応答生合成と化学修飾を融合した多様性天然物による
難治性疾患治療薬の開発
4,200,000 1,260,000 5,460,000 児 玉 栄 一 H31 ～ R3
14 19H03894 基盤研究（B） アドオンゲノムコホートによるアトピー性皮膚炎と自閉スペクトラ
ム症の戦略的病態解明
5,400,000 1,620,000 7,020,000 栗 山 進 一 H31 ～ R3
15 20H02228 基盤研究（B） 免震機能を有する構造物の過大変位抑制効果を検証する非線
形振動台実験の高性能制御
7,900,000 2,370,000 10,270,000 榎 田 竜 太 R2 ～ R4
16 20H02320 基盤研究（B） 被災沿岸地域から学ぶ移転復興計画論の構築：台風ハイアン・
スラウェシ島地震を対象に
3,400,000 1,020,000 4,420,000 井 内 加 奈 子 R2 ～ R5
17 20H02407 基盤研究（B） 科学的エビデンスが支える効果的で持続的な災害伝承 4,900,000 1,470,000 6,370,000 佐 藤 翔 輔 R2 ～ R4
18 20H02408 基盤研究（B） 災害発生中の業務支援に繋がる自然災害デジタルアーカイブ
に関する研究
2,900,000 870,000 3,770,000 柴 山 明 寛 R2 ～ R4
19 19K08053 基盤研究（C） 統合失調症死後脳における Pro to Giu 経路の分子プロファイル
解析
1,400,000 420,000 1,820,000 國 井 泰 人 H31 ～ R3
20 20K07962 基盤研究（C） オートファジーを介したうつ病の分子機構解明と新規治療法の
開発
1,300,000 390,000 1,690,000 兪 志 前 R2 ～ R4
21 20K09660 基盤研究（C） 子宮内膜癌におけるリピドミクス解析 1,300,000 390,000 1,690,000 伊 藤 潔 R2 ～ R4
22 20K21694 挑戦的研究（萌芽） 詳細な食事調査を駆動力とする腸内細菌叢と早産・低出生体重
との関連研究
3,800,000 1,140,000 4,940,000 栗 山 進 一 R2 ～ R3
23 20K14561 若手研究 海溝型地震は内陸地震活動に影響を与えるのか？ 900,000 270,000 1,170,000 石 澤 尭 史 R2 ～ R4
24 20K14999 若手研究 東日本大震災における宮城県での人的被害に関する研究 1,000,000 300,000 1,300,000 門 廻 充 侍 R2 ～ R3
25 20K15000 若手研究 洪水氾濫解析と衛星画像解析を用いた準リアルタイム水害廃棄
物発生量推定
900,000 270,000 1,170,000 橋 本 雅 和 R2 ～ R4
26 20K17458 若手研究 新しいクラスの抗菌薬：核酸代謝阻害剤は薬剤耐性菌（AMR）
に効果を示す
1,600,000 480,000 2,080,000 大 江 千 紘 R2 ～ R3
27 20K20076 若手研究 The role of Mega-tourism events in disaster recovery, implications for local communities 1,000,000 300,000 1,300,000 NGUYEN David H31 ～ R2
28 19Ｋ17921 若手研究 ノロウイルスをモデルとしたウイルス横断的創薬研究の基盤構築 1,800,000 540,000 2,340,000 林 宏 典 H31 ～ R2
29 20K22426 研究活動スタート支援 出水時の環境DNA動態に着目した河川水域と河畔域の生物相
モニタリング手法の開発
1,100,000 330,000 1,430,000 内 田 典 子 R2 ～ R3
30 20HT0013 研究成果公開促進費 東北大生が考えた防災教育プログラム　－心理を学んで災害に
備えよう－
480,000 0 480,000 邑 本 俊 亮 R2 ～ R2
31 18F18761 特別研究員奨励費 認識論的不確定性を考慮した構造物地震時応答制御用エネル
ギー吸収デバイスの最適設計
400,000 0 400,000 LI　DAWEI R2 ～ R2
32 18J20339 特別研究員奨励費 連続スケール間で一貫した最適化を実現する事前落石対策事
業スキームの創出
900,000 0 900,000 菅 野 蓮 華 R2 ～ R2
33 19J11299 特別研究員奨励費 複素減衰モデルの実現による長周期構造物の地震時応答変
位・加速度同時低減への挑戦
900,000 0 900,000 LUO HAO R2 ～ R2
34 20J20360 特別研究員奨励費 津波生存者・犠牲者の双方に着目した津波避難行動発生・進
行メカニズムの解明
900,000 0 900,000 新 家 杏 奈 R2 ～ R4
35 20F20796 特別研究員奨励費 免震構造物高性能化のための革新的ダイナミック・マス・ダン
パーの開発
300,000 0 300,000 GUO　XUEYUAN R2 ～ R2
36 20KK0037 国際共同研究強化（B） 東南アジアにおける「オールハザード型」防災対策枠組構築の
ための共同研究







番号 課題番号 研究種目 研究課題名等 直接経費 間接経費 合計 研究者
1 19H05223 新学術領域研究 死後脳マルチオミクス・プロファイルに基づく統合失調症
病態の構成的理解
3,000,000 900000 3,900,000 國 井 泰 人 H31 ～ R02
2 17H06108 基盤研究（S） 理・工・医学の連携による津波の広域被害把握技術の深化
と災害医療支援システムの革新
28,000,000 8,400,000 36,400,000 越 村 俊 一 H29 ～ H33
3 17H00840 基盤研究（A） 東日本大震災の診療記録統計とシステムダイナミクスに基
づく災害医療効率化
6,000,000 1,800,000 7,800,000 江 川 新 一 H29 ～ H32
4 17H01631 基盤研究（A） 巨大津波後の長期的地形変化を考慮した沿岸防災機能強化 4,800,000 1,440,000 6,240,000 今 村 文 彦 H29 ～ H33
5 18H03801 基盤研究（A） 東日本大震災復興の検証と自然災害リスクを考慮した21世
紀の都市誘導施策
6,600,000 1,980,000 8,580,000 村 尾 修 H30 ～ H34
6 19H01094 基盤研究（A） 地盤の支える機能から流れる性質までの統合表現による数
値シミュレーション
10,300,000 3,090,000 13,390,000 寺 田 賢 二 郎 H31 ～ H33
7 17H02074 基盤研究（B） 海岸地形発達史に基づく巨大地震イベントの解読 1,200,000 360,000 1,560,000 菅 原 大 助 H29 ～ H32
8 18H01538 基盤研究（B） 気候変動による河川から海岸への土砂供給量変化を考慮し
た確率海岸線変化モデルの開発
2,400,000 720,000 3,120,000 有 働 恵 子 H30 ～ H33
9 18H01577 基盤研究（B） 変位制御設計に有効な複素減衰を模擬する免震用高性能
パッシブ減衰デバイスの開発
3,700,000 1,110,000 4,810,000 五 十 子 幸 樹 H30 ～ H32
10 18H01579 基盤研究（B） リアルタイム地震観測情報を用いた即時地震動・建物応答
予測の研究
2,400,000 720,000 3,120,000 大 野 晋 H30 ～ H32
11 18H01672 基盤研究（B） 斜面災害シミュレーションの具体的なV&Vの例示 3,000,000 900,000 3,900,000 森 口 周 二 H30 ～ H32
12 19H01293 基盤研究（B） 研究者ネットワークによる巨大災害被災地での歴史文化環
境再生の研究
5,000,000 1,500,000 6,500,000 佐 藤 大 介 H31 ～ R03
13 19H03701 基盤研究（B） ストレス応答生合成と化学修飾を融合した多様性天然物に
よる難治性疾患治療薬の開発
4,200,000 1,260,000 5,460,000 児 玉 栄 一 H31 ～ R03
14 19H03894 基盤研究（B） アドオンゲノムコホートによるアトピー性皮膚炎と自閉ス
ペクトラム症の戦略的病態解明
5,400,000 1,620,000 7,020,000 栗 山 進 一 H31 ～ R03
15 20H02228 究（B） 免震機能を有する構造物の過大変位抑制効果を検証する非
線形振動台実験の高性能制御
7,900,000 2,370,000 10,270,000 榎 田 竜 太 R02 ～ R04
6 3 0 究（B） 被災沿岸地域から学ぶ移転復興計画論の構築：台風ハイア
ン・スラウェシ島地震を対象に
3,400,000 1, 20,000 4,420,0 0 井 内 加 奈 子 R02 ～ R05
7 407 究（B） 科学的エビデンスが支える効果的で持続的な災害伝承 4,900,000 1,470,000 6,370,000 佐 藤 翔 輔 R02 ～ R04
18 20 02408 究（B） 災害発生中の業務支援に繋がる自然災害デジタルアーカイ
ブに関する研究
2,900,000 870,000 3,770,000 柴 山 明 寛 R02 ～ R04
19 19K08053 基盤研究（C） 統合失調症死後脳におけるPro to Giu経路の分子プロファ
イル解析
1,400,000 420,000 1,820,000 國 井 泰 人 H31 ～ R3
20 20K07962 基盤研究（C） オートファジーを介したうつ病の分子機構解明と新規治療
法の開発
1,300,000 390,000 1,690,000 兪 志 前 R02 ～ R04
21 20K09660 基盤研究（C） 子宮内膜癌におけるリピドミクス解析 1,300,000 390,000 1,690,000 伊 藤 潔 R02 ～ R04
22 20K21694 挑戦的研究（萌芽） 詳細な食事調査を駆動力とする腸内細菌叢と早産・低出生
体重との関連研究
3,800,000 1,140,000 4,940,000 栗 山 進 一 R02 ～ R03
23 20K14561 若手研究 海溝型地震は内陸地震活 に影響を与えるのか？ 900,000 270,000 1,170,000 石 澤 尭 史 R02 ～ R04
24 20K14999 若手研究 東日本大震災における宮城県での人的被害に関する研究 1,000,000 300,000 1,300,000 門 廻 充 侍 R02 ～ R03
25 20K15000 若手研究 洪水氾濫解析と衛星画像解析を用いた準リアルタイム水害
廃棄物発生量推定
900,000 270,000 1,170,000 橋 本 雅 和 R02 ～ R04
26 20K17458 若手研究 新しいクラスの抗菌薬：核酸代謝阻害剤は薬剤耐性菌
（AMR）に効果を示す 1,600,000 480,000 2,080,000 大 江 千 紘 R02 ～ R03
27 20K20076 若手研究 The role of Mega-tourism events in disaster recovery,implications for local communities 1,000,000 300,000 1,300,000 NGUYEN David H31 ～ R2
28 19K17921 若手研究 ノロウイルスをモデルとしたウイルス横断的創薬研究の基
盤構築
1,800,000 540,000 2,340,000 林 宏 典 H31 ～ R2
29 19K20540 若手研究 アチェにおける災害復興で現地の学術研究機関が果たす
媒介機能の活用に向けた新展開
1,200,000 360,000 1,560,000 佐 々 木 大 輔 H31 ～ R3
30 20K22426 研究活動スタート支援 出水時の環境DNA動態に着目した河川水域と河畔域の生
物相モニタリング手法の開発
1,100,000 330,000 1,430,000 内 田 典 子 R02 ～ R03
31 20HT0013 研究成果公開促進費 東北大生が考えた防災教育プログラム　－心理を学んで災
害に備えよう－
480,000 0 480,000 邑 本 俊 亮 R02 ～ R02
32 18F18761 特別研究員奨励費 認識論的不確定性を考慮した構造物地震時応答制御用エネ
ルギー吸収デバイスの最適設計
400,000 0 400,000 LI DAWEI R02 ～ R02
33 18J20339 特別研究員奨励費 連続スケール間で一貫した最適化を実現する事前落石対策
事業スキームの創出
900,000 0 900,000 菅 野 蓮 華 R02 ～ R02
34 19J11299 研究員奨励費 複素減衰モデルの実現による長周期構造物の地震時応答変
位・加速度同時低減への挑戦
900,000 0 900,000 LUO HAO R02 ～ R02
5 20 20360 研究員奨励費 津波生存者・犠牲者 双方 着目した津波避難行動発生・
進行メカニズムの解明
900,000 0 900,000 新 家 杏 奈 R02 ～ R04
6 2 F 796 研究員奨励費 免震構造物高性能化のための革新的ダイナミック・マス・
ダンパーの開発




























低線量・低線量率放射線被ばくによる臓器別酸化ストレス状態の検討 2020/4/1 2021/3/31 8,386,284 1,588,445 9,974,729
受託研究/
競争的資金












6：沿岸セクターにおける適応機会とその効果の評価 2016/4/1 2022/3/31 770,000 231,000 1,001,000
受託研究/
競争的資金




















































































2020/12/24 2021/3/31 4,165,000 833,000 4,998,000
共同研究 寺田　賢二郎 ナミックス株式会社 樹脂の硬化収縮応力解析手法の確立 2017/8/1 2020/7/31 0 0 0






2020/4/1 2022/3/31 733,200 146,800 880,000
共同研究 五十子　幸樹 有限会社シズメテック 性能可変オイルダンパーの実用化に関する研究 2019/4/1 2022/3/31 0 0 0


















2020/12/1 2021/9/30 2,772,000 831,600 3,603,600
共同研究 定池　祐季 厚真町 北海道胆振東部地震からの復興と地域防災に関する実践的研究 2020/5/1 2021/3/31 1,660,960 332,192 1,993,152




河川津波における避難情報と住民避難に関する研究 2020/9/28 2021/3/31 700,000 140,000 840,000
共同研究 児玉　栄一 富士フイルム株式会社 感染症対策における共同研究 2019/8/1 2021/7/31 0 0 0
共同研究 藤井　進 三菱UFJリース株式会社 個人に向けた医療BCP基盤の在り様と医療情報を使った個人に最適なサービス
とその基盤の在り様に関する研究
2020/6/1 2022/3/31 16,666,000 3,334,000 20,000,000












2020/4/1 2021/3/31 2,877,000 0 2,877,000
共同研究 丸谷　浩明 株式会社丸和運輸機関 物流業におけるBCPの構築 2020/6/6 2021/6/5 733,200 146,800 880,000
共同研究 今村　文彦 株式会社富士通研究所 リアルタイム津波災害予測技術の研究開発 2020/4/1 2021/3/31 2,499,600 500,400 3,000,000












河川維持管理ソフト「e-River」の高度化および水防災教育等に関する研究 2020/4/1 2021/3/31 2,727,000 272,700 2,999,700



































防災観光プログラム開発 2018/3/20 2021/9/30 0 0 0
受託事業/
学術指導
今村　文彦 株式会社東北博報堂 青森県「学校と地域が一体になった防災教育推進事業」 2020/3/9 2020/12/30 302,841 33,649 336,490
受託事業/
学術指導
江川　新一 日本無線株式会社 Alertmarker の災害情報に係るAI多言語翻訳に関する研究 2019/4/1 2021/12/31 900,000 100,000 1,000,000
受託事業/
学術指導
佐藤　翔輔 株式会社東北博報堂 青森県「学校と地域が一体になった防災教育推進事業」 2021/1/1 2021/12/31 329,175 36,575 365,750
受託事業/
学術指導
児玉　栄一 株式会社IHI 新型コロナウイルスに対する「新型殺菌剤」の有効性評価方法について 2020/6/15 2020/12/15 450,000 50,000 500,000
受託事業/
学術指導
今村　文彦 株式会社東北博報堂 ぼくのわたしの防災手帳 2019/12/1 2021/11/30 74,700 8,300 83,000
受託事業/
学術指導
丸谷　浩明 株式会社丸和運輸機関 大規模災害発生時の物流事業者による支援活動の指導 2019/4/1 2021/3/31 0 0 0
受託事業/
学術指導






フロートパックの有効性評価及び改良 2018/2/6 2023/1/31 0 0 0
受託事業/
学術指導
児玉　栄一 ニイヌマ株式会社 強アルカリ水によるバクテリア・細菌・ウィルスの消菌抗菌に関する学術指導 2020/6/1 2021/5/31 540,000 60,000 600,000
受託事業/
学術指導










2020/3/13 2020/3/31 7,259,436 806,604 10,870,899
受託事業 柴山　明寛 多賀城市 平成31年度多賀城市震災アーカイブシステム保守点検作業 2020/4/1 2021/3/31 150,000 0 150,000
受託事業 佐藤　健 宮城県 平成31年度宮城県自主防災組織育成・活性化支援業務 2020/5/16 2021/3/31 9,460,000 946,000 10,406,000
受託事業 寺田　賢二郎 日本学術振興会 二国間交流事業（韓国（NRF）との共同研究 2020/4/1 2022/3/31 1,140,000 0 1,140,000
受託事業 越村　俊一 内閣府 津波浸水被害推計システム拡張業務（福島県から北海道太平洋沿岸 2020/3/31 2021/3/31 12,606,000 2,521,200 15,127,200




2020/4/1 2023/3/31 1,320,000 264,000 1,584,000
受託事業 今村　文彦 日本規格協会 令和2年度産業標準化推進事業委託費 2020/5/1 2021/2/26 27,727,011 2,772,700 30,499,711
受託事業 今村　文彦 JICA 仙台防災枠組に貢献する　防災中核人材育成
（分担：（工）風間聡）
2020/4/1 2021/3/31 1,776,000 0 1,776,000
受託事業 越村　俊一 JICA 研修員（学位課程就学者）受入
（分担：（工）風間聡）
2020/10/1 2021/3/31 444,000 62,500 506,500
受託事業 柴山　明寛 東日本大震災津波伝承館 三陸TSUNAMIウェビナー（仮称）運営等業務 2020/10/15 2021/2/26 892,012 0 892,012
受託事業 柴山　明寛 河北新報社 河北新報社震災アーカイブシステム保守業務 2020/10/1 2021/3/31 769,000 230,700 999,700






2018/6/15 2022/8/31 0 0 0










2 東日本大震災被災状況記録整理協力金 佐藤　翔輔 佐藤　翔輔 40,000
3 CAEに関する研究助成金 （株）メカニカルデザイン 寺田賢二郎 2,000,000
4 災害アーカイブ研究助成金 積水ハウス（株） 柴山　明寛 200,000
4件 3,232,800
5 機械学習に関する研究助成 日本免震構造協会 郭　佳 1,000,000
6 統合的放射線被ばく管理ｼｽﾃﾑ構築への基礎検討 一般財団法人 宮城県予防医学協会 医）稲葉洋平 200,000
2件 1,200,000
7 津波工学研究分野研究助成金 五洋建設（株） 今村　文彦 500,000
8 津波工学研究分野研究助成金 一般社団法人 東北地域づくり協会 今村　文彦 3,000,000
9 放射線検査学研究助成金 （株）千代田テクノル 医）千田浩一 150,000
10 東日本大震災被災状況記録整理協力金 佐藤　翔輔 佐藤　翔輔 358,000
4件 4,008,000
11 防災社会システム研究分野助成金 （株）桑折コンサルタント 丸谷　浩明 300,000
12 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に関するﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽに関する研究助成金 大塚製薬（株） 國井　泰人 200,000
2件 500,000
13 クボタ若手研究者研究奨励制度（水道分野） （株）クボタ 水谷　大二郎 1,000,000
14 東日本大震災被災状況記録整理協力金 前田　勇輝 佐藤　翔輔 50,000
15 陸・水環境DNAに関する研究助成金 公益財団法人 クリタ水・環境科学振興財団 内田　典子 1,000,000
16 防災社会システム研究分野助成金 （株）フクダ・アンド・パートナーズ 丸谷　浩明 300,000
17 CAEに関する研究助成金 サイバイネットシステム（株） 寺田　賢二郎 1,000,000
18 鋼構造の耐震化に関する研究助成金 エム・エムブリッジ（株） 五十子　幸樹 1,500,000
6件 4,850,000
19 鋼構造の耐震化に関する研究助成金 （株）安藤・間 五十子　幸樹 500,000














No. 助成金名称 寄付者名 受入教員 寄附金額
21 APRU-IRIDeSﾏﾙﾁﾊｻﾞｰﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ活動助成金 APRU（香港） 泉　貴子 1,535,100
22 津波工学研究分野研究助成金 （株）東京建設コンサルタント 今村　文彦 1,000,000
2件 2,535,100
23 2020年度三菱財団自然科学特別助成（感染症）助成金 國井　泰人 國井　泰人 1,600,000
24 平成30年度特定領域研究助成（3年目） 公益財団法人 セコム科学技術振興財団 福島　洋 12,700,000
25 放射線検査学研究助成金 トーレック（株） 千田　浩一 200,000
3件 14,500,000
26 災害アーカイブ研究助成金 日本総合システム（株） 柴山　明寛 100,000
27 公益財団法人河川財団河川基金助成事業助成金 東京都公立大学法人 東京都立大学 髙橋　尚志 87,166
2件 187,166
28 災害アーカイブ研究助成金 積水ハウス（株）東北営業本部 柴山　明寛 200,000
1件 200,000
29 災害アーカイブ研究助成金 凸版印刷（株）東日本事業本部 柴山　明寛 200,000
30 2020年度三菱財団自然科学特別助成（感染症）助成金 國井　泰人 國井　泰人 2,000,000
31 東日本大震災被災状況記録整理協力金 佐藤　翔輔 佐藤　翔輔 50,000
3件 2,250,000
31件 35,063,066
No. 助成金名称 寄付者名 件数 寄附金額
1 地震津波ﾘｽｸ評価（東京海上日動）寄附研究部門助成金 東京海上日動火災保険 1件 30,000,000
2 都市直下地震災害（応用地質）寄附研究部門助成金 応用地質（株） 1件 30,000,000



























みを行い，成果を国際的に発信した．Coastal Engineering Journal Citation Award 他を受賞．（津波工学研究分野）．
・ 気候変動の影響評価と適応策，洪水氾濫数値解析などの研究を実施し，自然災害学会発表優秀賞，UAV を用い









2019 年度の分野活動報告  













力も行なっている。また，2019 年 6 月に発生した山形県沖の地震の現地被害調査も実施した。 






、 高度化 。 、














2 年 7 月豪雨による災害について、広域被害予測を行いて情報公開した（環境変動リスク研究分野）。 
・ リアルタイム津波浸水被害予測技術が内閣府の総合防災システムの機能として採用され、現在我が国の太平洋岸


































































究打ち合わせを行った．2020 年 1 月にバングラデシュ北西部のシラジガンジにて，バンダル型水制設置サイトの調査を
行なった． 
国内災害対応: 2019 年 10 月の台風 19 号の災害について，広域被害予測（土砂生産量予測）を行い，災害研の災害
対応ホームページにて公開した．また，鳴瀬川水系吉田川と阿武隈川水系新川・内川・五福谷川周辺で現地調査を行
なった．さらに，それぞれの調査について震災対策技術展や世界防災フォーラムで報告した．その他，豪雨災害が発生
した際に被災地周辺の河川水位・累積降雨等の情報を収集して緊急調査 WG で共有した． 



















【 、 】 
部・水理系優秀発表者賞受賞（千葉愛理、藤皓介（学部生）） 
土木工学専攻ベストプレゼンテーション賞（千葉愛理（学部生））


















令和 2 年 7 月豪雨による災害について、広域被害予測（土砂生産量予測）を行い、災害研の災害対応ホームページに
て公開した。また、同時期に発生した山形豪雨に際して、最上川水系白水川、大旦川、五十沢川周辺で現地調査を行
い、所外向け緊急調査報告会にてメディアに対して情報提供を行った。その他、豪雨災害が発生した際に被災地周辺
の河川水位・累積降雨等の情報を収集して緊急調査 WG で共有した。 
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専任教員の越村俊一教授と Erick Mas 准教授は，G 空間情報を基盤として，リアルタイムシミュレーション・リモートセ
ンシング技術，ソーシャルセンシング技術を高度に融合し，広域被害把握技術を社会に実装するための基礎・応用研究
を推進した．リアルタイム津波浸水被害予測技術は，内閣府の災害対応システムとして採用され，大学発ベンチャーとし










成果の発信は，ハイインパクトな国際ジャーナル論文の出版に加え，2019 年 11 月に仙台で開催された World Bosai 
Forum において企画セッション 3 件を主催するなど，成果の国際的な発信と研究交流を深めた． 


















当研究室と清華大学土木工学科の紀教授らのグループの共同研究(Innovative Earthquake-resilient Structural 
System and Design Theory for High-rise Buildings)が東北大学－清華大学共同研究ファンドプロジェクトに採択さ
れ，清華大学との交流活動として，北京におけるミニシンポジウムへの参画，東北大学生の清華大学への短期派
遣，東北大学でのミニシンポジウムの開催などを実施した．この他，米国とは，フロリダ大学の Brian Phillips 准教授
を受け入れ，制振構造に関する合同セミナーも開催している．







































究打ち合わせを行った．2020 年 1 月にバングラデシュ北西部のシラジガンジにて，バンダル型水制設置サイトの調査を
行なった．



























































































































(Sugiura et al., 2015)について、基礎認知科学研究と質問紙の災害教育応用が進んでいる。本年度は、査読付き論文が
国際学術雑誌に 3 報、国内雑誌に１報採択されたほか、学会報告（国内）も１件おこなった。また学術論文英文３報、和




ために、自分たちの力で災害伝承・防災教育の出前授業を企画し、11 月 9 日に東京都の中学校で実施した。当該の活
動実践に関しては地方紙に掲載された（河北新報 2020 年 2 月 11 日付）。また、2020 年 3 月 4 日には兵庫県の高校で
実施予定であったが、新型コロナウィルス感染症拡大の影響で中止となった。しかしながら、大学生によって構築された
複数の防災教育授業案が蓄積された。なお、防災出前授業の企画開始から中学校での授業実践までのプロセスと学
生たちの認知・心理面での変化に関して、2020 年 3 月に第 26 回大学教育研究フォーラム（オンライン開催）にて発表し
た。








施した。2020 年 7 月からは、清水建設技術研究所と津波土砂移動数値シミュレーションの V&V をテーマとする共同研




【論文等】科研費基盤 B（代表）関連では、これまでの成果を取りまとめた論文が国際誌 Quaternary Science Review に掲
載された。東日本大震災から 10 年間の津波数値解析研究の展開に関するレビュー論文をとりまとめ、国際誌 Earth-
Science Reviews に投稿・掲載された。他に、国際誌への投稿論文 2 件と英語単行本のチャプター2 件が出版された。ま
た、国際学術論文 17 件の査読を行った。 
【教育活動】本年度は、修士学生 2 名の論文指導を行った。2018 年 10 月入学の修士学生（留 生）は、2020 年 9 月を
もって修了した後、博士課程に進学を希望していたが、コロナウィルスの流行に伴う母国情勢の変化により一時帰国を
希望したため、1 年間の休学を認めた。また、2019 年 4 月入学の修士学生は、2021 年 3 月をもって修了した後、博士










































ために、自分たちの力で災害伝承・防災教育の出前授業を企画し、11 月 9 日に東京都の中学校で実施した。当該の活
動実践に関しては地方紙に掲載された（河北新報 2020 年 2 月 11 日付）。また、2020 年 3 月 4 日には兵庫県の高校で
実施予定であったが、新型コロナウィルス感染症拡大の影響で中止となった。しかしながら、大学生によって構築された
複数の防災教育授業案が蓄積された。なお、防災出前授業の企画開始から中学校での授業実践までのプロセスと学
生たちの認知・心理面での変化に関して、2020 年 3 月に第 26 回大学教育研究フォーラム（オンライン開催）にて発表し
た。
 

























2019 年度は、2019 年 10 月 12 日の台風 19 号に伴い被災した宮城県内の各地、特に県南の宮城県丸森町、白石
市、角田市で個人所蔵の歴史資料の救援を、行政、市民、さらに学生ボランティアとの協働で実施し、約 3 万点の被災
資料を救援した。あわせて、東日本大震災で被災した歴史資料の救済保全活動を、NPO 法人宮城歴史資料保全ネット
ワークとの協力の下で実施した。のべ 223 人の市民ボランティアの参加を得て、約 1500 点の処置を完了した。また、中
央大学のゼミ約 10 名を受け入れ、応急処置の体験実習を施した。




び栃木県域の内容を検討する研究会を 2 回開催した。なお、2020 年 3 月に予定していた北日本協議会は、新型コロナ
ウィルスの感染拡大により開催できなかった。
歴史災害研究としては、2019 年 5 月の日本地球惑星科学連合大会でのポスター発表、同年 11 月の森林経済学会
秋季大会での査読つき発表で、19 世紀初頭の北上川流域での洪水発生と、その遠因としての山林資源の枯渇、河底
上昇との関係について考察した。また西暦 1858 年・1859 年の東北地方太平洋岸における「やませ」の状況について、
災害研共同研究の一環として、地元の郷土史家の協力を得て約 1000 件のデータを収集した。 
客員教授の上山眞知子ら臨床心理学者との共同で取り組む心理社会的支援としての研究については、2019 年 9 月
の国際ドキュメンテーション委員会（CIDOC2019 京都市）での査読付き報告や、2019 年 11 月の仙台宝才会議でのポ
スター発表にて、被災者のレジリエンス涵養に歴史資料保全が持つ固有の意義について国内外の関係者と共有した。








施した。2020 年 7 月からは、清水建設技術研究所と津波土砂移動数値シミュレーションの V&V をテーマとする共同研




【論文等】科研費基盤 B（代表）関連では、これまでの成果を取りまとめた論文が国際誌 Quaternary Science Review に掲
載された。東日本大震災から 10 年間の津波数値解析研究の展開に関するレビュー論文をとりまとめ、国際誌 Earth-
Science Reviews に投稿・掲載された。他に、国際誌への投稿論文 2 件と英語単行本のチャプター2 件が出版された。ま
た、国際学術論文 17 件の査読を行った。
【教育活動】本年度は、修士学生 2 名の論文指導を行った。2018 年 10 月入学の修士学生（留 生）は、2020 年 9 月を
もって修了した後、博士課程に進学を希望していたが、コロナウィルスの流行に伴う母国情勢の変化により一時帰国を
希望したため、1 年間の休学を認めた。また、2019 年 4 月入学の修士学生は、2021 年 3 月をもって修了した後、博士
課程に進学した。その他、博士課程 1 年の学生と修士課程 1 年の学生 2 名、学部 3 年の学生 2 名の研究指導を行っ
た。
2020 年度の部門活動報告 
































（Sugiura et al., 2015）について、基礎認知科学研究と質問紙の災害教育応用が進んでいる。本年度は、査読付き論文






グラム」として「ひらめき☆ときめきサイエンス」に採択された。当該企画の実施にあたっては、上述の 10 名中 8 名のメン
バーが参画し、コロナ禍でも実施可能な授業形態にアレンジした内容で、10 月 10 日に東北大学災害科学国際研究所
にて、宮城県内の小中学生 27 名を招いて開催した。また、当該の取り組みの紹介や実施された授業内容を、編集本の
章として 2 件執筆した。 
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市役所とも連携して BCP 月次オープン講座を 6 回連続で実施し、最大 82 名の参加を得た。科研費で中小企業の
BCP の必須要素の研究を継続し、独自開発した BCP 導入ガイドも含めて「企業・組織の BCP/防災勉強会(＠仙台)」
等の場で議論をした。中央省庁の BCP の評価・改善のヒアリングに有識者委員として参画した。 
2) 災害伝承・災害情報に関する研究・支援：災害伝承および災害情報の効果検証を、東日本大震災や台風 19 号を対
象にした実証的な研究を継続している。宮城県庁における東日本大震災の対応検証事業の立ち上げとプロジェクト推
進や、気仙沼市 東日本大震災遺構・伝承館の企画・運営を全面的に支援した。政府・県・県内市町における災害情
報・震災伝承・震災復興に関する 12 の検討会の有識者委員として参画した。 
3) 東日本大震災の被災地の語り部の研究の継続し、東日本大震災の教訓を広めるため、複数の国際共通研究に参加
し、ワシントン大学公衆衛生学部との連携、カンタベリー大学及び神戸大学との連携を開始した。イタリアでの Silk 
Cities 2019 や和歌山大学での 2nd International Conference Critical Tourism Studies - Asia Pacific で発表した。 




6) 東日本大震災 9 年後の地域住民の健康状態を知るため、1 月 31 日～2 月 10 日に被災地 3 県ほか 1,133 件にパ
ネル追跡調査を行い公表した TERG, Discussion Paper No.417。http://www.econ.tohoku.ac.jp/econ/dp/terg/terg417.pdf






・2019 年 7 月 21 日に歴史文化遺産ネットワーク事業東北大拠点の活動として文理融合シンポジウム「歴史が導く災害
科学の新展開Ⅲ―日本の災害文化―」を主催・運営し、首藤伸夫氏による基調講演ほか、蝦名の含めた 5 人の研究者
による研究報告をおこない、約 130 名の参加者を得た。あわせて 2020 年 3 月に同シンポジウムの報告書を刊行した。
また、2020 年 2 月 27 日に「公開フォーラム 被災地と史料をつなぐⅡ」を開催・運営し、台風 19 号被害における各地の
被災情報と被災資料の救済技術の共有をはかった。
・災害文化に関連した史料調査として、2019 年 9 月に岩手県住田町における戸長文書の調査、2020 年 2 月に秋田県
象潟町における名主文書の調査を実施し、5000 コマを撮影した。また、企業との連携研究として、相馬市教育委員会が
所蔵する絵図史料の高精細スキャニングや凸版印刷と連携した二本松市域における歴史資料調査などを実施した。
・2019 年 10 月の東日本台風被害における対応として、宮城県・福島県・茨城県・長野県の国や自治体の指定する文化
財マップを作成し、各地の資料保全団体に共有するとともに、宮城県内において文化財マップに基づいた台風被害状
況調査を実施した。・災害時の被災資料救済の開発と手法について、「ひかり拓本」による石碑データベースを構築・公
開するとともに、2019 年 10 月 23 日に東北大埋蔵文化財調査室と連携し東北大学植物園にて、また 2020 年 2 月 28 日
に公開フォーラムのエクスカーションとして丸森町で技術講習会のワークショップを実施した。
本年度の当分野における各種成果は、論文 4（含共著）、学会発表 10、講演 8、メディア対応 6（うち全国紙 2）であっ
た。




























 ①東日本大震災関連震災から 10 年を経過したことをうけ、それに対する歴史資料保全の成果と課題について共有す










のその後の活用方法に関する課題の共有に関するワークショップを 2 回開催し、国内外の約 60 名の参加を得た。 
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2019 年度の部門活動報告 





















て、UCLA および科学未来館と共に Arch DR3 Initiative（Architecture and Urban Design for Disaster Risk Reduction and 
Resilience）を立ち上げ、建築と災害マネジメントの融合に向けた取り組みを始めた。 
2019 年度の分野活動報告 



















性推定を行った。②四川大学において Steering Committee of Alliance of Alliances for Research and Education for Water 
and Disasters に災害科学国際研究所代表として参加し、Alliance of Alliances の行動計画を決定した。③中国華中科技
大学との共同で、山形県金山町において両大学の学生による災害にも強いサステナブルな地方都市のまちづくり国際
ワークショップ、及び一般参加者も交えたシンポジウムを開催した。 






































のその後の活用方法に関する課題の共有に関するワークショップを 2 回開催し、国内外の約 60 名の参加を得た。












宰する「企業・組織の BCP/防災勉強会（＠仙台）」等で議論をした。中央省庁の BCP の評価・改善のヒアリングに有識
者委員として参画した。内閣府の防災スペシャリスト養成研修の企画と講師を務めた。 
2） 災害伝承・災害情報に関する研究・支援：災害伝承および災害情報の効果検証を、東日本大震災や台風 19 号を対
象にした実証的な研究を実施した。宮城県庁における東日本大震災および台風 19 号の対応検証事業、気仙沼市 東
日本大震災遺構・伝承館の展示リニューアルおよび周年企画に全面的に支援した。政府・県・県内市町 おける災害
情報・震災伝承・震災復興に関する 18 の検討会の有識者委員として参画した。 
3） 東日本大震 の被災地の語り部の の継続し、神戸大学の学生のために語り部についてワークショップを開催し
た。ワシントン大学公衆衛生学部との連携を継続し、国内研究会でイタリアの Department of Civil Protection について
発表した。イタリアの新型コロナウイルス感染症の影響の研究を始めた。 
4） 日本災害復興学会誌『復興』（23 号）に「被災自治体における災害救助法等の執行の 情と課題」を掲載した。2020
年度公共政策大学院ワークショップ A において丸森町の実地調査を行い、事前防災の提言をした。 
5） 震災復興シンポジウム「みやぎボイス 2020：復興検証の検証を望む声（10/16）」、「東日本大震災から 経済復興・
産業再生における政策ツールの評価（仙台防災未来フォーラム 2021 3/7）等を企画開催した。 
6） 「大規模災害が高齢者の健康に与えるインパクト－発災時の医療施設のアベイラビリティの観点から－」が『老年医
学』Vol.58 巻に掲載された（2020 年 10 月）。被災地でコロナ禍のストレスが高い傾向を調査で確認した。 
 







を受けて執筆や講演を行った。2020 年 9 月からは、新型コロナウイルスに対応して、疫病文化の事例収集と文医融合
型の研究分析をおこなう「疫病退散プロジェクト」を展開し、ホームページの開設と勉強会の推進をおこなった。2021 年




・令和 2 年 7 月に発生した熊本豪雨および令和 3 年 2 月 13 日に発生した福島沖地震について、文化遺産の所在情報
と被害状況を重ね合わせた文化遺産マップを作成して、史料保存関係者に共有するとともに、後者についてはマップに
基づく被災状況の確認および被災資料のレスキュー活動を実施した。
・2020 年 6 月 5 日 International Centre for the Study of the Preservation and Restoration of Cultural Property (ICCROM)
Webinar “Heritage and Pandemics: Psycho-social support during a crisis” において “Heritage or just garbage?” を発表。




・本年度、分野としては単著 3、編著 1、論文 7、報告・講演 17、メディア対応 16 であった。
44 45
 

















2018 年北海道胆振東部地震および 2019 年台風 19 号の丸森町の土砂災害を対象として，3 次元円弧すべり計算に
よる数値解析の有用性を検証した． 
5. 2019 年台風 19 号の災害対応と被害分析 
台風 19 号について，特に東北地方を中心に災害対応を行った．また，その被害の分析を行った． 
6. 代理モデルおよび次元縮約モデルによるリアルタイム災害シミュレーション手法の開発 
固有直交分解を利用した代理モデルを構築し，災害シミュレーション手法の効率化を実現した． 
その他，11 月に災害研で Han 教授（Yonsei University）と共同で学生ワークショップを開催した． 

















６）経産省が計画する World Robot Summit インフラ・災害カテゴリーに関して、その実施に関する内容の検討や準備を
進めた。 
７）福島第一原発廃炉のための課題に対して、企業とともに取り組んだ。 
８）UAE が実施する Mohamad Bin Zayeed International Robot Competition において、災害対応に関する競技の計画と
実施に協力した。 
９）THW が中心となった HORIZON2020 の CURSOR プログラムにおいて、瓦礫内を捜索する小型ロボットのハードウェ
アの研究開発に取り組んだ。 
2020 年度の部門活動報告 



















を実施した。また、同プログラムの一環として UCLA および科学未来館と共に推進する Arc DR3 Initiative において、建
築と災害マネジメントの融合を目指し、国内外の参画大学と連携を図り、各スタジオでの講義やフォーラムを開催した。
2020 年度の分野活動報告 









































2018 年北海道胆振東部地震および 2019 年台風 19 号の丸森町の土砂災害を対象として，3 次元円弧すべり計算に
よる数値解析の有用性を検証した．




その他，11 月に災害研で Han 教授（Yonsei University）と共同で学生ワークショップを開催した．

















６）経産省が計画する World Robot Summit インフラ・災害カテゴリーに関して、その実施に関する内容の検討や準備を
進めた。
７）福島第一原発廃炉のための課題に対して、企業とともに取り組んだ。
８）UAE が実施する Mohamad Bin Zayeed International Robot Competition において、災害対応に関する競技の計画と
実施に協力した。
９）THW が中心となった HORIZON2020 の CURSOR プログラムにおいて、瓦礫内を捜索する小型ロボットのハードウェ
アの研究開発に取り組んだ。







【研究活動】①東日本大震災後の復興過程の定量的分析等を行い、"Recovery Curves for Housing Reconstruction from 
the 2011 Great East Japan Earthquake and Comparison with Other Post-disaster Recovery Processes" （International 
Journal of Disaster Risk Reduction）として発表した。②ヤンゴンの脆弱性評価のシナリオを用いた将来分析を行い、
"Earthquake Building Collapse Risk Estimation for 2040 in Yangon, Myanmar"（Journal of Disaster Research）として発表
した。③マレーシア工科大学とのプロジェクトにおいて、「スランゴール州の洪水と地滑りのリスク報告書」を作成し、8 月
に州政府へのハンドオーバーセレモニーを開催し、約 70 名が参加した。④APRU サマースクールとキャンパスセーフテ
ィーワークショップを企画・運営した。⑤噴火による広域避難対応についてウダヤナ大学(インドネシア)と共同研究を行っ






【国際交流】①ヤンゴン工科大学との共同研究を行なった。②第 17 回世界地震工学会議 2020 の企画に携わった。
③APRU マルチハザードプログラムのサマースクールおよび防災政策会合を企画・運営した。④APRU の MH-Program
の一貫として、UCLA および科学未来館と共に Arch DR3 Initiative（Architecture and Urban Design for Disaster Risk 
Reduction and Resilience）を立ち上げた。 
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を実施した。また、同プログラムの一環として UCLA および科学未来館と共に推進する Arc DR3 Initiative において、建
築と災害マネジメントの融合を目指し、国内外の参画大学と連携を図り、各スタジオでの講義やフォーラムを開催した。
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5. 2020 年度に発生した災害対応と被害分析 
2020 年 7 月山形豪雨および 2021 年福島県沖地震の現地調査を行った。また、その被害の分析を行った。 
6. 代理モデルによるリアルタイム災害シミュレーション手法の開発 
固有直交分解を利用した代理モデルを構築し、災害シミュレーション手法の効率化を実現した。
その他、9 月に Han 教授（Yonsei University）と共同で学生ワークショップをオンラインで開催した。 














5）経産省が計画する World Robot Summit インフラ・災害カテゴリーに関して、その実施に関する内容の検討や準備を
進めた。Dragon Firefighter により残り火を消火するデモを実施すべく、準備を行った。
6）福島第一原発廃炉のための課題に対して、企業とともに取り組んだ。
7）THW が中心となった HORIZON2020 の CURSOR プログラムにおいて、瓦礫内を捜索する小型ロボットのハードウェ
アの研究開発に取り組んだ。



















地下数 km までの詳細なマグマの動きと関連する地震活動を明らかにした。気象・海洋災害研究では、平成 27 年関東・
東北豪雨、平成 30 年西日本豪雨などについて、数値気象予報モデルによるメカニズムを検討した。特に、エンベロー
プ地形といわれる尾根をつなぐような地形の採用で、予報誤差をほぼ解消できることが分かった。また、世界の海洋の大
部分において、海面から 200 メートル深までの密度成層が、地球温暖化の進行に伴って 1960 年代以降に有意に強化
していることを発見した。宙空災害研究では太陽放射線のスパイク的増加現象を研究し、コロナ質量放出の前面に形成
される衝撃波による背景プロトンの顕著な加速を明らかにした。 
                                 
2019 年度の分野活動報告 














着域を破壊させる地震（Mw6.5）が 2017 年に起こったことを示した。さらに、この断層上の領域は 70 年程度の間隔で繰



















ケート調査に基づいた論文“Managing and responding to pandemics in higher educational institutions: initial learning from
COVID-19” が International Journal of Disaster Resilience in the Built-Environment に 掲 載 さ れ た 。
⑤“Universities‘ Preparedness and Response Towards Multi-Hazards: COVID-19, Natural, and Human-Induced Hazards”





主催し、市民に向けて枠組について講演した。④国際ジャーナル「Progress in Disaster Science」の Associate Editor を務
めた。⑤附置研究所若手アンサンブルプロジェクトとして、ニュー・ノーマル社会下での避難行動・避難所運営支援教育
ツールの開発に取り組んだ。
【国際交流】①第 17 回世界地震工学会議の企画に携わった。②APRU の MH-Program の一貫として、UCLA および科
学未来館と共に推進する Arc DR3 Initiative において 2 回のフォーラムを開催した。③国連防災事務所が組織する「ア
ジア太平洋科学技術アカデミア諮問委員会」の委員を務め、「Virtual 2020 Asia Pacific Science and Technology



















地下数 km までの詳細なマグマの動きと関連する地震活動を明らかにした。気象・海洋災害研究では、平成 27 年関東・
東北豪雨、平成 30 年西日本豪雨などについて、数値気象予報モデルによるメカニズムを検討した。特に、エンベロー
プ地形といわれる尾根をつなぐような地形の採用で、予報誤差をほぼ解消できることが分かった。また、世界の海洋の大


















着域を破壊させる地震（Mw6.5）が 2017 年に起こったことを示した。さらに、この断層上の領域は 70 年程度の間隔で繰


















は破壊を止めることができず,海溝近傍まで大きなすべりが及び,大津波が発生したと考えられる(Hua & Zhao et al. 








300km に渡る長距離のスロースリップの移動現象があることがわかった(Uchida et al., 2020. Earth and Planetary 
Science Letters).また,トルコのアナトリア断層において, 繰り返し地震を発見し，固着の分布に関するモデルを作成
した(Uchida et al., 2019. Tectonophysics). 
 











山では，周辺の GNSS 連続観測データの再解析を実施し，2015 年 1 月〜6 月の半年間に御釜の東約 1 km（馬の背カ
ルデラ内），海抜下約 4 km で増圧現象が起きていたことを明らかにした．過去約 2 千年間の噴火が地下約 4〜6 km の
珪長質マグマに深部由来の苦鉄質マグマが注入・混合したことよって発生したとされていることから，この活動も浅部マ





ミュレーションを行い，十和田湖底に観測機器を設置する必要があることと，1 辺が 10km 程度の立方体状の低比抵抗
体があれば電磁気観測により検出可能であることを明らかにした．その他にも，阿蘇山・草津白根山など，東北地方以
外の活火山において関係機関と協力して観測を行い，火山活動推移把握に資するデータを得た． 











ケート調査に基づいた論文“Managing and responding to pandemics in higher educational institutions: initial learning from
COVID-19” が International Journal of Disaster Resilience in the Built-Environment に 掲 載 さ れ た 。
⑤“Universities‘ Preparedness and Response Towards Multi-Hazards: COVID-19, Natural, and Human-Induced Hazards”





主催し、市民に向けて枠組について講演した。④国際ジャーナル「Progress in Disaster Science」の Associate Editor を務
めた。⑤附置研究所若手アンサンブルプロジェクトとして、ニュー・ノーマル社会下での避難行動・避難所運営支援教育
ツールの開発に取り組んだ。
【国際交流】①第 17 回世界地震工学会議の企画に携わった。②APRU の MH-Program の一貫として、UCLA および科
学未来館と共に推進する Arc DR3 Initiative において 2 回のフォーラムを開催した。③国連防災事務所が組織する「ア
ジア太平洋科学技術アカデミア諮問委員会」の委員を務め、「Virtual 2020 Asia Pacific Science and Technology
Conference for Disaster Risk Reduction: Science and Technology for Building Resilience of Communities and
Infrastructure」に出席、COVID-19 への大学の対応について発表した。
2020 年度の部門活動報告 















研究では、平成 30 年 7 月豪雨での前線降水に対する雨滴蒸発の寄与について検討し、前線の位置に強く影響してい











M9 クラスの巨大地震の発生が危惧される北海道根室沖での GNSS-A による海底地殻変動観測を継続させ、予備的
ながら変位速度に関するデータが得られ始め、来年度以降固着状態に関する議論をする目処がたった。東北沖の大規
模な GNSS-A 海底地殻変動観測を維持するため、無人観測装置（ウェーブグライダー）の導入を進め、実運用と並行し




2016 年熊本地震で副次的に発生した阿蘇カルデラ内の小断層の InSAR による解析を行い、その下端が比較的浅い
こと、数 km という断層サイズに比して最大すべりが 20cm に達し、副次的断層であっても構造物被害に繋がる可能性が























水平短縮変形量を見積もるために，亘理町〜角田町に至る約 6.5 km の測線において CSAMT 探査を実施した。その
結果，既存の反射法地震探査とも整合的な結果が得られ，鮮新世以降に約 300 m の水平短縮を伴った断層運動が生
じていることが明らかになった。国土地理院の全国活断層情報整備検討委員会では，跡津川断層の北東延長部を含む
立山図幅のクロスチェックを行い，図幅として公表した。また，2018 年 9 月の北海道胆振東部地震の震源地域周辺であ
る鵡川図幅において写真判読を行った。1804 年の象潟地震による隆起量を定量化するために，離水地形を GNSS 測
量により明らかにし，震源断層の推定を行った。社会貢献としては，市民センターにおいて，仙台市に分布する長町―
利府線断層帯についての講演を行い，防災・減災に資する啓発を行った。 



















球平均の成層強化の進行速度は、IPCC 第 5 次評価報告書および海洋・雪氷圏特別報告書による従来の見積もりよりも
速い可能性を示した。成層の強化は、異常高温現象の発生頻度の増加につながる可能性があることを指摘した。






細な 3 次元地震波速度異方性構造を解明し、 太平洋プレートの沈み込み、 ならびにスラブそれ自体の変形が日本列
島下のマントル対流のパターンを支配することが分かった。 本研究成果は日本列島の火山と地震の成因及び地殻変
動を理解する重要な手がかりになると思われる[Z. Wang & D. Zhao (2021) 3D anisotropic structure of the Japan 
subduction zone. Science Advances 7, eabc9620; D. Zhao (2021) Earth-Science Reviews 214, 103507]。 
・地震活動度が低く理解が充分でない北海道南部から青森県東部を研究対象地域として、応力場の推定を行った
（Maeda et al. 2020）。北海道南部では、太平洋プレートの沈み込みに平行な WNW-ESE 方向に最大圧縮軸をもつ逆断
層型 応力場であるのに対して、青森県東部では 2011 年東北地方太平洋沖地震以前は N-S 方向に最大圧縮軸をも
つ逆断層型の応力場、地震後は ENE-WSW 方向に最大圧縮軸をもつ逆断層型の応力場に変化していることが判明し
た。これまで不明であった青森県東部での 2011 年東北地方太平洋沖地震の発生による影響が確認でき、 この領域で
の地震発生の評価に関する重要な知見を得た。 
・日本海溝海底地震津波観測網（S-net）が捉えた地震波形データを分析することで、太平洋下から北海道・東北地方沿
岸部までのマントルウエッジ内では流動が生じていないことを推定した（Uchida et al. 2020）。1996 年から 2003 年前半の
時期の繰り返し地震と陸域 GNSS 観測データに基いて、スロースリップの時空間分布と地震活動の関係を調べ、低カッ
プリング域の滑りにより高カップリング域の載荷レートが変化し、地震活動の消長をもたらすと解釈した（Khoshmanesh et 
al. 2020）。さらに東北沖地震に関する研究成果についてレビュー論文にまとめた（Uchida & Burgmann 2021）。 







（第 2 次）」及び「次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト」が目指す防災・減災を意識した研究を進めた。2019 年
5 月～6 月に噴火警戒レベル 2 が発表された吾妻山においては、大穴火口近傍における稠密地震観測を継続するとと
もに、仙台管区気象台とともに 1965 年以降の火山活動に伴う諸観測量の整理・再検討を行い、火口直下深部から浅部
に至る流体供給系の活動推移パターンを明らかにした。火口直下の海抜下 3～4 km での比抵抗構造と膨張源の関係
から、流体上昇を妨げる岩石の空隙率の推定も行った。蔵王山においては、想定火口域周辺で発生する火山性地震の
高精度観測のために機動地震観測点を増設したほか、深さ約 20～35 km において発生している深部低周波地震の活
























水平短縮変形量を見積もるために，亘理町〜角田町に至る約 6.5 km の測線において CSAMT 探査を実施した。その
結果，既存の反射法地震探査とも整合的な結果が得られ，鮮新世以降に約 300 m の水平短縮を伴った断層運動が生
じていることが明らかになった。国土地理院の全国活断層情報整備検討委員会では，跡津川断層の北東延長部を含む
立山図幅のクロスチェックを行い，図幅として公表した。また，2018 年 9 月の北海道胆振東部地震の震源地域周辺であ
る鵡川図幅において写真判読を行った。1804 年の象潟地震による隆起量を定量化するために，離水地形を GNSS 測
量により明らかにし，震源断層の推定を行った。社会貢献としては，市民センターにおいて，仙台市に分布する長町―
利府線断層帯についての講演を行い，防災・減災に資する啓発を行った。



















球平均の成層強化の進行速度は、IPCC 第 5 次評価報告書および海洋・雪氷圏特別報告書による従来の見積もりよりも
速い可能性を示した。成層の強化は、異常高温現象の発生頻度の増加につながる可能性があることを指摘した。





















【発表論文】：Miyashita, T., H. Ohya, F. Tsuchiya et al. 2020, Radio Science Bulletin, (in printing) 
【受賞】：URSI-J Student Paper Competition 3rd prize, Mr. Miyashita, T. 
分野名 活断層研究分野 報告者氏名 遠田 晋次
分野目標 










は干渉 SAR，差分 LiDAR などによって国内外で報告されており，短い活断層は必ずしも独自の大地震を起こすわけで






動間隔は約 2000 年〜3000 年程度で最新活動が約 2000 年前であったことを突き止めた．熊本地震前の評価では，活








細な 3 次元地震波速度異方性構造を解明し、 太平洋プレートの沈み込み、 ならびにスラブそれ自体の変形が日本列
島下のマントル対流のパターンを支配することが分かった。 本研究成果は日本列島の火山と地震の成因及び地殻変
動を理解する重要な手がかりになると思われる[Z. Wang & D. Zhao (2021) 3D anisotropic structure of the Japan 
subduction zone. Science Advances 7, eabc9620; D. Zhao (2021) Earth-Science Reviews 214, 103507]。
・地震活動度が低く理解が充分でない北海道南部から青森県東部を研究対象地域として、応力場の推定を行った
（Maeda et al. 2020）。北海道南部では、太平洋プレートの沈み込みに平行な WNW-ESE 方向に最大圧縮軸をもつ逆断
層型 応力場であるのに対して、青森県東部では 2011 年東北地方太平洋沖地震以前は N-S 方向に最大圧縮軸をも
つ逆断層型の応力場、地震後は ENE-WSW 方向に最大圧縮軸をもつ逆断層型の応力場に変化していることが判明し
た。これまで不明であった青森県東部での 2011 年東北地方太平洋沖地震の発生による影響が確認でき、 この領域で
の地震発生の評価に関する重要な知見を得た。
・日本海溝海底地震津波観測網（S-net）が捉えた地震波形データを分析することで、太平洋下から北海道・東北地方沿
岸部までのマントルウエッジ内では流動が生じていないことを推定した（Uchida et al. 2020）。1996 年から 2003 年前半の
時期の繰り返し地震と陸域 GNSS 観測データに基いて、スロースリップの時空間分布と地震活動の関係を調べ、低カッ
プリング域の滑りにより高カップリング域の載荷レートが変化し、地震活動の消長をもたらすと解釈した（Khoshmanesh et
al. 2020）。さらに東北沖地震に関する研究成果についてレビュー論文にまとめた（Uchida & Burgmann 2021）。







（第 2 次）」及び「次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト」が目指す防災・減災を意識した研究を進めた。2019 年 
5 月～6 月に噴火警戒レベル 2 が発表された吾妻山においては、大穴火口近傍における稠密地震観測を継続するとと
もに、仙台管区気象台とともに 1965 年以降の火山活動に伴う諸観測量の整理・再検討を行い、火口直下深部から浅部
に至る流体供給系の活動推移パターンを明らかにした。火口直下の海抜下 3～4 km での比抵抗構造と膨張源の関係
から、流体上昇を妨げる岩石の空隙率の推定も行った。蔵王山においては、想定火口域周辺で発生する火山性地震の
高精度観測のために機動地震観測点を増設したほか、深さ約 20～35 km において発生している深部低周波地震の活























の前弧域のレオロジー特性の違いは、Omuralieva et al. （2012Tectnophysics）による地震の発生深さ（D90）が、宮城に











平成 30 年 7 月豪雨（西日本豪雨）、令和元年東日本台風（19 号台風）などの災害をもたらした豪雨事象について、


































線量が高くないことを確認した（災害口腔科学）。災害対応：2019 年台風 19 号による丸森町を中心とした豪雨災害に対













 科研費基盤Ａで南三陸町の匿名化診療記録 10464 件に基づく被災地医療ニーズを論文化した（Suda, 
TJEM2019）。気仙沼市立病院の約 6000 件、石巻圏の診療記録約 14000 件の災害診療記録を匿名データベース
化した。南三陸町における睡眠障害の疫学解析を投稿中である。基盤Ｓで広域被害把握技術と災害医療の深化
について総説（江川、BioClinica）を執筆した。 
 WHO と連携した HEDRM 研究ネットワークのコアメンバーとなり、健康危機・災害リスク管理の研究ガイドラインの
日本の災害医療研究に関するケーススタディを執筆した(in press)。 
 AI-WEST 2019, World Bosai Forum, 災害統計グローバルセンターのワークショップに参加し、災害における保健
医療の重要性と他クラスターとの協働の重要性について発信した。 
 厚生労働省の病院事業継続計画（BCP）の班研究に参加するとともに、東北大学病院のBCP委員会の副委員長、
委員として BCM（リスク抽出と改善）を行い、BCP 第 3 版にむけたモデル病棟での BCP 策定を支援し、新型コロナ
ウイルス感染症に対する病院 BCP 改訂も行った。病院 BCP の総説を投稿した。
 Chinese University of Hong Kong, University of Piemonte Orientale, Harvard University などとともに保健医療人材
育成に関する共同研究で WHO の競争的資金に応募し採択された（18 か月総額 100,000 米ドル）。 
 TOMODACHI イニシアチブと共催で災害看護研修を支援し、セミナー、報告会を開催した。 
 東北大学防災 UPDATES においてエフエム仙台でのラジオ講演をのべ 4 回行った。COVID-19 災害に関して
Nikkei Asian Review に Opinion が掲載された。 
 ヒューマンセキュリティ、国際共同大学院 GP-RSS、卓越大学院 SyDE の運営委員・授業提供を行った。
 

















【 表論文】：Miyashita, T.,et al., Radio Sci. Bulletin, 2020, Miyoshi et al., Geophys. Res. Lett., 2020 
・低周波電波を用いた落雷規模推定（土屋史紀准教授）：落雷電流の誘導磁場観測を利用した落雷規模の推定精度
向上の研究を行った（東北電力の受託研究として実施）。 
分野名 活断層研究分野 報告者氏名 遠田 晋次
分野目標












について明らかにした（Toda and Stein, 米国地震学会誌，2020）。 
【日奈久断層近傍の北甘木断層の調査】布田川・日奈久断層のごく近傍にありながら、熊本地震では活動しなかった北
甘木断層について、嘉島町、熊本大学、福岡大学とともに掘削調査を行い、同断層帯が横ずれ型の活断層であり、断






















線量が高くないことを確認した（災害口腔科学）。災害対応：2019 年台風 19 号による丸森町を中心とした豪雨災害に対













 科研費基盤Ａで南三陸町の匿名化診療記録 10464 件に基づく被災地医療ニーズを論文化した（Suda,
TJEM2019）。気仙沼市立病院の約 6000 件、石巻圏の診療記録約 14000 件の災害診療記録を匿名データベース
化した。南三陸町における睡眠障害の疫学解析を投稿中である。基盤Ｓで広域被害把握技術と災害医療の深化
について総説（江川、BioClinica）を執筆した。
 WHO と連携した HEDRM 研究ネットワークのコアメンバーとなり、健康危機・災害リスク管理の研究ガイドラインの
日本の災害医療研究に関するケーススタディを執筆した(in press)。
 AI-WEST 2019, World Bosai Forum, 災害統計グローバルセンターのワークショップに参加し、災害における保健
医療の重要性と他クラスターとの協働の重要性について発信した。
 厚生労働省の病院事業継続計画（BCP）の班研究に参加するとともに、東北大学病院のBCP委員会の副委員長、
委員として BCM（リスク抽出と改善）を行い、BCP 第 3 版にむけたモデル病棟での BCP 策定を支援し、新型コロナ
ウイルス感染症に対する病院 BCP 改訂も行った。病院 BCP の総説を投稿した。
 Chinese University of Hong Kong, University of Piemonte Orientale, Harvard University などとともに保健医療人材
育成に関する共同研究で WHO の競争的資金に応募し採択された（18 か月総額 100,000 米ドル）。
 TOMODACHI イニシアチブと共催で災害看護研修を支援し、セミナー、報告会を開催した。
 東北大学防災 UPDATES においてエフエム仙台でのラジオ講演をのべ 4 回行った。COVID-19 災害に関して
Nikkei Asian Review に Opinion が掲載された。
 ヒューマンセキュリティ、国際共同大学院 GP-RSS、卓越大学院 SyDE の運営委員・授業提供を行った。
 











の改良を行った。教育：医学部学生に対する HIV や輸入感染症についての講義や指導を行った。基礎修練 2 名を受
け入れ指導した。医学博士号取得の副主査・副査第一を担当した。4 つの連携講座の世話教授を担当し、12 名の博士
課程学生の指導を行い、うち 3 名の博士学位論文を指導した。2019 年 12 月から世界規模のパンデミックとなった新型
コロナウイルスに対応するための臨時講義を担当した。学内・病院：総合感染症科兼務のため新患外来を担当し臨床業
務に従事した。感染対策委員長として病院内の感染対策業務を行い、特に新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に




感染症対策委員（4 大感染症関連学会）として、自衛隊・内閣府と協調して disaster infection control team（DICT）の立ち
上げから参加し、DICT の活動の一環としてクルーズ船における COVID-19 感染対策の助言・提言を行った。国際的に
は JICA の感染症対策チーム作業部会員として活動した。 
 







研究等:厚労省労災疾病臨床研究(不均等被曝関連)を実施。科研費｢基盤 B｣及び 7 件の｢基盤 C・若手｣を行った｡放
射線災害･医科学研究拠点共同利用･共同研究(福島県立医大)を実施｡国内学会賞 3 件受賞｡計 14 編(英文 9､和文 5)
の査読論文掲載｡災害研共同研究助成および産総研との共同研究を実施し成果は論文掲載｡産学共同研究を積極的
に実施(特許等)｡「英知を結集した原子力研究」にて福島での生体試料解析と生物影響研究を実施し論文掲載。国際
交流等:北米放射線学会(RSNA､最大の放射線医学系国際学会)で関連演題を 3 題発表｡他に AOCR や ECR 等にて
発表した｡教育等:千田兼担の医学部講義(主に放射線技師育成)を通年週 3 ｺﾏ､学生実験(通年週 2 回)担当し､さらに
他学科分担講義や全学教育における集中講義等を継続して多数担当し､加えて保健学専攻大学院講義(含む医学物
理士育成)を通年週 2 ｺﾏ､その他集中講義等を継続して多数担当｡以上は当分野の人材養成の基盤になる｡当該年度
は当分野に､院生 20 名(博士課程 10 名､修士課程 10 名)､研究生 2 名､学部生(卒業研究)が 5 名在籍し研究指導等を






急被曝医療訓練（核ﾃﾛ訓練）を実施｡宮城県 DMAT 活動拠点本部活動を実施。台風 19 号による豪雨災害対応におけ
る丸森町の放射線放射能測定を実施｡

















【 表論文】：Miyashita, T.,et al., Radio Sci. Bulletin, 2020, Miyoshi et al., Geophys. Res. Lett., 2020 
・低周波電波を用いた落雷規模推定（土屋史紀准教授）：落雷電流の誘導磁場観測を利用した落雷規模の推定精度
向上の研究を行った（東北電力の受託研究として実施）。
分野名 活断層研究分野 報告者氏名 遠田 晋次
分野目標












について明らかにした（Toda and Stein, 米国地震学会誌，2020）。
【日奈久断層近傍の北甘木断層の調査】布田川・日奈久断層のごく近傍にありながら、熊本地震では活動しなかった北
甘木断層について、嘉島町、熊本大学、福岡大学とともに掘削調査を行い、同断層帯が横ずれ型の活断層であり、断
















研究： AMED・文科省等複数の外部資金を獲得、コロナウイルス関連研究も採択された。七ヶ浜町と共同で第 10 次被
災者健康調査を実施した。東日本大震災後の長期的な健康被害 （不眠、体重増加など）、災害医学進化、災害保険







場面で協力を行った。また報道メディア、ポスタ や e-learning による感染対策の啓発を行った。全国の国立大学病院
情報バックアップシステムの運用管理（医療情報の遠隔地保存）にも貢献した。
2020 年度の分野活動報告 







 科研費基盤 A で南三陸町の匿名化診療記録 10,464 件に基づく被災者の睡眠障害を論文化した（Nakamura,
TJEM2019）。気仙沼市立病院の 5,700 件、石巻圏の診療記録約 20,000 件の災害診療記録を匿名データベース
化した。東北大学病院 BCP および東日本大震災後の災害医療の進歩についてそれぞれ論文化した（Sasaki
TJEM 2020, Egawa TJEM 2021）。
 WHO の HEDRM コアメンバーとして健康危機・災害リスク管理の研究ガイドラインの日本の災害医療研究に関す
るケーススタディを執筆した（Egawa 2020）。WHO の研究助成による国際共同研究で災害保健医療人材育成につ
いて論文化した（Hung, IJERPH 2020）。日本 DMAT, DPAT の育成についてケーススタディを行った。その結果にも
とづき、Delphi 法による専門家コンセンサスを形成中である。
 Berlin Science Week、日本災害医学会で災害における保健医療のあり方について発信した。
 厚生労働省の病院事業継続計画（BCP）の班研究に参加するとともに、東北大学病院の BCP 委員会の副委員長、
委員として BCM（リスク抽出と改善）を行い、新型コロナウイルス感染症に対する改訂も含めて BCP 第 3 版に更新
した。
 東北大学防災 UPDATES においてエフエム仙台でのラジオ講演を 2 回行った。ヒューマンセキュリティ、国際共同
大学院 GP-RSS、卓越大学院 SyDE の運営委員・授業提供を行った。
 共同利用・共同研究委員長として第 4 期中期計画における共同利用・共同研究拠点への申請、2020 年度、2021
年度の共同利用・共同研究プロジェクトを実施し、東京慈恵会医科大学との共同研究を行った。
 WADEM Tokyo 2022 のプログラム委員長として企画を推進した。
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2019 年 11 月「第 4 回日本ステロイドホルモン学会研究奨励賞」を受賞した。 
2.災害が宮城県などでの婦人科がん検診体制や女性の健康に及ぼす影響の解析 
東日本大震災が宮城県での子宮がん検診の受診率にどう影響したか、また津波被災地域では震災以降も受診率の
回復が見られないなど、津波被災地域とそれ以外で地域格差があることを、2020 年 3 月 11 日付けで国際査読誌 PLOS 
ONE に掲載(Miki Y, et al)するとともにプレスリリースを行い、内外の記事（Science Daily, The ASCO Post, 日本経済新
聞など）で取上げられた。 
効率的な子宮頚がん検診に関する検診手法と考えられる液状化検体法を、被災地を中心に広めるとともに、その結
果を、日本対がん協会との共同研究として、全国的レベルで調査検討を行い、国際査読誌 Jpn J Clin Oncol.に掲載(Ito 






2020 年 2 月号に掲載（三木講師）した。 











層的な支援体制に取り組んだ。研究： コロナ対策を含む AMED 研究開発課題で 6 件（代表 2 件）、科学研究費助成
事業で 2 件（基盤研究 B, 若手研究 B）、学内研究事業 「ポストコロナ社会構築研究スタートアップ支援」で分担 3 件が





普及するため「感染対策 ABC」を掲げ、報道メディア、ポスターや e-learning による啓発を行った。教育： 大学院生
10 名、学部卒業研究生 1 名、その他学位指導・審査などを行った。新型コロナウイルス感染症対策として、多くの学部
講義・全学講義を行った。更に、全学に向けた感染対策 web 講義を行った。 







研究等: 厚労省労災疾病臨床研究（不均等被曝関連）を 2 件（代表と分担）実施。科研費｢基盤 B､C･若手｣を 9 件実
施｡計 15 編（英文 10､和文 5）の査読論文掲載｡著書 3 編。災害研共同研究助成を 4 件実施（産業医大、福島医大、福
島学院大、弘前大）。産総研ﾏｯﾁﾝｸﾞ研究支援事業にて共同研究を実施し成果は論文掲載｡関連企業との産学共同研
究を積極的に実施（特許等）｡「英知を結集した原子力研究」 て福島での生体試料解析と生物影響研究を継続実施。
国際交流等: 北米放射線学会（RSNA､最大の放射線医学系国際学会）で関連演題を 3 題発表｡他に ECR（欧州放射
線学会）にて発表｡教育等: 千田兼担の医学部講義（主に放射線技師育成）､を通年週 3 ｺﾏ､学生実験（通年週 2 回）
担当し､さらに他学科分担講義や全学教育における集中講義等を継続して多数担当し､加えて保健学専攻大学院講義
（含む医学物理士育成）を通年週 2 ｺﾏ､その他集中講義等を継続して多数担当｡以上は当分野の人材養成の基盤にな
る｡当該年度は当分野に､院生 22 名（博士課程 10 名､修士課程 12 名）､研究生 1 名､学部生（卒業研究）が 5 名在籍し
研究指導等を行った｡更に主査として博士 1 名修士 3 名と学士 5 名の学位担当（副査として博士 2 名と修士 2 名）｡学
部学生等の就職進路指導担当教員としてｷｬﾘｱ支援を引き続き精力的に行った｡特許: 国内特許出願･公開･取得を行
った（本年度は計 3 件）｡社会活動等: 放射線障害防止法や医療法等の改正等へ向け活動 （厚労省検討 等での政
策提言や意見具申等）｡原子力規制庁の水晶体被曝ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ班員としてｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ作成出版に貢献。仙台市防災会議
専門委員（及び原子力防災部会委員）｡JST 研究成果最適展開支 専門委員｡JST ﾏｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝﾅｰ専門委員｡また放射
線教育のための多数の講演活動等（原子力安全センタ主催等）やﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成等を引続き行い､さらに電子教材を開
発改良した｡宮城県 DMAT 活動拠点本部活動を実施。宮城県新型ｺﾛﾅ対策関連（PCR ﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾙ―検査､療養ﾎﾃﾙ X
線撮影､高齢者施設に対する感染制御･業務継続支援）の社会貢献を実施した。
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2019 年 11 月「第 4 回日本ステロイドホルモン学会研究奨励賞」を受賞した。
2.災害が宮城県などでの婦人科がん検診体制や女性の健康に及ぼす影響の解析
東日本大震災が宮城県での子宮がん検診の受診率にどう影響したか、また津波被災地域では震災以降も受診率の
回復が見られないなど、津波被災地域とそれ以外で地域格差があることを、2020 年 3 月 11 日付けで国際査読誌 PLOS 
ONE に掲載(Miki Y, et al)するとともにプレスリリースを行い、内外の記事（Science Daily, The ASCO Post, 日本経済新
聞など）で取上げられた。
効率的な子宮頚がん検診に関する検診手法と考えられる液状化検体法を、被災地を中心に広めるとともに、その結







2020 年 2 月号に掲載（三木講師）した。






























万人を超えた（2020 年 3 月末時点）。 
②全国の国立大学病院情報バックアップシステムの非常時運用 WG として運用管理を行った。 





















層的な支援体制に取り組んだ。研究： コロナ対策を含む AMED 研究開発課題で 6 件（代表 2 件）、科学研究費助成
事業で 2 件（基盤研究 B, 若手研究 B）、学内研究事業 「ポストコロナ社会構築研究スタートアップ支援」で分担 3 件が





普及するため「感染対策 ABC」を掲げ、報道メディア、ポスターや e-learning による啓発を行った。教育： 大学院生
10 名、学部卒業研究生 1 名、その他学位指導・審査などを行った。新型コロナウイルス感染症対策として、多くの学部
講義・全学講義を行った。更に、全学に向けた感染対策 web 講義を行った。







研究等: 厚労省労災疾病臨床研究（不均等被曝関連）を 2 件（代表と分担）実施。科研費｢基盤 B､C･若手｣を 9 件実
施｡計 15 編（英文 10､和文 5）の査読論文掲載｡著書 3 編。災害研共同研究助成を 4 件実施（産業医大、福島医大、福
島学院大、弘前大）。産総研ﾏｯﾁﾝｸﾞ研究支援事業にて共同研究を実施し成果は論文掲載｡関連企業との産学共同研
究を積極的に実施（特許等）｡「英知を結集した原子力研究」 て福島での生体試料解析と生物影響研究を継続実施。
国際交流等: 北米放射線学会（RSNA､最大の放射線医学系国際学会）で関連演題を 3 題発表｡他に ECR（欧州放射
線学会）にて発表｡教育等: 千田兼担の医学部講義（主に放射線技師育成）､を通年週 3 ｺﾏ､学生実験（通年週 2 回）
担当し､さらに他学科分担講義や全学教育における集中講義等を継続して多数担当し､加えて保健学専攻大学院講義
（含む医学物理士育成）を通年週 2 ｺﾏ､その他集中講義等を継続して多数担当｡以上は当分野の人材養成の基盤にな
る｡当該年度は当分野に､院生 22 名（博士課程 10 名､修士課程 12 名）､研究生 1 名､学部生（卒業研究）が 5 名在籍し
研究指導等を行った｡更に主査として博士 1 名修士 3 名と学士 5 名の学位担当（副査として博士 2 名と修士 2 名）｡学
部学生等の就職進路指導担当教員としてｷｬﾘｱ支援を引き続き精力的に行った｡特許: 国内特許出願･公開･取得を行
った（本年度は計 3 件）｡社会活動等: 放射線障害防止法や医療法等の改正等へ向け活動 （厚労省検討 等での政
策提言や意見具申等）｡原子力規制庁の水晶体被曝ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ班員としてｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ作成出版に貢献。仙台市防災会議
専門委員（及び原子力防災部会委員）｡JST 研究成果最適展開支 専門委員｡JST ﾏｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝﾅｰ専門委員｡また放射
線教育のための多数の講演活動等（原子力安全センタ主催等）やﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成等を引続き行い､さらに電子教材を開
発改良した｡宮城県 DMAT 活動拠点本部活動を実施。宮城県新型ｺﾛﾅ対策関連（PCR ﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾙ―検査､療養ﾎﾃﾙ X
線撮影､高齢者施設に対する感染制御･業務継続支援）の社会貢献を実施した。


































回復が見られないなど、津波被災地域とそれ以外で地域格差があることを、2020 年 3 月 11 日付けで国際査読誌 PLOS 
ONE に掲載（Miki Y, et al）した。その内容はその後、内外の様々な記事（Science Daily, The ASCO Post, 日本経済新聞
など）で取上げられ、大きな反響を得た。 
COVID-19 の感染拡大が、研究者のモチベーションに与える影響に関して調査・論文化（国際査読誌 Progress in 







さらに第 25 回日本生殖内分泌学会学術集会を主催（2020 年 12 月）し、全国の生殖内分泌関連の多彩な研究者（基
礎系・臨床系）に災害研究を含めた学際コミュニケーションを行う機会を提供した。
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○Goodwin R, Sugiyama K, Sun S, Aida J, Ben-Ezra M. Psychological distress after the Great East Japan Earthquake: two
multilevel 6-year prospective analyses. Br J Psychiatry. 2019 Dec 2:1-7.
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災被災者の健康状態の経年推移：応急仮設住宅等入居者 健康調査より．日本公衆衛生学会雑誌 2020; 67 巻 1 号:
pp26–32. 







2020 年度の研究活動においては、東日本大震災の曝露と体重増加に関連する遺伝子 ANKRD44 及び不眠と関連する
遺伝子 LOC101927123 を同定した。教育活動については、医学部から医学系研究科まで、「災害の科学」、「巨大災害
に対する健康と社会のレジリエンス」、「Topics and Discussions（Precision Medicine and Risk Estimation of Multifactorial 
diseases）」、「社会医学」など 講義を行 、厚生労働大臣に対し、新型コロナウイルス感染症の患者及び検査陽性者
の生体試料・情報を集積するデータベースの在り方に関して政策提言を行った。 









促進。同意患者登録数は 10 万人、総バックアップ人数は延べ 1,550 万人（2021 年 3 月末時点）。宮城県のコロナ
患者対応にも活用している。
② 全国の国立大学病院情報バックアップシステムの非常時運用 WG として運用管理を行った。
③ 東北大学病院 BCP 事務局メンバー、並びに委員会に参加し BCP 第 3 版への更新に尽力した。
・ 学術的な活動
① 書籍「東日本大震災からのスタート 災害を考える 51 のアプローチ」への寄稿。








③ 個人向けの BCP や避難所の DX 化など研究対象を広げ、NTT らとビジョン共有型大型研究締結に邁進。
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災被災者の健康状態の経年推移：応急仮設住宅等入居者 健康調査より．日本公衆衛生学会雑誌 2020; 67 巻 1 号: 
pp26–32. 
2019 年度の部門活動報告 















社会連携オフィスは、仙台防災枠組実施のために以下の活動を行った。1) 5 月に 2019 防災グローバルプラットフォ




成、および 3）国際学術雑誌の出版であった。世界防災フォーラム 2019 において米国ワシントン大学およびチリ国
CIGIDEN と共同で学術セッションを開催し、また WBF 関連イベントとして第 12 回 The 12th Aceh International Workshop 
and Expo on Sustainable Tsunami Disaster Recovery（AIWEST-DR2019）を運営した。さらに、ドイツのダルムシュタット大
学の emergenCity プログラムと ILO 事務局との 3 者間協定を成立させた。 
2019 年度の分野活動報告 





























2020 年度の研究活動においては、東日本大震災の曝露と体重増加に関連する遺伝子 ANKRD44 及び不眠と関連する
遺伝子 LOC101927123 を同定した。教育活動については、医学部から医学系研究科まで、「災害の科学」、「巨大災害
に対する健康と社会のレジリエンス」、「Topics and Discussions（Precision Medicine and Risk Estimation of Multifactorial
diseases）」、「社会医学」など 講義を行 、厚生労働大臣に対し、新型コロナウイルス感染症の患者及び検査陽性者
の生体試料・情報を集積するデータベースの在り方に関して政策提言を行った。









促進。同意患者登録数は 10 万人、総バックアップ人数は延べ 1,550 万人（2021 年 3 月末時点）。宮城県のコロナ
患者対応にも活用している。
② 全国の国立大学病院情報バックアップシステムの非常時運用 WG として運用管理を行った。
③ 東北大学病院 BCP 事務局メンバー、並びに委員会に参加し BCP 第 3 版への更新に尽力した。
・ 学術的な活動
① 書籍「東日本大震災からのスタート 災害を考える 51 のアプローチ」への寄稿。








③ 個人向けの BCP や避難所の DX 化など研究対象を広げ、NTT らとビジョン共有型大型研究締結に邁進。
 




3） 岩沼プロジェクトを主体とした被災地の健康支援の有り方 提案 
4） 地域包括ケアシステムによる防災体制について研究を進めると共に提言 
2020 分野  
1） 新型コロナ感染症対応として、政府のクラスター対策班、東京 iCDC のアドバイザリーボード、宮城県庁のアドバイザ
ーとしてクラスターの解析や政策の提言などに関与した。 






Atsushi Takahashi, Mirei Chiba, Akira Tanahara, Jun Aida, Yoshinaka Shimizu, Toshihiko Suzuki, Shinobu Murakami, 
Kazuma Koarai, Takumi Ono, Toshitaka Oka, Joji Ikeyama, Osamu Kaneko, Makoto Unno, Kimiharu Hirose, Takashi Ohno, 
Yasushi Kino, Tsutomu Sekine, Ken Osaka, Keiichi Sasaki & Hisashi Shinoda Radioactivity and radionuclides in deciduous 







































所の活動を世界発信した。１）5 月に 2019 防災グローバルプラットフォーム（ジュネーブ）に出席し、アジア防災センター
（ADRC）が開催する世界災害共通番号 GLIDE（GLobal unique disaster IDEntifier）の関係者会議に出席し、災害統計
の活用可能性等について議論を行った。また、仙台市とともに UNDRR の Director Kirsi Madi を表敬訪問し、併せて
Sendai Framework Voluntary Commitments や世界防災フォーラムの取り組み等について意見交換 を行った。更に当
研究所の公式声明（official statement）を会場で読み上げることで、当研究所のこれまでの実績等を世界に向けて広く発
信した。２）11 月に第 2 回世界防災フォーラムを開催した。本体会議では、口頭セッション 50、基調講演 3、ポスター発
表 47、フラッシュトーク 33、展示ブース 14 が展開され、「仙台防災枠組 2015-2030」の推進、特にサブテーマであったグ
ローバルターゲット E の達成に向けての議論を行い、「BOSAI」の具体的な解決策を共有し、東日本大震災の教訓の発




フォーラム」および「第 10 回震災対策技術展東北」の延べ来場者数は 8,000 人となり、盛況となった。仙台市主催のスタ
ディツアーでは、閉会式では、「Chair’s  Summary」を発表し、世界防災フォーラム 2019における議論の主要テーマ・傾
向を明らかにし、次回に向けた課題を述べた。 
2020 年度の部門活動報告 





















作成、および 3）国際学術雑誌の出版であった。ベルリン自由大学との連携で、2020 Berlin Science Week で科学セッシ



















シンポジウム「かたりつぎ」を 2021 年 3 月 6 日に宮城県多賀城市文化センターで開催した。新型コロナウイルス感染拡
大防止のために参加者を制限して、会場の半分以下の 400 人で実施した。仙台市と宮城県と共同で実施している「防
災観光」については、コロナ禍の影響でモデルツアー等は実施せず、新たに完成した伝承施設等の連携を検討した。
⑤社会連携・地域貢献については、東日本大震災アーカイブシンポジウムを 2021 年 1 月 11 日に国立国会図書館との
共同で実施し、オンライン開催ではあったが約 170 人の参加があった。岩手県東日本大震災津波伝承館、ハワイ太平
洋津波博物館やアチェ津波博物館と共同で三陸津波ウェビナーを実施した。三陸津波ウェビナーの開催の様子は、岩
手県の YouTube チャンネルに映像が公開されている。 
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所の活動を世界発信した。１）5 月に 2019 防災グローバルプラットフォーム（ジュネーブ）に出席し、アジア防災センター
（ADRC）が開催する世界災害共通番号 GLIDE（GLobal unique disaster IDEntifier）の関係者会議に出席し、災害統計
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Sendai Framework Voluntary Commitments や世界防災フォーラムの取り組み等について意見交換 を行った。更に当
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世界防災フォーラム（WBF）2019 において、米国ワシントン大学やチリ CIGIDEN と学術セッションを共催し、WBF 関連
イベントとして AIWEST-DR2019 を企画と運営に携わった。また、ドイツのダルムシュタット大学の emergenCity プログラ
ム、ILO 事務局との 3 者間協定を成立させた。さらに、「The Practicalities and Ethics of Dealing with Disaster Remains & 
Cultural Heritage」に関する国際ワークショップを開催し、UNESCO の第 14 回緊急無形文化遺産条約に参加した。並行






























作成、および 3）国際学術雑誌の出版であった。ベルリン自由大学との連携で、2020 Berlin Science Week で科学セッシ



















シンポジウム「かたりつぎ」を 2021 年 3 月 6 日に宮城県多賀城市文化センターで開催した。新型コロナウイルス感染拡
大防止のために参加者を制限して、会場の半分以下の 400 人で実施した。仙台市と宮城県と共同で実施している「防
災観光」については、コロナ禍の影響でモデルツアー等は実施せず、新たに完成した伝承施設等の連携を検討した。






































について研究開発を進めている。対象地域の 1 つとして、SDGs 未来都市である岩手県陸前高田市を選定しているが、
2020 年 10 月には今村文彦所長が同市の戸羽太市長を表敬訪問し、復興状況や今後の防災対策について活発な議
論を行った。また、2020 年 12 月に開催された国際開発学会第 31 回全国大会では、佐々木大輔助教が科研費プロジ
ェクト（「アチェにおける災害復興で現地の学術研究機関が果たす媒介機能の
活用に向けた新展開」）に係る成果発表を行った。さらに、2019 年 11 月に開催
された第 2 回世界防災フォーラム（WBF2019）での成果を取り纏めた Journal of 
Disaster Research（JDR）の特集号 Vol.15 No.7（Special Issue on the Second 








































ベルリン自由大学との連携で、2020 Berlin Science Week における科学セッション「Learning from disasters for a resilient 
society: Experiences from the Great East Japan earthquake and tsunami and COVID–19 pandemic」を共催し、ULCA と連
携して ArcDR3（災害リスク軽減とレジリエンスのための建築と都市デザインイニシアチブ）のオンラインフォーラムを開
催した。エジプトの Ain Shams University の医学部間協定を締結し、AIWEST-DR2019 の会議議事録を出版した。並











































ベルリン自由大学との連携で、2020 Berlin Science Week における科学セッション「Learning from disasters for a resilient
society: Experiences from the Great East Japan earthquake and tsunami and COVID–19 pandemic」を共催し、ULCA と連
携して ArcDR3（災害リスク軽減とレジリエンスのための建築と都市デザインイニシアチブ）のオンラインフォーラムを開
催した。エジプトの Ain Shams University の医学部間協定を締結し、AIWEST-DR2019 の会議議事録を出版した。並























































エ リ ア 名 【場】災害の発生メカニズム解明・予測プロジェクトエリア







ユ ニ ッ ト 名 ハザード評価ユニット
ユ ニ ッ ト 長 木戸 元之
研究組織
主：木戸 元之、遠田 晋次、福島 洋、川田 佳史、石澤 尭史、𠮷𠮷𠮷 瑶子、乘松 君衣、高橋 尚志

















ユ ニ ッ ト 名 被害予測と軽減ユニット
ユ ニ ッ ト 長 今村 文彦
研究組織
主：今村 文彦、菅原 大助、サッパシー アナワット、佐藤 翔輔、保田 真理
副：越村 俊一、森口 周二、蝦名 裕一、門廻 充侍
【研究の概要・具体的な成果・波及効果など】
まず、2019 年 10 月に発生した令和元年東日本台風について、関連 3 学会との合同調査団の体制の下で分析を進め、11 月
に一般公開型のオンライン報告会を実施した。また、合同調査団の成果を報告書としてとりまとめた。また、令和 2 年 7 月豪雨
による山形県の被害について、現地調査を実施するとともに報告会を実施した。さらに、2021 年 2 月 13 日に発生した福島県














エ リ ア 名 【情報】自然災害アーカイブシステムの構築・運用プロジェクトエリア







ユ ニ ッ ト 名 アーカイブユニット
ユ ニ ッ ト 長 今村 文彦
研究組織
主：今村 文彦、佐藤 大介、柴山 明寛、蝦名 裕一、ボレー セバスチャン、ゲルスタ ユリア、保田 真理




①として、江戸時代後期、仙台藩領の商家の当主の日記「丸吉皆川家日誌」の、慶応 3 年（1867）9 月～明治 5 年（1872）、9 万
字以上を解読し、東北大学リポジトリで公開した。ダウンロードは約 80 回。
②として、岩手県東日本大震災津波伝承館（館長：達増知事）との連携協定を 2020 年 11 月 9 日に締結した。2020 年 12 月に
は、ハワイ及びアチェ、岩手県の津波伝承館などで三陸津波ウェビナーを実施し、岩手県の YouTube で公開されている。国際
連携として、ハワイ太平洋津波博物館と災害研での東日本大震災 10 周年の企画展示を継続的に企画中である。2022 年度中
に企画展が実施される予定。
③として、新型コロナウイルス下の社会状況の記録・史料集に関するオンラインでの協議会を北海道大学北方教育研究センタ
ーとの共催で 2 回実施、合計 60 名ほどの参加者を国内外から得た。2021 年 1 月 11 日東日本大震災アーカイブシンポジウム
をオンラインで実施し、約 170 名の参加があった。疫病に関する史料・石碑・信仰の事例を収集して分析する「疫病退散プロジ
ェクト」を実施し、2 月 11 日にシンポジウム「歴史が導く災害科学の新展開Ⅳ－先人の疫病文化に学ぶ」を開催し、報告書を刊
行した。2 月 13 日に発生した地震に対する史料レスキューを関係機関との連絡などで実施した。2 月 20・21 日に開催された全
国史料ネット集会で分科会「災害支援としての歴史資料保全」を主催し、参加者は 60 名ほどであった。3 月 6 日に俳優竹下景
子さんをお招きして語り部シンポジウム「かたりつぎ」 in 多賀城を実施し、約 400 人の来場者があった。 
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ユ ニ ッ ト 名 災害統計ユニット
ユ ニ ッ ト 長 小野 裕一
研究組織
主：小野 裕一、奥村 誠、佐々木 大輔







機関（UNDRR）から承認を受けた‟Sendai Framework Voluntary Commitments （SFVC）”（仙台防災枠組の自発的取り組み）を
積極的に推進した。組織構成員が災害統計に関する研究を円滑に推進できるよう、研究プラットフォームとしての機能も重視し
ており、災害統計に関する様々な学際研究の成果を取りまとめた Journal of Disaster Research（JDR）（Web of Science Core 
Collection 及び Scopus にも掲載されている英文オープンアクセスジャーナル）特集号 Vol.15 No.7（Mini Special Issue on the 
Development of Disaster Statistics Part 3）を公刊した（ゲストエディター：小野・佐々木・サッパシー）。以上のように、当ユニットで
は、国内外の共同研究機関等と連携を密に取りながら、災害統計の発展、仙台防災枠組の実施への貢献、そして Sustainable 
Development Goals（持続可能な開発目標、SDGs）の達成に向けて、着実に研究活動等を進めている。 
ユ ニ ッ ト 名 防災教育・人材育成ユニット
ユ ニ ッ ト 長 佐藤 健
研究組織（組織構成員の氏名・正副メンバー全員）
主：佐藤 健、邑本 俊亮、杉浦 元亮、定池 祐季







また、東日本大震災の被災者を対象とした調査から開発した「災害生きる力」8 因子 （Sugiura et al., 2015）について、基礎認
知科学研究と質問紙の災害教育応用が進んでいる。本年度は、査読付き論文が国内誌に 2 報採択されたほか編集本の章を
3 編執筆、学会報告も国際 3 件・国内 3 件行った。また学術論文 3 報が国際誌で査読中、2 報が投稿準備中である。 
さらに、震災を学んだ大学生がそれを自分たちのアイディアで次世代に伝える研究は「ひらめき☆ときめきサイエンス」に採択
され、コロナ禍でも実施可能な形にアレンジした授業を、県内の小中学生 27名を招いて東北大学で開催した。当該の取り組み





エ リ ア 名 【組織】被災地支援・受援を効率化する組織と技術プロジェクトエリア








ユ ニ ッ ト 名 減災・復興支援技術ユニット
ユ ニ ッ ト 長 奥村 誠
研究組織
主：奥村 誠、水谷 大二郎




（1） 東日本大震災から 10 年を迎え、災害対応、復興政策の客観的、定量的評価が求められるようになった。災害時の組織の
意思決定・行動の文献調査、統計解析の結果を報告論文および査読付き論文として発表した。
・奥村誠・水谷大二郎： NMF による自然災害被害統計の構造分析， 2020.11.15（オンライン）， 土木計画  学研究・講
演集（CD-ROM），Vol.62，No.16-05, 7 pages.
・奥村誠：東日本大震災からの復興 10 年の成果と課題，商工ジャーナル，47（3）,pp.14-17, 2021.3.
・西脇 千瀬, 奥村誠： 宮城県におけるチリ地震津波後の恒久対策の策定背景， 2021.4，土木学会論文集 D3,76（5）,




・奥村誠：SPRINT 手法を用いた COVID-19 下の人道支援の研究課題の検討，2020.9.17（オンライン），スケジューリング
シンポジウム 2020 講演概要集 PDF, 4 pages.
（3） 従来から蓄積してきたインフラマネジメント研究において、災害が構造物の劣化に与える影響の考慮を進めてきた。その研
究成果を国際会議で口頭発表し、2 編の査読付き論文として発表した。
・Daijiro Mizutani: Optimal intervention policy of bridges considering earthquake occurrence probability increasing over
time, The 7th International Symposium on Life-Cycle Civil Engineering （IALCCE 2020）, Shanghai, China, 2020.10
・Guru Prakash, Xian-Xun Yuan, Budhaditya Hazra and Daijiro Mizutani: Toward a big data based approach: A review on
degradation models for prognosis of critical infrastructure, Journal of Nondestructive Evaluation, Diagnostics and
Prognostics of Engineering Systems （JNDE）, ASME, Vol.4, Issue 2, 021005, 2020.11, 
・水谷大二郎：アセットマネジメント研究の最先端：統計的劣化予測と維持管理施策最適化、土木学会論文集 D3，76
（5）,L_1-L_19, 2021.4
また、 3 つの科学研究費による他機関研究者との共同研究を進め、所期の成果を得た。 
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ユ ニ ッ ト 名 災害空間情報解析ユニット
ユ ニ ッ ト 長 越村 俊一
研究組織（組織構成員の氏名・正副メンバー全員）
主：越村 俊一、有働 恵子、マス エリック、橋本 雅和















エ リ ア 名 【もの】構造制御技術と多重防御技術による地域・都市レジリエンスの向上プロジェクトエリア








ユ ニ ッ ト 名 人的・物的被害軽減ユニット
ユ ニ ッ ト 長 五十子 幸樹
研究組織（組織構成員の氏名・正副メンバー全員）
主：五十子 幸樹、大野 晋、榎田 竜太、郭 佳
















を締結して研究を進め 6 件の特許申請を準備している。 
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ユ ニ ッ ト 名 レジリエント社会基盤ユニット
ユ ニ ッ ト 長 寺田賢二郎・教授
研究組織（組織構成員の氏名・正副メンバー全員）
主：寺田 賢二郎、森口 周二、山口 裕矢




















エ リ ア 名 【健康】広域・複合災害・マルチハザード対応型災害医学・医療の確立プロジェクトエリア







ユ ニ ッ ト 名 災害と健康ユニット
ユ ニ ッ ト 長 児玉 栄一
研究組織（組織構成員の氏名・正副メンバー全員）
主：伊藤 潔、江川 新一、栗山 進一、児玉 栄一、千田 浩一、富田 博秋、中山 雅晴、細井 義夫、小坂 健、國井 泰人、
藤井 進、佐々木 宏之、鈴木 敏彦、鈴木 正敏、三木 康宏、齋藤 昌利、稲葉 洋平、兪 志前、林 宏典、臼倉 瞳






















10 年間の知見が蓄積した。災害医学に資する人材育成の基盤構築につながった。エジプトの Ain Shams University の医学部
の者間協定を締結した。第 25 回日本生殖内分泌学会を主催し、全国の生殖内分泌関連の研究者に災害研究を含めた学際
間での交流を行った。新規 COVID-19 治療薬の開発が加速した。 
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2020 年度のプロジェクトエリア報告 
エ リ ア 名 【総合減災】総合的減災システムのデザインと社会実装プロジェクトエリア
エ リ ア 長 丸谷 浩明
【研究の概要】
エリア会合を毎月定例で開催し、減災や復興のあり方やその社会実装について議論し、メンバーの研究内容の発表と意見交




ユ ニ ッ ト 名 減災・復興デザインユニット
ユ ニ ッ ト 長 村尾 修
研究組織（組織構成員の氏名・正副メンバー全員）
主：岩田 司、村尾 修、井内 加奈子、泉 貴子、平野 勝也、マリ エリザベス















第 1 回災害対応空間の設営・運営に関する研究会 
2020 年 12 月 16 日開催 
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ユ ニ ッ ト 名 減災社会実装ユニット
ユ ニ ッ ト 長 丸谷 浩明
研究組織（組織構成員の氏名・正副メンバー全員）
主：丸谷 浩明、フルコ フラヴィア































なお、毎年 7 月に「共同研究プロジェクト成果報告会」を実施し、各研究の前年度 1 年間の成果や今後の
課題等について発表する機会を設けている。
採択課題件数（過去 5 年） 
2020 年度 
・災害アーカイブ学：6 件 ・津波減災学：6 件 ・災害医学・医療：7 件
・防災人材育成学 11 件 ・災害科学の発展に寄与するその他の研究：4 件
2019 年度 
・災害アーカイブ学：7 件 ・津波減災学：6 件 ・災害医学・医療：5 件
・防災人材育成学 7 件 ・災害科学の発展に寄与するその他の研究：7 件
2018 年度（平成 30 年度） 
・災害アーカイブ学：10 件 ・津波減災学：4 件 ・災害医学・医療：4 件
・防災人材育成学 8 件 ・災害科学の発展に寄与するその他の研究：7 件
2017 年度（平成 29 年度） 
一期
・災害アーカイブ学：6 件 ・津波減災学：3 件 ・災害医学・医療：3 件
・防災人材育成学 6 件 ・災害科学の発展に寄与するその他の研究：4 件
二期
・災害アーカイブ学：4 件 ・津波減災学：2 件 ・災害医学・医療：0 件
・防災人材育成学 3 件 ・災害科学の発展に寄与するその他の研究：3 件
2016 年度（平成 28 年度） 
・災害アーカイブ学：4 件 ・津波減災学：2 件 ・災害医学・医療：2 件
・防災人材育成・地域再創生学：2 件 ・災害科学の発展に寄与するその他の研究：3 件
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廣内 大助 信州大学学術研究院 教育
学系




石渡 幹夫 東京大学 新領域創成科学
研究科
4. 災害アーカイブを活用した PRERADE（Preparedness for Better 
Response, Recovery and Reconstruction: Learning from
Disaster Ethnography）の方法論の確立（新規）




田中 成行 岩手大学 教育学部
6. 災害アーカイブを用いた地域教育支援プラットフォームの検
討（新規）
柊 和佑 中部大学 人文学部
②津波減災学
1. 津波発生時の局所避難情報伝達手段の基礎研等（継続） 山﨑 達也 新潟大学
2. 川崎臨海部における災害デジタルツインによる次世代防災シ
ステムの検討（継続）








































6. 身体的弱者の避難生活でのリスク低減と QOL 向上を目的とし
た産学共同研究（新規）


































































小高 猛司 名城大学 理工学部
4. 重力測定を用いた伏在断層の連続性の評価（新規） 岡田 真介 岩手大学 理工学部
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災害アーカイブ学（2020 年度） 
















民との関わりを学ぶことができた。これら地域での知見に基づいて、2014 年 11 月の神城断層地震を記録した震災ア
ーカイブを構築し、2019 年度から試行的に白馬小谷の小・中学校における防災教育への利用を開始した。また学校


















・令和 2 年 10 月 31 日～11 月 3 日（訪問者数 8 名）





















学術論文 合計（ 7 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（ 0 ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
2020 年 10 月 10 日，国内，一般，リビングラボシンポジウム「わたしがつくる つぎの防災・減災 2020」（オンライン同
時開催）
2020 年 11 月 6～11 月 27 日，国内，一般，災害アーカイブ展～神城断層地震から 6 年～（オンライン同時開催） 
2020 年 11 月 21 日，国内，一般，「熊本大学デジタルアーカイブシンポジウム〜『ひのくに災史録』に期待すること〜」
（オンライン開催），23 名
2020 年 11 月 22 日，国内，一般，「白馬で知る・学ぶ「いま」の防災減災」，セミナー参加者：20 名，フィールドワーク
参加者：14 名
2020 年 12 月 5 日，国内，一般，第 5 回学校防災シンポジウム～コロナ禍における学校防災～（オンライン開催）
合計 （ 5 ） 件  
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災害アーカイブ学（2020 年度）
研 究 課 題 名 2. 自然災害伝承碑アーカイブの構築 研究領域 ①

























・令和 2 年 11 月 10 日～令和 2 年 11 月 13 日（1 人）





延べ訪問回数 2 回 合計 7 時間 
成果として発表した論文
なし
学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
なし
合計 （ 0 ） 件  
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災害アーカイブ学（2020 年度）
研 究 課 題 名 3. 治水投資額と被害軽減効果の将来予測における新展開 研究領域 ①















Table 1. Results of estimated regression in flood protection investment 
Variables Coefficient (1) 
Coefficient 
(2) 
Damage (Last 3 years average) 0.136 (3.730)*** 
0.159 
(5.943)*** 
GDP per capita 0.00384 (7.736)*** 
0.00343 
(14.076)*** 
Population density 0.0270 (2.548)** 
0.0185 
(5.595)*** 
urbanization 0.0634 (0.664) - 
agriculture value-added shares to GDP 0.291 (0.952) - 
manufacturing value-added shares to GDP 0.115 (0.569) - 
Observations 50 50
Adjusted R-Squared 0.869 0.873 










延べ訪問回数 0 回  
（月 1 回程度のオンライン会議を実施） 
合計  時間
成果として発表した論文
・Ishiwatari M. (2021). Disaster Risk Reduction. In: Lackner M., Sajjadi B., & Chen WY. (eds) Handbook of Climate
Change Mitigation and Adaptation. Springer, New York, NY. https://doi.org/10.1007/978-1-4614-6431-0_147-1【査読
有、国際】
・Lestari, F., Jibiki, Y., Sasaki, D., Pelupessy, D., Zulys, A., & Imamura, F. (2021). People’s Response to Potential Natural
Hazard-Triggered Technological Threats after a Sudden-Onset Earthquake in Indonesia. International Journal of
Environmental Research and Public Health, 18(7), 3369. doi: 10.3390/ijerph18073369 【査読有，国際，IF 2.849】
・Ishiwatari, M., & Sasaki, D. (in press). Investment and benefits of flood protection: Increasing or decreasing as economy
grows? JICA-RI Working Paper. 【査読有，国際】
・Ishiwatari. M., (in press) Effectiveness of investing in flood protection in metropolitan areas: Lessons from 2019
Typhoon Hagibis in Japan, International Journal of Disaster Resilience in the Built Environment. 【査読有，国際，IF
1.4】
・Ishiwatari M. (in review). Flood Risk Governance, In Lamond J., Proverbs D., & Bhattacharya-Mis N. (eds) Research
Handbook on Flood Risk Management, Edward Elgar Publishing, Cheltenham 【査読有、国際】
学術論文 合計（ 5 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
特になし







































研  究  課  題  名
4. 災害アーカイブを活用した PRERADE（Preparedness for Better
Response, Recovery and Reconstruction: Learning from Disaster
Ethnography）の方法論の確立
研究領域 ①











・令和 2 年 9 月 11 日（2 名）





延べ訪問回数 2 回 合計 6  時間 
成果として発表した論文
1. 柳谷理紗・鈴木由美・佐藤翔輔・田中聡・重川希志依, 自治体職員が行う災害エスノグラフィー調査・編集・活用のプロ
セスの確立：仙台市役所職員による実践を踏まえて, 地域安全学会東日本大震災特別論文集 No.9, pp.31-34,
2020 年   7 月. 
（発行した書籍）
1. Team Sendai・重川希志依・田中聡，仙台市まちづくり政策局防災環境都市・震災復興室，災害エスノグラフィーシ
リーズ 27 東日本大震災 仙台市職員の災害対応編 ガス局グループヒアリング，全 60p， ISBN:978-4-908792-25-
0，2021 年   3 月． 
2. Team Sendai・重川希志依・田中聡，仙台市まちづくり政策局防災環境都市・震災復興室，災害エスノグラフィーシ
リーズ 28 東日本大震災 仙台市職員の災害対応編 遺体安置・埋火葬業務グループヒアリング，全 58p，
ISBN:978-4-908792-26-7，2021 年  3 月． 
3. Team Sendai・重川希志依・田中聡，仙台市まちづくり政策局防災環境都市・震災復興室，災害エスノグラフィーシ
リーズ 29 東日本大震災 仙台市職員の災害対応編 学校教育の再開グループヒアリング， 全 68p，ISBN:978-4-
908792-27-4，2021 年  3 月． 
学術論文（書籍含む） 合計（ 4 ）編 
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（ ）件 B 取得 計（ ）件 
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
1. 2021 年  1 月  21 日，仙台市「R2 年度青葉区防災研修」，国内，対象：仙台市職員，参加者：45 名. 
2. 2021 年 1 月 13 日，「横浜市政策局芸術創造本部室における防災訓練」での映像を使用した防災研修，国内，対
象：自治体職員.
3. 2020 年   11 月   7 日，「オンラインあれから 9 年スペシャル」における映像紹介, 国内，対象：自治体職員・一般，参加者
46 名. 
4. 2020 年   10 月   15 日，「小千谷市職員研修」での映像上，国内，対象：自治体職員，参加者：57 名. 
5. 2020 年   9 月   28 日，「震災後心のケア従事者研修会」での映像上，国内，参加者：30 名. 
6. 2020 年  8 月  6 日，「ネットワークおぢや研修会」講演，国内，対象：自治体職員・研究者，参加者：91 名. 
7. 2020 年   7 月  18 日， 「東北大学災害研共同研究報告会」，国内，対象：自治体職員・研究者・一般，参加者：50 名. 
合計 （ 7 ） 件 
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災害アーカイブ学（2020 年度）



























教員養成課程における教訓の利活用としては、2011 年の東日本大震災において昭和 8 年に義援金で建立され
た「大津浪記念碑」の碑文の教えを守って高所移住し全住居が無事であった姉吉地区の「姉吉の碑（いしぶみ）」の
碑文の工夫を「命を守る言葉」として学び、現在の災害であるコロナ禍に対する「コロナ禍碑」の碑文を創り発表して
伝え合うことを目指した。一人一人のこだわりの発表を踏まえて、「姉吉の碑」の、明治 29 年と昭和 8 年の 2 度の大
津波でほぼ全滅の悲劇の犠牲の教訓を活かして刻み付けられた碑文の工夫である上下二段の韻文と散文の違い
と、上段の韻文の七五調や倒置法や一字下げや「思へ」と「重茂」の掛詞や命令形等の工夫、下段の散文の 29 年 8
年、生存者「前に二人後に四人」等の具体的な数字や事象の並列等の工夫を理解し、大切な命を守ろうとする作者
の工夫を学び合い、8 月 6 日の対面での発表会を実現した。記録として全員の「コロナ禍碑文」の作品は冊子にまと
めることができた。
【図表】









延べ訪問回数 1 回 合計 3 時間
成果として発表した論文
北原糸子、「消防団員の東日本大震災」 『地域防災』 30 号、2020 年 2 月
北原糸子、「東日本大震災と仏教系メディア－死者をめぐる記事を中心に」 『メディア史研究』 2020 年 2 月
北原糸子、「終戦直後の災害・昭和南海地震への災害社会史の試み」 『あゆみ－南方熊楠賞第 30 回記念記録集』
2021 年
北原糸子、赤坂憲雄編 『災害とアートを探る』（対談収録）、玉川大学出版会、2020 年 5 月
北原糸子、『震災と死者－東日本大震災・関東大震災・濃尾地震』 筑摩選書、2021 年 1 月
学術論文 合計（ 5 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（ ）件 B 取得 計（ ）件
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
令和 2 年 8 月 6 日／コロナ禍碑文発表会／国内／岩手大学教育学部／三陸津波の碑文分析を応用して教育学部
1 年生が作成した「コロナ碑文」作品の報告会／21 人
合計 （ 1 ） 件
86 87
【図表】









延べ訪問回数 1 回 合計 3 時間 
成果として発表した論文
北原糸子、「消防団員の東日本大震災」 『地域防災』 30 号、2020 年 2 月 
北原糸子、「東日本大震災と仏教系メディア－死者をめぐる記事を中心に」 『メディア史研究』 2020 年 2 月 
北原糸子、「終戦直後の災害・昭和南海地震への災害社会史の試み」 『あゆみ－南方熊楠賞第 30 回記念記録集』
2021 年 
北原糸子、赤坂憲雄編 『災害とアートを探る』（対談収録）、玉川大学出版会、2020 年 5 月 
北原糸子、『震災と死者－東日本大震災・関東大震災・濃尾地震』 筑摩選書、2021 年 1 月 
学術論文 合計（ 5 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
令和 2 年 8 月 6 日／コロナ禍碑文発表会／国内／岩手大学教育学部／三陸津波の碑文分析を応用して教育学部
1 年生が作成した「コロナ碑文」作品の報告会／21 人 
合計 （ 1 ） 件  
86 87
災害アーカイブ学（2020 年度）
研 究 課 題 名 6. 災害アーカイブを用いた地域教育支援プラットフォームの検討 研究領域 ①





























・令和 3 年 2 月 27 日～令和 3 年 3 月 2 日（4 名） 会議室
周辺施設への訪問
3 時間
延べ訪問回数 1 回 合計 3 時間
成果として発表した論文
・安永 知加子, 柊 和佑, 山本 明, 柳谷 啓子［16］ 組織内映像アーカイブのためのメタデータ構築：中部大学放
送研究会番組映像の保存と利活用 デジタルアーカイブ学会誌, デジタルアーカイブ学会. 2021.5（査読なし・ ベ
スト発表賞受賞）
学術論文 合計（ 1 ）編 
特許・実用新案・その他の産業財産権
該当なし
合計 （ 0 ） 件
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
該当なし






・令和 3 年 2 月 27 日～令和 3 年 3 月 2 日（4 名） 会議室
周辺施設への訪問
3 時間 
延べ訪問回数 1 回 合計 3 時間 
成果として発表した論文
・安永 知加子, 柊 和佑, 山本 明, 柳谷 啓子［16］ 組織内映像アーカイブのためのメタデータ構築：中部大学放
送研究会番組映像の保存と利活用 デジタルアーカイブ学会誌, デジタルアーカイブ学会. 2021.5（査読なし・ ベ
スト発表賞受賞）
学術論文 合計（ 1 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
該当なし
合計 （ 0 ） 件 
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
該当なし
合計 （ 0 ） 件  
88 89
津波減災学（2020 年度）
研 究 課 題 名 1. 津波発生時の局所避難情報伝達手段の基礎検討 研究領域 ②















す。提案手法の方が、縦軸に示す津波遭遇率が約 5%低減することが確認できた。  
【図表】









・令和 3 年 3 月 10 日～令和 3 年 3 月 11 日（2 名） 災害研 5 階研究室 2 時間 
延べ訪問回数 1 回 合計 2 時間 
成果として発表した論文
小林直輝, 山﨑達也, 佐藤翔輔，適応的局所避難経路の提供による避難誘導，電子情報通信学会技術報告，120
巻，202 号，2020 年，pp.39-44，査読無，国内 
小林直輝, 山﨑達也, 佐藤翔輔，避難者の歩行速度を考慮した避難誘導に関する検討，電子情報通信学会技術報
告，120 巻，347 号，2021 年，pp.31-36，査読無，国内 
小林直輝, 山﨑達也, 佐藤翔輔，避難シミュレーションにおける局所的情報を扱う避難誘導システムの提案，日本シ
ミュレーション学会論文誌，13 巻，2021 年，査読有，国内，採録決定
学術論文 合計（ 3 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
なし
合計 （ 0 ） 件  
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津波減災学（2020 年度）
研 究 課 題 名
2. 川 崎 臨 海 部 に お け る 災 害 デ ジ タ ル ツ イ ン に よ る 次 世 代
防災システムの検討
研究領域 ②























に向けた効果が確認できた（図 3）。本実証実験を含めた災害デジタルツインの有効性は、NHK・テレ朝等 TV 放映
6 件、毎日・産経等新聞掲載 12 件など広く報道された。 
【図表】






災害解析用計算機システム 34 時間 
延べ訪問回数 0 回 合計 34 時間 
成果として発表した論文
- 飯塚 豊、“持続可能なレジリエント・シティの実現に向けて－AI を活用したコロナ禍での避難所運営実証”、
Fujitsu ActivateNow Special Sessions 、2020/10、口頭発表（査読無し、国内）
- 今村 文彦、“21 世紀巨大災害の時代を生きる－レジリエンス社会を目指して”、FUJITSU ファミリ会秋季大会、
2020/10、口頭発表（査読無し、国内）
- Y. Oishi, “Disaster Mitigation Technology based on Artificial Intelligence and Supercomputing -System
development through citizen participation-”, The Frontiers of Disaster Prevention in the Era of Great Disasters: Ten
Years after the Great East Japan Earthquake (Stanford University Symposium), 2021/3（査読無し、国際）
- Y. Oishi, “KAIZEN project: Disaster mitigation research using cutting-edge ICT with citizen participation”,
UTokyo-ANU Joint Lectures: Understanding Geological Hazards, 2021/2（査読無し、国際）
- Y. Oishi, F. Imamura, T. Furumura, Y. Mihara, T. Higashiyama, F. Makinoshima, T. Yamazaki, H. Higuchi, Y.
Yamamoto, T. Suzuki, K. Akutsu, M. Ohmura, Y. Iizuka, “Bosai Kaizen System: Development of Real-time
Disaster Information Sharing System through Co-creation with Citizens”, International Tsunami Symposium, 2021,
submitted （査読無し、国際）
学術論文 合計（ 5 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件 
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
2020 年 8 月 31 日／実証実験／国内／川崎市職員（川崎区役所避難所運営要員、各区危機管理担当、総務企画




／約 60 人 




研 究 課 題 名 3. 災害研の設備を活用した古津波の波源推定手法の高度化 研究領域 ②













（図 1）。また、1677 年延宝房総沖地震津波および 1703 年元禄関東地震津波の調査として、千葉県太平洋側沿岸
部で、災害研が保有する地下レーダー装置を用いて地層探査を実施し、千葉県旭市から南房総市にかけての計 19
測線で地表から深さ約 5m までの地層構造データを取得した（図 2）。さらに、銚子市小畑池の津波堆積物の分析に














・令和 2 年 11 月 26 日～28 日（現地調査）





延べ訪問回数 2 回 合計 18 時間 
成果として発表した論文
Higaki, H., Goto, K., Yanagisawa, K., Sugawara, D., Ishizawa, T., Three thousand year paleo-tsunami history of the 
southern part of the Japan Trench, Progress in Earth and Planetary Science, 査 読 有 ， 国 際 誌 ， IF 2.508
（https://doi.org/10.1186/s40645-021-00415-w） 
学術論文 合計（ 1 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
なし
合計 （ 0 ）件 
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津波減災学（2020 年度）
研 究 課 題 名 4. 沿岸低地の微地形による津波挙動・土砂移動への影響の解明 研究領域 ②
研 究 代 表 者 髙清水 康博











 調査地域の地表～地下数 m（約 2 千年前以降）は、下位より、ラグーン、バリアー、塩水湿地、湿原、後背湿地
の各堆積物、および水田土壌、人工地層、および 2011 年津波堆積物から構成されていた。











・令和 3 年 1 月 4 日（1 人）
・令和 3 年 1 月 5 日（1 人）
・令和 3 年 1 月 6 日（1 人）
・令和 3 年 3 月 3 日（1 人）
・令和 3 年 3 月 4 日（1 人）

















リソース利用のための訪問が、1 月、および 3 月になったため成果は次年度以降に公表予定）
学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
該当なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
該当なし
合計 （ 0 ） 件  
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津波減災学（2020 年度）

























果である。本研究成果は、災害系の代表的な国際誌の一つである International Journal of Disaster Risk Reduction 









・令和二年 6 月 23 日（7 名；オンライン）





延べ訪問回数 2 回 合計 2 時間 
成果として発表した論文
・Fumiyasu Makinoshima, Yusuke Oishi, Masaharu Nakagawa, Shosuke Sato, Fumihiko Imamura, Revealing complex
tsunami evacuation process patterns induced by social interactions: A case study in Ishinomaki, International Journal of
Disaster Risk Reduction 58, 102182, 2021. doi:10.1016/j.ijdrr.2021.102182 （査読付）, 国際誌, IF=2.896
学術論文 合計（ 1 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
該当なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
・2021/3/6 21:00-21:59／TV 放送／国内／一般／「津波避難 なにが生死をわけたのか」
・2021/3/9／web 掲載／国内／一般／巨大津波 多くの命を救う“避難のカスケード”/
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210309/k10012903971000.html （2021/4/6 閲覧）
・2021/3/31／web 掲載／国際／一般／UNDRR PreventionWeb “Revealing complex tsunami evacuation process
patterns induced by social interactions: A case study in Ishinomaki”/
https://www.preventionweb.net/publications/view/76884 （2021/4/6 閲覧） 
合計 （ 3 ） 件  
図 1 門脇・南浜での複雑な避難プロセス 図 2 門脇小学校を中心とした避難のカスケードの模式図 
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津波減災学（2020 年度）
研 究 課 題 名 6. 津波統合モデルを用いたマルチシナリオハザード評価手法の確立 研究領域 ②
研 究 代 表 者 有川 太郎




学）、Ceren Ozer Sozdinler（香川大学）、林 豊（気象研）、対馬弘晃（気象研）































・2020 年 6 月 25 日（10 名程度）
・2020 年 7 月 18 日（2 名名程度）










(CPU core × hour) 
延べ訪問回数 0 回 合計 8 時間  




1. Sugawara, D., Numerical modeling of tsunami: advances and future challenges after the 2011 Tohoku earthquake
tsunami, Earth-Science Reviews, 214, 103498, 2021. (IF: 9.724)
2. Baba, T., Chikasada, N., Nakamura, Y. Fujie, G., Obana, K., Miura, S., and Kodaira, S. (2020), Deep investigations
of outer-rise tsunami characteristics using well-mapped normal faults along the Japan Trench, J. Geophys. Res.:
Solid Earth, e2020JB020060. 125, https://doi.org/10.1029/2020JB020060. (IF: 3.64)
3. Ryota Masaya, Anawat Suppasri, Kei Yamashita, Fumihiko Imamura, Chris Gouramanis, and Natt Leelawat,
Investigating beach erosion related with its recovery at Phra Thong Island, Thailand caused by the 2004 Indian
Ocean tsunami, Natural Hazards and Earth System Sciences, 20, 2823–2841, 2020. (IF: 3.1021)
4. 木瀬晃周, 有川太郎: 土砂・シルトを含んだ津波の波力に関する実験的研究, 土木学会論文集 B2（海岸工
学）, Vol.76, No.2, I_385-I_390, 2020.
5. 松冨英夫, 有川太郎: 津波遡上への氾濫水密度の影響, 土木学会論文集 B2（海岸工学）, Vol.76, No.2, I_391-
I_396, 2020.
6. 山下 啓, 菅原大助, 有川太郎, 高橋智幸, 今村文彦: 海底基盤データを利用した津波移動床解析の改善の
試み－気仙沼湾での事例－, 土木学会論文集 B2（海岸工学）, Vol.76, No.2, I_427-I_432, 2020. 他 5 編
【国際会議・国内学会・シンポジウム】
7. 山下 啓, 土砂輸送を伴う混合流体の密度変化と運動量輸送を考慮した津波移動床解析, 第 10 回巨大津波災
害に関する合同研究集会, オンライン, 2020.
8. 鴫原良典，多田 毅，福谷 陽：津波災害時における消防・警察・自衛隊の救助能力と救助隊派遣規模の推定，
第 40 回地震工学研究発表会，C11-1623，オンライン，2020．他 6 件
学術論文 合計（ 19 ）編 
特許・実用新案・その他の産業財産権
該当なし
合計 （ 0 ）件 
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
第 10 回巨大津波災害に関する合同研究集会 
開催期間：2020 年 12 月 17 日～18 日、区分：研究集会（国内）、対象：研究者・社会人・学生 
名称：第 10 回巨大津波災害に関する合同研究集会，参加人数：138 名 
概要：本研究集会は、津波災害に関する研究に取り組む様々な分野の研究者や学生による学術的な交流
 を通じて、津波研究の発展と防災・減災に資することを目的とした研究集会である。
合計 （ 1 ）件 
100 101
災害医学・医療（2020 年度）
研 究 課 題 名 1. 放射線災害で想定される慢性放射線被ばくストレスの定量 研究領域 ③















① 《全身慢性被ばく》昨年に引き続き、マウスに線量率 1108Gy/day で 3.9 分間、線量率 42mGy/h で 3 日間、線量




② 《全身急性被ばく》これまでは被ばく後 50 日までの血液抗酸化能を測定していたが、今回は被ばく後 100〜800
日の血液抗酸化能と赤血球グルタチオン量を測定した。5Gy の被ばくで慢性的な血液抗酸化能の低下、1Gy
以上で慢性的なグルタチオン量の低下が観察された。この成果は Scientific Reports 誌に掲載された。
【図表】
Fig.1 全身慢性被ばく後の血液抗酸化能の変化。シグナル（Y 値）が高いほど、抗酸化能が高いことを示す。な








延べ訪問回数 0 回 合計 0 時間 
成果として発表した論文
Lue Sun, Yohei Inaba, Yu Sogo, Atsuo Ito, Mahesh Bekal, Koichi Chida, Takashi Moritake ./ Total body irradiation causes 
a chronic decrease in antioxidant levels. / Scientific Reports / 2021 / 11, 6716 / 査読あり / IF=3.998 
学術論文 合計（ 1 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（ 0 ）件 B 取得  計（ 0 ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
新型コロナウイルス蔓延のため、会議等を自粛し、電話、メール、オンラインにより必要な意見交換を行った。
合計 （ 0 ） 件  
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・令和 2 年 9 月 15 日（訪問者数 1 名）
・令和 2 年 9 月 16 日（訪問者数 1 名）
・令和 2 年 10 月 20 日（訪問者数 1 名）
・令和 2 年 10 月 21 日（訪問者数 1 名）
・令和 2 年 10 月 27 日（訪問者数 1 名）
・令和 2 年 10 月 28 日（訪問者数 1 名）
・令和 2 年 11 月 24 日（訪問者数 1 名）
・令和元年 11 月 25 日（訪問者数 1 名）
・令和 2 年 12 月 1 日（訪問者数 1 名）
・令和 2 年 12 月 2 日（訪問者数 1 名）
・令和 3 年 2 月 9 日（訪問者数 1 名）
・令和 3 年 2 月 10 日（訪問者数 1 名）
・令和 3 年 3 月 10 日（訪問者数 1 名）
・令和 3 年 3 月 11 日（訪問者数 1 名）
・令和 3 年 3 月 17 日（訪問者数 1 名）
・令和 3 年 3 月 23 日（訪問者数 1 名）







































学術論文 合計（ 1 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
（社）世界の子供たちのために Web 講演（2021.3.23、You Tube 2021.4.10） 
合計 （ 1 ） 件  
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際研究所）、Goh Valerie Swee Ting（シンガポール国立大学）、中山亮（弘前大学大学保健学研究科）、竹林花依
（弘前大学大学院保健学研究科）

























に お け る 染 色
体 転 座 頻 度 と














・令和 2 年 12 月 15 日（1） 会議室 1 
ニホンザル生体情報データ
2 時間 
延べ訪問回数 （ 1 ）回 合計 2 時間 
成果として発表した論文
なし
学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
※備考：本研究が令和 3 年度 5 月 9 日（仮）の NHK スペシャルで報道予定



















健康被害については The Routledge Handbook of Hazards and Disaster Risk Reduction に示された 4 種の
marginalization を元に分類、下図のように図式化した。最終的に福島県立医科大学公衆衛生大学院の安村教授初
めスタッフとのミーティングでブラッシュアップを行った。






















・令和 2 年 11 月 5 日（1 人）





延べ訪問回数 2 回 合計 6 時間 
成果として発表した論文
Ochi S. Science communication in Fukushima - understanding non-scientific rationality. Journal of Radiation Research 
（In Press） 
執筆中
学術論文 合計（ 1 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
なし
合計 （ 0 ） 件  
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・令和 2 年 12 月 21 日（訪問者数 1 名）







延べ訪問回数 2 回 合計 4 時間 
成果として発表した論文
なし
学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件 
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催




合計 （ 1 ） 件  
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研 究 課 題 名
6. 身体的弱者の避難生活でのリスク低減と QOL 向上を目的とした
産学共同研究
研究領域 ③





















有効な N 平均値 標準偏差 中央値 p値
ふとん 38 4.47 2.36 5 0.214
ベッド 61 5.10 2.10 5
Q8-2-2.横になった時の快適さ/一般的アルミシート
有効な N 平均値 標準偏差 中央値 p値
ふとん 38 2.32 1.68 2 0.225
ベッド 62 1.97 1.79 2
Q8-2-3.横になった時の快適さ/ウレタンアルミシート
有効な N 平均値 標準偏差 中央値 p値
ふとん 37 3.19 2.01 3 0.278
ベッド 61 2.85 2.13 2
Q8-2-4.横になった時の快適さ/ダンボールベット
有効な N 平均値 標準偏差 中央値 p値
ふとん 37 5.84 2.01 6 0.656
ベッド 62 5.67 2.25 5
Q8-2-5.横になった時の快適さ/ウレタンベット
有効な N 平均値 標準偏差 中央値 p値
ふとん 38 5.66 1.60 6 0.453


























相関係数 1 0.245 0.284 0.345 0.324
有意確率 (両側) 0.014 0.004 0.000 0.001
度数 102 101 100 100 100
相関係数 0.245 1 0.753 0.229 0.179
有意確率 (両側) 0.014 0.000 0.021 0.071
度数 101 103 101 102 102
相関係数 0.284 0.753 1 0.355 0.305
有意確率 (両側) 0.004 0.000 0.000 0.002
度数 100 101 101 100 100
相関係数 0.345 0.229 0.355 1 0.675
有意確率 (両側) 0.000 0.021 0.000 0.000
度数 100 102 100 102 101
相関係数 0.324 0.179 0.305 0.675 1
有意確率 (両側) 0.001 0.071 0.002 0.000
















・令和 3 年 3 月 17 日（訪問者数 4 名） 1 階セミナー室 4 時間 
延べ訪問回数 （ 1 ） 回 合計 4 時間 
成果として発表した論文
1. 坪内暁子, Fan Chia-Kwung, Liao Chen-Wei, Lee Yuarn Jang, Chou Chia-Mei, Jian Jiun-Yu, 仲田悦教, 内藤俊
夫, 丸井英二, 奈良武司, 2010 年に実施した日台比較調査結果を基にした日本のコロナ対策に関する一考,
生存科学, Vol.31(2)，pp.83-96，査読有，国際
2. 坪内暁子, 内藤俊夫, 佐藤健, 佐々木宏之, 今村文彦, 仲田悦教, 范家堃, 奈良武司, 国際都市新宿区の成
城学校避難所地域住民にむけた新型肺炎 COVID-19 予防策（No.3）, 地域ケアリング, Vol.23(2), 2021 年，
pp.42-45, 査読無，国際
3. 坪内暁子, 内藤俊夫, 佐藤健, 佐々木宏之, 今村文彦, 仲田悦教, 范家堃, 奈良武司, 気候変動で高まる災




社会基盤システムの検討, 生存科学，Vol.30(2)，2020 年，pp.107-121, 査読有，国際
5. 坪内暁子，新型コロナウイルス感染症 COVID-19 対策で日本が台湾から学ぶべきこと，危機管理システム研
究学会 ARIMASS Letter, No.71, 2020 年，pp.4-7（https://www.arimass.jp/）, 査読無，国際
6. 坪内暁子, 内藤俊夫, 佐藤健, 佐々木宏之, 今村文彦, 仲田悦教, 范家堃, 奈良武司, 国際都市新宿区の成
城学校避難所地域住民にむけた新型肺炎 COVID-19 予防策（続報）, 地域ケアリング, Vol.22(6), 2020 年，
pp.72-75, 査読無，国際
7. 坪内暁子, 内藤俊夫, 佐藤健, 佐々木宏之, 今村文彦, 仲田悦教, 范家堃, 奈良武司, 国際都市新宿区の成
城学校避難所地域住民にむけた新型肺炎 COVID-19 予防策, 地域ケアリング, Vol.22(4), 2020 年，pp.68-73，
査読無，国際
学術論文 合計（ 7 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
・なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
1. イベント： 令和 3 年 3 月 27 日（土），成城学校，東京都生活文化局男女平等課広報へのイベント協力，東京都
による地域で活躍する女性の紹介映像，令和元年東京都女性活躍推進大賞（地域部門）受賞者インタビュー
等，参加者 14 名 ※ 都内の区市町村の防災部署や男女共同参画部署等を中心に令和 3 年度 6 月頃に配信
2. 講演会： 令和 2 年 11 月 28 日（土），江戸川区児童相談所，育児世代を応援する楽しい講座はあとポート「は
あとシップ・プロジェクト」育児世代を応援する楽しい講座，家庭防災－家族といっしょに避難と避難所生活につ
いて考えてみよう－，参加者限定 5 組 10 名
3. イベント： 令和 2 年 11 月 14 日（土），宝録稲荷神社（新宿区），地域住民等に向けた防災訓練での災害ベッド
試行，参加者 105 名
4. パネルディスカッション（オンライン）： 令和 2 年 10 月 24 日（土），危機管理システム研究学会第 20 回年次大
会パネルディスカッション，コロナ禍におけるリスクマネジメント，参加者 40 名
5. 講演会： 令和 2 年 10 月 3 日（土）、江戸川区児童相談所，はあとポート「はあとシップ・プロジェクト」育児世代
を対象とした感染症講座，家庭での感染症対策－新型コロナウイルス感染症－，参加者限定 5 組 15 名
6. セミナー（オンライン）： 令和 2 年 9 月 17 日（木），株式会社明電舎，一般社団法人未来技術推進協会「今こそ
考える BCP × SDGs」，講演テーマ： 気候変動の影響への適応－災害や感染症のリスク低減に向けた社員等へ
の対策－，参加者 80 名
合計 （ 6 ） 件  
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研 究 課 題 名
7. COVID-19 感 染 の ス ト レ ス に お け る 心 的 脆 弱 性 の 検 出 と
その改善に関する研究
研究領域 ③














この PTG を増加させる因子の一つとして、社会的つながりがある点が示された。この PTG に関係する因子の特定
が、災害の経験とともに歩み続けるための、今後の支援につながることが期待される。
【図表】
DASS-21：Depression Anxiety and Stress Test（うつ病不安ストレススケール）-21 
PTG-SF-J: short-form Posttraumatic Growth Inventory Japanese version（外傷後成長尺度日本語短縮版） 







・令和 2 年 4 月 30 日（1）
・令和 2 年 5 月 13 日（1）
・令和 2 年 5 月 25 日（1）
・令和 2 年 5 月 28 日（1）
・令和 2 年 6 月 8 日（1）
・令和 2 年 6 月 10 日（1）
・令和 2 年 9 月 10 日（2）
・令和 3 年 1 月 27 日（1）



















延べ訪問回数 9 回 合計 21 時間 
成果として発表した論文
【論文】
1. 総説：Junko Okuyama, Shuji Seto, Yu Fukuda, Shunichi Funakoshi, Shintaro Amae, Jun Onobe, Shinichi Izumi,
Kiyoshi Ito, Fumihiko Imamura: Mental Health and Physical Activity among Children and Adolescents during the
COVID-19 Pandemic, The Tohoku Journal of Experimental Medicine, 253, 203-215, 査読有,  IF 1.441
【学会発表】
2. 奥山純子, 門廻充侍, 福田雄, 鈴鴨よしみ, 出江紳一：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行における
外出制限と心理的苦痛との関連性，第 48 回日本リハビリテーション医学会東北地方会，令和 2 年 10 月 3 日，
100 名．
3. 奥山純子, 門廻充侍, 福田雄：新型コロナウイルス感染症の流行下におけるストレスと心的外傷後成長に関する
研究，第 36 回日本ストレス学会学術総会，令和 2 年 10 月 29 日，250 名．
4. 奥山純子, 門廻充侍, 福田雄：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行下における心的外傷後成長に関す
る研究，2020 年度水域の災害・環境問題に関する研究集会，令和 2 年 11 月 27 日，40 名．
5. 奥山純子, 門廻充侍, 福田雄：新型コロナウイルス感染症に対する心的外傷後成長の検討，第 68 回日本職業・
災害医学会学術大会，令和 2 年 12 月 15 日，2,315 名．
学術論文 合計（ 1 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
該当なし
合計 （ 0 ） 件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
該当なし
合計 （ 0 ） 件  
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・令和 2 年 7 月 30 日（4 名）
・令和 2 年 7 月 31 日（4 名）
・令和 2 年 9 月 16 日（4 名）
・令和 2 年 10 月 28 日（4 名）
・令和 2 年 10 月 29 日（4 名）









延べ訪問回数 6 回 合計 31 時間 
成果として発表した論文
・林田由那・戸田芳雄・佐藤健／宮城県の学校における避難訓練の評価手法の開発に向けた実践報告／日本安全
教育学研究／第 20 巻第 2 号／2021.3／pp.39-50／査読有／国内
学術論文 合計（ 1 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
・2020.10-2020.11／講演／国内／宮城県内全ての学校の安全担当主幹教諭および防災主任／宮城県学校安全等
指導者研修（東部地区、大崎地区、大河原地区、気仙沼地区、仙台地区の計 5 箇所にて講演）／約 700 名／「学校
防災マニュアル見直し」をテーマに避難訓練評価の重要性を解説した。














研修4   学区の地形からハザードマップの想定外も考える 
防災人材育成学（2020年度）
研  究  課  題  名 2. 学校区の災害リスク理解のための地図を活用した教員研修・
評価モデルの開発
研究領域 ④
研  究  代  表  者 桜井 愛子
所属機関等・職名 東洋英和女学院大学・教授
期  間 2020 年 6 月 1 日～2021 年 3 月 31 日 経費 669,000 円 
講座全体の構成，講座の背景と目的，研修の構成，ハザードマップとは，ハザードマップは不要？有害？，地 図を読むと
は，地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法（概要，講座の目標として），各研修の所要時間 
1 -1  ハザードマップをインターネットで探す（市町村のサイト，ハザードマップポータルサイト） 
1 -2  重ねるハザードマップから読む（例：宮城県石巻市，土砂災害，土砂災害の種類，洪水，想定外） 
1 -3  津波のハザードマップを読む（例：宮城県津波避難地図） 
1 -4  ハザードマップの想定について（洪水，津波，土砂災害，法律，前提） 
1 -5  まとめ（想定結果だけを鵜呑みにしない，「科学的根拠のある目安」） 
1 -6  演習（自校の学区についてハザードマップから読み取れること，ワークシート記入例） 
1 -7  おまけ（重ねるハザードマップ，想定外，内水氾濫） 
2 -1  地形とは（模式図，低地・台地・丘陵地・山地） 
2 -2  地形図とは（例：岩手県釜石市の一部，地理院地図） 
2 -3  地形図を読むためのポイント（方位，縮尺，地図記号，等高線，崖記号，谷，読図法の例示） 
2 -4  地形図と土砂災害ハザードマップ（谷と土砂災害，崖や急傾斜地とがけ崩れ，2019年台風19号の被害） 
2 -5  まとめ（地形図入手方法，読むポイント，地形図と土砂災害ハザードマップ） 
2 -6  おまけ（地形図を探す方法） 
3 -1  地形分類図とは（低地内の微地形） 
3 -2  地理院地図で地形分類図を読む（例：宮城県東松島市，宮城県美里町小牛田，色別標高図，陰影起伏図，地 形分類
（ベクトルタイル提供実験），断面図，微地形と起伏，洪水ハザードマップとの対応） 
3 -3  まとめ（低地の洪水リスク，低地の微地形） 
3 -4  演習（自校の学区について，地形図と地形分類図から読み取れること，地理院地図で地形図と地形分類図を 探す方法，
ワークシート記入例） 
3 -5  おまけ（低地部で地形分類図がない場合） 
研修3までの復習，地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法 
4 -1  ハザードマップと，地形図，地形分類図を読む（例：山形県庄内地方，重ねるハザードマップによる土砂災 害と洪水，地
形図，地形分類図，酒田市洪水ハザードマップ，2019年台風19号宮城県丸森町の浸水範囲，阿武 隈川洪水ハザードマ
ップと地形分類図） 
4 -2  ハザードマップの想定結果は，地形とよく対応する（低地，山地・丘陵地） 
4 -3  まとめ（洪水，土砂災害，津波について，地形ごとの災害リスク，ハザードマップの想定外） 
4 -4  演習（自校の学区について，ハザードマップの想定外について考えて記述する，ワークシート記入例） 
研修4の復習 
5 -1  緊急避難場所と避難所（例：宮城県石巻市，ハザードごとに違う緊急避難場所） 
5 -2  まとめ（緊急避難場所と避難所の違い，緊急避難場所への避難） 
5 -3  演習①（自校が緊急避難場所／避難所に指定されているか確認する，ワークシート記入例） 
5 -4  演習②（大雨時の緊急避難場所までのルートを複数考える，宮城県登米市で方法を例示，最短ルート／なる 
べく高いルート／垂直避難／他地区へ避難，それぞれの長所と短所，ワークシート記入例） 
5 -5  おまけ（学校が緊急避難場所・避難所に指定されている場合，学校が洪水浸水区域や土砂災害警戒区域等に ある場
合） 
【第1図】オンライン講座「地図を活用した学区の災害リスクの理解」の構成（左）と内容例（中央、右） 
中央上：研修 0 ガイダンス   右上：研修 3 学区の地形分類図を読む 
中央中：研修 1 学区ハザードマップを読む   右中：研修 4 学区の地形からハザードマップの想定外も考える 















令和 2 年 9月11日（5 名）、9月25日（5 名）、 
10月16日（6 名）、10月29日（6 名）、11月12日（6 名） 
令和 3 年 3 月 14 日（5 名） 
令和 3 年 3 月 23 日（5 名） 












延べ訪問回数 8 回 合計  56 時間 
成果として発表した論文
Aiko Sakurai，Takeshi Sato, Yoshiyuki Murayama: Impact Evaluation of a School-Based Disaster Education Program in 
a City Affected by the 2011 Great East Japan Earthquake and Tsunami Disaster, International Journal of Disaster Risk 
Reduction, Special Edition on School Safety, (47), 2020, 査読有, 国際, 2.896. 
桜井愛子：自然災害と学校防災, 渡邉正樹編著 『学校安全と危機管理』 , 2020,103-125, 大修館書店, 査読無, 国内. 
小田隆史・桜井愛子・村山良之・佐藤健・北浦早苗・加賀屋蒼: 教員の地図リテラシー育成とハザード理解に向けた学
校防災研修－宮城県石巻市における試行から－. 『安全教育学研究』（20）1, 2020, 27-36, 査読有, 国内. 
桜井愛子・佐藤健・北浦早苗・村山良之・柴山明寛: 津波記録を活用した被災地の学校での防災教育－災害伝承と命
を守る防災教育の推進に向けて－. 『防災教育学研究』 （1）2020, 53-66, 査読有, 国内. 
Takeshi Sato, Aiko Sakurai, Yuki Sadaike, Risa Yanagiya, and Hitoshi Konno: Sustainable Community Development for 
Disaster Resilience and Human Resources Development for Disaster Risk Reduction -Growth and Community 
Contribution of the Katahira Children’s Board for Community Development. Journal of Disaster Research, (7) ,2020, 
931-942, 査読有, 国際.
桜井愛⼦； 地図を活⽤した教員研修教材の開発とその経緯－学校区の災害リスクの理解に向けて－, 防災教育学会
第1回⼤会，オンライン，2020, 査読無, 国内. 
Aiko Sakurai, Takashi Oda, Yoshiyuki Murayama and Takeshi Sato: Linking geomorphological features and disaster risk 
in a school district: The development of an in-service teacher training programme. IOP Conference Series: Earth and 
Environmental Science, 630, The 12th Aceh International Workshop and Expo on Sustainable Tsunami Disaster 
Recovery ,2019, 査読有, 国際. 
桜井愛子： 地域に根ざした学校防災, 東北大学災害科学国際研究所（編著）『東日本大震災からのスタート: 災害を考
える 51 のアプローチ』 , 東北大学出版, 2021,113-116, 査読無, 国内． 
佐藤健： コミュニティの防災, 東北大学災害科学国際研究所（編著）『東日本大震災からのスタート: 災害を考える 51 の
アプローチ』, 東北大学出版, 2021, 121-124, 査読無, 国内．
柴山明寛： アーカイブ学, 東北大学災害科学国際研究所（編著）『東日本大震災からのスタート: 災害を考える 51 のア
プローチ』, 東北大学出版,  2021,125-128, 査読無, 国内． 
村⼭良之・佐藤健・桜井愛⼦・⼩⽥隆史・林⽥由那・熊⾕誠： ⼭形県の学校における令和 2 年 7 ⽉豪⾬災害時の対
応，東北地理学会秋季学術⼤会，オンライン，2020 年 9⽉. 
小田隆史： 教師のための防災学習帳, 朝倉書店, 2021. 
村山良之・桜井愛子・佐藤健・北浦早苗・小田隆史・熊谷誠： 地形とハザードマップに関するオンライン教員研修. 日本
地理学会 2021年春季学術大会発表要旨, 2021, 査読無, 国内. 
村山良之・小田隆史： 大川小津波訴訟判決の意義. 日本地理学会 2021年春季学術大会公開シンポジウム, 発表要旨, 
2021, 査読無, 国内. 
学術論文 合計（ 14 ）編
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
・令和元年度未来へつなぐ学校と地域の安全フォーラム／国内（宮城県安全主幹教諭・防災主任、全国教員／研究者）／宮
城県教育委員会・災害研主催／2020 年  11 月 20 日 於岩沼市民会館／参加者 535 名／桜井愛子「学校区の災害リスク理解
のための地図を活用した教員研修・評価モデルの開発」
・復興・防災マップづくりコンクール／国内（石巻市内小中学校児童・生徒、教員、保護者）／石巻市教育委員会主催、災害
研共催／授賞式 2020 年  1 月 21 日 於石巻市防災センター／出展数： 小中学校 17 校 96 点 
･宮城県地域事務所別防災主任研修会（計 5 地区）／国内（宮城県教員）／宮城県教育委員会主催／2020 年 9 月 12 日〜12
月 30 日、計  5 地区／オンライン講義／桜井愛子「災害復興・防災教育プログラム「復興・防災マップづくり」／200 名 
合計 （ 7 ） 件 
118 119
防災人材育成学（2020 年度）
研 究 課 題 名 3. 震災復興に寄与する災害を生きる力因子とその原理の解明 研究領域 ④




期 間 2020 年 6 月 1 日～2021 年 3 月 31 日 経費 243,000 円 
【研究の概要】
大規模災害では、復興事業の長期化に伴い、被災者間で生活再建のスピードに差が生じる傾向がある。本研究

















・2020 年 7 月 18 日（訪問者数 20 名）





延べ訪問回数 2 回 合計 6 時間 
成果として発表した論文
なし
学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
1. Honda, A., Sugiura, M., & Abe, T. (2020). Personality Determinants of Power to Live with Disasters: Resilience and
Dark Triad. The 32nd APS (Association for Psychological Science) Annual Convention, May 21-24, 2020, Chicago,
USA. 【Conference canceled】
2. 本多明生（2020）. 震災復興に寄与する災害を生きる力因子とその原理の解明. 東北大学災害科学国際研究
所 IRIDes 金曜フォーラム: 2019 年度共同研究成果報告会およびプロジェクトエリア・ユニット報告会, 2020 年 7
月 18 日, Web 会議場 （Zoom）.
3. 本多明生（2020）. 来るべき災害に備えて：幼保施設の防災対策の現状と課題. 公益社団法人日本心理学会認
定心理士の会東北支部シンポジウム （災害の記憶を未来に活かすために：心理学と情報学の観点から）, 2020
年 12 月 19 日, Zoom オンライン会場.
合計 （ 3 ） 件  
120 121
防災人材育成学（2020 年度）











期 間 2020 年 6 月 1 日～2021 年 3 月 31 日 経費 695,000 円 
【研究の概要】
これまでの 2014、2015、2016、2017 年の名取市現況調査の分析に加えて、2020 年年度名取市現況調査を実施し
た。2014-2017 年パネル分析結果から、障がいの有無は、生活復興感に対して、 2016 年・2017 年と調査年を重ね
るごとに有意な負の効果を持ち始めていたことを明らかにした。2020 年度調査では復興カレンダーを構築し、105 時
間（約 10 年）に向けて、「『まち』の復興工事が完了した」との回答が、100％まで一気に達した一方で「自分が被災者




























































































延べ訪問回数 0 回 合計 0 時間 
成果として発表した論文
立木茂雄・川見文紀，2021，「障がいのある人の防災対策――避難，避難生活から生活再建までを視野に入れて」
『総合リハビリテーション』 49(3): 261-267.査読無、依頼原稿 
学術論文 合計（ 1 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
特になし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（ 0 ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
特になし
合計 （ 0 ） 件 
122 123
防災人材育成学（2020 年度）
























調査を実施した。調査協力者は 633 名であり、トラウマケア効力感と災害から 1 年以内に行う防災教育とトラウマケア
融合活動と防災教育とトラウマケア体験を尋ねた。欠損値のない 622 名を対象として分析を進めた。その結果、
Table1 に示すように津波被災地の学校に勤務経験のある教師の 72.8％が防災教育で不安定になる子どもが居たと
回答した。つぎに、5 項目のトラウマケア効力感尺度は Table2 に示すように 1 因子で構成され、クローンバックの α
係数は.895 であり十分な内的整合性が確認された。次に、トラウマケア効力感得点を目的変数に、防災教育活動の
意識項目と防災教育とトラウマケア活動体験項目を説明変数とした重回帰分析の結果 1％水準で有意な影響を及
















① 2020 年 10 月 9 日、② 10 月 25 日、③ 11 月 10 日
④ 12 月 15 日、⑤ 2021 年 1 月 7 日、⑥ 1 月 27 日、










延べ訪問回数 0 回 合計 2 時間 
成果として発表した論文
該当なし
学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
本共同研究に関わる特許・実用新案・その他産業財産権はありません。
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（ 0 ）件 B 取得  計（ 0 ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
なし






人数 56 103 47 206
％ 27.2% 50.0% 22.8% 100.0%
人数 32 42 9 83
％ 38.6% 50.6% 10.8% 100.0%
人数 187 127 19 333
％ 56.2% 38.1% 5.7% 100.0%
人数 275 272 75 622










値と標準偏差（n = 622） 
124 125
防災人材育成学（2020 年度）









期 間 2020 年 6 月 1 日～2021 年 3 月 31 日 経費 475,000 円 
【研究の概要】
本研究では，地域に内在化する災害に関する生活知を共有し伝承する仕掛けとして，地域住民が参加し資料調査





り実施した，2019 年台風 19 号の世帯別行動記録ワークシート収集の結果を合わせてタイムライン形式，防災マップ
形式で活用する手法を開発し，また，それらの情報の精度を確認した．
【図表】
図 1 WS の結果をジオリファレンサを用 
いて GIS ソフトで編集を行った 








① 2020 年 6 月 18 日
②9 月 28 日
③10 月 8 日











延べ訪問回数 4 回 合計 5 時間 
成果として発表した論文
森太郎，定池祐季，草苅敏夫，佐藤健，ワークショップを通した災害情報のアーカイブ化を行う防災教育プログラムの
開発・2019 年台風 19 号時の振り返り手法としての評価，第 48 回（2021 年度）地域安全学会研究発表会（春季）（登
録済）
学術論文 合計（ 1 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
・福住町町内会との 2019 年台風 19 号に関するまちあるき WS（場所：福住町集会所＋町内）
日時：2020 年 10 月 18 日 10：30〜12：30、参加者：10 名
種別：意見交換会（国内）、対象：福住町の小中学生とその保護者，福住町町内会役員，共同研究メンバー
概要：趣旨説明の後，まちあるき WS を行い，2019 年台風 19 号の浸水状況や防災情報の記録を行い，地図化をした．小
学生の成果物は第 17 回「小学生のぼうさい探検隊マップコンクール」に応募をした． 
合計 （ 1 ） 件  
126 127
防災人材育成学（2020 年度）



















当初は講習を 10 月に実施する予定であったが、新型コロナ感染症の広がりにより、12 月に実施するように変更し













・令和 2 年 7 月 30 日（1 人）






延べ訪問回数 2 回 合計 18 時間 
成果として発表した論文
なし
学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件 
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
・紙芝居による幼児・児童向けの防災教育，人形劇による幼児・児童向けの防災教育
令和 2 年 12 月 19 日・20 日／その他／国内／学校教員／東北大学教育職員免許状更新講習／幼少中高等学校
の教員を対象とした教員免許状更新講習の一環として防災に関する紙芝居と人形劇を用いた防災に関する講習を
実施／5 人． 
合計 （ 2 ） 件 
128 129
防災人材育成学（2020 年度）
















































・令和 2 年 11 月 10 日（5 名） 会議室 1 3 時間 
延べ訪問回数 1 回 合計 3 時間 
成果として発表した論文
なし
学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催







合計 （ 1 ） 件  
130 131
防災人材育成学（2020 年度）
































・2020 年 6 月 27 日（データベース利用）
・2020 年 10 月 10 日（11 名訪問）
・2021 年 2 月 27 日（データベース利用）












延べ訪問回数 1 回 合計 33 時間 
成果として発表した論文





学術論文 合計（ 2 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
・ 2020 年 6 月 27 日／ワークショップ／国内／社会人／災害アーカイブワークショップ in 大垣／9.12 豪雨災害（1976
年）について災害アーカイブをオンラインで活用したワークショップを実施／9 名
・2020 年 10 月 10 日（土）〜12 日（月）／フォーラム／国内／社会人／第 6 回三陸&東海 防災フォーラム“伝” ／柴
山 明寛 氏（東北大学災害科学国際研究所 准教授）による学習会，徳光博志氏による防災講話，益社団法人
3.11 みらいサポート代表理事 鈴木典行氏による語り部講演，民宿めぐろにて目黒繁明氏による震災体験講話，公
益社団法人 3.11 みらいサポート「防災まちあるき」／11 名
・2021 年 2 月 27 日／フォーラム／国内／社会人・学生／第 7 回三陸&東海 防災フォーラム“伝” ／東日本大震災
で至るアーカイブについての講演，あいち防災リーダー会についての講演，および 2000 年東海豪雨について災害
アーカイブをオンラインで活用したワークショップを実施／37 名
・2021 年 3 月 24 日／ワークショップ／国内／社会人／災害アーカイブワークショップ in 高山／2004 年台風 23 号に
ついて災害アーカイブをオンラインで活用したワークショップを実施／27 名








































2021 年 2 月 6 日（訪問者 3 名） 
2021 年 3 月 13 日（訪問者数 2 名） 








延べ訪問回数 2 回 合計 4 時間 
成果として発表した論文
・Julia Gerster, Between debris and disaster heritage: The connection of memories and disaster remains after the Great
East Japan Earthquake 2011, 3rd Memory, Affects and Emotions International Interdisciplinary Conference, 2021 年 4
月, 査読有, 国際会議（登録済み）
・高原耕平, ゲルスタ・ユリア, 定池祐季, 奥堀亜紀子, 小野寺豊, 記憶と歴史のあいだ：震災前をつなぐ「石巻アーカイ
ブ」の模索, 地域安全学会春大会, 2021 年 5 月, 査読無, 国内会議（登録済み）
学術論文 合計（ 2 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件 
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
なし
合計 （ 0 ） 件  
134 135
防災人材育成学（2020 年度）
研 究 課 題 名
11. 減災絵本の実証的ならびに脳科学的研究－保育者対象の
アンケート調査と短期大学生を被験者とする NIRS 分析から－ 研究領域 ④
















（71 施設）。また、20 年 3 月には福島県広野町立認定こども園「広野こども園」を訪問し、3～5 歳児約 90 名を対象
に、学生 9 名が減災絵本の読み聞かせと避難訓練指導を行った。





・21 年 3 月には災害研を訪問し（人間・社会対応研究部門 認知・実験室）、NIRS 装置（近赤外線分光法）を用い、
学生被験者 2 名を対象とする絵本読み聞かせ時の脳血流量を測定した（写真 1・2）。その結果は 21 年度災害研/共
同研究成果報告会にて中間報告を行う予定である。
【図表】






・令和 3 年 3 月 1 日 NIRS 装置 4 時間 






学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
・なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
・2020 年 9 月～12 月／公開講座／国内／学生／「地域防災計画学Ⅱ」（防災士養成講座）／学内で開講する前記
授業を社会人等にも開放している（今年度はコロナ禍のため外部開放は中止した）。／10 月 11 日には災害研・プロ
ジェクト講師 保田真理先生に講師を務めて戴いた。
・2020 年 9 月 11 日／学内授業／国内／学生／保育内容総論/当該研究の減災絵本制作者の一人であった 19 年
度卒業生をゲストスピーカーに、制作のプロセスやエピソードを語る機会を設けた。また、保育現場での減災絵本を
活用した実践事例の報告を受け減災教育の意義を問いかける貴重な体験となった。／70 名 
合計 （ 2 ） 件  
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災害科学の発展に寄与するその他の研究（2020 年度）



















垂直分布を求め、これら 3 項目の立体構造の時間変化を探った．また、MD 地点に水温ロガーと電導度ロガーを設
置し、採水により湖水・川水の pH 測定や化学分析を行った。 
今回は、水収支と化学物質収支を評価することで、御釜における地下水の流入量・流出量をそれぞれ定量的に
求めることができた（表 1）。これによると、御釜への地下水流入量は 0.0074～0.0164m3/s、地下水流出量は 0.0348
～0.0467m3/s で、この流出量の一部は濁川への漏水として供給されていることが示唆された（図 1 の漏出点を参
照）。また、2019 年 10 月～2020 年 6 月の連続水温データから、完全結氷期における御釜の水温構造が明らかにな
り、湖底での明確な水温上昇が認められた。
他方、電導度ロガーによって湖水の 25℃電導度（EC25）の連続記録が得られ、これによって湖水の SO4 イオン濃





図 1. 蔵王・御釜と観測点の位置． 
表 1. 水収支・化学物質収支評価によって得られた地下水の流入・ 
流出量（無降雨日が 3 日以上継続の期間）．赤字が妥当な値． 






・令和 3 年 1 月 14 日：コロナ禍のためオンライン討論会
を実施（参加者：組織構成員 5 名）
Zoom によるオンライン討論会 2 時間 
延べ訪問回数 1 回 合計 2 時間 
成果として発表した論文
なし
学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
・2020 年度地球惑星連合大会（オンライン開催：7 月 12 日～16 日）にて AGU との共同セッション（使用言語、英語）
でポスター発表。本共同セッションの参加者、約 60 名。
合計 （ 1 ） 件  
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災害科学の発展に寄与するその他の研究（2020 年度）













期 間 2020 年 6 月 1 日～2021 年 3 月 31 日 経費 295,000 円 
【研究の概要】
東日本太平洋側では、「やませ」などの北東流の影響による冷夏が凶作などの被害をもたらすことがある。水戸の
歴史資料（史料）から、1857 年と 1858 年（対象年）の夏季に低温でしばしば北東気流の記録がある。これまで天気
情報を含む史料が収集され、それに基づく気候復元が進められた。しかし、対象年の冷夏や「やませ」の研究はまだ


































測データの発掘や、再解析などのモデル実験が 19 世紀まで遡り始めている。19 世紀は観測データとプロキシーデ
ータの継ぎ目でもあり、年より細かく、1 度グリッドより細かい時空間スケールでの時系列データや気候解析はより重
要となっていくと考えている。
【図表】1857 年 8 月 10 日〜19 日 





・令和 2 年 8 月 4 日，オンライン会議（参加者 4 名）
・令和 2 年 9 月 6 日，オンライン会議（参加者 4 名）




延べ訪問回数 0 回 合計 6 時間 
成果として発表した論文
市野 美夏, 増田 耕一, 北本 朝展, れきすけ：歴史ビッグデータに関する知識と経験を共有する異分野間協働プ
ラットフォーム, じんもんこん 2020 論文集,  P.31-38, 2020, 査読有, 国内
学術論文 合計（ 1 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（ 0 ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
なし
合計 （ 0 ） 件 
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災害科学の発展に寄与するその他の研究（2020 年度）


























・令和 2 年 7 月 10 日（4 名） ※オンライン
・令和 2 年 9 月 18 日（4 名） ※オンライン
・令和 2 年 10 月 15 日（4 名） ※オンライン
・令和 2 年 1 月 7 日（4 名） ※オンライン
・令和 3 年 1 月 21 日（4 名） ※オンライン
・令和 3 年 2 月 4 日（4 名） ※オンライン
・令和 3 年 2 月 24 日（4 名） ※オンライン

















延べ訪問回数 8 回 合計 11 時間 
成果として発表した論文
なし
学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
なし
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（  ）件 B 取得  計（  ）件
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
なし
合計 （ 0 ） 件  
142 143
災害科学の発展に寄与するその他の研究（2020 年度）
研 究 課 題 名 4. 重力測定を用いた伏在断層の連続性の評価 研究領域 ⑤





























Line Y の Y05〜Y08 付近
では有意な重力変化は見
られないことから，伏在断層







・令和 2 年 9 月 12 日〜9 月 19 日 ラコスト重力計 8 日間（64 時間） 
延べ訪問回数 1 回 合計 64 時間 
成果として発表した論文
該当無し
学術論文 合計（ 0 ）編
特許・実用新案・その他の産業財産権
該当無し
合計 （ 0 ） 件のうち、 A 出願 計（ 0 ）件 B 取得  計（ 0 ）件  
シンポジウム・講演会・セミナー等の開催
該当無し

























2011 現在 地震動特性と建物被害に関する研究 国内
2018 現在 地震工学への機械学習の適用に関する研究 なし
2003 現在 地下構造モデル評価手法に関する研究 なし
2006 現在 地震動分布の準リアルタイム評価手法に関する研究 なし
1988 現在 強震動予測に関する研究 国内












学位プログラム推進機構 リーディングプログラム部門教務委員会 委員 20154000







日本建築学会 災害委員会 委員 20190400
IAEE/IASPEI Working Group of the Effect of Surface Geology on 
Seismic Motion ESG6 Local Organizing Committiee Member 20190500
日本建築学会 構造委員会振動運営委員会強震観測小委員会 主査 20190400
日本建築学会 卒業論文等顕彰事業委員会 委員 20181200
日本建築学会 構造委員会振動運営委員会 委員 20170400
日本建築学会 構造委員会振動運営委員会地盤震動小委員会 委員 20040400
学会・委員会等での役職
学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
日本建築学会 日本地震工学会 日本自然災害学会 日本地震学会 土木学会
Seiemological 
Society of America













































2011 現在 地震動特性と建物被害に関する研究 国内
2018 現在 地震工学への機械学習の適用に関する研究 なし
2003 現在 地下構造モデル評価手法に関する研究 なし
2006 現在 地震動分布の準リアルタイム評価手法に関する研究 なし
1988 現在 強震動予測に関する研究 国内











学位プログラム推進機構 リーディングプログラム部門教務委員会 委員 20154000





専門分野 1 専門分野 2
地震工学 強震動地震学
日本建築学会 災害委員会 委員 20190400
IAEE/IASPEI Working Group of the Effect of Surface Geology on 
Seismic Motion ESG6 Local Organizing Committiee Member 20190500
築学会 構造委員会振動運営委員会強震観測小委員会 主査 20190400
築学会 卒業論文等顕彰事業委員会 委員 20181200
日本建築学会 構造委員会振動運営委員会 委員 20170400
築学会 構造委員会振動運営委員会地盤震動小委員会 委員 20040400
学会・委員会等での役職
学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
日本建築学会 日本地震工学会 日本自然災害学会 日本地震学会 土木学会
Seiemological 
Society of America







































































口頭（一般） 日本 20200908 20200910
徳光亮一，山本優，内
山泰生，大野晋
国内 日本建築学会大会 竹脇 出 その他
の連名
いいえ 口頭（一般） 日本
日本 20200908 20200910 20200908 重複反射が隣接地点間の地震動の空間変動
に与える影響評価









20200721 20200723 20200723 微地形区分と常時微動観測から推定した地盤
の卓越振動数の変化に関する考察
三辻和弥，大野晋
































































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 1 うち 国際監修
編集
0 単著 1 筆頭
共著
0
Proceedings of the 17th 










DEEP LEARNING TECHNIQUES FOR 
STRUCTURAL RESPONSE PREDICTION DURING 
STRONG GROUND MOTIONS
A. A. Torky, S. Ohno, T. 
Kashima
ATTEMPT TO ESTIMATE LOCAL SITE EFFECT 
OF YAMAGATA BASIN BY DENSE 
MICROTREMOR MEASUREMENT
K. Mitsuji, S. Ohno
Proceedings of the 17th 
World Conference on 
Earthquake Engineering
1g-0012











REGION OPTIMIZATION OF 3-D DEEP 
SUBSURFACE STRUCTURE MODEL IN SENDAI 
BASIN, JAPAN, BASED ON ADJOINT METHOD
S. Ohno, D. Abe
Proceedings of the 17th 









CHARACTERISTICS OF SPATIAL VARIATINON 
OF MICROTREMOR RECORDS AT ADJACENT 
POINTS
R. Tokumitsu, M. Nishimoto, M. 












Proceedings of the 17th 

















単著 0 筆頭共著 1 その他の
共著




























































講演 20201226 20201226 仙台市における地震の振動被害と直接被
害対策について
活動期間











応用システム開発論 東北大学 工学研究科 都市・建築学専攻 15
地震災害制御学 東北大学 工学研究科 都市・建築学専攻
5
建築数理基礎論 I 東北大学 工学研究科 都市・建築学専攻 4
地盤と都市・建築 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 3 5セメ
15
地震と建築 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 3 5セメ 8
建築構造の力学 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 4セメ
2
建築・社会環境工学演習 E 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 3
都市・建築エンジニアリング 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ
コマ数
90分/1コマ
































































講演 20201226 20201226 仙台市における地震の振動被害と直接被
害対策について
活動期間











応用システム開発論 東北大学 工学研究科 都市・建築学専攻 15
地震災害制御学 東北大学 工学研究科 都市・建築学専攻
5
建築数理基礎論 I 東北大学 工学研究科 都市・建築学専攻 4
地盤と都市・建築 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 3 5セメ
15
地震と建築 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 3 5セメ 8
建築構造の力学 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 4セメ
2
建築・社会環境工学演習 E 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 3
都市・建築エンジニアリング 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ
コマ数
90分/1コマ





























































講演 20201226 202012 6 仙台市における地震の振動被害と直接被
害対策について
活動期間











応用システム開発論 東北大学 工学研究科 都市・建築学専攻 15
地震災害制御学 東北大学 工学研究科 都市・建築学専攻
5
建築数理基礎論 I 東北大学 工学研究科 都市・建築学専攻 4
地盤と都市・建築 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 3 5セメ
15
震と建築 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 3 5セメ 8
建築構造の力学 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 4セメ
2
・社会環境工学演習 E 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 3
都市・建築エンジニアリング 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ
コマ数
90分/1コマ





























Simple piecewise linearisation in time series for time‐
domain inversion to estimate physical parameters of 
nonlinear structures
英語 筆頭共著 国内 はい 学術雑誌 e2606 20200803Ryuta Enokida, Koichi Kajiwara




英語 単著 なし はい 学術雑誌 有 いいえ
Basic examination of two substructuring schemes for 












Structural Control and 

























2010 現在 黒鉛潤滑を用いた直置き型構造物の開発 国内
2016 現在 建物応答の逆解析から検知する損傷同定手法の開発 両方
2010 現在 非線形制御手法を応用した振動試験装置の高性能制御 両方






















2012 2019 Bristol大学機械工学科 Visiting research fellow
学会活動
所属学会
2016 2019 国立研究開発法人　防災科学技術研究所 特別研究員
2019 現在 東北大学　災害科学国際研究所 准教授
2014 2016 Bristol大学機械工学科 日本学術振興会海外特別研究員
終了年
2009 2010 京都大学防災研究所 リサーチアシスタント






































Simple piecewise linearisation in time series for time‐
domain inversion to estimate physical parameters of 
nonlinear structures
英語 筆頭共著 国内 はい 学術雑誌 e2606 20200803Ryuta Enokida, Koichi Kajiwara




英語 単著 なし はい 学術雑誌 有 いいえ
Basic examination of two substructuring schemes for 












Structural Control and 

























2010 現在 黒鉛潤滑を用いた直置き型構造物の開発 国内
2016 現在 建物応答の逆解析から検知する損傷同定手法の開発 両方
2010 現在 非線形制御手法を応用した振動試験装置の高性能制御 両方














専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3
耐震構造学 制御工学 トライボロジー
役職名 役職開始年月日





2012 2019 Bristol大学機械工学科 Visiting research fellow
学会活動
所属学会
2016 2019 国立研究開発法人　防災 学技術研究所 特別研究員
2019 現在 東北大学　災害科学国際研究所 准教授
2014 2016 Bristol大学機械工学 日本学術振興会海外特別研究員
終了年
2009 2010 京都大学防災研究所 リサーチアシスタント








































Simple piecewise linearisation in time series for time‐
domain inversion to estimate physical parameters of 
nonlinear structures
英語 筆頭共著 国内 はい 学術雑誌 e2606 20200803Ryuta Enokida, Koichi Kajiwara




英語 単著 なし はい 学術雑誌 有 いいえ
Basic examination of two substructuring schemes for 












Structural Control and 

























2010 現在 黒鉛潤滑を用いた直置き型構造物の開発 国内
2016 現在 建物応答の逆解析から検知する損傷同定手法の開発 両方
2010 現在 非線形制御手法を応用した振動試験装置の高性能制御 両方














専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3
耐震構造学 制御工学 トライボロジー
役職名 役職開始年月日





2012 2019 Bristol大学機械工学科 Visiting research fellow
学会活動
所属学会
2016 2019 国立研究開発法人　防災科学技術研究所 特別研究員
2019 現在 東北大学　災害科学国際研究所 准教授
2014 2016 Bristol大学機械工学科 日本学術振興会海外特別研究員
終了年
2009 2010 京都大学防災研究所 リサーチアシスタント










































































































科目名 学校名 学部/研究学科名 学科/専攻名 学年






新潟 日本 20201208 20201211 20201208
A simple approach to estimate physical 
parameters of singledegree-of-freedom 










Conference on Motion and 
Vibration control






































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 1 合計 1 うち 国際監修
編集



























































































科目名 学校名 学部/研究学科名 学科/専攻名 学年






新潟 日本 20201208 20201211 20201208
A simple approach to estimate physical 
parameters of singledegree-of-freedom 










Conference on Motion and 
Vibration control



































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 1 合計 1 うち 国際監修
編集
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Nakagawa, Shosuke Sato,  
Fumihiko Imamura
International Journal of 
Disaster Risk Reduction
Earth-Science Reviews 103417 26 20210100
英語 共著 国内 はい 学術雑誌
20201201
英語 共著 国外 はい 学術雑誌 有 いいえ
Ten years after the 2011 Tohoku-oki earthquake and 
tsunami :Geological and environmental effects and 
implications for disaster policy changes
Kazuhisa Goto, Takashi 
Ishizawa, Yuichi Ebina, 
Fumihiko Imamura, Shosuke 
Sato, Keiko Udo
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災害の科学 東北大学 全学 1 2セメ 1









































江東公会堂 東京 日本 40講演会 建築・土木用制振ダン
パの応用展開
講師 20201210 20201210 慣性質量ダンパの構造物制御への応用
委員・役職名 開始年月日
民間・NPO 福島県建築士事務所協会 耐震診断判定委員会・評価委員会 委員 20080000
自治体・民間等での委員
区分 組織・団体名 委員会名






























仙台市 日本 20200000 20200000 20200000
Development of variable mass effect by 
rotary inertial damper using a hydraulic 
ge r motor
Masahiro Ikenaga, Hidenori 
Kida, Shigeki Nakaminami, 
K hju Ikago, Norio Inoue
国内
17th World Conference 
on Earthquake 
Engineering
N/A 筆頭連名 いいえ 20200000
Real-time Hybrid Simulation of a Variable 
Orifice Damper Incorporated into Base 
Isolated Building
Kohju Ikago, Iori Fukuda, 
Hao Luo, Dawei Li, Hideto 
Kanno, Norio Hori
国内













仙台市 日本 20200000 20200000
20201209 20201211 20201209 A nonlinear cable bracing inerter system for vibration control
Ban X L, Xue S T, Kang J 
F, Ikago K, Xie L Y
動
Dawei Li, Hesheng Tang, 
Kohju Ikago, Songtao Xue
国内
8th Asia-Pacific 







仙台市 日本 20200000 20200000 20200000
Dynamic reliability of nonlinear structural 










科目名 学校名 学部/研究学科名 学科/専攻名 学年 セメスター・
学期
3
設計AⅠ 東北大学 工学部 都市・社会環境工学科 2 4セメ 15
都市・建築エンジニアリング 東北大学 工学部 都市・社会環境工学科 2 3セメ
15
建築構造工学特論 東北大学 工学研究科 都市・建築学専攻 後期 2
建築信頼性工学 東北大学 工学研究科 都市・建築学専攻 前期
14
災害の科学 東北大学 全学 1 2セメ 1





として ， よ よ 会の委員として，各県の既存不適格建築物の耐震化促進に貢献している．新築建築物については，宮城
よ として， の判定作業を行った．





























江東公会堂 東京 日本 4020201210 20201210 慣性質量ダンパの構造物制御への応用
委員・役職名 開始年月日
定委員 ・評価委員会 委員 20080000
委員会名































中国清華大学 工学部 2009 京都大学大学院 工学研究科
終了年








専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4
所属学会









耐震工学 画像計測 システム同定 損傷評価
B．研究活動











































Vision-Based Building Seismic Displacement 
Measurement by Stratification of Projective 
Rectification Using Lines
Guo, J., Xiang, Y., Fujita, K., & 
Takewaki, I Sensors 20
英語 共著 両方 はい 学術雑誌 有 いいえ
Effect of the primary structure on the seismic response 
of the cable-net façade
Xiang, Y., Zhang, Y. J., Guo, 
J., & Chen, J.
英語 共著 両方 はい 学術雑誌 20200925Real-time hysteresis identification in structures based on restoring force reconstruction and Kalman filter Wang L, Guo J, Takewaki I
































Displacement measurement and nonlinear 
structural system identification: a vision-based 







Real-time hysteresis identification in structures 
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専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4
所属学会









耐震工学 画像計測 システム同定 損傷評価
B．研究活動
2020 現在 カルマンフィルターを活用した免震・制振装置の非線形復元力推定法と実記録による検証 国内
所外
連携開始年 終了年
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7 92015 現在 北方四島における古津波の調査研究 両方
2018 現在 メキシコ・ゲレロ州における古地震・古津波の調査研究 国外
2020 現在 台湾・澎湖諸島における古津波の調査研究 国外
2014 現在 津波堆積物数値解析手法の高度化 両方
2016 現在 静岡県における古地震・古津波の調査研究 国内
1999 現在 仙台平野における津波堆積物の掘削調査と貞観津波の復元 国内























学会名　1 2 3 4
2019 2020 ふじのくに地球環境史ミュージアム 教授
2020 現在 東北大学災害科学国際研究所 准教授
2012 2015 東北大学災害科学国際研究所 助教
2016 2019 ふじのくに地球環境史ミュージアム 准教授
2011 2012 東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センター 産学官連携研究員
2012 2012 東北大学大学院工学研究科 教育研究支援者
2009 2010 東北大学大学院理学研究科地学専攻 COEフェロー
2010 2011 東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センター 研究支援者
2008 2008 東北大学大学院理学研究科地学専攻 研究支援者
終了年
2006 2007 東北大学大学院理学研究科地学専攻 COEフェロー
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学会名 1 2 3 4
2019 2020 ふじのくに地球環境史ミュージアム 教授
2020 現在 東北大学災害科学国際研究所 准教授
2012 2015 東北大学災害科学国際研究所 助教
2016 2019 ふじのくに地球環境史ミュージアム 准教授
2011 2012 東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センター 産学官連携研究員
2012 2012 東北大学大学院工学研究科 教育研究支援者
2009 2010 東北大学大学院理学研究科地学専攻 COEフェロー
2010 2011 東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センター 研究支援者
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終了年
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著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 1 合計 2 うち 国際監修
編集
0 単著 1 筆頭
共著
0
Earth-Science Reviews 103498 20210000
著書（監修・編集・単著・共著）
20210000
英語 単著 なし はい 学術雑誌 有 いいえ
Numerical modeling of tsunami: advances and 
future challenges after the 2011 Tohoku 
earthquake and tsunami
Sugawara, D.
Lessons from the 2011 Tohoku-oki tsunami: 
implications for Paleotsunami research Sugawara, D.
Tsunamiites (Second 






Progress in Earth and 
Planetary Science 7 20200000
英語 共著 国内 はい 学術雑誌 106527 20200000
Tsunamis and submarine landslides in Suruga 
Bay, central Japan, caused by Nankai-Suruga 
Trough megathrust earthquakes during the last 
5000 years
Kitamura, A., Yamada, K., 
Sugawara, D., Yokoyama, 




英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
Spatial distribution and sources of tsunami 
deposits in a narrow valley setting - insight from 
2011 Tohoku-oki tsunami deposits in northeastern 
Japan























20200000Trigger mechanisms and hydrodynamics of tsunamis Sugawara, D.
Geological records of 










































































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 1 合計 2 うち 国際監修
編集
0 単著 1 筆頭
共著
0
Earth-Science Reviews 103498 20210000
著書（監修・編集・単著・共著）
20210000
なし はい 学術雑誌 有 いいえ
Numerical modeling of tsunami: adv ces and 
future challenges after the 2011 Tohoku 
earthquake and tsunami
Sugawara, D.
Lessons from the 2011 Tohoku-oki tsunami: 
implicati ns for Paleotsunami research Sugawara, D.
Tsunamiites (Second 






Progress in Earth and 
Planetary Science 7 20200000
英語 共著 国内 はい 学術雑誌 106527 20200000
Tsunamis and submarine landslides in Suruga 
Bay, central Japan, caused by Nankai-Suruga 
Trough megathrust earthquakes during the last 
5000 years
Kitamura, A., Yamada, K., 
Sugawara, D., Yokoyama, 




英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
Spatial distribution and sources of tsunami 
deposits in a narrow valley setting - insight from 
2011 Tohoku-oki tsunami deposits in northeastern 
Japan























20200000Trigger mechanisms and hydrodynamics of tsunamis Sugawara, D.
Geological records of 

















































1 62読書科学 1 1 11 20200807
発行
年月日





























単著 0 筆頭共著 0 その他の
共著























専門分野　1 専門分野　2 専門分野　3 専門分野　4




学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
7 8
日本心理学会 日本教育心理学会 日本認知科学会 日本認知心理学会 日本基礎心理学会 日本読書学会 東北心理学会
日本公衆衛生学
会
学会名　1 2 3 4 5 6
2012 現在 東北大学　災害科学国際研究所 教授
学会活動
所属学会
2001 2010 東北大学　大学院情報科学研究科 助教授（2007～准教授）
2011 2012 東北大学　大学院情報科学研究科 教授
1996 2001 北海道教育大学　教育学部札幌校 助教授
終了年
1990 1993 北星学園大学　文学部心理学研究室 非常勤助手








































1 62読書科学 1 1 11 20200807
発行
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単著 0 筆頭共著 0 その他の
共著























専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4




学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
7 8
日本心理学会 日本教育心理学会 日本認知科学会 日本認知心理学会 日本基礎心理学会 日本読書学会 東北心理学会
日本公衆衛生学
会
学会名 1 2 3 4 5 6
2012 現在 東北大学　災害科学国際研究所 教授
学会活動
所属学会
2001 2010 東北大学　大学院情報科学研究科 助教授（2007～准教授）
2011 2012 東北大学　大学院情報科学研究科 教授
1996 2001 北海道教育大学　教育学部札幌校 助教授
終了年
1990 1993 北星学園大学　文学部心理学研究室 非常勤助手





































































民間・NPO 東北文化学園大学 外部評価委員会 委員 20190000
20
自治体・民間等での委員




































講演 20200810 20200810 言葉と心とコミュニケーション 企業




















































教育心理学特殊講義B 宮城教育大学 教育学部 心理・応用コミュニケーション学科 2～4 後期 15
総合コースD（コミュニケーション） 宮城学院女子大学 全学部 全学科 2～4 後期
15
コミュニケーション論 東北文化学園大学 医療福祉学部 リハビリテーション学科 1 前期 15
コミュニケーション論 東北文化学園大学 医療福祉学部 保健福祉学科・看護学科 1 前期
15






人文情報科学概論 東北大学 情報科学研究科 全専攻 前期 1
心理学（3セメスター） 東北大学 全学 2 3セメ
15
心理学（1クォーター） 東北大学 全学 2 15
言語表現の世界（2クォーター） 東北大学 全学 1
1
言語表現の世界（1クォーター） 東北大学 全学 1 15
科学と情報 東北大学 全学 1 2セメ
9
「復興」を学際的に考える 東北大学 全学 1 2セメ 9





























合計 1 うち 国際
査読有
総説・解説（大学紀要・学術雑誌・学会誌・商業雑誌など）






























著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 2 うち 国際監修
編集


































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 2 うち 国際監修
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「復興」を学際的に考える 東北大学 全学 1 2セメ 9
基礎ゼミ 東北大学 全学 1 1セメ
1
の世界（1クォーター） 東北大学 全学 1 15
科学と情報 東北大学 全学 1 2セメ
15
（1クォーター） 東北大学 全学 2 15
言語表現の世界（2クォーター） 東北大学 全学 1
15
人文 科学概論 東北大学 情報科学研究科 全専攻 前期 1
心理学（3セメスター） 東北大学 全学 2 3セメ
15
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コミュニケーション論 東北文化学園大学 医療福祉学部 保健福祉学科・看護学科 1 前期
7
教育心理学特殊講義B 宮城教育大学 教育学部 2～4 後期 15
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人間 ・ 社会対応研究部門　邑本 俊亮
月 月 月


























加齢医学研究所 男女共同参画WG 委員 20190401
B．研究活動
加齢医学研究所 出版委員会 委員 20190401
加齢医学研究所 ハラスメント相談員 相談員 20190401
加齢医学研究所 広報情報運営委員会 委員長 20190401
加齢医学研究所 広報情報責任者（委員長代行） 主任 20190401
加齢医学研究所 総務・人事委員会 委員 20190401
加齢医学研究所 共同利用・共同研究運営委員会 委員 20190401
全学 サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター運営専門委員会・安全管理RI利用部会 委員 20190401
全学 研究大学強化促進事業実施委員会 委員 20200401
開始年月日
全学 広報連絡会議・広報連絡員 委員 20190401














2016 現在 東北大学　加齢医学研究所・災害科学国際研究所（クロスアポイントメント） 教授
学会活動
所属学会
2008 2016 東北大学　加齢医学研究所 准教授
2012 2016 東北大学　災害科学国際研究所 准教授（兼務）
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2018 現在 レジリエントな復興を目指す普遍的な移転・再定住計画の枠組構築に向けた研究 国外
2019 現在 インドネシア中部スラウェシ地震からの復興計画と移転・再定住の研究 国外
2014 現在 米国ハリケーンサンディ後の復興計画と実施の実態に関する研究 国外
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2 民間・NPO （株）パシフィックコンサルタンツインターナショナル 「地震分野の防災協力の再評価と重点分野の今後の方策検討（国際協力機構）」事業, 検討委員会 委員 20210000
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Communities and spatial redevelopment 
at the 10th year after the GEJE - What 
did we learn about rebuilding?
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Insights and perspectives 
based on science and 
experience
講演 20210312 20210312
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2014 2016 日本学術振興会 特別研究員DC-1
2017 2020 東北大学 災害科学国際研究所 助教
2020 現在 東北大学大学院 工学研究科 土木工学専攻 助教
2016 2017 Eidgenössische Technische Hochschule Zürich (ETH Zurich)　Institute of Construction and Infrastructure Management Research Associate
2017 2017 大阪大学大学院 工学研究科 地球総合工学専攻 特任研究員（常勤）
学会・委員会等での役職







土木学会 構造工学でのAI活用に関する研究小委員会 委員 20180000
研究分野・キーワード
日本アセットマネジメント協会 情報発信小委員会 委員 20180000
日本アセットマネジメント協会 アプリケーション小委員会 委員 20180000
専門分野　1 専門分野　2 専門分野　3 専門分野　4 専門分野　5
インフラマネジメント アセットマネジメント 最適化 統計学 計量経済学
開始年月日














2017 現在 災害発生を考慮したアセットマネジメント手法の開発．災害統計ビッグデータ分析． 国内














単著 0 筆頭共著 1 その他の
共著














































人間 ・ 社会対応研究部門　水谷 大二郎
月 月 月


































大阪大学 工学部 2012 大阪大学 工学研究科 2014 修士（工学） 2014






大阪大学 工学研究科 2016 博士（工学）
2014 2016 日本学術振興会 特別研究員DC-1
2017 2020 東北大学 災害科学国際研究所 助教
2020 現在 東北大学大学院 工学研究科 土木工学専攻 助教
2016 2017 Eidgenössische Technische Hochschule Zürich (ETH Zurich) Institute of Construction and Infrastructure Management Research Associate
2017 2017 大阪大学大学院 工学研究科 地球総合工学専攻 特任研究員（常勤）
学会・委員会等での役職







土木学会 構造工学でのAI活用に関する研究小委員会 委員 20180000
研究分野・キーワード
日本アセットマネジメント協会 情報発信小委員会 委員 20180000
日本アセットマネジメント協会 アプリケーション小委員会 委員 20180000
専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4 専門分野 5
インフラマネジメント アセットマネジメント 最適化 統計学 計量経済学
開始年月日














2017 現在 災害発生を考慮したアセットマネジメント手法の開発．災害統計ビッグデータ分析． 国内














単著 0 筆頭共著 1 その他の
共著
















































































大阪大学 工学部 2012 大阪大学 工学研究科 2014 修士（工学） 2014






大阪大学 工学研究科 2016 博士（工学）
2014 2016 日本学術振興会 特別研究員DC-1
2017 2020 東北大学 災害科学国際研究所 助教
2020 現在 東北大学大学院 工学研究科 土木工学専攻 助教
2016 2017 Eidgenössische Technische Hochschule Zürich (ETH Zurich) Institute of Construction and Infrastructure Management Research Associate
2017 2017 大阪大学大学院 工学研究科 地球総合工学専攻 特任研究員（常勤）
学会・委員会等での役職







土木学会 構造工学でのAI活用に関する研究小委員会 委員 20180000
研究分野・キーワード
日本アセットマネジメント協会 情報発信小委員会 委員 20180000
日本アセットマネジメント協会 アプリケーション小委員会 委員 20180000
専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4 専門分野 5
インフラマネジメント アセットマネジメント 最適化 統計学 計量経済学
開始年月日














2017 現在 災害発生を考慮したアセットマネジメント手法の開発．災害統計ビッグデータ分析． 国内
2017 現在 確率的フロンティアモデルを用いた下水道事業の管理効率性/費用効率性分析． 国内
20 4 現在 社会基盤施設のネットワーク特性を考慮したアセットマネジメント手法の開発．組合せ爆発が問題となる補修・更新プログラム最適化問題の定式化とその解法の開
発．
両方










単著 0 筆頭共著 1 その他の
共著














































人間 ・ 社会対応研究部門　水谷 大二郎
月 月 月

























6 42019 現在 歴史学におけるデーターインフラストラクチャー構築に関する研究 国内
2012 現在 16～19世紀の歴史気候復元と社会的応答に関する研究 両方
2015 現在 心理社会的支援としての歴史史料保全活動の研究 国内
2000 現在 仙台藩領における地域リーダー層の社会活動の研究 両方
2007 現在 19世紀仙台藩領における災害と社会史  政治史の研究 両方
所外
連携開始年 終了年










歴史文化遺産ネットワーク事業東北大学拠点 実行委員会 委員長 20180401
B．研究活動
附属図書館 齋藤養之助家史料運用委員会 委員 20140701
附属図書館 古典籍活用小委員会 委員 20170701




部局名 委員会名 役職 開始年月日


















学会名　1 2 3 4
2013 現在 東北大学大学院環境科学研究科 協力教員
2014 現在 東北大学大学院文学研究科 兼務教員
2012 2012 東北大学災害科学国際研究所 助教
2012 現在 東北大学災害科学国際研究所 准教授
2006 2007 東北大学大学院  文学研究科 専門研究員
2007 2010 東北大学東北アジア研究センター 教育研究支援者
2010 2012 東北大学東北アジア研究センター 助教
2006 2007 郡山女子大学  短期大学部 非常勤講師





































国内 第7回全国資料ネット集会 単名 はい 口頭（招待） オンライン







































The Current Status of Rescue Activities for 
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MoW SCEaR* 
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合計 2 うち 国際
査読有
総説・解説（大学紀要・学術雑誌・学会誌・商業雑誌など）






























著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 1 合計 2 うち 国際監修
編集















































































国内 第7回全国資料ネット集会 単名 はい 口頭（招待） オンライン
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著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 1 合計 2 うち 国際監修
編集















































































国内 第7回全国資料ネット集会 単名 はい 口頭（招待） オンライン
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著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 1 合計 2 うち 国際監修
編集














































































国内 第7回全国資料ネット集会 単名 はい 口頭（招待） オンライン
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著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 1 合計 2 うち 国際監修
編集












































































2 地方自治体 山形県 文化財保護審議委員会 臨時委員 20210330
委員・役職名 開始年月日



















仙台市 日本 30展示会 仙台市歴史民俗資料館
企画展「災害の仙台」




























日本近世・近代史各論 東北大学 文学部 3 後期
歴史と人間社会 東北大学 全学 1 1セメ 15
15
日本近世・近代史特論 東北大学 大学院文学研究科 後期 15









































































































2 地方自治体 山形県 文化財保護審議委員会 臨時委員 20210330
委員・役職名 開始年月日



















仙台市 日本 30展示会 仙台市歴史民俗資料館
企画展「災害の仙台」




























日本近世・近代史各論 東北大学 文学部 3 後期
歴史と人間社会 東北大学 全学 1 1セメ 15
15
日本近世・近代史特論 東北大学 大学院文学研究科 後期 15









































































































2 地方自治体 山形県 文化財保護審議委員会 臨時委員 20210330
委員・役職名 開始年月日



















仙台市 日本 30展示会 仙台市歴史民俗資料館
企画展「災害の仙台」



























日本近世・近代史各論 東北大学 文学部 3 後期
歴史と人間社会 東北大学 全学 1 1セメ 15
15
日本近世・近代史特論 東北大学 大学院文学研究科 後期 15





























































































人間 ・ 社会対応研究部門　佐藤 大介
月 月 月





















8 42020 現在 スペインインフルエンザ・パンデミックに関する地域社会史的研究 なし
2018 現在 歴史文化資料の保全に関する大学等ネットワーク構築に関する研究 国内
2019 現在 近現代日本における災害社会史に関する研究 両方
2007 現在 大規模自然災害時における歴史資料保全に関する研究 国内
2010 現在 大規模自然災害時における災害アーカイブに関する研究 国内
2004 現在 地域社会における国家主義思想に関する研究 なし
2006 現在 戦前～戦後期の国民健康保険と地域社会に関する研究 なし
所外
連携開始年 終了年


















歴史学 日本近現代史 地域史 アーカイブズ学 資料保存論
研究分野・キーワード
専門分野　1 専門分野　2 専門分野　3 専門分野　4








2018 現在 東北大学　災害科学国際研究所 准教授
学会活動
所属学会
2014 2015 神戸大学大学院　人文学研究科 学術研究院
2015 2018 神戸大学大学院　人文学研究科 特命講師
2013 2018 関西学院大学 非常勤講師
2013 2018 神戸女学院大学 非常勤講師
2012 2013 伊丹市資料修史等専門委員会 調査員
2013 2015 大阪市史料調査会 調査員






関西学院大学 文学研究科 2012 博士（歴史学）



































8 42020 現在 スペインインフルエンザ・パンデミックに関する地域社会史的研究 なし
2018 現在 歴史文化資料の保全に関する大学等ネットワーク構築に関する研究 国内
2019 現在 近現代日本における災害社会史に関する研究 両方
2007 現在 大規模自然災害時における歴史資料保全に関する研究 国内
2010 現在 大規模自然災害時における災害アーカイブに関する研究 国内
2004 現在 地域社会における国家主義思想に関する研究 なし
2006 現在 戦前～戦後期の国民健康保険と地域社会に関する研究 なし
所外
連携開始年 終了年
















歴史学 日本近現代史 地域史 アーカイブズ学 資料保存論
研究分野・キーワード
専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4








2018 現在 東北大学　災害科学国際研究所 准教授
学会活動
所属学会
2014 2015 神戸大学大学院　人文学研究科 学術研究院
2015 2018 神戸大学大学院　人文学研究科 特命講師
3 2018 関西学院大学 非常勤講師
3 2018 神戸女学院 非常勤講師
2 2013 伊丹市資料修史等専門委員会 調査員
3 2015 大阪市史料調査会 調査員






関西学院大学 文学研究科 2012 博士（歴史学）
































災害の科学（災害への対応） 東北大学 全学 後期 2



































































































156 175 20201100 川内 淳史, 蝦名 裕一, 佐



















































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名


























































今年度は一般 ミ ・ 2 、 とし 等を7件、自治体等の委員1件、メディア対応3件、協定締結1件を行った。このうち、これまでも大規模災害時における文化財等レスキュー
について協力 NPO ットワ クとは、今年度、正式な包括連携協定を締結し、より密接な協力関係が構築できたほか、講演会等では新型コロナウイルス感染拡大を踏まえ、
20世紀初頭のス インインフ ン ・ ン ミック る て 力的に行った。
2
災害の科 （ 全学 後期 2
人文社 　 文学部 現代日本学専修 1 後期
今年度の教育 とし 、 「 （ への対応）」および文学部の「人文社会総論　現代日本学入門」の講義を担当した。両者ともに、大規模災害から地域の歴史文化遺産を
救い、伝えるた 「 」 。
担当授業科目（































































































156 175 20201100 川内 淳史, 蝦名 裕一, 佐
藤 大介



















































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名






























































災害の科学（災害への対応） 東北大学 全学 後期 2



































































































156 175 20201100 川内 淳史, 蝦名 裕一, 佐
藤 大介



















































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名



































































仙台市歴史民俗資料館 畑井洋樹 20210227 講演 仙台市歴史民俗資料館 仙台市 講演・発表 30
山形県立博物館 岩崎靖 20210123 講演 山形県立博物館 山形市
合同会社AMANE 堀井洋 20200711 講演 オンライン 奥州市 講演者招聘 30
仙台市博物館 管原美咲 20201114 講演 仙台市博物館 仙台市 講演・発表 20
合計




































































仙台市 日本 15公開講座 福沢古文書研究会公
開講座
講義 20201118 20201118 伊達政宗と浅野長政－なぜ政宗は「絶縁状」
を出したのか？－

























オンライン 丸森町 日本 30講演会 丸森町復興オンライン
勉強会











































































仙台市歴史民俗資料館 畑井洋樹 20210227 講演 仙台市歴史民俗資料館 仙台市 講演・発表 30
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合同会社AMANE 堀井洋 20200711 講演 オンライン 奥州市 講演者招聘 30
仙台市博物館 管原美咲 20201114 講演 仙台市博物館 仙台市 講演・発表 20
合計




































































仙台市 日本 15公開講座 福沢古文書研究会公
開講座
講義 20201118 20201118 伊達政宗と浅野長政－なぜ政宗は「絶縁状」
を出したのか？－

























オンライン 丸森町 日本 30講演会 丸森町復興オンライン
勉強会
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台市博物館 管原美咲 20201114 講演 仙台市博物館 仙台市 講演・発表 20
合計




































































仙台市 日本 15公開講座 福沢古文書研究会公
開講座
講義 20201118 20201118 伊達政宗と浅野長政－なぜ政宗は「絶縁状」
を出したのか？

























オンライン 丸森町 日本 30講演会 丸森町復興オンライン
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仙台市歴史民俗資料館 畑井洋樹 20210227 講演 仙台市歴史民俗資料館 仙台市 講演・発表 30
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合同会社AMANE 堀井洋 20200711 講演 オンライン 奥州市 講演者招聘 30
仙台市博物館 管原美咲 20201114 講演 仙台市博物館 仙台市 講演・発表 20
合計




































































仙台市 日本 15公開講座 福沢古文書研究会公
開講座
講義 20201118 20201118 伊達政宗と浅野長政－なぜ政宗は「絶縁状」
を出したのか？－

























オンライン 丸森町 日本 30講演会 丸森町復興オンライン
勉強会
























































































共著 秋田文化出版株式会社 国内 400部
記述
言語
著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
2018 現在 模写の価値付けに関する研究
国際 0 国内 1
国内
2018 現在 地域における被災美術資料の保全に関する研究 国内




0 単著 0 筆頭
共著
2013 現在 被災美術資料E家コレクションの保存・継承に関する研究 国内































学会名 1 2 3 4 5 6
2018 現在 東北大学災害科学国際研究所　人間・社会対応研究部門　歴史資料保存研究分野 助教
学会活動
所属学会
2016 2017 東北大学災害科学国際研究所　人間・社会対応研究部門　歴史資料保存研究分野 研究支援者
2017 2018 東北大学災害科学国際研究所　人間・社会対応研究部門　歴史資料保存研究分野 教育研究支援者






東北大学大学院 環境科学研究科 2012 博士（学術）













































共著 秋田文化出版株式会社 国内 400部
記述
言語
著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
2018 現在 模写の価値付けに関する研究
国際 0 国内 1
国内
2018 現在 地域における被災美術資料の保全に関する研究 国内




0 単著 0 筆頭
共著
2013 現在 被災美術資料E家コレクションの保存・継承に関する研究 国内































学会名　1 2 3 4 5 6
2018 現在 東北大学災害科学国際研究所　人間・社会対応研究部門　歴史資料保存研究分野 助教
学会活動
所属学会
2016 2017 東北大学災害科学国際研究所　人間・社会対応研究部門　歴史資料保存研究分野 研究支援者
2017 2018 東北大学災害科学国際研究所　人間・社会対応研究部門　歴史資料保存研究分野 教育研究支援者






東北大学大学院 環境科学研究科 2012 博士（学術）



























日本史Ⅱ 仙台白百合女子大学 全学 1 後期 15
日本史Ⅰ 仙台白百合女子大学 全学 1 前期
15
博物館実習Ⅰ 尚絅学院大学 総合人間科学部 表現文化学科 2 3Q 15
博物館論 尚絅学院大学 総合人間科学部 表現文化学科 1 後期
コマ数
90分/1コマ
文化財論 尚絅学院大学 総合人間科学部 表現文化学科 3 前期 15






59 66 20201200 安田容子 単著 なし日本語 斑ねずみの誕生とどぶねずみ－江戸時代後
期のねずみ観
































































全学 産学連携リエゾンネットワーク 産学連携リエゾン 20180401
開始年月日
全学 東北大学教育研究評議会 評議員 20150401




専門分野　1 専門分野　2 専門分野　3 専門分野　4 専門分野　5
事業継続マネジメント（BCM） 防災計画 災害ボランティア 防災法制 復興制度
都市住宅学会 東北支部 支部長 20200401
研究分野・キーワード
学会・委員会等での役職
学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
地域安全学会 都市住宅学会 日本建築学会 日本不動産学会 地区防災計画学会
防災教育普及
協会
学会名　1 2 3 4 5 6
2013 現在 東北大学　災害科学国際研究所 教授
学会活動
所属学会
2011 2012 内閣府政策統括官（防災担当）付 参事官
2012 2013 国土交通省 国土交通政策研究所 政策研究官
2008 2011 （財）建設経済研究所 研究理事
2009 2013 兼務（非常勤）　東京工業大学　都市地震工学センター 特任教授
2004 2005 内閣府政策統括官（防災担当）付 企画官
2005 2008 京都大学 経済研究所 先端政策分析研究センター 教授
2000 2002 建設省　建設経済局　建設業課 建設市場アクセス推進室長
2002 2004 国土交通省　総合政策局　建設振興課 労働資材対策室長
1995 1997 建設省　建設経済局　国際課　国際企画室 課長補佐
1997 2000 阪神高速道路公団　計画部 企画課長
1985 1987 建設省　都市局　区画整理課 法規係長
1990 1994 外務省　赴任研修、在シンガポール日本国大使館 二等書記官、一等書記官
1994 1995 建設省　住宅局　住宅政策課 課長補佐
1987 1988 建設省　建設経済局　調査情報課 情報政策係長



































































































































































































































合計 2 うち 国際
査読有
総説・解説（大学紀要・学術雑誌・学会誌・商業雑誌など）


































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 2 うち 国際監修
編集





日本語 単著 なし いいえ その他 13 19 2021
著書（監修・編集・単著・共著）
丸谷浩明 道路建設 No. 785
区画整理士会報 No. 206 15 18




日本語 共著 国内 いいえ 学術雑誌 22 26 2020












































単著 2 筆頭共著 0 その他の
共著






2013 現在 大学の業務継続計画（BCP）の研究 両方
2014 現在 災害復興制度（特に、企業、住宅、まちづくりの復興）の研究 国内
2012 現在 首都直下地震（特に、帰宅困難者の一時滞在施設）、南海トラフ地震の研究 国内
2013 現在 産官学民連携による防災の研究 なし
2005 現在 災害ボランティアの研究 国内
2012 現在 防災計画、防災法制の研究 国内
2005 現在 事業継続マネジメント（BCM）、事業継続計画（BCP）の研究 両方




















































































































































































































合計 2 うち 国際
査読有
総説・解説（大学紀要・学術雑誌・学会誌・商業雑誌など）


































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 2 うち 国際監修
編集





日本語 単著 なし いいえ その他 13 19 2021
著書（監修・編集・単著・共著）
丸谷浩明 道路建設 No. 785
区画整理士会報 No. 206 15 18




日本語 共著 国内 いいえ 学術雑誌 22 26 2020












































単著 2 筆頭共著 0 その他の
共著






2013 現在 大学の業務継続計画（BCP）の研究 両方
2014 現在 災害復興制度（特に、企業、住宅、まちづくりの復興）の研究 国内
2012 現在 首都直下地震（特に、帰宅困難者の一時滞在施設）、南海トラフ地震の研究 国内
2013 現在 産官学民連携による防災の研究 なし
2005 現在 災害ボランティアの研究 国内
2012 現在 防災計画、防災法制の研究 国内
2005 現在 事業継続マネジメント（BCM）、事業継続計画（BCP）の研究 両方




















































































































































































































合計 2 うち 国際
査読有
総説・解説（大学紀要・学術雑誌・学会誌・商業雑誌など）


































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 2 うち 国際監修
編集





単 なし その他 13 19 2021
著書（監修・編集・単著・共著）
丸谷浩明 道路建設 No. 785
区画整理士会報 No. 206 15 18




日本語 共著 国内 いいえ 学術雑誌 22 26 2020












































単著 2 筆頭共著 0 その他の
共著






2013 現在 大学の業務継続計画（BCP）の研究 両方
2014 現在 災害復興制度（特に、企業、住宅、まちづくりの復興）の研究 国内
2012 現在 首都直下地震（特に、帰宅困難者の一時滞在施設）、南海トラフ地震の研究 国内
2013 現在 産官学民連携による防災の研究 なし
2005 現在 災害ボランティアの研究 国内
2012 現在 防災計画、防災法制の研究 国内
2005 現在 事業継続マネジメント（BCM）、事業継続計画（BCP）の研究 両方



































静岡市 日本 50セミナー 静岡県 令和2年度　危機






仙台市 日本 35講演会 みやぎ生協 協定自治体
との懇談会
招待講演 20200804 20200804 風水害への対応の留意点









































仙台 日本 事務局代表 194 IRIDeS主催・
共同主催








































公共政策入門 東北大学 全学 1 後期 1
防災法 東北大学 法学研究科 公共政策専攻 前期
15
経済と社会（東日本大震災等の災害と社会の対応） 東北大学 全学 1, 2 後期 15




















































































































静岡市 日本 50セミナー 静岡県 令和2年度　危機






仙台市 日本 35講演会 みやぎ生協 協定自治体
との懇談会
招待講演 20200804 20200804 風水害への対応の留意点









































仙台 日本 事務局代表 194 IRIDeS主催・
共同主催








































公共政策入門 東北大学 全学 1 後期 1
防災法 東北大学 法学研究科 公共政策専攻 前期
15
経済と社会（東日本大震災等の災害と社会の対応） 東北大学 全学 1,　2 後期 15



















































































































民間・NPO NPO法人 事業継続推進機構 理事長 20200500
民間・NPO 一般社団法人　福祉防災コミュニティ協会 副理事長 20160300
地方自治体 気仙沼市（宮城県） 新庁舎建設基本設計アドバイザー 20200400
地方自治体 南相馬市（福島県） 南相馬市職員の公務死亡事案に関する調査委員会 委員 20200302
地方自治体 仙台市 仙台市国土強靭化地域計画アドバイザー 20190900
地方自治体 岩沼市（宮城県） 防災会議 委員 20180817
地方自治体 京都府 危機管理アドバイザー 20090000
地方自治体 宮城県 宮城県国土強靭化地域計画アドバイザー 20201100
国・政府 国土交通省 企業等の東京一興集中に関する懇談会 委員 20191209
国・政府 内閣官房地域活性化統合事務局 都市再生の推進に係る有識者ボード　防災WG 委員 20110000














仙台市 日本 20講演会 仙台国際空港講演 招待講演 20210304 20210304 BCPを推進するためには








































































ホテルハマツ 郡山市 日本 100講演会 YMC郡山セミナー 招待講演 20201102 20201102 自然災害、感染症に備えるBCP、防
災対策
行政 人事院 人事院 入間市 日本 60その他 人事院令和2年度初任行
政研修














仙台市 日本 30講演会 東北生産性本部労使セミ
ナー

























民間・NPO NPO法人 事業継続推進機構 理事長 20200500
民間・NPO 一般社団法人　福祉防災コミュニティ協会 副理事長 20160300
地方自治体 気仙沼市（宮城県） 新庁舎建設基本設計アドバイザー 20200400
地方自治体 南相馬市（福島県） 南相馬市職員の公務死亡事案に関する調査委員会 委員 20200302
地方自治体 仙台市 仙台市国土強靭化地域計画アドバイザー 20190900
地方自治体 岩沼市（宮城県） 防災会議 委員 20180817
地方自治体 京都府 危機管理アドバイザー 20090000
地方自治体 宮城県 宮城県国土強靭化地域計画アドバイザー 20201100
国・政府 国土交通省 企業等の東京一興集中に関する懇談会 委員 20191209
国・政府 内閣官房地域活性化統合事務局 都市再生の推進に係る有識者ボード　防災WG 委員 20110000














仙台市 日本 20仙台国際空港講演 招待講演 20210304 2 210304 BCPを推進するためには

































































日本 90セミナー BCAO 主任・准主任継
続教育





ホテルハマツ 郡山市 日本 100講演会 YMC郡山セミナー 招待講演 20201102 20201102 自然災害、感染症に備えるBCP、防
災対策
行政 人事院 人事院 入間市 日本 60その他 人事院令和2年度初任行
政研修














仙台市 日本 30講演会 東北生産性本部労使セミ
ナー
招待講演 20200903 20200903 激甚化する自然災害に対して企業は
いかに対応すべきか
210 211
人間 ・ 社会対応研究部門　丸谷 浩明
月 月 月

























11 42012 現在 防災・減災啓発ツールの開発，ブランディング戦略 国内
2012 現在 災害時の「生きる力」の解明 国内
2012 現在 復興計画・復興事業に関する研究，被災者の生活再建に関する研究 国内
2011 現在 マスメディアが災害対応に及ぼす影響に関する研究 国内
2012 現在 津波避難訓練手法の開発 国内
2011 現在 災害アーカイブ学の構築（みちのく震録伝）の開発 国内
2011 現在 被災自治体の災害対応過程の解明 国内
2011 現在 災害伝承の実態把握とその効果に関する研究 国内
2011 現在 災害発生時の情報リテラシーに関する研究 国内
2002 2005 震災時の生活支障と収容避難所需要に関する研究 国内










専門分野　1 専門分野　2 専門分野　3 専門分野　4 専門分野　5
災害伝承学 災害情報学 社会システム工学・安全システム 自然災害科学・防災学 復旧・復興工学
Jounal of Disastser Research Editorial board Editorial board member 20200400
研究分野・キーワード





日本災害情報学会 編集委員会 編集委員（委員→幹事） 20170900
日本災害情報学会 企画委員会 企画委員 20190400
地域安全学会 東日本大震災特別委員会 委員 20160400
地域安全学会 学術委員会 学術委員 20180300
地域安全学会 社会に役立つ防災情報システム研究小委員会 委員 20120000
地域安全学会 安全・安心若手研究会 世話人 20160000
学会・委員会等での役職
学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
地域安全学会 日本自然災害学会 日本災害情報学会 日本災害復興学会 土木学会 日本建築学会
学会名　1 2 3 4 5 6




2009 2011 日本学術振興会（京都大学防災研究所巨大災害研究センター付） 特別研究員（DC2）













































11 42012 現在 防災・減災啓発ツールの開発，ブランディング戦略 国内
2012 現在 災害時の「生きる力」の解明 国内
2012 現在 復興計画・復興事業に関する研究，被災者の生活再建に関する研究 国内
2011 現在 マスメディアが災害対応に及ぼす影響に関する研究 国内
2012 現在 津波避難訓練手法の開発 国内
2011 現在 災害アーカイブ学の構築（みちのく震録伝）の開発 国内
2011 現在 被災自治体の災害対応過程の解明 国内
2011 現在 災害伝承の実態把握とその効果に関する研究 国内
2011 現在 災害発生時の情報リテラシーに関する研究 国内
2002 2005 震災時の生活支障と収容避難所需要に関する研究 国内









専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4 専門分野 5
災害伝承学 災害情報学 社会システム工学・安全システム 自然災害科学・防災学 復旧・復興工学
Jounal of Disastser Research Editorial board Editorial board member 20200400
研究分野・キーワード





日本災害情報学会 編集委員会 編集委員（委員→幹事） 20170900
日本災害情報学会 企画委員会 企画委員 20190400
学会 東日本大震災特別委員会 委員 20160400
地域安全学会 学術委員会 学術委員 20180300
学会 社会に役立つ防災情報システム研究小委員会 委員 20120000
学会 安全・安心若手研究会 世話人 20160000
学会・委員会等での役職
学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
地域安全学会 日本自然災害学会 日本災害情報学会 日本災害復興学会 土木学会 日本建築学会
学会名 1 2 3 4 5 6




2009 2011 日本学術振興会（京都大学防災研究所巨大災害研究センター付） 特別研究員（DC2）
























































International Journal of 
Disaster Risk Reduction 8 20201200
日本語 共著 国内 いいえ 学術雑誌
20201100
英語 共著 両方 はい 学術雑誌 有 いいえ
Experiences of perinatal women and public healthcare 
providers in a community affected by the Great East 
Japan Earthquake and Tsunami: Concerns that must be 
considered for the mental healthcare of perinatal women 
in postdisaster settings
Natsuko Kobayashi, Harumi 
Nemoto, Moe Seto, Shosuke 
Sato, Saya Kikuchi, Nami 
Honda, Tomomi Suzuki, Kineko 
Sato, Junichi Sugawara, Kiyoshi 
Ito, Ryoma Kayano, Norio 
Ozaki, Charles Beadling, Ilan 
Kelman, Fumihiko Imamura, 






地域安全学会論文集 37 421 428
401 411 20201100








地域安全学会論文集 37 279 288 20201100
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32 20200401 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第1回 意外と知ら
ない飲水の備蓄
その他 無 はい 健康づくり
32 20200501 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第2回 見るべきハ
ザードマップは1枚だけじゃない その他 無 はい 健康づくり
32 20200601 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第3回 コロナ禍で
の避難行動
その他 無 はい 健康づくり
32 20200701 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第4回 わかりづら
い日本語「避難」
その他 無 はい 健康づくり
32 20200801 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第5回 瞬発力がい
のちの「地震（津波）」からの避難
その他 無 はい 健康づくり
32 20200901 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第6回 いま改めて
考えたい豪雨・台風からの避難
その他 無 はい 健康づくり
32 20201001 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第7回 台風からの
避難をマイ・タイムラインで考えよう
その他 無 はい 健康づくり
662 668 20201015 佐藤翔輔 単著 なし日本語 災害が起きたときのSNSとの「付き合い（付き合
わない）方」
学術雑誌 有 はい 公衆衛生
32 20201101 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第8回 新しい地図
記号「自然災害伝承碑」
その他 無 はい 健康づくり
13 18 20201120 佐藤翔輔 単著 なし日本語 「水害からの犠牲者ゼロ」の実例から学ぶ避難
対応の教訓と課題
学術雑誌 無 はい 地質と調査
32 20201201 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第9回 ふだん使い
の備蓄：ローリングストック法
その他 無 はい 健康づくり
40 41 20201214 佐藤翔輔 単著 なし日本語 「組織」としての立場からみた災害時のSNSの有
効性と限界
学術雑誌 無 はい 土木学会誌
3 10 20201217 佐藤翔輔 単著 なし日本語 東日本大震災から10年、見えてきた「これから」
の防災教育
その他 無 はい 月刊社会教育
32 20210101 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第10回 非常持出
袋（防災リュック）の中身を考える
その他 無 はい 健康づくり




その他 無 はい 消防科学
32 20210201 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第11回 災害時の
頼みの綱はラジオ
その他 無 はい 健康づくり
32 20210301 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第12回 この3月で
東日本大震災10年 その他 無 はい 健康づくり
23 25 20210301 佐藤翔輔 単著 なし日本語 災害の記憶を伝える－東日本大震災の災害伝
承（特集・東日本大震災の10年） その他 無 はい 都市問題
23 25 20210301 佐藤翔輔 単著 なし日本語 大震災の記録・記憶をどう伝承しているのか（特
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その他 無 はい 健康づくり
32 20201001 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第7回 台風からの
避難をマイ・タイムラインで考えよう
その他 無 はい 健康づくり
662 668 20201015 佐藤翔輔 単著 なし本語 災害が起きたときのSNSとの「付き合い（付き合
わない）方」
学術雑誌 有 はい 公衆衛生
32 20201101 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第8回 新しい地図
記号「自然災害伝承碑」
その他 無 はい 健康づくり
13 18 20201120 佐藤翔輔 単著 なし日本語 「水害からの犠牲者ゼロ」の実例から学ぶ避難
対応の教訓と課題
学術雑誌 無 はい 地質と調査
32 20201201 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第9回 ふだん使い
の備蓄：ローリングストック法
その他 無 はい 健康づくり
40 41 20201214 佐藤翔輔 単著 なし日本語 「組織」としての立場からみた災害時のSNSの有
効性と限界
学術雑誌 無 はい 土木学会誌
3 10 20201217 佐藤翔輔 単著 なし日本語 東日本大震災から10年、見えてきた「これから」
の防災教育
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のちの「地震（津波）」からの避難
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わない）方」
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32 20201201 佐藤翔輔 単著 なし日本語 知ろう！備えよう！防災対策 第9回 ふだん使い
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その他 無 はい 健康づくり
40 41 20201214 佐藤翔輔 単著 なし日本語 「組織」としての立場からみた災害時のSNSの有
効性と限界
学術雑誌 無 はい 土木学会誌
3 10 20201217 佐藤翔輔 単著 なし日本語 東日本大震災から10年、見えてきた「これから」
の防災教育
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承（特集・東日本大震災の10年） その他 無 はい 都市問題
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第6回 気仙沼市防災フォーラム 20210126 20210126 オンライン 気仙沼
































































































20210306 20210306 仙台国際センター 仙台















20210313 20210313 気仙沼市 東日本大
震災遺構・伝承館




































口頭（一般） オンライン オンライン 日本 20200523 20200523

















いいえ 口頭（一般） オンライン オンライン 日本
















その他 オンライン オンライン 日本 20200703 20200703















いいえ 口頭（一般） オンライン オンライン 日本












口頭（一般） オンライン オンライン 日本 20210128 20210129





















いいえ 口頭（一般） オンライン オンライン 日本


















口頭（一般） オンライン オンライン 日本 20201030 20201101


















いいえ 口頭（一般） オンライン オンライン 日本
214 215

























地域防災論 石巻専修大学 人間学部 学部共通選択 3 前期 15
復興の社会学 石巻専修大学 人間学部 学部共通必須 2 3セメ
1
災害の科学 東北大学 全学 後期 2
「復興」を学際的に考える 東北大学 全学 3セメ
2
社会の構造 東北大学 高度教養教育・学生支援機構 基幹科目 通年 2
社会教育特講 東北大学 教育学研究科 1セメ
1
土木工学修士研修 東北大学 工学研究科 土木工学専攻 通年 30






































20200820 20200820 オンライン 仙台 日本















災シンポジウム2020 20200924 20200924 オンライン 七ヶ浜










































































































市民のためのサイエンス講座2020 20201211 20210411 オンライン
つばめの杜 ひだまり
ホール
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招待講演 20201215 20201215 水害からいのちを守る（コロナ禍に対応した
防災体制づくり）


























招待講演 20201222 20201222 広島に学ぶ「伝承者を育てる」



































仙台市 日本 90公開講座 せんだい豊齢学園 公開
講座













講演 20210314 20210314 災害語り継ぎの効果を「継承」の観点から
考える
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仙台市 日本 90公開講座 せんだい豊齢学園　公開
講座













講演 20210314 20210314 災害語り継ぎの効果を「継承」の観点から
考える









































































































34 行政 宮城県議会 宮城県議会 仙台市 日本 20その他 宮城県議会・自然災害対
策調査特別委員会













酒田市 日本 100講演会 酒田市の津波防災を考え
る















名取市 日本 20セミナー 防災教育の市民団体ゆり
あげかもめ研修







広川町 日本 50公開講座 濱口梧陵生誕200年記念 









































札幌市 日本 100講演会 北海道 災害リスク対策推
進展
招待講演 20201028 20201028 観光業者にとっての防災・減災業務を考え
る




アドバイザー 20201029 20201029 講評・アドバイス
企業 NTT TKP 仙台市 日本 70その他 NTT防災士研修 招待講演 20201030 20201030 災害情報の活用と発信
























































気仙沼市 日本 200小中高との連携 令和2年度 気仙市立階上
中学校 防災学習発表会 アドバイザー 20201205 20201205 講評・アドバイス

















アドバイザー 20201211 20201211 講評・アドバイス
218 219































地方自治体 仙台市 仙台市中心部震災メモリアル拠点検討委員会 委員 20170400
地方自治体 七ヶ浜町 七ヶ浜町情報公開及び個人情報保護審査会 委員 20200400
地方自治体 気仙沼市 けせんぬま震災伝承ネットワーク アドバイザー 20160400
地方自治体 仙台市 仙台市沿岸分メモリアルアドバイザリーボード 委員 20170400
その他 多賀城市立率東豊中学校区 多賀城市立東豊中学校区防災教育推進委員会 アドバイザー 20160400
地方自治体 気仙沼市 気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館 アドバイザー 20160400
地方自治体 名取市 名取市震災復興伝承館 アドバイザー 20180400
地方自治体 多賀城市 多賀城市立小・中学校防災主任会 アドバイザー 20140400
地方自治体 亘理町 亘理町防災主任者会（防災教育推進研修会） アドバイザー 20140400
地方自治体 名取市 名取市防災会議 防災会議委員 20140400
地方自治体 東松島市 東松島市防災会議 防災会議委員 20120400
地方自治体 亘理町 亘理町防災会議 委員 20130400
地方自治体 石巻市 石巻市震災伝承事業に関する事項 アドバイザー兼ファシリテーター 20170400
地方自治体 石巻市 石巻市本庁地区慰霊碑設置業務プロポーザル選定委員会 委員 20170400
地方自治体 宮城県 震災伝承活動推進研修 アドバイザー 20200400
地方自治体 宮城県 みやぎ東日本大震災津波伝承館・解説員研修 コーディネーター 20210300
地方自治体 宮城県 宮城県令和元年東日本台風に伴う災害対応の検証事業 総括 20200400





地方自治体 宮城県 復興まちづくり事業 アドバイザー（伝承） 20200400
地方自治体 宮城県 宮城県震災復興総括検証アドバイザー アドバイザー 20190400













気仙沼市 日本 170小中高との連携 気仙沼市立階上中学校
防災学習






石巻市 日本 40講演会 あゆみの町内会・ミニ講演
会









































仙台市 日本 50その他 復建技術コンサルタント勉
強会
































地方自治体 仙台市 仙台市中心部震災メモリアル拠点検討委員会 委員 20170400
地方自治体 七ヶ浜町 七ヶ浜町情報公開及び個人情報保護審査会 委員 20200400
地方自治体 気仙沼市 けせんぬま震災伝承ネットワーク アドバイザー 20160400
地方自治体 仙台市 仙台市沿岸分メモリアルアドバイザリーボード 委員 20170400
その他 多賀城市立率東豊中学校区 多賀城市立東豊中学校区防災教育推進委員会 アドバイザー 20160400
地方自治体 気仙沼市 気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館 アドバイザー 20160400
地方自治体 名取市 名取市震災復興伝承館 アドバイザー 20180400
地方自治体 多賀城市 多賀城市立小・中学校防災主任会 アドバイザー 20140400
地方自治体 亘理町 亘理町防災主任者会（防災教育推進研修会） アドバイザー 20140400
地方自治体 名取市 名取市防災会議 防災会議委員 20140400
方自治体 東松島市 東松島市防災会議 防災会議委員 20120400
地方自治体 亘理町 亘理町防災会議 委員 20130400
方自治体 石巻市 石巻市震災伝承事 に関する事項 アドバイザー兼ファシリテーター 20170400
方自治体 石巻 石巻市本庁地区慰霊碑設置業務プロポーザル選定委員会 委員 20170400
地方自治体 宮城県 震災伝承活動推進研修 アドバイザー 20200400
地方自治体 宮城県 みやぎ東日本大震災津波伝承館・解説員研修 コーディネーター 20210300
地方自治体 宮城県 宮城県令和元年東日本台風に伴う災害対応の検証事業 総括 20200400





地方自治体 宮城県 復興まちづくり事業 アドバイザー（伝承） 20200400
地方自治体 宮城県 宮城県震災復興総括検証アドバイザー アドバイザー 20190400













気仙沼市 日本 170小中高との連携 気仙沼市立階上中学校
防災学習






石巻市 日本 40講演会 あゆみの町内会・ミニ講演
会









































仙台市 日本 50その他 復建技術コンサルタント勉
強会
招待講演 20200805 20200805 2019年台風19号における吉田川流域の避
難行動とその教訓
220 221





















その他 2020世界災害語り継ぎフォーラム 実行委員会 協力委員 20180400
その他 公益財団法人 山の暮らし再生機構 アドバイザー 20180400
その他 みやぎ防災・減災円卓会議 みやぎ「災害とメデイア」研究会 幹事 20180400
その他 TEAM防災ジャパン お世話係（東北） 20181100
民間・NPO NHK仙台放送局 ゴジだっちゃ！ 「防災研究最前線」コーディネーター 20160400
民間・NPO NHK仙台放送局 ゴジだっちゃ！ 「防災クイズ 備えッペ」コーディネーター 20210300
その他 階上中学校 防災教育アドバイザー 20160300
その他 鹿折中学校 防災教育アドバイザー 2020000
その他 気仙沼高等学校 気高応援隊 20160400
その他 東豊中学校 東豊中学校区防災教育推進委員会 アドバイザー 20170400




民間・NPO 3.11メモリアルネットワーク 外部委員 20171200
民間・NPO 3.11メモリアルネットワーク アドバイザー 20171200
地方自治体 青森県 学校と地域が一体になった防災教育推進事業 アドバイザー 20170400
民間・NPO 防災教育団体ゆりあげかもめ アドバイザー 20140700




国・政府 国土交通省 マイ・タイムライン実践ポイントブック検討会 委員 20170400







20180727 気仙沼市役所・宮城県気仙沼市 国内 東北大学災害科学国際研究所と気仙沼市との包括的協定
（更新）
自治体 気仙沼市 20180700 5
20170529 石巻市役所・宮城県石巻市 国内 東北大学災害科学国際研究所と石巻市との包括的協定 自治体 石巻市
5
20130821 東松島市役所・宮城県東松島市 国内 東北大学災害科学国際研究所と東松島市との包括的協定 自治体 東松島市 20130800 5
多賀城市 20130200 5











人間 ・ 社会対応研究部門　佐藤 翔輔
222 223
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2015 2018 上智大学　比較文化研究所　特別研究員（JSPS Post-Doc Fellow）









During 2020, I continued my research on the themes of post disaster recovery, focusing on the Cultural Memory of natural disasters. The primary focus was the practice of Kataribe Storytelling in 
Tohoku after the Great East Japan Earthquake. I also started a new research topic on the socio-economic impact of Covid-19 in Italy where I stayed for a business trip from August to February. I also 
continued my international collaboration with the University of Washington, starting another project on the impact of Covid-19. attended international conferences and research events, contributing 















2020 現在 ITCCS (Italy Covid community Study with the University of Washington)













単著 0 筆頭共著 0 その他
の共著





Studying in Japan. 
Handbook of Research 











Digital Oral Narrative research  in Japan. An 
engaged approach
David H. Slater, Robin O'Day, 

















語り部についてワークショップ 神戸大学 建築学 1セメ 1
教育活動の概要
At IRIDeS, I did not have teaching activities but I was asked to hold a seminar on Kataribe-storytellers at Kobe University (March 6th, 2021).
担当授業科目（他大学を含む）
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During this year, I actively participated as an organizer and presenter in one Friday Forum event on the importance of Oral History, 10 years after the 3.11 disasters. I also particpiated in two events 
where I shared information on the Italian Department of Civil Protection (once as a translator and once as a presenter). In addition, I shared information on my research in Italy IRIDeS and took part 











日本 発表者 20 なし セミナー
国内 IRIDeS 第71回IRIDeS金曜フォーラム 20200219 20200219
国際 IRIDeS
Preliminary Observations on the 
Socio-Psychological and Economic 
Consequences of the COVID-19 
Pandemic in Italy



























新潟市 日本 100セミナー 震災・災害シンポジ
ウム
通訳者 20201204 20201204 「災害支援における市民保護理念の重
要性（仮）」Dr. Marilena Esposito






発表者 20210208 20210208 イタリア市民保護局の概要
人間 ・ 社会対応研究部門　フルコ フラヴィア
224 225
月 月 月





















みやぎ宗連 15 21 20210321




28 48 20210321文化元年（1804）象潟地震と由利郡関村の被害状況 蝦名裕一 二百年前に象潟で起き
たこと
















































2016 現在 1804年象潟地震に関連する歴史資料の調査 国内
2017 現在 所在情報を活用した災害発生時の文化財・歴史資料の救済手法の確立 国内
2013 現在 山奈宗真史料にみる岩手県沿岸域の歴史津波についての研究 国内
2015 現在 絵図・地図史料に基づく歴史的景観復元の研究 国内
2011 現在 1611年慶長奥州地震津波の歴史資料における記述に関する研究 国内













歴史地震研究会 編集出版委員会 委員 20180901
研究分野・キーワード
学会・委員会等での役職








学会名　1 2 3 4
2007 2008 宮城学院高等学校 非常勤講師
2012 2015 東北大学災害科学国際研究所 助教
2015 現在 東北大学災害科学国際研究所 准教授
2008 2009 岩沼市教育委員会　市史編纂室 嘱託職員









































みやぎ宗連 15 21 20210321




28 48 20210321文化元年（1804）象潟地震と由利郡関村の被害状況 蝦名裕一 二百年前に象潟で起き
たこと
















































2016 現在 1804年象潟地震に関連する歴史資料の調査 国内
2017 現在 所在情報を活用した災害発生時の文化財・歴史資料の救済手法の確立 国内
2013 現在 山奈宗真史料にみる岩手県沿岸域の歴史津波についての研究 国内
2015 現在 絵図・地図史料に基づく歴史的景観復元の研究 国内
2011 現在 1611年慶長奥州地震津波の歴史資料における記述に関する研究 国内










専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3
日本近世史 歴史災害研究 歴史資料保全研究
歴史地震研究会 編集出版委員会 委員 20180901
研究分野・キーワード
学会・委員会等での役職








学会名 1 2 3 4
2007 2008 宮城学院高等学校 非常勤講師
2012 2015 東北大学災害科学国際研究所 助教
2015 現在 東北大学災害科学国際研究所 准教授
2008 20 9 岩沼市教育委員会　市史編纂室 嘱託職員
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28 48 20210321文化元年（1804）象潟地震と由利郡関村の被害状況 蝦名裕一 二百年前に象潟で起き
たこと















































2016 現在 1804年象潟地震に関連する歴史資料の調査 国内
2017 現在 所在情報を活用した災害発生時の文化財・歴史資料の救済手法の確立 国内
2013 現在 山奈宗真史料にみる岩手県沿岸域の歴史津波についての研究 国内
2015 現在 絵図・地図史料に基づく歴史的景観復元の研究 国内
2011 現在 1611年慶長奥州地震津波の歴史資料における記述に関する研究 国内











専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3
日本近世史 歴史災害研究 歴史資料保全研究
歴史地震研究会 編集出版委員会 委員 20180901
研究分野・キーワード
学会・委員会等での役職








学 名 1 2 3 4
2007 2008 宮城学院高等学校 非常勤講師
2012 2015 東北大学災害科学国際研究所 助教
2015 現在 東北大学災害科学国際研究所 准教授
2008 2009 岩沼市教育委員会　市史編纂室 嘱託職員



















人間 ・ 社会対応研究部門　蝦名 裕一
224 225
月 月 月
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28 48 20210321文化元年（1804）象潟地震と由利郡関村の被害状況 蝦名裕一 二百年前に象潟で起き
たこと
















































2016 現在 1804年象潟地震に関連する歴史資料の調査 国内
2017 現在 所在情報を活用した災害発生時の文化財・歴史資料の救済手法の確立 国内
2013 現在 山奈宗真史料にみる岩手県沿岸域の歴史津波についての研究 国内
2015 現在 絵図・地図史料に基づく歴史的景観復元の研究 国内
2011 現在 1611年慶長奥州地震津波の歴史資料における記述に関する研究 国内











専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3
日本近世史 歴史災害研究 歴史資料保全研究
歴史地震研究会 編集出版委員会 委員 20180901
研究分野・キーワード
学会・委員会等での役職








学会名 1 2 3 4
2007 2008 宮城学院高等学校 非常勤講師
2012 2015 東北大学災害科学国際研究所 助教
2015 現在 東北大学災害科学国際研究所 准教授
2008 2009 岩沼市教育委員会　市史編纂室 嘱託職員
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28 48 20210321文化元年（1804）象潟地震と由利郡関村の被害状況 蝦名裕一 二百年前に象潟で起き
たこと
















































2016 現在 1804年象潟地震に関連する歴史資料の調査 国内
2017 現在 所在情報を活用した災害発生時の文化財・歴史資料の救済手法の確立 国内
2013 現在 山奈宗真史料にみる岩手県沿岸域の歴史津波についての研究 国内
2015 現在 絵図・地図史料に基づく歴史的景観復元の研究 国内
2011 現在 1611年慶長奥州地震津波の歴史資料における記述に関する研究 国内
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1992 1997 建設省建築研究所　第一研究部　住環境計画研究室 主任研究員
1995 2001 筑波大学　第三学群社会工学類 非常勤講師（併任）
終了年
1989 1991 建設省建築研究所　第一研究部　建設経済研究室 研究員
1991 1992 建設省建築研究所　第一研究部　住環境計画研究室 研究員
1999 2000 建設省建築研究所　第一研究部　建設経済研究室 室長
2001 2001 国土交通省建築研究所　第一研究部　建設経済研究室 室長
1997 1999 建設省建築研究所　第五研究部　設計計画研究室 室長
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2005 2015 筑波大学大学院　システム情報工学研究科 教授（連携大学院・併任）
2013 2015 独立行政法人建築研究所　住宅・都市研究グループ 主席研究監
2001 2004 国土交通省国土技術政策総合研究所建設経済研究室 室長
2004 2013 独立行政法人建築研究所　住宅・都市研究グループ 上席研究員
2018 現在 同済大学 兼職教授
学会活動
所属学会
2015 2017 国立研究開発法人　建築研究所　住宅・都市研究グループ 客員研究員
2015 現在 東北大学　災害科学国際研究所 教授
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2018 2021 地域型復興住宅の変遷と木造災害公営住宅に与えた影響に関する研究 国内
2018 現在 木造応急仮設住宅の修繕に関する研究 国内
2016 現在 地域型復興住宅に関する研究 国内
2018 現在 四川大震災の歴史的街区の復興に関する研究 国外
2019 現在 地方小都市における景観整備が地域の活性化に及ぼす効果に関する研究 国内
2019 現在 地方小都市における景観整備と地域運営手法に関する研究 国内
2018 2021 地域住宅計画に基づく地域型住宅の特徴に関する研究 国内
2018 2021 羽州街道における宿場町の活性化手法とその経済効果に関する研究 国内
2020 現在 コロナウィルスの地域間の伝播に関する研究 国内
2020 現在 地場産材を活用した地域型住宅建設手法に関する研究 国内
2020 現在 地域住宅計画に基づき建設された公営住宅が住宅の地域性に与えた影響に関する研究 国内
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2012 現在 東北大学　災害科学国際研究所 教授
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1996 1997 東京大学　大学院工学系研究科　船舶海洋工学専攻 助手
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International Association for Computational Mechanics General Council Member 20120501
非線形CAE協会 理事長 20090601
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Computational Mechanics Editorial Board Member 20110000
Engineering Computations Editorial Advisory Board Member 20140000
非線形CAE協会 非線形CAE勉強会実行委員会 委員長 20090601
International Journal for Numerical Methods in Engineering Editorial Board Associate Editor 20141001
20180401
研究分野・キーワード
Journal of Mechanics of Materials and Structures Board of Editors Member 20180130























2013 2020 遡上津波と構造物の相互作用評価のためのマルチスケール数値実験 国内
2016 現在 災害リスク評価のためのマルチステージ破壊シミュレーション手法の開発 国内
2012 現在 マルチスケール・マルチフィジックス解析手法の開発とCAEの高度化 両方
2012 現在 地域・都市の安全性評価のための重層的連成解析手法の開発 国内
2019 現在 フェーズフィールドき裂モデルによる超ハイテン材をの安定・不安的き裂進展の遷移挙動の解析 両方
2019 現在 数値シミュレーションの次元削減モデルおよび代理モデルの構築 両方
2017 2020 地震負荷履歴を受けた鋼構造物の残留強度評価のための二重損傷モデル 国内
2017 現在 変形・流動解析のためのMaterial Point Methodの開発と土砂災害シミュレーションへの応用 国内
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Decoupled two-scale analysis of FRP in consideration
of dependence of resin's properties on degree of cure
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202005003D crystal plasticity analyses on the role of hard/softinclusions in the local slip formation
Riccardo Fincatoa Seiichiro
Tsutsumi, Tatsuo Sakai, Kenjiro
Terada
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An Enhanced Gurson Model with Cohesive Traction-







Quarterly Journal of the
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First-Principles Study on Mechanical Properties of
Polymer Formed in the Electrochemical Reduction of
Fluoroethylene Carbonate and Vinylene Carbonate
Yuki Kamikawa, Kouji Amezawa,
Kenjiro Terada
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Elastic–Plastic Deformation of a Solid Electrolyte
Interface Formed by Reduction of Fluoroethylene
Carbonate: A Nanoindentation and Finite Element
Analysis Study
Yuki Kamikawa, Kouji Amezawa,
Kenjiro Terada
The Journal of Physical
Chemistry C 37 19937 19944
The Journal of Physical
Chemistry C 41 22488 22495 20200821
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Probabilistic tsunami hazard assessment with
simulation-based response surface
T. Kotani, K. Tozato, S. Takase,
S. Moriguchi, K. Terada, Y.
Fukutani, Y. Otake, K. Nojima,
M. Sakuraba, Y. Choe
Coastal Engineering
20201006FEr method with surrogate localization model forhyperelastic composite materials
Ryo Hatano, Seishiro Matsubara,
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A variationally consistent formulation of the thermo-
mechanically coupled problem with non-associative
viscoplasticity for glassy amorphous polymers
Seishiro Matsubara, Kenjiro
Terada
 Journal of Disaster
Research 7 890 899
International Journal of
Solids and Structures 1 152 168 20210300
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Energy-Loss Near-Edge Structures and Low-Loss
Structures of Solid Electrolyte Interface Formed from
Fluoroethylene Carbonate on Si Anode with DFT
Calculations
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A decoupling scheme for two-scale finite
thermoviscoelasticity with thermal and cure-induced
deformations
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20200715 20200715 Online
Online Online国際 セミナー IRIDeS, APRU
Multi-hazards approach and
COVID-19: Flattening the Curve
and Early Recovery Lessons
20200617 20200617
Virtual Summer School Part Ⅱ :
Role of various stakeholders in
disaster risk reduction












































A new approach for disaster risk
management after COVID-19










国際 セミナー IRIDeS, APRU
A new approach for disaster risk
management after COVID-19
Session Ⅰ : Understanding and
















APRU国際 セミナー IRIDeS, APRU
A new approach for disaster risk
management after COVID-19
Session Ⅲ : Developing
innovative tools and approaches

















国際 セミナー IRIDeS, APRU
10 years after the Great East
Japan Earthquake and Tsunami:
insights and perspectives based on
science and experience
Session Ⅰ : Message to the
future: learning from research
and practice
20210312 20210312 Online Online
教育活動の概要




国際 セミナー IRIDeS, APRU
10 years after the Great East
Japan Earthquake and Tsunami:
insights and perspectives based on
science and experience










プロジェクトリスクマネジメント I 東北大学大学院 国際文化研究科 前期 15
国際社会論B（国際協力） 宮城学院女子大学 全学 3‐4 後期
15
災害と科学 東北大学 全学 後期 2







地域 ・ 都市再生研究部門　泉 貴子
月 月 月























9 42020 現在 いわき市における令和元年台風19号での住民・職員の災害初動対応の検証 国内
2019 現在 南三陸町における東日本大震災時の職員初動対応検証 国内
2019 現在 いわき市における令和元年台風19号での住民・職員の災害初動対応の検証 国内
2017 現在 東日本大震災以降の震災経験を踏まえたご当地版避難所運営ゲームの開発 国内
2017 2021 避難誘導サイン整備による屋内避難行動の研究 国内
2016 現在 IoT機器を活用した沿岸部地域向け自律分散型避難行動支援システムに関する共同研究 国内
2017 現在 2017年インドネシア アグン山噴火に伴う避難行動の研究 両方
2013 現在 効果的な津波避難訓練の実施とフィードバック手法に関する研究 国内












災害科学・安全学国際共同大学院プログラム 事務局 専任教員 20190501




専門分野　1 専門分野　2 専門分野　3 専門分野　4 専門分野　5
都市計画 地域防災計画 復興まちづくり 津波避難 災害初動対応





学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
学会名　1 2 3 4 5
日本建築学会 地域安全学会 日本都市計画学会 日本地震工学会 総合政策学会
2021 現在 岩手県立大学 総合政策学部 講師
学会活動
所属学会
2019 2021 東北大学　災害科学国際研究所　リーディング大学院グローバル安全学トップリーダー育成プログラム 助教
2019 2021 東北大学　災害科学国際研究所　変動地球共生学卓越大学院プログラム 助教
2019 2021 東北大学　災害科学国際研究所　災害科学・安全学国際共同大学院プログラム 助教
終了年
2012 2013 筑波大学　大学院システム情報　工学研究科 非常勤研究員



































1 日本 企画運営担当 100 なし その他
講演会・セミナー等
開始年月日 修了年月日


























Iラボ研修Ⅰ,Ⅱ 東北大学 卓越大学院 通年 15

































































































花田悠磨, 村尾修， 寅屋敷 哲
也， 杉安和也，佐藤翔輔 地域安全学会論文集





Motion-Tolerant Method for Extracting Spatially


























































1 日本 企画運営担当 100 なし その他
講演会・セミナー等
開始年月日 修了年月日


























Iラボ研修Ⅰ,Ⅱ 東北大学 卓越大学院 通年 15

































































































花田悠磨, 村尾修， 寅屋敷 哲
也， 杉安和也，佐藤翔輔
地域安全学会論文集





Motion-Tolerant Method for Extracting Spatially
























































民間・NPO いわき市四ツ倉区会 外部有識者（復興・地域防災） 20151201
民間・NPO 地域防災推進機構 社員 20201105
地方自治体 いわき市 令和元年台風19号災害初動対応検証委員会 副委員長 20191224
民間・NPO いわき市薄磯地区復興協議委員会，薄磯区会 外部有識者（復興・地域防災） 20140401


























地域 ・ 都市再生研究部門　杉安 和也
月 月 月



















































1996 1996 チェコ共和国チャールズ大学　数学物理学部　地球物理学科 研究員
1996 1996 東京大学　海洋研究所 中核的研究機関研究員
1997 1999 東京大学　海洋研究所 日本学術振興会 特別研究員
2000 2002 海洋科学技術センター 科学技術振興事業団 科学技術
特別研究員
1996 1996 アメリカ合衆国ミネソタ大学　スーパーコンピューター研究所 研究員
1996 1997 東京大学　海洋研究所 中核的研究機関研究員
2003 2003 神戸大学 地球惑星科学科 非常勤職員
2003 2004 神戸大学 内海域機能教育研究センター 科学技術研究員
2002 2002 海洋科学技術センター 日本学術振興会 特別研究員
2003 2003 アメリカ合衆国ミネソタ大学　スーパーコンピューター研究所 研究員
2006 2007 東北大学大学院 理学研究科 産学官連携研究員
2007 2010 東北大学大学院 理学研究科 准教授（外部資金雇用）
2004 2006 東北大学大学院 理学研究科 産学官連携研究員
2006 2006 東北大学大学院 理学研究科 教育研究支援者
2011 2012 東北大学大学院 理学研究科 准教授
2012 2015 東北大学 災害科学国際研究所 准教授
2010 2010 東北大学大学院 理学研究科 教育研究支援者
2010 2011 東北大学大学院 理学研究科 准教授（外部資金雇用）
2015 現在 東北大学 災害科学国際研究所 教授
2019 2020 広島大学 理学研究科 客員教授（非常勤講師）
2012 2015 海洋研究開発機構 招聘研究員









京都大学防災研究所 防災研究所自然災害研究協議会 1号委員 20170401
日本測地学会 評議会 評議員 20190401
役職名 役職開始年月日
海洋研究開発機構 研究航海検討委員会 アドバイザー 20200520
地震・火山噴火予知研究協議会 地震・火山噴火予知研究協議会予算委員会 4号委員 20190401
日本地震学会 若手学術奨励賞選考委員会 選考委員 20191211
日本地震学会 通常代議員 20140000







全学 災害科学研究拠点 コアメンバー 20180000
開始年月日
全学 学術資源研究公開委員会 委員 20150401

































2004 現在 海底地殻変動観測に関する研究 国内
2013 現在 ニュージーランド・ヒクランギ沈み込み帯に関する測地学的研究 両方
1996 2003 マントル粘性構造に関する研究 国外
2003 2004 海底電磁気探査に関する研究 国内
2019 現在 Wave glider を用いた海底地殻変動観測の自動化 国内
論文
2013 現在 トルコ・マルマラ海における海底断層活動のモニタリング 両方



















単著 0 筆頭共著 0 その他の
共著
3
Application of Phase-Only Correlation to Travel-Time
Determination in GNSS-Acoustic Positioning
Honsho, C., M. Kido, T.
Ichikawa, T. Ohashi, T.



















Improvement on spatial resolution of a coseismic slip
distribution using postseismic geodetic data through a
viscoelastic inversion
Tomita, F., T. Iinuma, Y. Ohta,





英語 共著 国内 はい 学術雑誌 600946 20210311GNSS-Acoustic Observations of Seafloor CrustalDeformation Using a Wave Glider
Iinuma, T., M. Kido, Y. Ohta,















著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名


































































































いいえ 口頭（一般） オンライン 日本





Elucidation of locking state at the shallower
plate boundary after the Tohoku Earthquake








Continuous buoy observation of ocean bottom






























災害の科学 東北大学 全学 1 2セメ 1








































20200500 国内 海底地殻変動観測技術の高度化に関する研究 研究機関 海上保安庁，名古屋大学 20200000 1
その他、他機関等との交流実績（国内に限る）
合計









福田達也, 高橋成実 20200915 共同研究 オンライン 横浜市 講演・発表 8





寺澤薫, 今村文彦 20200924 会議 オンライン 七ヶ浜町 その他 30




福田達也，高橋成実 20201105 共同研究 田沢湖 仙北市 その他 6
海洋研究開発機構
北海道大学
富田史章, 高橋浩晃 20201005 共同研究 研究船新青丸 八戸市







20210325 共同研究 オンライン 仙台市 講演・発表 12


























災害の科学 東北大学 全学 1 2セメ 1







































20200500 国内 海底地殻変動観測技術の高度化に関する研究 研究機関 海上保安庁，名古屋大学 20200000 1
その他、他機関等との交流実績（国内に限る）
合計
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北海道大学
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災害の科学 東北大学 全学 1 2セメ 1








































20200500 国内 海底地殻変動観測技術の高度化に関する研究 研究機関 海上保安庁，名古屋大学 20200000 1
その他、他機関等との交流実績（国内に限る）
合計









福田達也, 高橋成実 20200915 共同研究 オンライン 横浜市 講演・発表 8





寺澤薫, 今村文彦 20200924 会議 オンライン 七ヶ浜町 その他 30
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20210325 共同研究 オンライン 仙台市 講演・発表 12




































東北大学 理学部 1998 東北大学大学院 理学研究科 2000 理学博士 2000






パスカル大学（フランス） 基礎科学研究科 2005 Ph. D. in Volcanology




2008 2010 スタンフォード大学 客員研究員（JSPS海外特別研究
員）
2014 2016 東北大学　研究推進本部リサーチ・アドミニストレーションセンター 特任講師








学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
研究分野・キーワード






地殻変動 モデリング 地震発生メカニズム 火山噴火メカニズム 逆解析
開始年月日
変動地球共生学卓越大学院プログラム 運営委員会 運営委員 20191000











2016 現在 地殻変動データを用いた地震の発生ポテンシャル評価手法の研究 国内
2016 現在 地震の予測情報を活用した防災・減災の研究 国内
2006 現在 衛星合成開口レーダー（SAR）を用いた地殻変動検出手法の研究 両方












単著 0 筆頭共著 1 その他の
共著








英語 共著 なし はい 学術雑誌 有 いいえ
Determination of the dipping direction of a blind
reverse fault from InSAR: case study on the 2017






















































東北大学 理学部 1998 東北大学大学院 理学研究科 2000 理学博士 2000






パスカル大学（フランス） 基礎 学研究科 2005 Ph. D. in Volcanology




2008 2010 スタンフォード大学 客員研究員（JSPS海外特別研究
員）
2014 2016 東北大学　研究推進本部リサーチ・アドミニストレーションセンター 特任講師








学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
研究分野・キーワード






地殻変動 モデリング 地震発生メカニズム 火山噴火メカニズム 逆解析
開始年月日
変動地球共生学卓越大学院プログラム 運営委員会 運営委員 20191000











2016 現在 地殻変動データを用いた地震の発生ポテンシャル評価手法の研究 国内
2016 現在 地震の予測情報を活用した防災・減災の研究 国内
2006 現在 衛星合成開口レーダー（SAR）を用いた地殻変動検出手法の研究 両方












単著 0 筆頭共著 1 その他の
共著








英語 共著 なし はい 学術雑誌 有 いいえ
Determination of the dipping direction of a blind
reverse fault from InSAR: case study on the 2017
Sefid Sang earthquake, northeastern Iran





















































東北大学 理学部 1998 東北大学大学院 理学研究科 2000 理学博士 2000






パスカル大学（フランス） 基礎科学研究科 2005 Ph. D. in Volcanology




2008 2010 スタンフォード大学 客員研究員（JSPS海外特別研究
員）
2014 2016 東北大学　研究推進本部リサーチ・アドミニストレーションセンター 特任講師








学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
研究分野・キーワード






地殻変動 モデリング 地震発生メカニズム 火山噴火メカニズム 逆解析
開始年月日
生学卓越大学院プログラム 運営委員会 運営委員 20191000













20 6 現在 衛星合成開口レーダー（SAR）を用いた地殻変動検出手法の研究 両方












単著 0 筆頭共著 1 その他の
共著








英語 共著 なし はい 学術雑誌 有 いいえ
Determination of the dipping direction of a blind
reverse fault from InSAR: case study on the 2017









































英語 筆頭共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ 20201119
Characteristics of secondary-ruptured faults in the





Tsutsumi, Shinji Toda, Yo
Fukushima, Yasuhiro Kumahara,
Naoya Takahashi, Toshihiko
Ichihara & Keita Takada
Earth Planets and Space
Earth Planets and Space 175
J.Geophys.Res.:Solid
Earth 12 e2020JB020052 20201024英語 共著 国外 はい 学術雑誌 有 いいえ
The relationship between seismic and aseismic slip
on the Philippine Fault on Leyte Island:Bayesian
modeling of fault slip and geothermal subsidence
有 いいえ
Repeated triggered ruputures on a distributed
secondary fault system:an example from the 2016
Kumamoto earthquake,southwest Japan
0




著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 1 うち 国際監修
編集














































































福島洋日本 20200712 20200716 20200712-20200716
Ups and downs in Osaka metropolitan
area,Japan,detected by LiCSBAS InSAR
time-series analysis





2020年秋季大会 なし・または不明 筆頭連名 いいえ
20201201
-20201217
New Earthquake Warning Framework in the
Nankai Trough Subduction Zone in Japan
and Scientific Rationale that the Society
Need to Know for Effective
Countermeasures





なし・または不明 筆頭連名 いいえ 口頭（一般） オンライン 日本
C．教育活動
教育活動の概要






























































英語 筆頭共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ 20201119
Characteristics of secondary-ruptured faults in the





Tsutsumi, Shinji Toda, Yo
Fukushima, Yasuhiro Kumahara,
Naoya Takahashi, Toshihiko
Ichihara & Keita Takada
Earth Planets and Space
Earth Planets and Space 175
J.Geophys.Res.:Solid
Earth 12 e2020JB020052 20201024英語 共著 国外 はい 学術雑誌 有 いいえ
The relationship between seismic and aseismic slip
on the Philippine Fault on Leyte Island:Bayesian
modeling of fault slip and geothermal subsidence
有 いいえ
Repeated triggered ruputures on a distributed
secondary fault system:an example from the 2016
Kumamoto earthquake, outhwe  Japan
0




著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 1 うち 国際監修
編集














































































福島洋日本 20200712 20200716 20200712-20200716
Ups and downs in Osaka metropolitan
area,Japan,detected by LiCSBAS InSAR
time-series analysis




2020年秋季大会 なし・または不明 筆頭連名 いえ
20201201
-20201217
New Earthquake Warning Framework in the
Nankai Trough Subduction Zone in Japan
and Scientific Rationale that the Society
Need to Know for Effective
Countermeasures





なし・または不明 筆頭連名 いいえ 口頭（一般） オンライン 日本













































































東北大学 理学部 1998 東北大学大学院 理学研究科 2000 理学博士 2000






パスカル大学（フランス） 基礎科学研究科 2005 Ph. D. in Volcanology




2008 2010 スタンフォード大学 客員研究員（JSPS海外特別研究
員）
2014 2016 東北大学　研究推進本部リサーチ・アドミニストレーションセンター 特任講師








学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
研究分野・キーワード






地殻変動 モデリング 地震発生メカニズム 火山噴火メカニズム 逆解析
開始年月日
変動地球共生学卓越大学院プログラム 運営委員会 運営委員 20191000











2016 現在 地殻変動データを用いた地震の発生ポテンシャル評価手法の研究 国内
2016 現在 地震の予測情報を活用した防災・減災の研究 国内
2006 現在 衛星合成開口レーダー（SAR）を用いた地殻変動検出手法の研究 両方












単著 0 筆頭共著 1 その他の
共著








英語 共著 なし はい 学術雑誌 有 いいえ
Determination of the dipping direction of a blind
reverse fault from InSAR: case study on the 2017






















































東北大学 理学部 1998 東北大学大学院 理学研究科 2000 理学博士 2000






パスカル大学（フランス） 基礎 学研究科 2005 Ph. D. in Volcanology




2008 2010 スタンフォード大学 客員研究員（JSPS海外特別研究
員）
2014 2016 東北大学　研究推進本部リサーチ・アドミニストレーションセンター 特任講師








学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
研究分野・キーワード
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。 者に関しては、2016年熊本地震に伴い副次的に発生した阿蘇カルデラ内の小断層の解析を行い、同カルデラ下までは主要活断層構造が延伸していないこと等を明らかにした（Fukushima and Ishimura,
2020）。後者に関連しては、学際的研究グループの研究代表者としてプロジェクトの統括をする傍ら、自らも南海トラフ地域で地震が発生した際の後発地震の発生確率の評価を行った。
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Evaluating variability in coseismic slips of
paleoearthquakes from an incomplete slip history: an
example from displaced terrace flights across the
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Naoya Takahashim and Shinji
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Progress in Earth and
Planetary Science 15
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1991 1991 医療法人　永仁会　永野病院　外科 医員
1991 1991 高萩協同病院　外科 医員
終了年
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1992 1993 国立がんセンター研究所　細胞増殖因子研究部 リサーチレジデント
1993 1996 国立がんセンター研究所　細胞増殖因子研究部 研究員（厚生技官）
1991 1991 高萩協同病院　外科 医員
1991 1992 東北大学医学部　第一外科（この間、1992年2月から3月まで高萩協同病院に医員派遣として出張） 医員
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2014 現在 災害リスクと健康な社会 両方
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放射線医科学 放射線技術科学 災害放射線医学 医用工学・物理学 内部障害学
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医学系研究科 ラジオアイソトープセンタ運営委員会 委員 20130000
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専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4
放射線生物学 放射線影響学 分子細胞生物学 分子イメージング
2000 現在 放射線被ばくによる分子・細胞生物学的影響解析 国内




2018 現在 放射性セシウム飲水マウス試料を用いた酸化ストレスを中心とする被ばく影響解析 国内
2013 現在 トリチウムによる細胞影響評価 国内




















































Internal exposure rate conversion coefficients and 
absorbed fractions of mouse for 137Cs, 134Cs and 
90Sr contamination in body
Satoru Endo, Yuki Matsutani, 
Tsuyoshi Kajimoto, Kenichi 
Tanaka, Masatoshi Suzuki
Journal of Radiation 
Research 4 535 545
106315 20200600






KEK Proceedings of the 




英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
External exposure dose estimation by electron spin 
resonance technique for wild Japanese macaque 
captured in Fukushima Prefecture
Toshitaka Oka, Atsushi 
Takahashi, Kazuma Koarai, 
Yusuke Mitsuyasu, Yasushi Kino, 
Tsutomu Sekine, Yoshinaka 
Shimizu, Mirei Chiba, Toshihiko 
Suzuki, Ken Osaka, Keiichi 
Sasaki, Yusuke Urushihara, 
Satoru Endo, Masatoshi Suzuki, 
iHisashi Shinoda, Manabu 
Fukumoto
国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
有 いいえ
Radiation Measurements
Reproduction in Domestic 
Animals 3 484 497 20201229
著書（監修・編集・単著・共著）
20201019
英語 共著 国外 はい 学術雑誌 有 いいえ
Morphological reproductive characteristics of testes 
and fertilization capacity of cryopreserved sperm after 
the Fukushima accident in raccoon (Procyon lotor)
Kazuki Komatsu,  Tsugumi 
Iwasaki,  Kosuke Murata,  
Hideaki Yamashiro,  Valerie Swee 
Ting Goh,  Ryo Nakayama,  
Yohei Fujishima,  Takumi Ono,  
Yasushi Kino,  Yoshinaka Simizu, 
 Atsushi Takahashi,  Hisashi 
Shinoda,  Kentaro Ariyoshi,  
Kosuke Kasai,  Masatoshi Suzuki, 
 Maria Grazia Palmerini,  Manuel 
Belli,  Guido Macchiarelli,  
Toshitaka Oka,  Manabu 
Fukumoto,  Mitsuaki A. Yoshida,  
Akifumi Nakata,  Tomisato Miura
Hybrid operating room system for the treatment of 
thoracic and abdominal aortic aneurysms: Evaluation 
of the radiation dose received by patients
Yoshihiro Haga, Koichi Chida, 
Masahiro Sota, Yuji Kaga, 
Mitsuya Abe, Yohei Inaba, 
Masatoshi Suzuki, Taiichiro 
Meguro, Masayuki Zuguchi




著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 1 うち 国際監修
編集































































大阪 日本 20200909 20200911 20200910























福島 日本 20201015 20201016
国内
日本放射線影響学会











篠原　厚 筆頭連名 いいえ 口頭（一般） オンライン
小野拓実、木野康志、清
水良央、高橋　温、藤嶋洋
















いいえ 口頭（一般） オンライン つくば 日本
大阪 日本 20201224 20201224 20201224 不溶性セシウム粒子による細胞影響解析


































































































2007 2012 東北大学病院診療技術部放射線部門 診療放射線技師













学会名　1 2 3 4 5 6
日本医学物理学会 広報委員会 広報委員 20200401
日本放射線技術学会 プログラム委員会 演題審査委員 20200401
学会・委員会等での役職












2007 現在 各種放射線線量計を用いた患者及び術者の線量測定に関する研究 国内





2014 現在 CTガイド下生検における術者被曝線量に関する研究 国内
2015 現在 SLE患者に対する非侵襲的MRI脳機能画像診断法に関する研究 国内
2012 現在 MRIによる前交通動脈穿通枝描出に関する研究 国内
2013 現在 大規模放射線災害時におけるESRを用いた個人被曝線量の推定に関する研究 国内
2017 現在 水晶体の等価線量限度の国内規制取入れ・運用のための研究 国内
2018 現在 医療従事者や介助者に資する多機能型水晶体被曝防護機器の開発 国内
2016 現在 放射線被ばくの正しい理解への普及活動 国内
2017 現在 放射線検査機器のQA・QC手法の開発 国内
2020 現在 経時活動記録のテキストマイニングによるリアルタイム災害対策予測法の確立 国内
2018 現在 原子力災害における次世代への放射線防護に関する防災教育への提案 国内
2019 現在 水晶体被曝を可視化する医療用ウェアラブル防護デバイスの開発 国内
月 月 月










































2007 2012 東北大学病院診療技術部放射線部門 診療放射線技師













学会名 1 2 3 4 5 6
日本医学物理学会 広報委員会 広報委員 20200401
日本放射線技術学会 プログラム委員会 演題審査委員 20200401
学会・委員会等での役職








専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3
医学物理学 災害医学
2007 現在 各種放射線線量計を用いた患者及び術者の線量測定に関する研究 国内





2014 現在 CTガイド下生検における術者被曝線量に関する研究 国内
2015 現在 SLE患者に対する非侵襲的MRI脳機能画像診断法に関する研究 国内
2012 現在 MRIによる前交通動脈穿通枝描出に関する研究 国内
2013 現在 大規模放射線災害時におけるESRを用いた個人被曝線量の推定に関する研究 国内
2017 現在 水晶体の等価線量限度の国内規制取入れ・運用のための研究 国内
2018 現在 医療従事者や介助者に資する多機能型水晶体被曝防護機器の開発 国内
2016 現在 放射線被ばくの正しい理解への普及活動 国内
2017 現在 放射線検査機器のQA・QC手法の開発 国内
2020 現在 経時活動記録のテキストマイニングによるリアルタイム災害対策予測法の確立 国内
2018 現在 原子力災害における次世代への放射線防護に関する防災教育への提案 国内



































































英語 筆頭共著 国内 はい 学術雑誌 2741 20200511Development of Novel Real-Time Radiation Systems Using 4-Channel Sensors
Inaba Y, Nakamura M, Chida 
K, Zuguchi M Sensors 9












Ishii T, Kushimoto S, Katori Y, 
Kure S, Igarashi K, Fujita M, 
Takayama S, Abe M, Tanaka J, 
Kikuchi A, Abe Y, Imai H, 
Inaba Y, Kobayashi Y, Nishioka 
T, Onodera K, Akaishi T
20200726
英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
Hybrid Operating Room System for the Treatment 
of Thoracic and Abdominal Aortic Aneurysms: 
Evaluation of the Radiation Dose Received by 
Patients
Haga Y, Chida K, Sota M, Kaga 
Y, Abe Y, Inaba Y, Suzuki M, 
Meguro T, Zuguchi M
An initial investigation of a wireless patient 
radiation dosimeter for use in interventional 
radiologys
Inaba Y, Chida K, Murabayashi 
Y, Endo M, Otomo K, Zuguchi 
M
Radiological Physics 
and Technology 3 321 326
Diagnostics 846 20201019
英語 筆頭共著
Endo M, Haga Y, Sota M, 
Tanaka A, Otomo K, 
Murabayashi Y, Abe M, Kaga 
Y, Inaba Y, Suzuki M, Meguro 
T, Chida K
日本語 共著 国内 いいえ 学術雑誌 1327 1333 20201110
英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
有 いいえ 空間線量測定用新型サーベイメータの性能評価
森島 貴顕、千田 浩一、稲葉 洋
平、千葉 昌弘、千葉 浩生 臨床放射線 12
20210204
Predictors of SARS-CoV-2 Positivity Based on RT-
PCR Swab Tests at a Drive-Through Outpatient 




The Tohoku Journa of 
Experimental Medicine 101 108
Journal of Radiation 
Research 20210213英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
Evaluation of novel X-ray protective eyewear in 
reducing the eye dose to interventional radiology 
physicians
有 いいえ
Total body irradiation causes a chronic decrease in 
antioxidant levels
Lue Sun, Yohei Inaba, Yu Sogo, 
Atsuo Ito, Mahesh Bekal, 
Koichi Chida, Takashi Moritake
2 合計 6




























国際 EPSM2020 筆頭連名 いいえ ポスター（一般） Virtual Brisbane Australia
福岡 日本 20200930 20201001 20200930 胃X線透視検査における被検者被曝線量の
推定は可能か？
20201102 20201104 20201102 Occupational Dose During CT-Guided Interventions








いいえ 20201129 Radiation Protection Effect of Novel Pb Plate in Videofluoroscopic Swallowing Study





ポスター（一般） Virtual Chicago America 20201129 20201204
Endo M, Chida K, Haga 
Y, Sota M, Otomo K, 
Murabayashi Y, Ohmori 




Monitoring and Protection of the Lens of Eye 
Dose in CT-guided Interventions Using 
MDCT-fluoroscopy
Inaba Y, Otomo K, 
Murabayashi Y, Endo M, 
Chida K
America 20201129 20201204
20201129 20201204 20201129 Occupational Exposure of the Eye in Interventional Radiology Laboratory Staff
20201129 20201204 20201129 Managing and Reducing the Scattered Radiation Dose in Dental Radiology
Inaba Y, Takane Y, 
Suzuki T, Nishihara T, 
Ono K, Ishizuka M, 
Sakamoto H, Chida K
国際 RSNA2020 筆頭連名 いいえ ポスター（一般） Virtual Chicago





























































科目名 学校名 学部/研究学科名 学科/専攻名 学年 セメスター・学
期
40
卒業研究 東北大学 医学部 保健学科 4 8セメ
放射化学実験 東北大学 医学部 保健学科 2-4 458セメ
8
核医学検査技術学 東北大学 医学部 保健学科 3 5セメ 6
臨床撮影技術学Ⅱ 東北大学 医学部 保健学科 2 4セメ
6
画像工学Ⅱ 東北大学 医学部 保健学科 3 6セメ 6
核医学物理学 東北大学 医学部 保健学科 3 5セメ
2
放射線検査学特論 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 前期 1
RI検査技術学 東北大学 医学部 保健学科 3 6セメ
1
医用情報学セミナーⅠ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 通年 15
放射線検査学トレーニング 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 後期
15
生体応用科学セミナーⅠ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 通年 15
医用情報学セミナーⅡ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 通年
15
医用情報技術科学セミナーⅠ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 前期 15
生体応用科学セミナーⅡ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 通年
15
生体応用技術科学セミナーⅠ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 前期 15
医用情報技術科学セミナーⅡ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 後期
15
保健学論文研究 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 通年


















































第70回IRIDeS金曜フォーラム 20201120 20201120 災害科学国際
研究所












第71回IRIDeS金曜フォーラム 20210219 20210220 セミナー
その他、他機関等との交流実績（国内に限る）
合計




















福島県立医科大 田代雅実 20201221 会議 東北大学大学院医学系研究科保
健学専攻
仙台 運営 5































































科目名 学校名 学部/研究学科名 学科/専攻名 学年 セメスター・学
期
40
卒業研究 東北大学 医学部 保健学科 4 8セメ
放射化学実験 東北大学 医学部 保健学科 2-4 458セメ
8
核医学検査技術学 東北大学 医学部 保健学科 3 5セメ 6
臨床撮影技術学Ⅱ 東北大学 医学部 保健学科 2 4セメ
6
画像工学Ⅱ 東北大学 医学部 保健学科 3 6セメ 6
核医学物理学 東北大学 医学部 保健学科 3 5セメ
2
放射線検査学特論 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 前期 1
RI検査技術学 東北大学 医学部 保健学科 3 6セメ
1
医用情報学セミナーⅠ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 通年 15
放射線検査学トレーニング 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 後期
15
生体応用科学セミナーⅠ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 通年 15
医用情報学セミナーⅡ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 通年
15
医用情報技術科学セミナーⅠ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 前期 15
生体応用科学セミナーⅡ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 通年
15
生体応用技術科学セミナーⅠ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 前期 15
医用情報技術科学セミナーⅡ 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 後期
15
保健学論文研究 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 通年


















































第70回IRIDeS金曜フォーラム 20201120 20201120 災害科学国際
研究所












第71回IRIDeS金曜フォーラム 20210219 20210220 セミナー
その他、他機関等との交流実績（国内に限る）
合計




















福島県立医科大 田代雅実 20201221 会議 東北大学大学院医学系研究科保
健学専攻
仙台 運営 5







































日本精神神経学会 災害支援委員会 委員 20200600
研究分野・キーワード
日本ブレインバンクネット（JBBN） 精神疾患リソースデータベースワーキンググループ リーダー 20160900
日本統合失調症学会 評議員 20190000
日本ブレインバンクネット（JBBN） 運営費委員会 委員 20160400
日本ブレインバンクネット（JBBN） 学術委員会 委員 20160400
双極性障害研究ネットワーク（BDRNJ） 参加研究者 20130000
日本神経病理学会 ブレインバンク委員会 委員 20150000
日本生物学的精神医学会 評議員 20150000
日本生物学的精神医学会 ティッシュリソース整備タスクフォース委員会 副委員長 20160601
学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日




















5 6 7 8 9 10
学会活動
所属学会
学会名　1 2 3 4
2016 2020 福島県立医科大学会津医療センター　精神医学講座 准教授
2020 現在 東北大学災害科学国際研究所　災害精神医学分野 准教授
2012 2013 福島県立医科大学　神経精神医学講座 助教
2013 2016 福島県立医科大学　神経精神医学講座 講師
2011 2011 福島県立医科大学附属病院　心身医療科 病院助手
2011 2012 米国国立衛生研究所（NIH） 特別研究員
2004 2008 医療法人篤仁会富士病院　精神科 医員
2008 2011 福島県立医科大学　神経精神医学講座 助教
2003 2003 いわき市立常磐病院　神経科 医員
2004 2004 医療法人済精会長橋病院　精神科 医員
2002 2002 福島赤十字病院　内科 医員
2003 2003 福島県立医科大学附属病院　神経精神科 研修医
終了年
2001 2002 福島県立医科大学附属病院　神経精神科 研修医

















































2004 2005 統合失調症死後脳におけるDARPP-32の免疫組織化学的検討 国内






2013 2015 統合失調症脳内タンパク質群の発現解析－タンパク質多項目同時測定システムを用いて－ 国内
2013 2016 双極性障害の神経病理学に基づく診療法の開発 国内
2011 2013 統合失調症死後脳における異常タンパクの半網羅的定量的プロファイル解析 国内
2013 2014 統合失調症脳内タンパク質多項目同時測定解析及び関連遺伝子発現解析 国内
2008 2009 統合失調症上側頭回におけるDARPP-32のプロフィール－死後脳研究 国内
2011 2012 統合失調症における痛覚閾値異常の分子基盤の解明－統合失調症死後脳研究 国内
2016 2021 死後脳リソースを活用した統合失調症における代謝・ダイナミクス制御関連分子の解析 国内
2017 2020 プロジェクトリターン2017：原発事故後に避難した精神科入院患者の帰還支援の試み 国内
2015 2016 統合失調症脳内タンパク質多項目同時測定解析及び関連遺伝子発現解析 国内
2015 2019 ジェネティックニューロパソロジーによる精神疾患脳内分子表現型解析 国内
2014 2015 統合失調症脳内タンパク質多項目同時測定解析及び関連遺伝子発現解析 国内
2014 2015 統合失調症脳内分子の多元解析－ジェネティックニューロパソロジー 国内
 2019 現在 脳ゲノム情報解析による精神疾患関連神経回路の同定と機能解明 国内
2020 現在 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行下におけるメンタルヘルス実態に関する包括的検討 国内
2019 2021 精神疾患死後脳の分子プロファイル解析 国内
2019 2021 統合失調症死後脳における Pro to Glu 経路の分子プロファイル解析 国内






















単著 0 筆頭共著 0 その他の
共著
8 合計 8
Journal of Psychiatric 
Research 119 127 20200400
英語 共著 国内 はい 学術雑誌
発行
年月日
英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
ALDH4A1 expression levels are elevated in 
postmortem brains of patients with schizophrenia 
and are associated with genetic variants in 




















英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
Ethnicity-Dependent Effects of Schizophrenia Risk 
Variants of the OLIG2 Gene on OLIG2 
Transcription and White Matter Integrity.
Komatsu H, Takeuchi H, Kikuchi 
Y, Ono C, Yu Z, Iizuka K, 
Takano Y, Kakuto Y, Funakoshi 
S, Ono T, Ito J, Kunii Y, Hino 
M, Nagaoka A, Iwasaki Y, 
Yamamori H, Yasuda Y, 
Fujimoto M, Azechi H, Kudo N, 
Hashimoto R, Yabe H, Yoshida 
M, Saito Y, Kakita A, Fuse N, 
Kawashima R, Taki Y, Tomita 
H.
Characteristics of Disaster-Related Suicide in 
Fukushima Prefecture After the Nuclear Accident
Takebayashi Y, Hoshino H, 
Kunii Y, Niwa SI, Maeda M Crisis 6 475 482
195 197 20200400
英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
有 いいえ
Does Treatment Response With Antidementia 
Drugs After 6 Months in Alzheimer's Disease 
Predict Long-term Treatment Outcome?
Horikoshi S, Kunii Y, 
Matsumoto J, Gotoh D, Miura I, 
Yabe H
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「解離性障害」 福島県立医科大学 医学部 3 後期 1
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2020 現在 オートファジーを介したうつ病の分子機構解明と新規治療法の開発 国内
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Ryota Hashimoto, Hirooki Yabe, 
Mari Yoshida, Yuko Saito, 
Akiyoshi Kakita, Nobuo Fuse, 




















Effect of the interaction between BDNF Val66Met 
polymorphism and daily physical activity on mean 
diffusivity
Hikaru Takeuchi, Hiroaki Tomita, 
Yasuyuki Taki, Yoshie Kikuchi, 
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産後うつの血漿メタボローム解析について、三世代コホートデータから各250人の健常女性（EPDS ≤ 2）および産後うつ様症状を呈する女性（EPDS≧9）を対象に、ガスクロマトグラフィー質量分析（GC-MS） 用いて計
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2011 現在 東日本大震災被災者の精神的健康の長期経過に関する研究（東北大学・七ヶ浜町共同事業「七ヶ浜健康増進プロジェクト」） 両方





2021 現在 津波災害によるメンタルヘルス増悪者の出現頻度の地域別予測に関する研究 なし
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2020 現在 COVID-19パンデミック下におけるメンタルヘルスの実態解明に関する研究 国内
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研究分野・キーワード
日本生殖内分泌学会 理事 20150401
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2012 現在 東北大学災害科学国際研究所　災害医学研究部門 災害産婦人科学分野 教授
学会活動
所属学会
2002 2009 東北大学大学院医学系研究科（婦人科学分野） 助教授
2009 2012 東北大学大学院医学系研究科（産科学分野） 准教授
1999 2002 東北大学　産科婦人科 講師
2001 2012 宮城県対がん協会細胞診センター所長（兼務　2012年3月まで） 所長（兼務）
1996 1997 青森県八戸市立市民病院　産婦人科 医長
1997 1998 青森県十和田市立中央病院　産婦人科 科長
1986 1989 福島県郡山市太田綜合病院産婦人科 医員（研修医）
1994 1994 米国ヴァージニア医科大学病理学教室 客員研究員
1994 1996 東北大学産科婦人科 助手
1989 1992 東北大学医学部産科婦人科 助手
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Sakaida M, Endo R, Nishizuka 
S, Tsuji I, Hitomi J, Nakamura 
M, Ogasawara K, Yaegashi N, 
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Okuyama J, Seto S, Fukuda Y, 
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Izumi S, Ito K,  Imamura F.
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International Journal of 
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FEBS Letter 9 1379 1388 20200500英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ Divergent metabolic responses dictate vulnerability to NAMPT inhibition in ovarian cancer
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N.
英語 共著 国内 はい 学術雑誌 900 912 20201201
英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
有 いいえ
WBF-2019 Core Research Cluster of Disaster Science 
Planning Session as Disaster Preparedness: 
Participation in a Training Program for Conductor-
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Matsuzawa T,  Ito K, Izumi T, 
Takakura H, Imamura F, Ishi T.
Journal of Disaster 
Research 7
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Experiences of perinatal women and public healthcare 
providers in a community affected by the great east 
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considered for the mental healthcare of perinatal 
women in postdisaster settings
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2012 現在 医療情報のバリエーション手法に関する研究 国内
所外
連携開始年 終了年















専門分野　1 専門分野　2 専門分野　3 専門分野　4 専門分野　5
医療情報学 災害医療情報学 医療経済学 医療経営学 医用システム
日本医療情報学会九州支部 九州支部幹事会 幹事 20150400
研究分野・キーワード
役職名 役職開始年月日










2019 2019 株式会社日本ユニシス　ストラテジックアライアンス　特命推進室 SIP担当オブザーバー
2019 現在 国立大学法人東北大学災害科学国際研究所　災害医療情報学分野 准教授
2018 現在 慶応義塾大学大学院　政策メディア研究科 特任講師
2018 2021 国立病院機構九州医療センター 客員研究員
2008 2017 国立大学法人佐賀大学医学部附属病院　医療情報部 講師
2018 2019 久留米大学医学部　医療情報学寄付講座 准教授
2007 2008 株式会社BMC CEO
2008 2008 株式会社デイソフトウェア 開発部長
2005 2007 医療法人社団成仁 情報システム開発室室長
終了年
1990 1990 帝人システムテクノロジー株式会社 エンジニア











































6 6 国内2019 現在 個人向けBCPとPHR利用方法に関する研究
2012 現在 PHRシステム構築 国内
2019 現在 SIP：AIホスピタルでの医療におけるAI利用に関する研究 国内
2012 現在 医療情報の標準化方法に関する研究 国内
2012 現在 医療情報のバリエーション手法に関する研究 国内
所外
連携終了年













専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4 専門分野 5
医療情報学 災害医療情報学 医療経済学 医療経営学 医用システム
日本医療情報学会九州支部 九州支部幹事会 幹事 20150400
研究分野・キーワード
役職名 役職開始年月日









学会名 1 2 3
2019 2019 株式会社日本ユニシス ストラテジックアライアンス 特命推進室 SIP担当オブザーバー
2019 現在 国立大学法人東北大学災害科学国際研究所　災害医療情報学分野 准教授
2018 現在 慶応義塾大学大学院　政策メディア研究科 特任講師
2018 2021 国立病院機構九州医療センター 客員研究員
2008 2017 国立大学法人佐賀大学医学部附属病院　医療情報部 講師
2018 2019 久留米大学医学部　医療情報学寄付講座 准教授
2007 2008 株式会社BMC CEO
2008 2008 株式会社デイソフトウェア 開発部長
2005 2007 医療法人社団成仁 情報システム開発室室長
終了年
1990 1990 帝人システムテクノロジー株式会社 エンジニア















































複数名 20201015 その他 オンライン 東京
その他、他機関等との交流実績（国内に限る）
合計





























ヘルスケアデザイン 慶應義塾大学大学院 政策メディア研究科 前期
１
巨大災害に対する健康と社会のレジリエンス特論 東北大学 医学部 医科学科 後期 １
災害保健医療 東北大学 医学部 医科学科 前期
１
保健医療福祉情報ネットワーク論 東北大学 医学部 医科学科 後期 4
医学情報学 東北大学 医学部 医科学科 後期
医学部　医学情報学と連携し、医科学系分野で情報システム、災害対応を担当し講義や指導を行った。またIRIDESとして災害対応の講義を行った。
担当授業科目（他大学を含む）







tokyo japan 臨床医学 プログラム委
員会


































































執筆者：木村道男, 川上純一, 藤井進, 











0 単著 0 筆頭
共著



























複数名 20201015 その他 オンライン 東京
その他、他機関等との交流実績（国内に限る）
合計





























ヘルスケアデザイン 慶應義塾大学大学院 政策メディア研究科 前期
１
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１
保健医療福祉情報ネットワーク論 東北大学 医学部 医科学科 後期 4
医学情報学 東北大学 医学部 医科学科 後期
医学部　医学情報学と連携し、医科学系分野で情報システム、災害対応を担当し講義や指導を行った。またIRIDESとして災害対応の講義を行った。
担当授業科目（他大学を含む）







tokyo japan 臨床医学 プログラム委
員会


































































執筆者：木村道男, 川上純一, 藤井進, 











0 単著 0 筆頭
共著



























複数名 20201015 その他 オンライン 東京
その他、他機関等との交流実績（国内に限る）
合計





























ヘルスケアデザイン 慶應義塾大学大学院 政策メディア研究科 前期
１
巨大災害に対する健康と社会のレジリエンス特論 東北大学 医学部 医科学科 後期 １
災害保健医療 東北大学 医学部 医科学科 前期
１
保健医療福祉情報ネットワーク論 東北大学 医学部 医科学科 後期 4
医学情報学 東北大学 医学部 医科学科 後期
と連携し、医科学系分野で情報システム、災害対応を担当し講義や指導を行った。またIRIDESとして災害対応の講義を行った。
担当授業科目（他大学を含む）




なしtokyo japan 臨床医学 プログラム委
員会






























































執筆者：木村道男, 川上純一, 藤井進, 











0 単著 0 筆頭
共著























2017 現在 東日本大震災における防災観光に関する研究 両方
2018 現在 震災アーカイブの三者間連携システムの構築に関する研究 両方
所外
連携開始年 終了年








工学研究科建築学専攻 オープンキャンパス担当 委員 20200000
B．研究活動
全学 情報システム 部局技術担当者 20120401
工学研究科建築学専攻 ネットワーク・ホームページ管理 委員 20080000
開始年月日
全学 災害対策推進室 副室長補 20130000




専門分野　1 専門分野　2 専門分野　3 専門分野　4
災害情報学 地震工学 地域防災 建築工学
京都大学防災研究所自然災害研究協議会 6号委員 20200401
研究分野・キーワード
日本自然災害学会 編集委員会 委員 20190000
デジタルアーカイブ学会 学会誌編集委員会 委員 20190000
学会・委員会等での役職
学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日





2008 2012 東北大学大学院　工学研究科　附属災害制御研究センター 助教
2012 2012 東北大学　災害科学国際研究所　情報管理・社会連携部門　災害アーカイブ研究分野 助教
2007 2008 独立行政法人情報通信研究機構　情報通信セキュリティ研究センター　防災・減災基盤技術グループ 専攻研究員








































2017 現在 東日本大震災における防災観光に関する研究 両方
2018 現在 震災アーカイブの三者間連携システムの構築に関する研究 両方
所外
連携開始年 終了年






築学専攻 オープンキャンパス担当 委員 20200000
全学 情報システム 部局技術担当者 20120401
工学研究科建築学専攻 ネットワーク・ホームページ管理 委員 20080000
開始年月日
全学 災害対策推進室 副室長補 20130000




専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4
災害情報学 地震工学 地域防災 建築工学
京都大学防災研究所自然災害研究協議会 6号委員 20200401
研究分野・キーワード
日本自然災害学会 編集委員会 委員 20190000
デジタルアーカイブ学会 学会誌編集委員会 委員 20190000
学会・委員会等での役職
学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日





2008 2012 東北大学大学院　工学研究科　附属災害制御研究センター 助教
2012 2012 東北大学　災害科学国際研究所　情報管理・社会連携部門　災害アーカイブ研究分野 助教
2007 2008 独立行政法人情報通信研究機構　情報通信セキュリティ研究センター　防災・減災基盤技術グループ 専攻研究員











































































































単名 いいえ 口頭（一般） オンライン オンライン 日本
































20210300 柴山明寛 単著 なし日本語 犠牲者ゼロ目指し震災記録の発展を──デジ
タルアーカイブ「みちのく震録伝」の歩み
その他 無 はい 新聞研究
41 45 20210301 柴山明寛 単著 国内日本語 東日本大震災から10年 東日本大震災津波伝承
館（いわてTSUNAMIメモリアル） 学術雑誌 無 はい 建築防災
32 35 20200901 柴山明寛 単著 なし日本語 【防災見聞録】アーカイブ「みちのく震録伝」 その他 無 はい 月刊フェスク
40 42 20200501 柴山明寛 単著 なし日本語 【エッセイ】自然と共生するためには？〜防災研
究者がやるべきこと〜
その他 無 はい 月刊フェスク
31 35 20200901 柴山明寛 単著 なし日本語 令和元年台風15号・19号（2）台風19号による丸
森町の被災状況と課題
学術雑誌 無 はい 消防防災の科学















































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 1 うち 国際監修
編集
0 単著 1 筆頭
共著
0



































単著 0 筆頭共著 0 その他の
共著



























































































単名 いいえ 口頭（一般） オンライン オンライン 日本
































20210300 柴山明寛 単著 なし日本語 犠牲者ゼロ目指し震災記録の発展を──デジ
タルアーカイブ「みちのく震録伝」の歩み
その他 無 はい 新聞研究
41 45 20210301 柴山明寛 単著 国内日本語 東日本大震災から10年 東日本大震災津波伝承
館（いわてTSUNAMIメモリアル） 学術雑誌 無 はい 建築防災
32 35 20200901 柴山明寛 単著 なし日本語 【防災見聞録】アーカイブ「みちのく震録伝」 その他 無 はい 月刊フェスク
40 42 20200501 柴山明寛 単著 なし日本語 【エッセイ】自然と共生するためには？〜防災研
究者がやるべきこと〜
その他 無 はい 月刊フェスク
31 35 20200901 柴山明寛 単著 なし日本語 令和元年台風15号・19号（2）台風19号による丸
森町の被災状況と課題
学術雑誌 無 はい 消防防災の科学















































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 1 うち 国際監修
編集
0 単著 1 筆頭
共著
0



































単著 0 筆頭共著 0 その他の
共著

























































































単名 いいえ 口頭（一般） オンライン オンライン 日本
































20210300 柴山明寛 単著 なし語 犠牲者ゼロ目指し震災記録の発展を──デジ
タルアーカイブ「みちのく震録伝」の歩み
その他 無 はい 新聞研究
41 45 20210301 柴山明寛 単著 国内語 東日本大震災から10年 東日本大震災津波伝承
館（いわてTSUNAMIメモリアル） 学術雑誌 無 はい 建築防災
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40 42 20200501 柴山明寛 単著 なし日本語 【エッセイ】自然と共生するためには？〜防災研
究者がやるべきこと〜
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共著
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共著
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20210300 柴山明寛 単著 なし語 犠牲者ゼロ目指し震災記録の発展を──デジ
タルアーカイブ「みちのく震録伝」の歩み
その他 無 はい 新聞研究
41 45 20210301 柴山明寛 単著 国内日本語 東日本大震災から10年 東日本大震災津波伝承
館（いわてTSUNAMIメモリアル） 学術雑誌 無 はい 建築防災
32 35 20200901 柴山明寛 単著 なし日本語 【防災見聞録】アーカイブ「みちのく震録伝」 その他 無 はい 月刊フェスク
40 42 20200501 柴山明寛 単著 なし日本語 【エッセイ】自然と共生するためには？〜防災研
究者がやるべきこと〜
その他 無 はい 月刊フェスク
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編集
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共著


























14 オンライン 日本 300講演会 東日本大震災を忘れない
つどい








なし 日本新聞協会 オンライン オンライン 日本
講演会
 第7回三陸&東海 防災






















































































講義 20200923 20200923 災害から命を守るために必要なこと 小中高 岐阜県高山市
東山中学校



















































フォーラム “ 伝 ” 実
行委員会





























































14 オンライン 日本 300講演会 東日本大震災を忘れない
つどい








なし 日本新聞協会 オンライン オンライン 日本
講演会
 第7回三陸&東海 防災






















































































講義 20200923 20200923 災害から命を守るために必要なこと 小中高 岐阜県高山市
東山中学校



















































フォーラム “ 伝 ” 実
行委員会





































































熊本大学 竹内 裕希子他 20201029 共同研究 災害科学国際研究所 仙台 その他 15
その他、他機関等との交流実績（国内に限る）
合計







20201109 岩手県庁舎・岩手県 国内 東北大学災害科学国際研究所と東日本大震災津波伝承館と
の連携に関する協定締結式





地方自治体 福島県大熊町 大熊町アーカイブズ施設等整備検討委員会委員 委員 20200819
自治体・研究機関との協定締結実績
地方自治体 宮城県丸森町 丸森町復興推進委員会 副委員長 20200000
地方自治体 宮城県丸森町 丸森町令和元年台風19号災害検証委員会 委員長 20200000
地方自治体 岩手県大船渡市 （仮称）防災学習センター等整備検討官民会議 委員長 20190000
地方自治体 宮城県丸森町 丸森町防災計画改訂検討委員会 委員長 20200401
地方自治体 岩手県 東日本大震災津波関連行政文書保存検討委員会 委員 20200225
地方自治体 岩手県大船渡市 大船渡市防災観光交流センターアドバイザリーボード 委員 20180000
地方自治体 岩手県 東日本大震災津波伝承館運営協議会 副会長 20190922
地方自治体 岩手県 自主防災組織活性化検討会議 委員 20170401
開始年月日
国・政府 国，岩手県，陸前高田市 高田松原津波復興祈念公園有識者懇談会 委員 20170401
多賀城市 日本 20
自治体・民間等での委員































































































熊本大学 竹内 裕希子他 20201029 共同研究 災害科学国際研究所 仙台 その他 15
その他、他機関等との交流実績（国内に限る）
合計
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地方自治体 宮城県 宮城県行政評価委員会政策評価第3分科会 分科会長 20180401
民間・NPO NPO法人防災白熱アカデミィ NPO法人防災白熱アカデミィ 理事 20140000
地方自治体 宮城県 宮城県行政評価委員会 委員 20170401
地方自治体 宮城県 未来へつなぐ学校と地域の安全フォーラム実行委員会 委員 20180400
地方自治体 宮城県 学校安全総合支援事業　推進委員会 委員 20190700
その他 宮城県多賀城高等学校 スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 委員長 20180000
地方自治体 仙台市 仙台市役所本庁舎建替基本計画検討委員会 副委員長 20181000
地方自治体 宮城県 宮城県国土強靭化地域計画 アドバイザー 20200800















澤野次郎 20210313 その他 東北大学災害科学国際研究所 仙台市 運営
地方自治体 岩手県 岩手県自主防災組織活性化検討会議 委員 20170000
交流機関名称 交流者 交流年月日 交流目的 会場名
合計
322 323
情報管理 ・ 社会連携部門　佐藤 健
月 月 月






















2008 現在 相対性の観点から見た街路空間イメージに関する研究 なし
2011 現在 復興まちづくりにおける実践的研究 国内
2011 現在 防潮堤の計画論に関する研究
1995 2000 街並みメッセージ論による街路景観に関する研究 なし










工学研究科土木工学専攻 教育改善委員会 委員 20160400
工学研究科土木工学専攻 入試担当WG 委員 20190400
委員会・ワーキンググループ
部局名 委員会名 役職 開始年月日




土木学会 東北支部　選奨土木遺産選考委員会 委員 20010000
土木学会 景観・デザイン委員会 幹事長 20200000
土木学会 土木計画学委員会・海岸工学委員会　減災アセスメント小委委員会 委員 20140000
土木学会 選奨土木遺産選考委員会 委員 20170000
学会・委員会等での役職
学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
学会名　1 2 3
土木学会 日本都市計画学会 造園学会
2012 現在 東北大学　災害科学国際研究所　情報管理・社会連携部門 准教授
学会活動
所属学会
2001 2008 東北大学　大学院　情報科学研究科　人間社会情報科学専攻 講師
2008 2012 東北大学　大学院　情報科学研究科　人間社会情報科学専攻 准教授
2000 2000 英国マンチェスター大学　人文学部　計画・造園学科 客員研究員
終了年
1993 1994 北海道開発局　札幌開発建設部　札幌道路事務所　工事一課　工務二係 係員










































2008 現在 相対性の観点から見た街路空間イメージに関する研究 なし
2011 現在 復興まちづくりにおける実践的研究 国内
2011 現在 防潮堤の計画論に関する研究
995 20 街並みメッセージ論による街路景観に関する研究 なし









工学研究科土木工学専攻 教育改善委員会 委員 20160400
工学研究科土木工学専攻 入試担当WG 委員 20190400
委員会・ワーキンググループ
部局名 委員会名 役職 開始年月日
工学研究科土木工学専攻 国際交流・ネットワーク委員会 委員 20130401
研究分野・キーワード
専門分野 1 専門分野 2 専門分野 3
都市景観 土木デザイン 復興まちづくり
土木学会 東北支部　選奨土木遺産選考委員会 委員 20010000
土木学会 景観・デザイン委員会 幹事長 20200000
土木学会 土木計画学委員会・海岸工学委員会　減災アセスメント小委委員会 委員 20140000
土木学会 選奨土木遺産選考委員会 委員 20170000
学会・委員会等での役職
学会名 名 役職名 役職開始年月日
名 1 2 3
土木学会 日本都市計画学会 造園学会
2012 現在 東北大学　災害科学国際研究所　情報管理・社会連携部門 准教授
学会活動
所属学会
2001 2008 東北大学　大学院　情報科学研究科　人間社会情報科学専攻 講師
2008 2012 東北大学　大学院　情報科学研究科　人間社会情報科学専攻 准教授
2000 2000 英国マンチェスター大学　人文学部　計画・造園学科 客員研究員
終了年
1993 1994 北海道開発局　札幌開発建設部　札幌道路事務所　工事一課　工務二係 係員










































































































14 17 20210301 平野勝也 単著 国内日本語 復興の10年間から考えたこれからの地域づく
り
その他 有 はい 橋梁と基礎









その他 無 はい JIA MAGAZINE
































































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 1 うち 国際監修
編集





16 341 344 202012005
著書（監修・編集・単著・共著）
202012005
日本語 単著 国内 いいえ 学術雑誌 無 いいえ 人口減少下の国土の安全性に関する緒論 平野勝也
生活景評価における変動要素の影響 戸谷百萌, 平野勝也 景観・デザイン研究講演
集




16 185 192 202012005








































































































































14 17 20210301 平野勝也 単著 国内日本語 復興の10年間から考えたこれからの地域づく
り
その他 有 はい 橋梁と基礎









その他 無 はい JIA MAGAZINE
































































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 1 うち 国際監修
編集





16 341 344 202012005
著書（監修・編集・単著・共著）
202012005
日本語 単著 国内 いいえ 学術雑誌 無 いいえ 人口減少下の国土の安全性に関する緒論 平野勝也
生活景評価における変動要素の影響 戸谷百萌, 平野勝也 景観・デザイン研究講演
集




16 185 192 202012005








































































































































14 17 20210301 平野勝也 単著 国内日本語 復興の10年間から考えたこれからの地域づく
り
その他 有 はい 橋梁と基礎









その他 無 はい JIA MAGAZINE
































































著書名および担当執筆題名 種別 発行年月日 著者・監修者氏名
共著 0 合計 1 うち 国際監修
編集





16 341 344 202012005
著書（監修・編集・単著・共著）
202012005
日本語 単著 国内 いいえ 学術雑誌 無 いいえ 人口減少下の国土の安全性に関する緒論 平野勝也
生活景評価における変動要素の影響 戸谷百萌, 景観・デザイン研究講演
集




16 185 192 202012005



















































































12 地方自治体 石巻市 半島拠点検討会 委員 20170400
地方自治体 仙台市 土地利用審査会 委員 20140000
地方自治体 仙台市 建築審査会 委員 20190400
地方自治体 宮城県 環境影響評価技術審査会 会長 20100000
地方自治体 宮城県 行政評価委員会　大規模事業評価部会 委員 20140000
国・政府 東北地方整備局　北上川下流河川事務所 旧北上川かわまちづくり検討会市民検討部会 アドバイザー 20120000
国・政府 東北地方整備局・岩手県・陸前高田市 高田松原津波復興祈念公園 景観検討調整会議 委員 20170400
国・政府 東北地方整備局　北上川下流河川事務所 旧北上川かわまちづくり検討会 委員 20120000
国・政府 東北地方整備局　北上川下流河川事務所 旧北上川かわまちづくり検討会ワーキンググループ 委員 20120000
国・政府 東北地方整備局 道路計画研究会 座長 20080401
国・政府 東北地方整備局　山形河川国道事務所 最上川水系流域委員会専門小委員会 委員 20100401
開始年月日
国・政府 環境省 「まち・暮らし創生」FS委託業務（審査委員会） 委員 20190401
石巻市 日本 200
自治体・民間等での委員





































































































地域システム学セミナー 東北大学大学院 工学研究科 土木工学専攻 通年
都市景観論 東北大学大学院 工学研究科 土木工学専攻 前期
都市システム計画研修B 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 4 8セメ
都市システム計画研修A 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 4 7セメ
30
都市システム計画演習Ⅱ 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 4 7セメ 30
景観デザイン演習 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 4セメ
1
環境学序説 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 1
環境工学序説 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 1 1セメ
土木史 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 7.5
45
都市と交通のシステム 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 2
基礎設計A 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ
C．教育活動
担当授業科目（他大学を含む）


































12 治体 石巻市 半島拠点検討会 委員 20170400
地方自治体 仙台市 土地利用審査会 委員 20140000
治体 仙台市 建築審査会 委員 20190400
地方自治体 宮城県 環境影響評価技術審査会 会長 20100000
地方自治体 宮城県 行政評価委員会　大規模事業評価部 委員 20140000
国・政府 東北地方整備局　北上川下流河川事務所 旧北上川かわまちづくり検討会市民検討部会 アドバイザー 20120000
国・政府 東北地方整備局・岩手県・陸前高田市 高田松原津波復興祈念公園 景観検討調整会議 委員 20170400
国・政府 東北地方整備局　北上川下流河川事務所 旧北上川かわまちづくり検討会 委員 20120000
国・政府 東北地方整備局　北上川下流河川事務所 旧北上川かわまちづくり検討会ワーキンググループ 委員 20120000
国・政府 東北地方整備局 道路計画研究会 座長 20080401
国・政府 東北地方整備局　山形河川国道事務所 最上川水系流域委員会専門小委員会 委員 20100401
開始年月日
国・政府 環境省 「まち・暮らし創生」FS委託業務（審査委員会） 委員 20190401
石巻市 日本 200
自治体・民間等での委員




































































































地域システム学セミナー 東北大学大学院 工学研究科 土木工学専攻 通年
都市景観論 東北大学大学院 工学研究科 土木工学専攻 前期
都市システム計画研修B 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 4 8セメ
都市システム計画研修A 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 4 7セメ
30
都市システム計画演習Ⅱ 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 4 7セメ 30
景観デザイン演習 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 4セメ
1
環境学序説 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 1
環境工学序説 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 1 1セメ
土木史 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 7.5
45
都市と交通のシステム 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 2
基礎設計A 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ
C．教育活動
担当授業科目（他大学を含む）

































12 石巻 半島拠点検討 委員 20170400
仙台市 土地利用審査会 委員 20140000
仙台市 建築審査会 委員 20190400
地方自治体 宮城県 環境影響評価技術審査会 会長 20100000
地方自治体 宮城県 行政評価委員会　大規模事業評価部会 委員 20140000
国・政府 東北地方整備局　北上川下流河川事務所 旧北上川かわまちづくり検討会市民検討部会 アドバイザー 20120000
国・政府 東北地方整備局・岩手県・陸前高田市 高田松原津波復興祈念公園 景観検討調整会議 委員 20170400
国・政府 東北地方整備局　北上川下流河川事務所 旧北上川かわまちづくり検討会 委員 20120000
国・政府 東北地方整備局　北上川下流河川事務所 旧北上川かわまちづくり検討会ワーキンググループ 委員 20120000
・ 府 東北地方整備局 道路計画研究会 座長 20080401
国・政府 東北地方整備局　山形河川国道事務所 最上川水系流域委員会専門小委員会 委員 20100401
開始年月日








































































































地域 ステム学セミナー 東北大学大学院 工学研究科 土木 専攻 通年
景観論 東北大学大学院 工学研究科 土木 専攻 前期
都市システム計画研修B 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 4 8セメ
都市システム計画研修A 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 4 7セメ
30
都市システム計画演習Ⅱ 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 4 7セメ 30
景観デザイン演習 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 4セメ
1
環境学序説 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 1
環境工学序説 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 1 1セメ
土木史 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 7.5
45
都市と交通のシステム 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ 2
基礎設計A 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 2 3セメ
C．教育活動
担当授業科目（他大学を含む）






































東京海洋大学　他 岡安 章夫 教授 他 20210330 共同研究 web 企画 20
東京海洋大学　他 岡安 章夫 教授 他 20201221 共同研究 web
企画 20
東京海洋大学　他 岡安 章夫 教授 他 20200914 共同研究 web 企画 20
東京海洋大学　他 岡安 章夫 教授 他 20200804 共同研究 web
企画 7
北海道大学　他 高橋 浩晃 教授 他 20210224 共同研究 web 企画 15
北海道大学　他 高橋 浩晃 教授 他 20201110 共同研究 女川町役場他 女川
千葉大学 他 秋田 典子 教授 他 20200827 共同研究 web 企画 5
千葉大学 他 秋田 典子 教授 他 20210201 共同研究 web 企画 5
合計











民間・NPO 石巻まちなか創成協議会 委員 20110000
民間・NPO エンジニア・アーキテクト協会 東北支部 支部長 20100000
地方自治体 平泉町 重要公共施設デザイン会議 会長 20060000
地方自治体 平泉町 おくのほそ道の風景地保存活用計画策定委員会 副委員長 20150400
地方自治体 平泉町 平泉町社会教育施設整備・運営事業者選定委員会 委員長 20171018
地方自治体 平泉町 平泉町空家等対策協議会 副会長 20171018
地方自治体 南三陸町 南三陸町道の駅整備推進協議会 委員 20160000
地方自治体 平泉町 景観形成審議会 委員 20060000
地方自治体 女川町 復興まちづくりデザイン会議川まちづくり検討部会 委員 20140000
地方自治体 女川町 女川町立保育所設計業務プロポーザル評価委員会 委員長 20140000
地方自治体 女川町 復興まちづくりデザイン会議シンボル空間検討部会 委員 20130000
地方自治体 女川町 復興まちづくりデザイン会議清水公園検討部会 委員 20140000
地方自治体 女川町 復興まちづくりデザイン会議 委員長 20130000
地方自治体 女川町 復興まちづくりデザイン会議高台検討部会 委員 20130000
地方自治体 名取市 閖上ベイエリア協議会 委員 20200000
地方自治体 陸前高田市 景観審議会 会長 20180000
地方自治体 石巻市 新蛇田南第二地区被災市街地復興土地区画整理審議会 会長 20130000
地方自治体 名取市 かわまち保全活用会議 アドバイザー 20200000
地方自治体 石巻市 名称検討委員会 委員 20170400
地方自治体 石巻市 新蛇田南地区被災市街地復興土地区画整理審議会 会長 20130000

































東京海洋大学　他 岡安 章夫 教授 他 20210330 共同研究 web 企画 20
東京海洋大学　他 岡安 章夫 教授 他 20201221 共同研究 web
企画 20
東京海洋大学　他 岡安 章夫 教授 他 20200914 共同研究 web 企画 20
東京海洋大学　他 岡安 章夫 教授 他 20200804 共同研究 web
企画 7
北海道大学　他 高橋 浩晃 教授 他 20210224 共同研究 web 企画 15
北海道大学　他 高橋 浩晃 教授 他 20201110 共同研究 女川町役場他 女川
千葉大学　他 秋田 典子 教授 他 20200827 共同研究 web 企画 5
千葉大学　他 秋田 典子 教授 他 20210201 共同研究 web 企画 5











民間・NPO 石巻まちなか創成協議会 委員 20110000
民間・NPO エンジニア・アーキテクト協会 東北支部 支部長 20100000
地方自治体 平泉町 重要公共施設デザイン会議 会長 20060000
地方自治体 平泉町 おくのほそ道の風景地保存活用計画策定委員会 副委員長 20150400
地方自治体 平泉町 平泉町社会教育施設整備・運営事業者選定委員会 委員長 20171018
地方自治体 平泉町 平泉町空家等対策協議会 副会長 20171018
自治体 南三陸町 南三陸町道の駅整備推進協議会 委員 20160000
自治体 平泉 景観形成審議会 委員 20060000
自治体 女川町 復興まちづくりデザイン会議川まちづくり検討部会 委員 20140000
自治体 女川町 女川町立保育所設計業務プロポーザル評価委員会 委員長 20140000
地方自治体 女川町 復興まちづくりデザイン会議シンボル空間検討部会 委員 20130000
地方自治体 女川町 復興まちづくりデザイン会議清水公園検討部会 委員 20140000
地方自治体 女川町 復興まちづくりデザイン会議 委員長 20130000
地方自治体 女川町 復興まちづくりデザイン会議高台検討部会 委員 20130000
地方自治体 名取市 閖上ベイエリア協議会 委員 20200000
地方自治体 陸前高田市 景観審議会 会長 20180000
自治体 石巻市 新蛇田南第二地区被災市街地復興土地区画整理審議会 会長 20130000
地方自治体 名取市 かわまち保全活用会議 アドバイザー 20200000
地方自治体 石巻市 名称検討委員会 委員 20170400
自治体 石巻市 新蛇田南地区被災市街地復興土地区画整理審議会 会長 20130000
地方自治体 石巻市 中瀬公園検討会 委員 20170400
326 327
情報管理 ・ 社会連携部門　平野 勝也
月 月 月



























英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
Sustainable Community Development for Disaster 
Resilience Using the Fukuzumi-Machi Method and 
Human Resources Development for Disaster Risk 
Reduction
Takeshi Sato, Aiko Sakurai, Yuki 




























単著 2 筆頭共著 0 その他の
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2014 現在 災害情報の伝達と住民行動に関する研究 国内
2017 現在 災害文化の形成・継承・変質過程に関する社会学的研究 国内
2012 現在 被災地における復興と生活再建に関する研究 国内





















日本災害復興学会 学術推進員会 委員 20210300




学会名 1 2 3 4
2017 2017 茨城大学
5 6 7 8
非常勤講師
2017 2018 兵庫教育大学 非常勤講師
2016 2017 兵庫教育大学 非常勤講師
2017 現在 東北大学　災害科学国際研究所 助教
2015 2015 東京理科大学 非常勤講師
2015 2016 兵庫教育大学 非常勤講師
2014 2017 東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター 特任助教
2015 2015 山形大学 非常勤講師
2011 2014 北海道大学　大学院　理学研究院　附属地震火山研究観測センター 助教
2014 2015 北海道大学　大学院　理学研究院　附属地震火山研究観測センター 招へい教員
2007 2008 北海道大学大学院文学研究科 リサーチアシスタント
2010 2011 公益財団法人　ひょうご震災記念21世紀研究機構　人と防災未来センター 研究員






北海道大学大学院 文学研究科 2011 博士（文学）










































英語 共著 国内 はい 学術雑誌 有 いいえ
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Human Resources Development for Disaster Risk 
Reduction
Takeshi Sato, Aiko Sakurai, Yuki 
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2014 現在 災害情報の伝達と住民行動に関する研究 国内
2017 現在 災害文化の形成・継承・変質過程に関する社会学的研究 国内
2012 現在 被災地における復興と生活再建に関する研究 国内




















日本災害復興学会 学術推進員会 委員 20210300




学会名　1 2 3 4
17 2017 茨城大学
5 6 7 8
非常勤講師
17 2018 兵庫教育大学 非常勤講師
2016 2017 兵庫教育大学 非常勤講師
2017 現在 東北大学　災害科学国際研究所 助教
2015 2015 東京理科大学 非常勤講師
2015 2016 兵庫教育大学 非常勤講師
2014 2017 東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター 特任助教
2015 2015 山形大学 非常勤講師
2011 2014 北海道大学　大学院　理学研究院　附属地震火山研究観測センター 助教
2014 2015 北海道大学　大学院　理学研究院　附属地震火山研究観測センター 招へい教員
2007 2008 北海道大学大学院文学研究科 リサーチアシスタント
2010 2011 公益財団法人　ひょうご震災記念21世紀研究機構　人と防災未来センター 研究員






北海道大学大学院 文学研究科 2011 博士（文学）
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2014 現在 災害情報の伝達と住民行動に関する研究 国内
2017 現在 災害文化の形成・継承・変質過程に関する社会学的研究 国内
2012 現在 被災地における復興と生活再建に関する研究 国内
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2015 2016 兵庫教育大学 非常勤講師
2014 2017 東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター 特任助教
2015 2015 山形大学 非常勤講師
2011 2014 北海道大学　大学院　理学研究院　附属地震火山研究観測センター 助教
2014 2015 北海道大学　大学院　理学研究院　附属地震火山研究観測センター 招へい教員
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北海道大学大学院 文学研究科 2011 博士（文学）
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5 6 7 8
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共著
3 合計 4
日本語 単著 なし いいえ その他 35 38 202012



















英語 共著 国内 はい 学術雑誌 931 942 20201201
日本語 共著 国内 いいえ その他 無 いいえ
有 いいえ
Sustainable Community Development for Disaster 
Resilience and Human Resources Development for 
Disaster Risk Reduction - Growth and Community 
Contribution of the Katahira Children’s Board for 
Community Development -
Takeshi Sato, Aiko Sakurai, Yuki 
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英語 はい 学術雑誌 931 942 20201201
日本語 共著 国内 いいえ その他 無 いいえ
有
Sustainable Community Development for Disaster 
Resilience and Human Resources Development for 
Disaster Risk Reduction - Growth and Community 
Contribution of the Katahira Children’s Board for 
Community Development -
Takeshi Sato, Aiko Sakurai, Yuki 
Sadaike, Risa Yanagiya, and 
Hitoshi Konno
JDR 7
202006L ca W kiを活用した地域版防災教育サイトの作成　そ
の2 2019年台風19号時の仙台市福住町の防災行動
草苅 敏夫 , 森 太郎 , 定池 祐季 , 
佐藤 健
328 329






































20210224 共同研究 白糠町役場 白糠町 その他
合計
交流機関名称 交流者 交流年月日 交流目的 会場名
地方自治体 北海道厚真町 厚真町心のサポート・防災学習推進協議会 委員 20191100
その他、他機関等との交流実績（国内に限る）
国・政府 水産庁 水産政策審議会 委員 20190700
地方自治体 北海道厚真町 まちづくり委員会 アドバイザー 20190800
民間・NPO 厚真町社会福祉協議会 スーパーバイザー 20181101
地方自治体 北海道厚真町 厚真町地域防災アドバイザー 20190401
国・政府 国土交通省 水防活動活性化調査会 委員 20180300
地方自治体 徳島県 復興指針検討委員会 委員 20180901
開始年月日
国・政府 北海道開発局 石狩川流域委員会 委員 20170500
オンライン 日本 30
自治体・民間等での委員

































オンライン オンライン 日本 60











































小中高との連携 上小防災の日 授業 20200904 20200904 「避難所でできることを考えよう」他 小中高







































国内 福住町内会 第2回　福住町町内会防災まちあるき 20201018 20201018 福住町集会所 仙台市 日本




2回緊急勉強会 20200822 20200822 オンライン 福島市 日本
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合計
交流機関名称 交流者 交流年月日 交流目的 会場名
地方自治体 北海道厚真町 厚真町心のサポート・防災学習推進協議会 委員 20191100
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国・政府 水産庁 水産政策審議会 委員 20190700
地方自治体 北海道厚真町 まちづくり委員会 アドバイザー 20190800
民間・NPO 厚真町社会福祉協議会 スーパーバイザー 20181101
地方自治体 北海道厚真町 厚真町地域防災アドバイザー 20190401
国・政府 国土交通省 水防活動活性化調査会 委員 20180300
地方自治体 徳島県 復興指針検討委員会 委員 20180901
開始年月日
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小中高との連携 上小防災の日 授業 20200904 20200904 「避難所でできることを考えよう」他 小中高







































国内 福住町内会 第2回　福住町町内会防災まちあるき 20201018 20201018 福住町集会所 仙台市 日本




2回緊急勉強会 20200822 20200822 オンライン 福島市 日本




























情報管理 ・ 社会連携部門　定池 祐季
月 月 月










































2003 2004 国連国際防災戦略事務局本部（スイス・ジュネーブ） プログラム・オフィサー
2004 2007 国連国際防災戦略事務局早期警戒事務所（ドイツ・ボン） 所長補
終了年
1997 2000 米国ケントステイト大学 非常勤講師
2002 2003 世界気象機関（スイス・ジュネーブ）世界気象観測部 アソシエート・エキスパート
2012 現在 東北大学災害科学国際研究所　情報管理・社会連携部門　社会連携オフィス 教授
2014 2016 京都大学防災研究所　水資源環境センター 客員教授
2007 2009 国連国際防災戦略事務局本部（スイス・ジュネーブ）防災科学技術担当 プログラム・オフィサー
2009 2012 国連アジア太平洋経済社会委員会本部（タイ・バンコク） 防災課・課長




学会名　1 2 3 4
日本学術会議 土木工学・建築学委員会IRDR分科会 特任連携会員 20130628
日本地理学会 交流専門委員会 委員長 20130401
学会名 委員会名 役職名 役職開始年月日
日本学術会議 国際委員会防災・減災に関する国際研究のための東京会議分科会 特任連携会員 20140423







2020世界災害語り継ぎフォーラム 2020世界災害語り継ぎフォーラム実行委員会 委員 20180530
部局名 委員会名 役職 開始年月日












理学部・理学研究室 変動地球共生学卓越大学院プログラム 運営委員 20180000
B．研究活動
2002 2012 国連で国際防災政策立案に従事、早期警報システムや科学技術の政策への統合システムの構築など 国外
2012 現在 災害科学国際研究所の実践的防災学の知見を国際防災政策に反映させるための研究 両方
所外
連携開始年 終了年
1994 2001 米国、バングラデッシュ、日本の竜巻災害の研究 両方
2020 現在 仙台防災枠組を含んだ国際開発アジェンダの進捗状況を研究し、2030年に向けた有効な提言を行う研究 両方
2012 現在 バングラデッシュの竜巻等の突風災害の軽減に関する研究 国外
2015 現在 各国でエビデンスに基づいた防災政策立案の支援をすべく国連開発計画（UNDP）と共同で構築した災害統計グローバルセンターの活動 両方
330 331
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10 42016 現在 住宅復興の起きるNGO役割 国外
2014 現在 台風ハイヤンの復興　（フィリピン） 国外
2015 現在 住宅復興と教育復刻の連携；国際比較的研究　（フイリピン、インドネシア） 国外
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2011 現在 東日本大震災後の復興計画と高台移転や土地利用 国外
2012 現在 自然災害の復興に関する土地利用や移転の国際比較研究 国外
所外
連携開始年 終了年
2011 現在 東日本大震災後の木造仮設住宅 国内
研究活動の概要
International comparisons of pre-disaster community resilience and recovery planning, and housing recovery and land use after mega disasters in the United States and Japan, was a main focus of my research this year. 
This included related international research collaborations and published research results. Other international research investigations continued collaborative research with international counterparts in Taiwan, Indonesia, 
and the U.S.  Research in Japan continued to follow the recovery process after the GEJE, with a focus on housing recovery and residential displacement, with several contributions to international and Japanese conferences 
and publications. Overall, research this year continued to focus on themes of post disaster housing recovery and relocation, and the role of NGOs and governments in housing provision, including continued research funded 
by a JSPS Kaken Grant in Aid (Kiban C), which builds on past research on the roles of NGOs in housing recovery in Philippines and the U.S., to explore a similar topic of NGOs' role in housing recovery in Palu after the 
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In the past year, I coordinated, organized and participated in various events, including public symposiums and research meetings. Through these events, various information was shared about disaster mitigation and 
recovery, from experiences in Japan and other countries. I had many occasions to exchange information about Japan and Tohoku recovery with international audiences and colleagues through various public and academic 
events and lectures, especially on the occasion of the 10 year anniversary of the Great East Japan Earthquake. In addition, I was engaged in many activities focusing on building stronger connections between researchers 
from inside and outside Japan with IRIDeS.
Comparative Culture 一橋大学 全学 1セメ
1
Architecture Studio (ARCDR3) ワシントン大学 College of Built Environment 建築物・都市計画 後期 8
Architecture Doctoral Seminar Chiang Mai University Architecture Dept 建築物 1セメ
1
災害研全学教育科目「災害の科学」 東北大学 全学 1セメ 1
Architecture Studio (ARCDR3) UCLA 建築物 建築物 1セメ
1
災害国際協力セミナー 東北大学 医療 1セメ 2
自然災害科学の基礎と防災への適用 東北大学 工学部 3 1セメ
This year I taught and organized multiple lectures and classes, including within Tohoku University and at other universities in Japan and in other countries. At Tohoku University, I gave one lecture for students in the 
JYPE program, and one lecture in the disaster science  course. In addition, I coordinated a one-day seminar and lectured as part of the GP professional development class for medical practitioners offered in collaboration 
with Tohoku University Faculty of Medicine and IRIDeS. In additional to guest lectures in other universities in Japan (Hitotsubashi University) and abroad (Chiang Mai University, Thailand), I was also involved in various 
activates related to architecture studio courses as part of the ArcDR3 collaboration. This included a lecture for the ArcDR3 studio at UCLA, and being a guest instructor for the ArcDR3 studio at the University of 
Washington in Seattle, from Jan 2021-March 2021.
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2019 現在 リアルタイム高潮高波浸水予測システムの開発に関する研究 国内
2016 現在 津波による建物群の破壊過程を考慮した実用的な津波氾濫モデルに関する研究 国内
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metabarcoding derives indices for environmental
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考慮した津波被害関数
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終了年
1980 1982 （株）関西総合電子計算センター　総務部 社員
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2017 現在 減災社会を促進する女性の役割に関する研究 両方
2019 現在 防災活動に従事する集団をシティズンサイエンティストとして定義する研究 国内
2012 現在 減災社会構築を促進する意識啓発教育の効果的な手法に関する研究 両方
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2014 現在 災害研究の広報・社会発信について 両方
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りよく る ワ クショップに関するペーパーを執筆し、かつ、IRIDeSおよび京都大学研究者と協働でオンライ で実際にワークショップをマルチステークホルダー対象に実施した。スペイン・インフルエン
ザ文理連携勉強会のモデレーターとして毎月1回勉強会を開催した。
研究課題
分野 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4 専門分野 5
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不確実性を伴う災害リ と コミュニケーションをテーマに、「南海トラフ地震の事前情報発表時における組織の対応計画作成支援パッケージの開発」プロジェクトに前年度に引き続 参加し、臨時情報によ
り く対応す ための ーク ョッ るペーパーを執筆し、かつ、IRIDeSおよび京都大学研究者と協働でオンラインで実際にワークショップをマルチステークホルダー対象に実施した。スペイン・インフルエン
レ タ として 月1回勉強会を開催した。
研究課題
専門 1 専門分野 2 専門分野 3 専門分野 4 専門分野 5




2004 2004 国際移住機関ジュネーブ本部　移住問題総合政策局 インターン
特任准教授
2005 2008 在ホノルル日本国総領事館 広報文化班 外務省専門調査員


























1 行政 IRIDeS オンライン 仙台 日本セミナー 南海トラフ地震臨時情報

































































1 14 20210300 中鉢奈津子（主著者） 共著 なし日本語
・英語
東北大学災害科学国際研究所ニュースレター



































1 行政 IRIDeS オンライン 仙台 日本セミナー 南海トラフ地震臨時情報






























































1 14 20210300 中鉢奈津子（主著者） 共著 なし日本
・英語
東北大学災害科学国際研究所ニュースレター






























































6 科目はカリキュラムの連続性を維持する観点から、心理学、教育学を 2 科目（人間・社会対応研究部門：邑本俊亮教
授）、歴史学を 1 科目（人間・社会対応研究部門：佐藤大介准教授）、そして BCP を 1 科目（人間・社会対応研究部門：
丸谷浩明教授）提供し、残る 2 科目は本研究所の教育目標に従う講義科目を開講した。 
 東日本大震災被災地の中心に存在する東北大学では、自然災害の基本的なメカニズムと対応の考え方について、す
べての学生が基本的な知識と自ら考える能力を持つことが望まれる。この目的を達成するため、カレントトピックス科目と
して「災害の科学」を開講し、「災害の科学－災害の発生と波及－」、「災害の科学－災害対応－」の 2 科目を提供した。  
3. 学生の支援と研究指導
東北大学学生生活支援審議会は毎年 4 回を目標として FD を開催している。2020 年度は新型コロナウイルス感染拡
大の影響で開催回数は 3 回であった。本研究所からは教務委員会のメンバーと若手教員が中心となってこれら FD に出
席した。
第 1 回 新型コロナウイルス影響下での東北大学における学生支援  
第 2 回 本学におけるハラスメント防止体制および実際の相談への対応について 
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博士論文指導（主査・副査）： 35 件 
修士論文指導（主査・副査）： 83 件 
卒業論文指導： 57 件 
博士学位取得（学内・学外）： 52 件 














○ IRIDeS NEWs 2021 印刷版（2021年3月発行）日本語・英語
2020年度も、IRIDeS NEWsを日・英両語、印刷版・ウェブ版で発出した。
基 本 方 針 は引 き続 き「 災 害 研 ならではの情 報 かつ社 会 が求 める内 容 を、 











・活動紹介 -DMAT としてドライブスルーPCR 検査に従事















第６７回『新任教員が携わる災害科学研究①』 2020 年 5 月 15 日（金）16 時 30 分～18 時 05 分 オンライン会議場 
1. 司会・進行より趣旨および Web 開催上の留意点のご説明
2. 3.11 後の負の遺産と防災観光。ドイツの視点から見えてくるもの。
ゲルスタ ユリア（情報管理・社会連携部門 災害アーカイブ研究分野）





2020 年 7 月 18 日（土）9 時 00 分～16 時 10 分 オンライン会議場 
共同研究 口頭発表 （午前の部） セッション A：ホール A 
1. 被災した紙媒体資料を対象とした安定的な保全技術活用の検討
研究代表者 天野 真志（国立歴史民俗博物館 研究部）
2. 川崎臨海部における災害デジタルツインによる次世代防災システムの検討




研究代表者 高橋 智幸（関西大学 社会安全学部）
5. 災害研の設備を活用した古津波履歴・規模評価の高精度化
研究代表者 菅原 大助（ふじのくに地球環境史ミュージアム 学芸課）
6. 津波統合モデルを用いた津波による地形変化の確率的評価手法の構築
研究代表者 有川 太郎（中央大学 理工学部）
7. 蔵王・御釜における水・熱・化学物質収支から見た地下水流動系の解明
研究代表者 知北 和久（北海道大学 北極域研究センター）
8. 東日本太平洋側に冷夏をもたらす気候場の長期復元に向けた基礎研究
研究代表者 市野 美夏（情報・システム研究機構 データサイエンス共同利用基盤施設人文オープンデータ
共同利用センター）
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共同研究 口頭発表 （午後の部） セッション A：ホール A
9. 火山地域で生じる地震動による斜面崩壊の規模予測に関する比較研究
研究代表者 奥野 充（福岡大学 理学部）
10. X-GIS による三陸沖北部地震の津波に対する八戸市のレジリエンスデザイン分析
研究代表者 高瀬 慎介（八戸工業大学 工学部 土木建築工学科）
11. 被災地間連携による歴史・災害資料の保存・活用技術の比較検討と共有
研究代表者 奥村 弘（神戸大学 大学院人文学研究科）
12. 保健師の防災対策ガイドラインの有効性に関する考察～「みちのく震録伝」とフィールドワークを組み合わせた
日タイの情報学的地域間比較研究～
研究代表者 松田 正己（東京家政学院大学 人間栄養学科）
13. 利活用を踏まえた震災アーカイブの自立的運用モデルに関する研究
研究代表者 廣内 大助（信州大学 学術研究院教育学系）
14. 地域での活用を前提とした災害アーカイブの開発と活用プラットフォームの構築
研究代表者 小山 真紀（岐阜大学 流域圏科学研究センター）
15. 東日本大震災における災害対応に関する災害アーカイブスの社会実装方法に関する研究
研究代表者 田中 聡（常葉大学 大学院環境防災研究科）
16. 自然災害伝承碑アーカイブの構築
研究代表者 上椙 英之（国文学研究資料館 古典籍共同研究事業センター）
共同研究 口頭発表 （午前の部） セッション B：ホール B 
1. 原子力災害における次世代への放射線防護に関する防災教育の在り方
研究代表者 大葉 隆（福島県立医科大学 医学部 放射線健康管理学講座）
2. 放射線災害で想定される慢性放射線被ばくストレスの定量
研究代表者 盛武 敬（産業医科大学 産業生体科学研究所）
3. 原子力災害によりサクラ樹皮に付着した含放射性セシウム粒子による被ばくリスク研究




研究代表者 寅屋敷 哲也（ひょうご震災記念 21 世紀研究機構 人と防災未来センター）
6. 多次元統合可視化システムを用いた防災教育効果の検証－短期大学幼児教育科における正統的周辺参加論
を基調とした学習を中心に－




研究代表者 桜井 愛子（東洋英和女学院大学 国際社会学部）
共同研究 口頭発表 （午後の部） セッション B：ホール B 
9. 「防災ミニマム・エッセンシャルズ研修」確率にむけた国際共同研究：東京・台北における私立校教職員への調査
研究代表者 坪内 暁子（順天堂大学 大学院医学研究科 研究基盤センター）
10. 地域住民によるワークショップを通した災害情報のアーカイブ化を行う防災教育プログラムの開発




研究代表者 立木 茂雄（同志社大学 社会学部）
12. 防災教育教材・郷土災害資料と災害教育実践事例の収集・分析
研究代表者 西山 昭仁（東京大学地震研究所 地震予知研究センター）
13. 被災地の学校における心のケアと防災教育の融合プログラムの有効性と課題 -東日本大震災と北海道胆振東部
地震被災地での実践から
研究代表者 冨永 良喜（兵庫県立大学 大学院 減災復興政策研究科）
14. 東日本大震災と熊本地震の比較分析による精神科病棟における災害時感染症対策の実態に関する研究



















第６９回『被災地のバトン・支援のリレー ～令和元年東日本台風から 1 年～』  
2020 年 10 月 2 日（金）16 時 30 分～18 時 15 分 オンライン会議場 
1. 司会・進行より Web 開催上の留意点の説明と趣旨説明
2. 多様性のある災害ボランティアセンターのあり方について
北村育美氏（福島大学うつくしまふくしま未来支援センター 客員研究員）
3. 災害に対する地元まちづくり NPO としての関わり
八巻真由氏（一般社団法人 YOMOYAMA COMPANY 代表理事）
4. 様々な被災地同士での「バトン」の受け渡し・「リレー」の展開について




第７０回『新任教員が携わる災害科学研究②』 2020 年 11 月 20 日（金）16 時 30 分～18 時 10 分 オンライン会議場 





































配信日 媒体 配信社 タイトル 掲載教員 分類
1 2020/4/3 新聞（全国紙） 読売新聞社 震災9年：遺構　維持費に課題　風化や大規模修繕　懸念　国の支援なし 佐藤翔輔 報道・コメント
2 2020/4/4 新聞（地方紙） 河北新報社 座標：減災力で乗り越えよう－新型コロナ 保田真理 執筆
3 2020/4/4 ラジオ Tokyo FM 防災FRONT LINE：新生活・引っ越しシーズンに再確認！ 地震から“命を守る”家具
の配置、必ず備えて置くべき物
今村文彦 出演
4 2020/4/5 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：大学の防災への取り組み（APRU） 泉貴子 出演
5 2020/4/6 テレビ NHK ニュース：大槌町 東北大災害研と研究協定 災害科学国際研究所 報道・コメント
6 2020/4/8 新聞（地方紙） 毎日新聞社 ＜東日本大震災＞防災教育などで協定 大槌町と東北大災害研／岩手 災害科学国際研究所 報道・コメント
7 2020/4/9 テレビ 岩手放送（他1社） ニュース：震災記録誌を活用 岩手・大槌町と東北大が津波防災で連携協定 災害科学国際研究所 報道・コメント
9 2020/4/10 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 東北大研究所と大槌町が協定 震災研究と防災で 災害科学国際研究所 報道・コメント
10 2020/4/11 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 ＜歩み＞県まちづくり案 活用－震災直後に作成 岩田司 報道・コメント
11 2020/4/12 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：気候変動の防災への影響について 泉貴子 出演
12 2020/4/13 新聞（その他） 建設通信新聞 東北大 国際教育拠点に分校 廃炉、災害科学など6分野研究 福島浜通り地域復興
に貢献
災害科学国際研究所 報道・コメント
13 2020/4/13 ラジオ NHKラジオ第一（仙台） ゴジだっちゃ！：「防災研究最前線」町内会の防災力とは 佐藤健 出演
14 2020/4/14 新聞（全国紙） 朝日新聞社 史料を大切にする社会へ 広がる文化財レスキュー 蝦名裕一、川内淳史 報道・コメント
15 2020/4/15 テレビ NHK・静岡放送局 防災ボイス：エコノミークラス症候群に注意！編（通年放送配信） 定池祐季 出演
16 2020/4/16 テレビ NHK・静岡放送局 防災ボイス：寒さ対策が命を守る 編（通年放送配信） 定池祐季 出演
17 2020/4/17 テレビ 仙台放送（他1社）
Live News it!：＜新型コロナ＞避難所に行くべき？家にいるべき？今、災害が起きた
ら 災害とウイルスから身を守るために何が必要か？ 佐藤健 報道・コメント
19 2020/4/19 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：仙台防災枠組と気候変動 泉貴子 出演
20 2020/4/20 新聞（その他） 共同通信社（他5社） ＜新型コロナ＞3.11伝承ピンチ 語り部キャンセル続々 福島・富岡の団体、DVD作
成
佐藤翔輔 報道・コメント
26 2020/4/20 テレビ 東北放送 ＜新型コロナ＞Nスタみやぎ：感染拡大 災害対応は 佐藤翔輔 報道・コメント
27 2020/4/20 新聞（地方紙） 河北新報社（他2社） 新規格「防災ISO：提案へ 東北大災害研、23年発効目指す 災害科学国際研究所、今村文彦 報道・コメント
30 2020/4/21 テレビ 東北放送 ウォッチンみやぎ：＜新型コロナ＞感染拡大 災害対応は 佐藤翔輔 報道・コメント
31 2020/4/21 テレビ ミヤギテレビ News every：北海道・東北沖の巨大地震 宮城県最大15.3メートルの津波想定 今村文彦 報道・コメント
32 2020/4/21 その他 夕刊フジ（他1社） 少なさ際立つ日本の「コロナ死」病床数など関係も…「ドイツや韓国を見習え」論の
不可解
児玉栄一 報道・コメント
34 2020/4/21 テレビ NHK・静岡放送局 防災ボイス：口腔ケアが感染症を防ぐ 編（通年放送配信） 定池祐季 出演
35 2020/4/22 新聞（全国紙） 毎日新聞社 ＜追跡＞日本・千島海溝地震想定33自治体、庁舎浸水 今村文彦 報道・コメント
36 2020/4/22 新聞（地方紙） 河北新報社 日本・千島海溝地震 東北各県想定 津波広範囲に浸水 「迅速な避難対策 重要」 今村文彦 報道・コメント
37 2020/4/23 ラジオ NHKラジオ（大阪） 関西ラジオワイド：防災コラム 新型コロナ感染症流行期間における「避難」と「避難生
活」
佐藤翔輔 報道・コメント
38 2020/4/26 テレビ 仙台放送（他1社）
FNNニュース：＜新型コロナ＞避難所に行くべき？・・・新型コロナ感染拡大の中
“今”災害が起きたらどう行動すべき？問われる災害への備え 佐藤健 報道・コメント
40 2020/4/27 新聞（全国紙） 朝日新聞社 ＜災害大国 いのちを守る＞津波警報、とにかく避難 佐藤翔輔 報道・コメント
41 2020/4/27 テレビ NHK・静岡放送局 防災ボイス：「災害弱者の避難を考える　編」（通年放送配信） 定池祐季 出演
42 2020/4/28 新聞（その他） 建設通信新聞 特集・緊急提言：いのちとくらしをまもる防災・減災 緊急提言 大災害時代を乗り切る
視点（5）「蓄積した災害体験の伝承を」 佐藤翔輔 報道・コメント
43 2020/4/29 テレビ 仙台放送
＜新型コロナ＞FNNニュース：避難所に行くべき？・・・新型コロナ感染拡大の中
“今”災害が起きたらどう行動すべき？問われる災害への備え 佐藤健 報道・コメント
44 2020/4/30 新聞（全国紙） 読売新聞社 読売クォータリー（2020春号）：高まる風水害への不安 伴わない防災意識－防災に
関する世論調査から
佐藤翔輔 報道・コメント
45 2020/5/1 テレビ NHK（東北） ＜台風19号災害＞おはようみやぎ：丸森町の住民7割“自宅にとどまる”「起こりうる危
険性を考えることが重要」
佐藤翔輔 報道・コメント
46 2020/5/2 新聞（地方紙） 河北新報社 座標：世界が協力し命守ろう－緒方貞子さんの教え 保田真理 執筆
47 2020/5/3 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：感染予防のABC 児玉栄一 出演
48 2020/5/5 テレビ 岩手めんこいテレビ（他1社） FNNニュース：なぜ岩手県だけ非公表なのか？津波浸水想定範囲 日本・千島海溝
地震
今村文彦 報道・コメント
50 2020/5/7 新聞（全国紙） 毎日新聞社 経済プレミア：有事だからこそ「ご近所助け合い」地域限定SNS 佐藤翔輔 報道・コメント
51 2020/5/7 ラジオ NHKラジオ第一（仙台） ゴジだっちゃ！：新型コロナウイルス感染症 児玉　栄一 出演
52 2020/5/8 テレビ NHK（東北） 東北ココから：長引く新型コロナ～東北の医療・経済 最新報告～ 児玉栄一 出演
53 2020/5/9 テレビ 仙台放送 FNNニュース：2日連続宮城県内で震度4 「地震活動がやや活発化」 遠田晋次 報道・コメント
54 2020/5/11 ラジオ NHKラジオ第一（仙台） ゴジだっちゃ！：「防災研究最前線」新型コロナと情報－コロナを取り巻く情報の問
題
佐藤翔輔 出演
55 2020/5/14 新聞（地方紙） 河北新報社 東北発防災ISO／被災地から機運を高めよう 災害科学国際研究所 報道・コメント





57 2020/5/17 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：気を緩めずに、感染対策を 児玉栄一 出演
58 2020/5/17 新聞（全国紙） 毎日新聞社 東日本大震災伝承、キャンセル300件「記憶の風化が心配」コロナで滞る活動 佐藤翔輔 報道・コメント
59 2020/5/19 新聞（地方紙） 熊本日日新聞社（他1社） 資料20万点、閲覧伸びず 有効活用促す工夫必要 開設3年、熊本地震デジタル
アーカイブ
柴山明寛 報道・コメント
61 2020/5/19 テレビ 仙台放送（他1社） FNNニュース：2日連続…宮城県内で震度4 専門家「地震活動がやや活発化」 遠田晋次 報道・コメント
63 2020/5/21 その他 夕刊フジ 緊急事態宣言解除30日後に“再流行リスク”専門家「6割程度の接触減を続ける必要
がある」（児玉）
児玉栄一 報道・コメント
64 2020/5/21 その他 Forbes JAPAN（他1社） 設立45日で3億円突破、コロナ基金の発起人医師「決定できない組織は淘汰され 小坂健 報道・コメント
66 2020/5/21 テレビ 毎日放送 ＜新型コロナ＞ミント！：新型コロナウイルス感染症 児玉　栄一 出演
67 2020/5/23 新聞（全国紙） 読売新聞社 ＜新型コロナ＞避難所運営 自治体が知恵 新型コロナ「3密」の状態懸念 柴山明寛 報道・コメント
68 2020/5/24 新聞（全国紙） 毎日新聞社 ＜新型コロナ＞新型コロナで苦境に立たされる東日本大震災の伝承「風化の一途
をたどるばかり」
佐藤翔輔 報道・コメント
69 2020/5/24 新聞（全国紙・英語版） The Mainichi North Japan March 2011 quake activist groups under threat from virus spread: survey 佐藤翔輔 報道・コメント
70 2020/5/24 新聞（全国紙） 毎日新聞社 ＜新型コロナ＞震災伝承　コロナで苦境 ツアーなどキャンセル302件 30団体・個人
アンケ ／宮城 佐藤翔輔 報道・コメント
71 2020/5/25 テレビ 仙台放送（他3社） FNNニュース：学校防災の課題と今後…「地域と連携不足」指摘する声 今村文彦 報道・コメント
75 2020/5/25 テレビ NHK（東北） ニュース：学校の防災対策強化へ有識者会議 今村文彦 報道・コメント
76 2020/5/27 新聞（地方紙） 河北新報社（他3社） 宮城の小中高、水害防災教育6割止まり 東北大災害研調査 災害科学国際研究所、佐藤翔輔 報道・コメント
80 2020/5/29 ウェブ 夕刊フジ（他1社） 東京、北九州“第2波クラスター”で「自粛」逆戻りも！？専門家「解除時より危険度が
上がっている」
児玉栄一 報道・コメント
82 2020/5/29 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 水害の防災教育実施65％ 学校アンケ 東北大「知識不足が課題」 災害科学国際研究所、佐藤翔輔 報道・コメント
83 2020/5/29 新聞（全国紙） 毎日新聞社 ＜新型コロナ＞宮城県、職員の証言記録作成を中断 東日本大震災10年に向け準
備
佐藤翔輔 報道・コメント
84 2020/5/29 新聞（地方紙） 岩手日報 ＜新型コロナ＞震災証言記録が中断 宮城県 コロナでめど立たず 佐藤翔輔 報道・コメント
85 2020/5/29 新聞（地方紙） 京都新聞 ＜新型コロナ＞大震災証言記録 コロナで中断 宮城県 節目10年も「3密」不可避 佐藤翔輔 報道・コメント
86 2020/5/30 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 防災教育：水害想定の防災教育は6割のみ 東北大など調査「専門家と連携必要」 災害科学国際研究所、佐藤翔輔 報道・コメント
87 2020/5/31 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：日本災害情報学会・新型コロナ感染リスクにある中
での避難に関する提言について
佐藤翔輔 出演
88 2020/6/1 新聞（地方紙） 河北新報社 ＜3.11大震災＞どうする？「みやぎ県民防災の日」16市町村、訓練中止や延期 佐藤翔輔 報道・コメント
89 2020/6/1 新聞（地方紙） 河北新報社 ＜3.11大地震＞訓練中止・延期 16市町村／各自治体呼び掛け／県民防災の日／
家庭の備え 点検の機会 佐藤翔輔 報道・コメント
90 2020/6/1 ラジオ 東北放送TBCラジオ 3.11みやぎホットライン：1960年5月発生のチリ地震津波について 今村文彦 出演
91 2020/6/2 新聞（地方紙） 河北新報社 座標：学ぶ権利守る道探ろう－コロナ禍の公教育「諦めずできる道探って」 保田真理 執筆
92 2020/6/2 新聞（その他） 建設通信新聞 水害想定教育は6割 東北大IRIDeSら 宮城県内学校水防災調査 佐藤翔輔 報道・コメント
93 2020/6/3 新聞（地方紙） 河北新報社 震災前後の街の変化一目で　気仙沼・伝承館がリニューアル再開 災害科学国際研究所 報道・コメント
94 2020/6/3 その他 夕刊フジ（他1社） 都内34人感染で「東京アラート」発令 一方大阪は0人…なぜこの差がついた？「自
粛解除で都民は一斉に外出」
児玉栄一 報道・コメント
96 2020/6/3 新聞（地方紙） 北海道新聞 巨大津波どう備える 今村文彦 報道・コメント
97 2020/6/4 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 防災にもISO認証 東北大などが提案 地震計の規格議論 災害科学国際研究所、今村文彦 報道・コメント
98 2020/6/4 新聞（その他） 教育新聞 水害の防災教育、実施校は6割 東北大が宮城県内で調査 災害科学国際研究所、佐藤翔輔 報道・コメント
99 2020/6/5 新聞（全国紙・地方版） 日本経済新聞社 東北の出生率、5件で低下 宮城は全国2番目の低水準 吉田浩 報道・コメント
100 2020/6/7 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：防災ワンポイント情報「第2回世界防災フォーラム」 小野 裕一 出演
101 2020/6/8 新聞（地方紙） 東京新聞 ＜新型コロナ＞新型コロナ禍で東日本大震災の伝承活動に逆風、取材中断、イベ
ント中止、資金難
佐藤翔輔 報道・コメント
102 2020/6/8 ラジオ NHKラジオ第一（福島） こでらんに5：新型コロナウィルスの影響下での避難～事前の備え～ 佐藤翔輔 報道・コメント
103 2020/6/9 テレビ NHK・仙台放送局 仙台市のまちづくり 中間案公表 奥村誠 報道・コメント
104 2020/6/9 テレビ NHK・福島放送局 ＜新型コロナ＞はまなかあいづTODAY：新型コロナウイルスの影響下での避難～
事前の備え～
佐藤翔輔 出演
105 2020/6/10 テレビ NHK・福島放送局 ＜新型コロナ＞はまなかあいづTODAY：新型コロナウイルスの影響下での避難～
非常持ち出し品～
佐藤翔輔 出演
106 2020/6/10 新聞（全国紙） 毎日新聞社 ＜新型コロナ＞記者の目：国家的危機への対応 企業の力もっと活用を 今村文彦 報道・コメント
（４）各種メディアでの紹介（報道・執筆・出演・資料提供など）
362 363
配信日 媒体 配信社 タイトル 掲載教員 分類
107 2020/6/17 テレビ NHK・仙台放送局 おはようみやぎ：水害の防災教育6割にとどまる 佐藤翔輔 報道・コメント
108 2020/6/17 ラジオ NHKラジオ第一（仙台） ＜新型コロナ＞ゴジだっちゃ！：「防災研究最前線」新型コロナで見直そう避難行動 佐藤翔輔 出演
109 2020/6/17 新聞（地方紙） 河北新報社（他1社） 1964年の新潟地震の余震か 昨年の新潟・山形地震 東北大・遠田教授「空白域で
発生」
遠田晋次 報道・コメント
111 2020/6/18 その他 夕刊フジ（他3社） 高い？低い？新型コロナの交代検査結果、東京は「0.1％」 児玉栄一 報道・コメント
115 2020/6/18 テレビ 東北放送（他1社） Ｎスタみやぎ：“謎の飛行物体”専門家「海外から飛来した気象観測装置か」 小野裕一 報道・コメント
117 2020/6/19 ラジオ NHKラジオ第一（福島） ＜新型コロナ＞こでらんに5：新型コロナウィルスの影響下での避難～非常持ち出し
品～
佐藤翔輔 出演
118 2020/6/19 テレビ NHK（東北） てれまさむね：丸森町 台風踏まえた提言書委員会が提出 柴山明寛 報道・コメント
119 2020/6/19 テレビ 仙台放送（他1社） ＜新型コロナ＞Live News it!：今一度、災害への備えを…「大雨警戒レベル」変更点
は？避難場所や方法の再確認を
佐藤翔輔 報道・コメント
121 2020/6/19 テレビ 東日本放送 ニュース：コロナ今後は？専門家「過剰に恐れず予防対策継続を」 小坂健 報道・コメント
122 2020/6/20 新聞（地方紙） 河北新報社（他1社） 避難所増設を検討 宮城・丸森、災害検証委が提言 柴山明寛 報道・コメント
124 2020/6/20 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 災害対策改善を提言 丸森町、台風19号で検証委 柴山明寛 報道・コメント
125 2020/6/20 新聞（地方紙） 三陸新報 防災学習が本格始動 階上中 聞き取り調査の方法学ぶ 佐藤翔輔 報道・コメント
126 2020/6/20 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 台風対応　町役場孤立時　代替拠点を　丸森町に検証委提言書 柴山明寛 報道・コメント
127 2020/6/21 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：防災ワンポイント情報「被災体験を後世にどう繋ぐ 小野 裕一 出演
128 2020/6/26 ラジオ NHKラジオ第一（福島） ＜新型コロナ＞こでらんに5：新型コロナウィルスの影響下での避難～避難所での注
意点～
佐藤翔輔 出演
129 2020/6/28 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 台風教訓、丸森検証委が提言　地区ごとの警戒発令・役場代替拠点／宮城県 柴山明寛 報道・コメント
130 2020/6/29 その他 夕刊フジ（他1社） 東京コロナ封じ込め失敗か「早期解除」がアダ、キャバクラ、メイド喫茶でも感染者 児玉栄一 報道・コメント
132 2020/6/29 テレビ 東日本放送 ニュース：東北大学 台風19号の住民避難行動を調査 佐藤翔輔 報道・コメント
133 2020/6/30 新聞（地方紙） 河北新報社 台風19号の災害対応を教訓に 宮城15市町村の首長ら参加して大郷で迅速避難へ
減災対策協議会
佐藤翔輔 報道・コメント
134 2020/6/30 テレビ ミヤギテレビ OHバンデス：大郷 中粕川地区堤防決壊も死者ゼロ「避難準備段階での避難」専門
家評価
佐藤翔輔 報道・コメント
135 2020/6/30 その他 大学ジャーナル 東北大学が合計特殊出生率を再計算 岩手など4件が過去最低に 吉田浩 報道・コメント
136 2020/7/1 雑誌・機関誌 北海道開発技術センター dec monthly：インタビュー北海道ならではの包摂の形を 定池祐季 その他
137 2020/7/1 雑誌・機関誌 北海道建築指導センター センターリポート：2020年夏号「厚真町支援の現場から」 定池祐季 執筆
138 2020/7/2 その他 日経BP 新・公民連携最前線：第14回パークコーディネーター～新たな公園マネジメントの担
い手～（3） 災害科学国際研究所 その他
139 2020/7/3 その他 夕刊フジ（他1社） 東京で2日連続100人超感染…夜の街に“戒厳令”発令を「強制休業など具体策を」
「増加が止められないレベルに」
児玉栄一 報道・コメント
141 2020/7/4 その他 夕刊フジ 東京感染124人…“医療崩壊”も第2波か「夜の街」で拡大！危ないセダン型タクシー 児玉栄一 報道・コメント
142 2020/7/4 新聞（地方紙） 河北新報社（他1社） 杜の都・仙台の顔「勾当台」リニューアル 市懇話会、将来像策定スタート 姥浦道生 報道・コメント
144 2020/7/6 テレビ 東日本放送（他1社） チャージ：記録的大雨 高齢者施設どう守る？“避難確保計画”宮城で4割未作成 佐藤翔輔 報道・コメント
146 2020/7/6 テレビ ミヤギテレビ 熊本豪雨について 橋本雅和 報道・コメント
147 2020/7/6 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 ［水害に備える］（下）中小河川　監視強化半ば（連載） 佐藤翔輔 報道・コメント
148 2020/7/6 テレビ 毎日放送 ミント！：被災地における新型コロナ対応 児玉　栄一 出演
149 2020/7/7 ラジオ NHKラジオ第一（福島） こでらんに5：新型コロナウィルスの影響下での避難～九州豪雨を受けて～ 佐藤翔輔 出演
150 2020/7/7 テレビ 東日本放送（他1社） チャージ：豪雨 専門家 雨量の予測難しく被害拡大 線状降水帯は宮城でも…備え
を
橋本雅和 報道・コメント
152 2020/7/7 テレビ 仙台放送（他5社）
Live News it!：もし宮城県内で「大雨特別警報」が出たら…自分の命を守るためにで
きること 専門家に聞く 佐藤翔輔 報道・コメント
158 2020/7/7 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 伝える。復興に向けて ゲルスタ・ユリア 報道・コメント
159 2020/7/8 テレビ 東日本放送（他2社） チャージ：急務 支流対象のハザードマップ作成に時間 岐阜・長野に一時大雨特別
警報
橋本雅和、柴山明寛 報道・コメント
162 2020/7/8 テレビ 仙台放送（他1社） Live News it：浸水被害も全員救った高齢者施設「避難確保計画」の重要性とは豪
雨
佐藤翔輔 報道・コメント
164 2020/7/9 その他 夕刊フジ 豪雨災害「その後」も怖い避難所“3密リスク”コロナとの「複合」も警戒…専門家「食中
毒や、大腸菌感染の懸念も」
児玉栄一 報道・コメント
165 2020/7/9 テレビ 岩手めんこいテレビ mitライブニュース：「大雨警戒レベル」命守るために 理解しておこう 佐藤翔輔 報道・コメント
166 2020/7/9 新聞（その他） 建設通信新聞 総合体育館、市民会館、プール／9月下旬までに方針検討／横手市の公共施設再
配置市民検討委
本江正茂 報道・コメント
167 2020/7/10 新聞（地方紙） 河北新報社 東日本大震災10年目 語り部・伝承施設 河北新報社アンケート 世間の関心「低下」7
割
災害科学国際研究所、佐藤翔輔 報道・コメント
168 2020/7/10 新聞（地方紙） 河北新報社 伝承施設の積極利用期待 佐藤翔輔 報道・コメント
169 2020/7/11 雑誌・機関誌 宮城県 NOW IS. Vol.30：CASE 1 SNSとコミュニティ　コロナ時代を乗り越える東日本大震災
の知見
佐藤翔輔 その他
170 2020/7/12 新聞（全国紙） 読売新聞社 「防災ニッポン」風水害（4）災害シナリオ 豪雨で避難勧告ご近所は無事か？ 佐藤翔輔 報道・コメント
171 2020/7/14 テレビ NHK ニュースウォッチ9：豪雨被害の熊本 “過去の経験”超える災害 佐藤翔輔 報道・コメント
172 2020/7/14 テレビ NHK・熊本放送局 クマロク！：球磨川流域 過去の経験が避難の足かせに 佐藤翔輔 報道・コメント
173 2020/7/14 その他 大学ジャーナル 災害時、病院機能を維持するために必須の3要素とは 東北大学が提唱 江川新一、佐々木宏之 報道・コメント
174 2020/7/15 新聞（地方紙） 石巻かほく IoT活用し局地雨量計測 東松島で実証実験 森口周二 報道・コメント
175 2020/7/15 テレビ 九州朝日放送 アサデス：福岡大雨 災害時に注目されるSNS 佐藤翔輔 報道・コメント
176 2020/7/15 その他 夕刊フジ 新型コロナの市中感染、高齢者急増！2週間後に“再自粛”も？専門家「時間差で
重症化…医療破綻しかねない」 児玉栄一 報道・コメント
177 2020/7/16 テレビ NHK・仙台放送局 おはよう宮城：高校生が防災学ぶワークショップ 佐藤翔輔 出演
178 2020/7/16 新聞（全国紙） 読売新聞社 「防災ニッポン」 風水害・共助（2）住民組織　活性化が急務 佐藤翔輔 報道・コメント
179 2020/7/16 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 AIで洪水浸水域を即座に推定 東北大 越村俊一、マス エリック 報道・コメント
180 2020/7/16 新聞（地方紙） 河北新報社 仙台・泉区役所建て替え、実施方針を年内に策定 事業者選定委初会合 増田聡 報道・コメント
181 2020/7/16 ウェブ Yahooニュース 仙台・泉区役所建て替え、実施方針を年内に策定 事業者選定委初会合 増田聡 報道・コメント
182 2020/7/16 新聞（その他） 時事通信社 「新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金」 第4期助成採択結果について 小坂健 報道・コメント
183 2020/7/17 テレビ NHK・仙台放送局 とくばん！てれまさむね：災害から命をどう守る～新型コロナ禍での備えは～（第1
部）
佐藤翔輔 出演
184 2020/7/17 テレビ NHK・仙台放送局 とくばん！てれまさむね：災害から命をどう守る～新型コロナ禍での備えは～（第2
部）
佐藤翔輔 出演
185 2020/7/17 新聞（地方紙） 河北新報社 ＜新型コロナ＞「コロナは社会災害」東北大オンラインセミナーで備えの重要性訴え 今村文彦、丸谷浩明、川内淳史 報道・コメント
186 2020/7/17 その他 QLifePro 東日本大震災後の睡眠障害、リスク因子「60歳以上」「女性」などを特定－東北大 江川新一、佐々木宏之 報道・コメント
187 2020/7/17 テレビ 東日本放送 ニュース：県内の感染状況 感染症の専門家が警鐘「第二波が起きているかも」 小坂健 報道・コメント
188 2020/7/17 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 浸水範囲を高精度推定 東北大が計算手法構築 被害把握、AI使い迅速に 越村俊一、マス エリック 報道・コメント
189 2020/7/19 ウェブ 日刊工業新聞社（他1社） ニュースイッチ：AIでハザードマップを高度化！洪水浸水域を推定し避難に役立て
る
越村俊一、マス エリック 報道・コメント
191 2020/7/19 テレビ テレビ朝日 テレメンタリー2020：「犠牲者0の町 －決壊 大郷の奇跡－」 災害科学国際研究所、佐藤翔輔、
橋本雅和
出演
192 2020/7/20 新聞（その他） 建設通信新聞 AIで洪水浸水域推定／将来被害迅速、高精度に把握／東北大災害科学国際研 越村俊一、マス エリック 報道・コメント
193 2020/7/20 その他 Itmedia 過去の水害データを基にAIで浸水範囲を推定 東北大学の研究グループがアルゴ
リズムを構築
越村俊一、マス エリック 報道・コメント
194 2020/7/20 ウェブ 環境ビジネスオンライン 東北大、未知の水害の浸水域を推定するアルゴリズムを開発 越村俊一、マスエリック 報道・コメント
195 2020/7/21 テレビ 東日本放送 テレメンタリー2020：「犠牲者0の町 －決壊 大郷の奇跡－」 災害科学国際研究所、佐藤翔輔、
橋本雅和
出演
196 2020/7/22 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 東日本大震災：震災復興の知見共有へ ネットでシンポ 東北大、サイト開設 今村文彦、須賀利雄 報道・コメント
197 2020/7/22 その他 気仙沼高等学校 気高SGH通信：震災・防災講演会を実施しました！ 佐藤翔輔 出演
198 2020/7/26 新聞（地方紙） 河北新報社 洪水浸水域をAIで推定 東北大災害研、人工衛星の実測値活用 報道・コメント
199 2020/7/27 新聞（その他） 共同通信社（他21社） コロナうつ、初の厚労省実態調査 1万人規模、8月にもネットで 國井泰人 報道・コメント
221 2020/7/29 テレビ NHK・山形放送局 やままる：浸水被害の大石田町 多くの住民なぜ避難？ 佐藤翔輔 報道・コメント
222 2020/7/29 テレビ テレビ朝日 スーパーJチャンネル：山形・最上川氾濫 特有の原因が 水害が起こりやすい地形？
複数箇所で氾濫 専門家は 橋本雅和 報道・コメント
223 2020/7/29 テレビ NHK ニュース7：人的被害 最小限に 球磨川教訓に迅速対応 佐藤翔輔 報道・コメント
224 2020/7/29 テレビ NHK・山形放送局 ニュース：早めの避難で人的被害最小限に 佐藤翔輔 報道・コメント
225 2020/7/30 新聞（地方紙） 西日本新聞（他1社） SNSで救助要請…自治体で対応に差 デマや埋没、確認に難題残る 佐藤翔輔 報道・コメント
227 2020/7/30 テレビ 東日本放送（他1社） 復興工事で地形変わる 津波の浸水想定区域を改定へ 今村文彦 報道・コメント
229 2020/7/30 テレビ NHK・仙台放送局 津波浸水想定区域の検討会始まる 今村文彦 報道・コメント
230 2020/7/30 テレビ 仙台放送 Live News it!：震災上回る「最大クラスの津波」想定“新たな浸水想定区域”公表へ
＜宮城＞
今村文彦 報道・コメント
231 2020/7/31 新聞（地方紙） 河北新報社（他2社） 宮城県、最大級の津波浸水想定区域を策定へ 今村文彦 報道・コメント




配信日 媒体 配信社 タイトル 掲載教員 分類
235 2020/8/1 新聞（全国紙） 産経新聞（他2社） 災害時に医療どう維持 九州豪雨で被災の施設「業務継続計画」に課題 人手・費用
の壁
佐々木宏之 報道・コメント
238 2020/8/2 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：防災ワンポイント情報　令和2年7月豪雨について 森口周二 出演
239 2020/8/3 新聞（地方紙） 河北新報社（他1社） 災害情報発信で広がるSNS 県内24市町 ツイッター・FB・LINE活用 HPや無線補完 
高齢者含め避難迅速化
佐藤翔輔 報道・コメント
241 2020/8/4 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 大雨1週間 豪雨教訓に人的被害出ず 現場の機転で避難迅速 佐藤翔輔 報道・コメント
242 2020/8/4 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 災害覚知 SNSでいち早く AIがツイート解析…行政や企業で活用の動き 佐藤翔輔 報道・コメント
243 2020/8/4 新聞（その他） 共同通信社 教訓生かし早期避難／山形　最上川氾濫、犠牲者ゼロ 佐藤翔輔 報道・コメント
244 2020/8/4 新聞（地方紙） 神奈川新聞 教訓生かし早期避難／山形　最上川氾濫、犠牲者ゼロ 佐藤翔輔 報道・コメント
245 2020/8/4 テレビ 山形放送 東北大・災害研　水位上昇の要因探る 災害科学国際研究所、橋本雅和 報道・コメント
246 2020/8/4 テレビ NHK・山形放送局 ニュース：専門家が氾濫発生原因を調査 橋本雅和 報道・コメント
247 2020/8/4 テレビ 仙台放送（他1社） Live News it!：いのちを守る 熊本豪雨1カ月 現地取材報告…本格的台風シーズン
へ家庭ごとに備える必要性 マイタイムライン 佐藤翔輔 報道・コメント
249 2020/8/4 新聞（その他） 夕刊フジ コロナは「弱毒化」しているのか？欧米でも死亡率低下 専門家「無症状多く、判別困
難」
児玉栄一 報道・コメント
250 2020/8/5 新聞（地方紙） 河北新報社（他1社） 親子向け防災教室など特別イベント開催 気仙沼・伝承館 森口周二 報道・コメント
252 2020/8/5 新聞（地方紙） 信濃新聞 避難所　大幅な見直し進む 柴山明寛 報道・コメント
253 2020/8/5 新聞（地方紙） 下野新聞 対策見直し進む　豪雨頻発　避難所に変化 柴山明寛 報道・コメント
254 2020/8/5 新聞（地方紙） 岩手日報 避難所に変化　計画見直しも 柴山明寛 報道・コメント
255 2020/8/5 新聞（地方紙） 神奈川新聞 避難所に変化も 柴山明寛 報道・コメント
256 2020/8/5 新聞（地方紙） 長崎新聞 避難計画　各地で見直し 柴山明寛 報道・コメント
257 2020/8/5 新聞（地方紙） 河北新報 県民への説明分かりやすく　行政評価委、県に要求 佐藤 健 報道・コメント
258 2020/8/8 テレビ 仙台放送（他3社） FNNニュース：ペットボトルで「液状化」を再現実験 親子で学ぶ防災教室＜宮城・気
仙沼市＞
森口周二 報道・コメント
262 2020/8/8 新聞（全国紙） 朝日新聞社 浸水700棟でも死者ゼロ 地域絞って避難勧告／早めに水位予測メール 山形・最上
川氾濫
佐藤翔輔、森口周二 報道・コメント
263 2020/8/8 テレビ 仙台放送 FNNニュース：「学校防災」体制構築のための基本方針3項目を提示 県の検討会議
＜宮城＞
今村文彦 報道・コメント
264 2020/8/8 新聞（その他） 夕刊フジ 新型コロナは「全国問題」へ 新規感染者数、東京は頭打ちの兆しも…愛知や大阪、
沖縄では感染加速
児玉栄一 報道・コメント
265 2020/8/10 新聞（その他） 日本物流新聞 今、策定すべきBCP 丸谷浩明 執筆
266 2020/8/12 新聞（地方紙） 石巻かほく 第2次石巻市総合計画審議会「具体的な将来像を」基本構想案に意見 岩田司 報道・コメント
267 2020/8/12 ウェブ SankeiBiz 災害時に診療どう維持 九州豪雨で課題浮き彫り「業務継続計画」 佐々木宏之 報道・コメント
268 2020/8/16 ラジオ FM仙台・Date fm
SUNDAY MORNING WAVE：防災ワンポイント情報　令和元年東日本台風（台風
第19号）の振り返り 森口周二 出演
269 2020/8/18 テレビ 日本テレビ 情報ライブ ミヤネ屋：歯医者で診察を断られた理由「怖いのが…」 小坂健 報道・コメント
270 2020/8/19 その他 QLifePro DNA多型情報からうつ病発症のリスク予測、STMGP法が有用な可能性－東北大ほ
か
富田博秋 その他
271 2020/8/19 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 再生エネ普及、広域送電カギ 電源構成最適化への課題 佐々木大輔 執筆
272 2020/8/19 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 東北大、AIで浸水範囲推定 災害科学国際研究所 報道・コメント
273 2020/8/19 テレビ 東北放送 Nスタみやぎ：亘理町・災害に備え 抜き打ち訓練 見えてきた課題は 佐藤翔輔 出演
274 2020/8/19 テレビ ミヤギテレビ news every：職員の初動対応確認亘理町で“抜き打ち”防災訓練 佐藤翔輔 出演
275 2020/8/20 新聞（地方紙） 河北新報社 亘理町初の抜き打ち防災訓練 初動重要200人動く 佐藤翔輔 報道・コメント
276 2020/8/20 テレビ NHK・山形放送局 やままる：東北大調査チーム豪雨人的被害の軽減理由を調査・分析を報告 災害科学国際研究所、佐藤翔輔 報道・コメント
277 2020/8/21 新聞（地方紙） 河北新報社（他3社） 山形豪雨 氾濫「最上川逆流か」東北大報告 避難行動は評価 災害科学国際研究所、橋本雅和、
佐藤翔輔
報道・コメント
281 2020/8/21 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社（他1社） 宮城・亘理町でゲリラ型地震訓練 切迫した状況、肌で実感 新たな課題、防災計画
改善へ
佐藤翔輔 報道・コメント
283 2020/8/21 新聞（地方紙） 山形新聞（他3社） 支流の木や砂の除去、急務 東北大災害研が県内豪雨の調査報告 災害科学国際研究所、橋本雅和、
佐藤翔輔、森口周二
報道・コメント
287 2020/8/21 新聞（その他） 共同通信社（他3社） 死者・不明者なしに「早めの避難」効果 山形の大雨調査 災害科学国際研究所、佐藤翔輔、
森口周二
報道・コメント
291 2020/8/21 新聞（その他） 夕刊フジ 大阪の「コロナ重症者」ナゼ増える 東京上回る水準 識者は高齢者の「意識や行動
の差」の関連指摘
児玉栄一 報道・コメント
292 2020/8/21 テレビ NHK・山形放送局 豪雨被害の現地調査を報告 橋本雅和 報道・コメント
293 2020/8/21 新聞（地方紙） 京都新聞 早期呼び掛け、山形豪雨で命救う 東北大調査 橋本雅和 報道・コメント
294 2020/8/21 新聞（地方紙） 福井新聞 早期避難呼び掛け死者なかった要因 山形大雨、東北大調査 橋本雅和 報道・コメント
295 2020/8/22 新聞（地方紙） 河北新報社 健康情報やDNAなど6万人超データ新たに提供 東北大メディカル・メガバンク 栗山進一 報道・コメント
296 2020/8/23 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 豪雨被害など分析 東北大災害研調査報告会 災害科学国際研究所、橋本雅和、
森口周二、佐藤翔輔
報道・コメント
297 2020/8/23 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 7月豪雨の避難誘導 自治体など対応適切 東北大が調査報告 災害科学国際研究所、佐藤翔輔 報道・コメント
298 2020/8/23 新聞（地方紙） 北海道新聞 ＜胆振東部地震から2年＞復興支援 薄れる関心＊地場産品、ふるさと納税の人気
源＊専門家「再注目される工夫を」
佐藤翔輔 報道・コメント
299 2020/8/24 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 東北大・東大・富士通、川崎臨海部で新型コロナウイルス禍での避難所運営の実証
実験を実施
災害科学国際研究所 その他
300 2020/8/24 新聞（全国紙） 朝日新聞社（他7社）
東北大学災害科学国際研究所・東京大学地震研究所・富士通・川崎市、AIを活用
し3密リスクを低減する新型コロナウイルス禍での避難所運営の実証実験を実施 災害科学国際研究所 その他
308 2020/8/24 ウェブ クラウドwatch コロナ禍での自然災害を想定した避難所運営の実証実験、富士通などが川崎市に
て実施
災害科学国際研究所 その他
309 2020/8/27 ウェブ 日経ビジネス 30年間7万人調査「親子3代健康情報」でバイオ宝探し 栗山進一 報道・コメント
310 2020/8/27 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 水害含む防災教育、実施校は6割程度 県内小中高など調査 災害科学国際研究所、佐藤翔輔 報道・コメント
311 2020/8/27 新聞（全国紙・地方版） 日本経済新聞、他多数 東北大、自閉スペクトラム症が異種の疾患の集合体である可能性を発見 栗山進一 報道・コメント
312 2020/8/29 新聞（地方紙） 北海道新聞 ＜新型コロナ＞聞きたい：災害時支援 自治体連携を 定池祐季 報道・コメント
313 2020/8/30 新聞（地方紙） 河北新報社 降雨データ、精緻に収集 被害の早期予測目指し実証実験 森口周二 報道・コメント
314 2020/8/31 ウェブ SankeiBiz 災害時の避難所、コロナ感染を想定 富士通など4者が業務運営実験 災害科学国際研究所 報道・コメント
315 2020/8/31 テレビ NHK（北海道） 胆振東部地震：仮説の入居期限迫る 自宅再建は 定池祐季 報道・コメント
316 2020/9/1 テレビ NHK（北海道） 胆振東部地震：被災者の半数余 心身の影響続く 定池祐季 報道・コメント
317 2020/9/1 新聞（地方紙） 河北新報社（他3社） 水害タイムライン簡単に 東北大災害研・今村所長監修キット発売 図解多用、作成
手順を紹介
今村文彦 報道・コメント
321 2020/9/1 ウェブ ABEMA TIMES（他2社） 台風で全住宅が被害も“死傷者ゼロ” 激甚化する豪雨災害、宮城・大郷町中粕川地
区の住民の行動と教訓とは
佐藤翔輔 報道・コメント
324 2020/9/1 テレビ 東日本放送 チャージ：＜特集＞災害時の新たな情報伝達手段「LINE」自治体活用 佐藤翔輔 報道・コメント
325 2020/9/1 テレビ 東日本放送 チャージ：＜特集＞災害把握にSNS活用 AIが被災状況を可視化 佐藤翔輔 報道・コメント
326 2020/9/1 その他 はしかみタイムズ 語り部部会勉強会 どのくらい伝わっている？ 佐藤翔輔 その他
327 2020/9/2 テレビ NHK・北海道放送局 胆振東部地震：被災者4割 この1年で交流減少 定池祐季 報道・コメント
328 2020/9/2 新聞（全国紙） 産経新聞（他1社） ウェブに刻む災害教訓 紀伊半島豪雨9年で奈良 災害科学国際研究所 報道・コメント
330 2020/9/3 新聞（地方紙） 石巻かほく 石巻市総合計画審議会、基本構想の原案議論 年度内に取りまとめ 岩田司 報道・コメント
331 2020/9/3 テレビ NHK・北海道放送局 胆振東部地震：“被災地以外で記憶薄れる”6割 定池祐季 出演
332 2020/9/4 テレビ NHK・北海道放送局 胆振東部地震：障碍者も安心して避難できる場に 定池祐季 出演
333 2020/9/4 新聞（その他） 朝日小学生新聞 家族の命を守るために 知っておきたい土砂災害 森口周二 報道・コメント
334 2020/9/4 新聞（地方紙） 北海道新聞 胆振東部地震の被災地支援を続ける東北大助教 駆け足で進む復旧・復興。住民
の暮らし見つめ寄り添う。
定池祐季 報道・コメント
335 2020/9/4 テレビ NHK・北海道放送局 ニュース：「北海道地震」から2年 被災者の半数“今も心身への影響続く” 定池祐季 報道・コメント
336 2020/9/4 テレビ NHK・北海道放送局 胆振東部地震：厚真町“歴史や文化残したい”多 定池祐季 報道・コメント
337 2020/9/4 テレビ 仙台放送 Live news it！：新型コロナウイルス感染症について 児玉　栄一 出演
338 2020/9/5 新聞（地方紙） 山形新聞 酒田市 津波被害への対応学ぶ講演会 日頃からの備え重要 今村文彦、佐藤翔輔 報道・コメント
339 2020/9/5 新聞（地方紙） 苫小牧民報 感染症対策を念頭に　仕切り設置や翻訳アプリ提案　上厚真小で防災学習 定池祐季 報道・コメント
340 2020/9/6 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 胆振東部地震2年：仮設住宅、実情に合った対応を 定池祐季 報道・コメント
341 2020/9/6 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：新型コロナウイルスの現状 江川新一 出演
342 2020/9/7 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 海底地滑りで大津波発生 関東大震災や駿河湾の地震で痕跡「対象外」の脅威、対
策急務
今村文彦 報道・コメント
343 2020/9/7 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 津波・異常気象・感染症 災害と生きる社会探る 今村文彦、須賀利雄 報道・コメント
344 2020/9/7 テレビ NHK シブ5時：東日本大震災で被害の歴史資料修復　新型コロナなどで大幅遅れ 災害科学国際研究所、川内淳史 報道・コメント
345 2020/9/7 テレビ NHK（東北） 震災9年半：津波被害の古文書修復 いまも 作業遅れる見通し 災害科学国際研究所、川内淳史 報道・コメント
346 2020/9/8 テレビ NHK Eテレ 学ぼうBOSAI：地球の声を聞こう「津波はどうして起きる？」 保田真理 出演
347 2020/9/8 テレビ 仙台放送 Live News it!：台風の備え コロナで変わる 必要な防災用品とは 児玉栄一 報道・コメント
348 2020/9/9 ラジオ NHKラジオ第一（仙台） ゴジだっちゃ！：「防災研究最前線」7月山形豪雨の調査報告 佐藤翔輔 出演
349 2020/9/11 テレビ NHK（関西） ニュース：坂茂さん考案の間仕切りを導入へ 坂茂 報道・コメント
350 2020/9/11 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 東日本大震災10年へ：津波避難タワー、計画の2割未完成 用地や予算が壁に 増田聡 報道・コメント
351 2020/9/11 テレビ ミヤギテレビ ＜新型コロナ＞ニュース：過去最多新規感染15人 東北大の専門家に聞く 小坂健 報道・コメント
352 2020/9/13 テレビ NHK（総合） 【明日へ つなげよう】あの日をつなぐ“思い出レシピ” 今村文彦 出演
353 2020/9/14 テレビ 東日本放送 ニュース：新型コロナ 県内感染者最多ベースで専門家分析 小坂健 報道・コメント
354 2020/9/15 その他 科学技術振興機構 産学官連携ジャーナル：クローズアップ「防災ISO規格活動の開始－防災イノベー
ションに向けて」
今村文彦 執筆
355 2020/9/15 テレビ 東北放送 Nスタみやぎ：シリーズ防災・減災#32 特集 大雨に備えるマイ・タイムラインとは 佐藤翔輔 出演
364 365
配信日 媒体 配信社 タイトル 掲載教員 分類
356 2020/9/15 その他 東北大学大学院医学系研究科 プロモーションビデオ 佐々木宏之 出演
357 2020/9/16 新聞（地方紙） 京都新聞 飛沫防止の間仕切り、災害時に避難所で 坂茂さん代表NPOと京都・長岡京市が供
給に関する協定
坂茂 報道・コメント
358 2020/9/16 新聞（その他） 時事通信社 誰もが快適に使用できる公共トイレ「THE TOKYO TOILET」7カ所が完成、来年夏ま
でに全17カ所を設置 坂茂 報道・コメント
359 2020/9/19 新聞（全国紙） 毎日新聞社 鍵かけると透けない？！渋谷にガラス張りの公共トイレ 坂茂さんらデザイン 坂茂 報道・コメント
360 2020/9/19 新聞（地方紙） 東京新聞 ASDは複数疾患の集合体か ゲノム解析とAIで発見、東北大 栗山進一 報道・コメント
361 2020/9/19 新聞（全国紙） 朝日新聞社 細る海岸 有働恵子 報道・コメント
362 2020/9/20 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：災害医療人材育成の国際協力 江川新一 出演
363 2020/9/23 テレビ 東日本放送 ＜新型コロナ＞ニュース：県内で陰性後の検査で陽性判明相次ぐ 9月に5人 小坂健 報道・コメント
364 2020/9/25 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 坂茂の透ける公園トイレ デザインで課題を解決 坂茂 報道・コメント
365 2020/9/26 新聞（その他） 建設通信新聞 【トイレのイメージ覆す】デザインと創造力で“脱４K”「THE TOKYO TOILET」プロジェ
クト
坂茂 報道・コメント
366 2020/9/26 新聞（全国紙） 毎日新聞社 豊田市美に博物館を一体整備 市郷土資料館を一新 愛知 坂茂 報道・コメント
367 2020/9/27 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 【書評】『心をたもつヒント 76人が語る「コロナ」』共同通信社編著 坂茂 その他
368 2020/9/30 テレビ 東日本放送 コロナとどう向き合うか探る 東北大学が感染症の歴史研究「疫病退散プロジェクト」
スタート
災害科学国際研究所 報道・コメント
369 2020/9/30 新聞（地方紙） 山形新聞 「洪水は起きる」を前提に 流域治水 県民の当事者意識 不可欠 橋本雅和 報道・コメント
370 2020/9/30 テレビ 東北放送 Nスタみやぎ：石碑で感染症の歴史を調査へ 蝦名裕一 出演
371 2020/10/1 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 疫病の歴史文化を広域調査、新型コロナ対応で 東北大 災害科学国際研究所 報道・コメント
372 2020/10/4 テレビ NHK（北海道） ニュース：交流サロンで防災ワークショップ 定池祐季 報道・コメント
373 2020/10/4 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社（他1社） 疫病流行、実態に迫る 石碑・習俗から文化や歴史を 地域住民に情報募る 東北大
が調査
災害科学国際研究所、蝦名裕一 報道・コメント
375 2020/10/5 新聞（その他） 日刊工業新聞社 社説／防災ISO 民主導で技術革新の好循環を 災害科学国際研究所、今村文彦 報道・コメント
376 2020/10/5 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社（他2社） 「牛頭天王」など疫病にまつわる信仰・習俗からコロナ対応探る・・・東北大がプロ
ジェクト
災害科学国際研究所 報道・コメント
379 2020/10/5 新聞（地方紙） 河北新報社 疫病退散、歴史に学んで 東北大災害研、石碑や習俗の情報募る 災害科学国際研究所、蝦名裕一 報道・コメント
380 2020/10/6 新聞（その他） 夕刊フジ 「肥満はコロナに強い」は本当か 死亡率で持病ない患者と遜色ないデータ、重症化
率では上回る 専門家「直接的な疾患ではないからか」 児玉栄一 報道・コメント
381 2020/10/6 新聞（その他） 建設通信新聞 10月中の公募へ審査基準審議／DBサッカースタジアム事業者／広島市 小野田泰明 報道・コメント
382 2020/10/7 その他 気仙沼市立鹿折中学校 校長室だより 佐藤翔輔 その他
383 2020/10/8 テレビ 東日本放送 ニュース：仙台飲食店 感染者21人は過去最多のクラスター 改めて対策の徹底を 小坂健 報道・コメント
384 2020/10/8 ラジオ NHKラジオ（大阪） ＜新型コロナ＞関西ラジオワイド：東日本大震災 あれからそして未来へ「コロナ禍の
震災伝承」
佐藤翔輔 出演
385 2020/10/9 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 台風19号1年－早期避難、いかに促すかが鍵 事前準備、行動計画、知識学び被害
最小に／宮城
柴山明寛 報道・コメント
386 2020/10/9 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 台風被災の古文書、修復遅れ コロナで作業中断、応急処置2割 仙台のNPO「貴重
な資料 守りたい」／宮城 佐藤大介 報道・コメント
387 2020/10/9 テレビ NHK・福島放送局 はまなかあいずToday：台風19号からの1年 南相馬市職員死亡 遺族は 市は 丸谷浩明 報道・コメント
388 2020/10/9 新聞（全国紙） 読売新聞社 土砂災害　低い危機意識 森口周二 報道・コメント
389 2020/10/10 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 台風19号1年（3）避難所運営 感染対策も／宮城 佐藤翔輔 報道・コメント
390 2020/10/10 ラジオ NHKラジオ第一 ＜新型コロナ＞NHK東日本大震災音声アーカイブス：あれからそして未来へ 「コロ
ナ禍の震災伝承」
佐藤翔輔 出演
391 2020/10/10 新聞（全国紙） 読売新聞社 台風19号1年 災害時 危険な車移動「勤務時間に配慮」 丸谷浩明 報道・コメント
392 2020/10/10 新聞（地方紙） 河北新報 台風19号1年／取り戻す日常 柴山明寛 報道・コメント
393 2020/10/11 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 台風19号1年 減災 住民も主体的に 田んぼダム「協力未知数」 橋本雅和 報道・コメント
394 2020/10/11 新聞（全国紙・地方版） 河北新報 むすび塾 保田真理 その他
395 2020/10/13 テレビ 仙台放送（他1社） Live News it! ：いのちを守る206台風・大郷町 犠牲者ゼロの理由 佐藤翔輔 報道・コメント
397 2020/10/13 新聞（地方紙） 河北新報社 新型コロナ：東北の感染者1000人超す 小坂健 報道・コメント
398 2020/10/13 新聞（全国紙・地方版） 日本経済新聞社 ＜台風19号災害＞被災古文書の修復2割 個人所蔵、コロナで遅れ 佐藤大介 報道・コメント
399 2020/10/13 新聞（その他） 日本歯科新聞社 歯科医院でのコロナ感染確率356日で1.06％ 小坂健 報道・コメント
400 2020/10/14 テレビ（海外） RBB (Berlin) Press Conference Berlin Science Week ゲルスタ・ユリア 出演
401 2020/10/15 新聞（地方紙） 河北新報社 3.11大震災：被災と復興、10年の歩みたどる 仙台市が特設サイト 今村文彦 報道・コメント
402 2020/10/15 テレビ 東日本放送 ニュース：宮城県内初の医療機関クラスター なぜ院内で？ 小坂健 報道・コメント
403 2020/10/16 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 台風19号：白河の「車中死」　道路の規制　消防団任せ／福島 佐藤翔輔 報道・コメント





405 2020/10/19 新聞（全国紙） 朝日新聞社 細る海岸 砂の供給減・海面上昇、浸食進む 車で走れる石川・千里浜 有働恵子 報道・コメント
406 2020/10/20 テレビ 東北放送 Nスタみやぎ：台風19号を教訓に 特集 災害時の情報伝達の在り方は 佐藤翔輔 報道・コメント
407 2020/10/20 新聞（地方紙） 河北新報社（他1社） 名取・閖上は「ベイエリア」 交流人口拡大へ官民連携組織が始動 平野勝也 報道・コメント
409 2020/10/20 テレビ 仙台放送（他1社） Live News it!：災害関連死防ぐ「ムービングハウス」とは？災害後の避難生活の負担
を減らす
岩田司 報道・コメント
411 2020/10/20 新聞（地方紙） 大分経済新聞 大分県立美術館OPAMが開館5周年イベント 国道の歩行者天国にブースずらり 坂茂 報道・コメント
412 2020/10/22 テレビ 東日本放送（他1社） ニュース：国際津波シンポジウム仙台で来年7月に開催 最先端の研究発表 今村文彦 報道・コメント
414 2020/10/24 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 国際津波シンポ、40年ぶり仙台で 来年7月／宮城 今村文彦 報道・コメント
415 2020/10/24 テレビ NHK・仙台放送局 国際津波シンポ 仙台で開催へ 災害科学国際研究所、今村文彦 報道・コメント
416 2020/10/26 その他 国土交通省 2020年濱口梧陵国際賞（国土交通大臣賞）の受賞者が決定～国外から1名・1団
体、国内から1名が受賞 今村文彦 その他
417 2020/10/26 新聞（地方紙） 大分合同新聞社 大分県立美術館5周年 設計の坂さんらがアート語る 坂茂 報道・コメント
418 2020/10/26 新聞（その他） みんなの経済新聞（他1社） 秋空の下、「芸術の一日」満喫 大分県立美術館OPAMで開館5周年イベント 坂茂 報道・コメント
420 2020/10/27 新聞（その他） 建設通信新聞 【若い世代の人材育成へ】3・11伝承ロード推進機構 福島県双葉町で防災・伝承セミ
ナー開催
今村文彦 報道・コメント
421 2020/10/28 テレビ 東日本放送（他1社） 県内最大のクラスター なぜ専門学校で感染拡大？ 小坂健 報道・コメント
423 2020/10/28 テレビ 仙台放送（他1社） FNNニュース：宮城県内新型コロナ感染者数“急増中”…県内の現状どう見る？
「冬」への警戒は？専門家に聞く
小坂健 報道・コメント
425 2020/10/28 新聞（地方紙） 河北新報 災害時心理状況学ぶ 東北大生 小中学生に授業 邑本俊亮 報道・コメント
426 2020/10/29 テレビ 仙台放送 ニュース：学校防災を見直す県の検討会が「報告書案」 大川小の教訓を生かせるか
＜宮城＞
今村文彦 報道・コメント
427 2020/10/29 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 公文書保存　自治体で差　震災・原発関連　対象や期間 川内淳史 報道・コメント
428 2020/10/30 新聞（地方紙） 静岡新聞 内閣府想定は「過小評価」地震学会研究成果「一部割れ、数十倍が妥当」 福島洋 報道・コメント
429 2020/10/30 新聞（地方紙） 河北新報社 学校防災、現場で進化を 宮城県教委検討会議 今村文彦 報道・コメント
430 2020/10/31 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 学校防災、専門機関との連携課題 県教委が調査 今村文彦 報道・コメント
431 2020/10/31 テレビ NHK（総合）（他1社） ニュース：トルコ・ギリシャ沖地震27人死亡800人以上けが 余震続く 今村文彦 報道・コメント
433 2020/11/1 その他 Berlin Science Week Highlights Berlin Science Week Shinichi Egawa 報道・コメント
434 2020/11/2 テレビ NHK（東北） クラスター発生の専門学校で何が 小坂健 報道・コメント
435 2020/11/2 新聞（その他） 朝日小学生新聞 見るみる分かる！津波から命を守る仕組みづくり多くの施設を使って防ぐ／情報伝
達や訓練を工夫
佐藤翔輔 報道・コメント
436 2020/11/2 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 「復興」2020：人とまち、再建バランスは　現場知る専門家らシンポ／宮城県 姥浦道生、平野勝也 報道・コメント
437 2020/11/3 新聞（地方紙） 福島民友新聞（他2社） 災害に強い「組織力」YMC郡山セミナー、丸谷浩明教授講演 丸谷浩明 報道・コメント
440 2020/11/3 新聞（地方紙） 河北新報社 防災教育 若者の視点を 今年の「学校と地域 安全フォーラム」パネル討論を配信 防災教育国際協働センター 報道・コメント





442 2020/11/5 ウェブ ウェザーニュース（他1社） 11月5日は「津波防災の日」「世界津波の日」 今村文彦 報道・コメント
444 2020/11/5 テレビ 東日本放送 ＜新型コロナ＞ニュース：寒冷地で増える感染者「換気・手洗い徹底を」 小坂健 報道・コメント
445 2020/11/6 新聞（その他） 夕刊フジ（他1社） 冬のコロナ、感染爆発の危機 専門家に聞く防止策「暖房と加湿器はウイルスにも快
適、15分毎に換気を」「自粛疲れで予防おろそかになる懸念も」 児玉栄一 報道・コメント
447 2020/11/6 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞 津波教訓　連携し海外へ　伝承館・東北大災害研　協定 柴山明寛 報道・コメント
448 2020/11/8 テレビ NHK・NEWS WEB ニュース：水害発生時のSNS情報 動画など地図に示すウェブサイト公開開始 災害科学国際研究所、佐藤翔輔 出演
449 2020/11/9 その他 東日本大震災津波伝承館 いわてTSUNAMIメモリアル：東北大学災害科学国際研究所と連携協定を締結しま
した
災害科学国際研究所、丸谷浩明 その他
450 2020/11/9 新聞（全国紙・地方版） 日本経済新聞社 東北大災害研、岩手の津波伝承館と連携協定 災害科学国際研究所、今村文彦、
丸谷浩明、柴山明寛
報道・コメント
451 2020/11/9 テレビ NHK（岩手） 津波伝承館が東北大と連携協定 災害科学国際研究所、丸谷浩明 報道・コメント
452 2020/11/9 テレビ 岩手めんこいテレビ FNNニュース：東北大学と津波伝承館が協定 伝承や研究の連携図る＜岩手県＞ 災害科学国際研究所、今村文彦、
丸谷浩明
報道・コメント
453 2020/11/9 テレビ 岩手放送（他1社） 教訓を世界に発信 東北大と津波伝承館が連携協定／岩手 災害科学国際研究所、丸谷浩明 報道・コメント




456 2020/11/10 新聞（地方紙） 岩手日報（他3社） 教訓発信へ 東北大と協定 津波伝承館、学術研究の情報共有 災害科学国際研究所、今村文彦、
丸谷浩明、柴山明寛
報道・コメント




配信日 媒体 配信社 タイトル 掲載教員 分類




462 2020/11/10 新聞（地方紙） 岩手日日新聞 震災教訓　海外へ発信　陸前高田・津波伝承館　東北大と連携協定 災害科学国際研究所、丸谷浩明、
柴山明寛
報道・コメント
463 2020/11/11 ウェブ TEAM防災ジャパン 震災教訓 海外へ発信 陸前高田・津波伝承館 東北大と連携協定【岩手】 災害科学国際研究所、丸谷浩明 報道・コメント
464 2020/11/10 新聞（地方紙） 岩手日報 教訓発信へ連携強化　東北大と津波伝承館が協定 災害科学国際研究所、丸谷浩明、
柴山明寛
報道・コメント
465 2020/11/10 新聞（地方紙） 河北新報 震災の記録活用　災害研と連携へ 災害科学国際研究所、丸谷浩明、
柴山明寛
報道・コメント
466 2020/11/11 テレビ TBSテレビ 【ひるおび！】米国製薬大手ファイザー開発・コロナワクチン9割に効果 小坂健 報道・コメント
467 2020/11/12 テレビ 東日本放送 宮城県内コロナ第3波か？専門家はどう見る…対策の継続を 小坂健 報道・コメント
468 2020/11/12 ウェブ Yahooニュース 宮城県内コロナ第3波か？専門家はどう見る…対策の継続を 小坂健 報道・コメント
469 2020/11/13 テレビ 東北放送（他2社） Nスタみやぎ：地域防災に活用を SNS上の水害情報を地図上に掲載 災害科学国際研究所、佐藤翔輔 出演
472 2020/11/13 テレビ NHK（東北） ニュース：東北大医師「負担増している」対策の再認識を 小坂健 報道・コメント
473 2020/11/14 テレビ 東日本放送 チャージ！：東北大の新たな歴史研究　石碑や古文書から読み解く疾病 蝦名裕一 出演
474 2020/11/16 新聞（その他） 日刊工業新聞 論説室から／日本発「防災ISO」の意義 地域産業創生のトリガーに 今村文彦 報道・コメント
475 2020/11/16 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 新型コロナ：県内感染1000人に迫る1カ月で倍増 各地でクラスター 小坂健 報道・コメント
476 2020/11/19 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 「児童生徒の命を確実に守る覚悟」促す 宮城県教委の有識者会議が提言 今村文彦 報道・コメント
477 2020/11/19 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 東北大、新型コロナウイルス感染症対策としての行動規制（COVID-19規制）が研究
者に及ぼした影響の実態調査結果を発表
三木康宏 報道・コメント
478 2020/11/19 新聞（地方紙） 河北新報社 国際的な防災協力 講演 東北大が地球共生シンポ 小野裕一 報道・コメント
479 2020/11/19 テレビ 東日本放送 チャージ！：災害科学研“疫病退散プロジェクト”歴史研究で新型コロナ対策探る 蝦名裕一 出演
480 2020/11/19 テレビ ミヤギテレビ NewS Every：東北大学が研究中　石碑からコロナとの向き合い方を学べ 蝦名裕一 出演
481 2020/11/20 ウェブ QLifePro COVID-19対策の行動規制は研究者にも負の影響－東北大 三木康宏、中鉢奈津子、今村文彦、
伊藤潔
報道・コメント
482 2020/11/20 新聞（その他） 夕刊フジ GoogleがAI予測 コロナ死、危ない自治体は？感染者数少ない地域に意外なリスク 児玉栄一 報道・コメント
483 2020/11/20 ラジオ Tokyo FM（他5社） 津波到達までの1時間で準備・避難を・・・東京湾内を対象に、専門家が指南「命を
守る4つのポイント」とは？ 今村文彦 出演
489 2020/11/24 その他 大学ジャーナル（他1社） 新型コロナ対策の行動規制、研究者にも大きな影響 東北大学が調査 三木康宏、中鉢奈津子、今村文彦、
伊藤潔
報道・コメント
491 2020/11/24 新聞（その他） 建設新聞
東北学術合同調査団 台風19号災害調査の最終報告会 気候変動を踏まえた対策
を 水害・土砂災害などの要因分析 東北学術合同調査団、今村文彦 報道・コメント
492 2020/11/24 新聞（その他） 観光経済新聞 水田に浮かぶ木造ホテル「スイデンテラス」、美と健康のヴィレッジ「ヘルジアンウッ
ド」と水田姉妹施設協定を締結
坂茂 報道・コメント
493 2020/11/25 新聞（地方紙） 河北新報社 無人艇使い海底地殻変動を長期観測 東北大と海洋機構が成功、「ゆっくり滑り」検
出期待
日野亮太 報道・コメント
494 2020/11/25 テレビ 東北放送 Nスタみやぎ：台風19号豪雨災害 犠牲者ゼロの 地域比較的早く避難 今村文彦、佐藤翔輔 報道・コメント
495 2020/11/26 新聞（地方紙） 河北新報社 【復興ロードの行方 三陸道・仙台－気仙沼直結3】2本の「横軸」待たれる整備 奥村誠 報道・コメント
496 2020/11/27 ウェブ MedicalTribune コロナ禍の行動規制が研究者の不安を煽る 三木康宏 報道・コメント
497 2020/11/27 雑誌・機関誌 日経XTECH SNSの写真を防災に生かす、住民参加で内水氾濫の被害を記録 災害科学国際研究所、佐藤翔輔 報道・コメント
498 2020/11/27 ラジオ Tokyo FM（他1社） 海水の約1.5倍の破壊力…「黒い津波」の脅威を専門家が解説 今村文彦 出演
500 2020/11/27 テレビ NHK・静岡放送局 防災ボイス：家族を守る連絡確認 編（通年放送配信） 定池祐季 出演
501 2020/11/28 新聞（地方紙） 河北新報社 東日本大震災10年：減災社会へ「復興」検証 1月21日オンラインシンポ 災害科学国際研究所 報道・コメント
502 2020/11/29 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 犠牲者ゼロ、水害の町の教訓は 吉田川決壊の宮城・大郷 佐藤翔輔、橋本雅和 報道・コメント
503 2020/11/30 ラジオ Tokyo FM（他2社） もし津波が発生したら…専門家が教える、身近で“安全な避難場所”とは？ 今村文彦 出演
506 2020/12/1 新聞（地方紙） 河北新報 減災研究　社会に還元／東北大災害研／オンラインでシンポ 平野勝也、井内加奈子、今村文彦、
佐々木宏之
報道・コメント
507 2020/12/1 ラジオ FM岩沼 ぼうさいのしおり 保田真理 出演
508 2020/12/3 新聞（地方紙） 河北新報社 東日本大震災10年へ：津波被災の古文書、修復が完了 仙台のNPOが9年半作業 
石巻・雄勝の葉山神社
佐藤大介 報道・コメント
509 2020/12/4 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 東日本大震災10年へ：県伝承活動研修会、開始 次代の語り部たちへ／宮城 佐藤翔輔 報道・コメント
510 2020/12/4 新聞（地方紙） 河北新報社 仙台市民会館廃止、県民会館移転…中心部活性化に反する？市検討懇話会で懸
念の声
姥浦道生 報道・コメント
511 2020/12/4 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 小松マテーレ、抗ウイルス生地の間仕切り 坂茂 報道・コメント
512 2020/12/4 テレビ 東日本放送 ニュース：今週の県内の感染者 感染経路不明者の割合が増加 小坂健 報道・コメント
513 2020/12/6 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 震災10年 災害科学講座 災害科学国際研究所、今村文彦 報道・コメント
514 2020/12/7 ウェブ PR TIMES ウイルスからあなたを守りたい！建築家・坂茂氏監修 抗ウイルス加工の新型パー
ティション「PPSA」誕生 坂茂 報道・コメント
515 2020/12/7 ラジオ NHKラジオ第一（仙台） ゴジだっちゃ！：「防災研究最前線」震災体験の「語り」が及ぼす影響とSNSマッピン
グプロジェクト
佐藤翔輔 出演
516 2020/12/8 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 東北大学X読売新聞 サイエンス講座 講師は語る1 震災10年 脅威再認識を 今村文彦 報道・コメント
517 2020/12/8 新聞（その他） 夕刊フジ 病床数「世界一」なのに医療体制逼迫のなぜ 児玉栄一 報道・コメント
518 2020/12/9 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 東北大学X読売新聞 サイエンス講座 講師は語る2 復興への選択肢学ぶ マリ エリザベス 報道・コメント
519 2020/12/9 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 防災産業 仙台から世界へ 避難経路アプリや国際規格化 市や東北大など連携始
動
災害科学国際研究所 報道・コメント
520 2020/12/10 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 東北大学X読売新聞 サイエンス講座 講師は語る3 震災犠牲者の死因分析 門廻充侍 報道・コメント
521 2020/12/11 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 東北大学X読売新聞 サイエンス講座 講師は語る4 被災地の伝承例 紹介 佐藤翔輔 報道・コメント
522 2020/12/11 ウェブ 文部科学省MEXT FB 大臣報道官通信vol.637 萩生田大臣が東北大学を視察 災害科学国際研究所 その他
523 2020/12/11 新聞（その他） 夕刊フジ コロナワクチン確保戦争 韓国出遅れで「敗戦濃厚」、開発情報を狙うサイバー攻撃 児玉栄一 報道・コメント





525 2020/12/11 テレビ 東日本放送 ニュース：今週の県内の感染状況　仙台と登米でクラスター4件　感染広がる 小坂健 報道・コメント
526 2020/12/12 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社






527 2020/12/12 新聞（地方紙） 河北新報社 外国人にも教訓発信 陸前高田・津波伝承館職員が英語研修 マリ・エリザベス、ゲルスタ・ユリア、
ボレー・セバスチャン、柴山明寛
報道・コメント
528 2020/12/12 新聞（全国紙） 産経新聞社 【復興日本 序章 コロナと災害】（下）進化する避難所 島田明夫 報道・コメント
529 2020/12/12 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 東北大学X読売新聞 サイエンス講座 講演要旨①「災害後 第1報で行動を」 今村文彦 報道・コメント
530 2020/12/12 新聞（地方紙） 読売新聞社 教える　英語解説力 マリ・エリザベス、ゲルスタ・ユリア、
ボレー・セバスチャン、柴山明寛
報道・コメント
531 2020/12/12 新聞（地方紙） 東海新報 解説の語学力向上を マリ・エリザベス、ゲルスタ・ユリア、
ボレー・ペンメレン・セバスチャン
その他
532 2020/12/13 新聞（地方紙） 東海新報 災害の記憶をどう伝える？ウェビナー収録　海外2博物館と結ぶ マリ・エリザベス、ゲルスタ・ユリア、
ボレー・セバスチャン、柴山明寛
報道・コメント
533 2020/12/15 新聞（その他） 夕刊フジ PCR検査規模拡大で忍び寄る「偽陰性クラスター」検査時の一瞬だけ…実際は「陽
性」元厚労省・木村盛世氏「やみくもに広げることに疑問」
児玉栄一 報道・コメント
534 2020/12/16 ウェブ Bloomberg 経済の先行き握るシニア消費に陰り、コロナ不安で「原宿」も閑古鳥 吉田浩 報道・コメント
535 2020/12/16 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 東北大学X読売新聞 サイエンス講座 講演要旨②「まちづくり視点 復興に」 マリ エリザベス 報道・コメント
536 2020/12/17 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 東北大学X読売新聞 サイエンス講座 講演要旨③「災害からの生存」を追求 門廻充侍 報道・コメント
537 2020/12/18 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 東北大学X読売新聞 サイエンス講座 講演要旨④「語り部への認識 変革を」 佐藤翔輔 報道・コメント
538 2020/12/21 新聞（地方紙） 岩手日報 復興最前線 第90部 大型公共事業の検証（3）建築系 施設 細る財源 維持いかに 佐藤翔輔 報道・コメント
539 2020/12/21 新聞（全国紙・地方版） 産経新聞社 【防災耳より情報】防災教育の実践や研究報告 桜井愛子 報道・コメント
540 2020/12/23 テレビ NHK・仙台放送 てれまさむね：避難行動を記録 あの日の教訓を伝える 佐藤翔輔 報道・コメント
541 2020/12/23 新聞（その他） 夕刊フジ 新型コロナ、本当に効く治療薬は？　「レムデシビル」「デキサメタゾン」「アビガン」　
識者「効くという報告も、その逆もある。具体的な特効薬はない」
児玉栄一 報道・コメント
542 2020/12/24 新聞（地方紙） 河北新報社 震災の教訓　成果を共有／気仙沼・鹿折中　全校生徒／ 避難行動、住民に聞き取
り／経路　前もって確認必要
佐藤翔輔 報道・コメント
543 2020/12/24 テレビ NHK・仙台放送局 てれまさむね：感染症の歴史から見えるものは 蝦名裕一 出演
544 2020/12/28 テレビ NHK・仙台放送局 おはよう東北：「震災の教訓を伝える」中学生の防災学習 佐藤翔輔 報道・コメント
545 2020/12/28 新聞（地方紙） 中日新聞 ＜新型コロナ＞東日本大震災10年 コロナ かすむ語り部 来訪者激減 　オンラインに
活路 宮城など被災3県 佐藤翔輔 報道・コメント
546 2020/12/28 雑誌・機関誌 日経コンストラクション SNSの写真で内水氾濫の被害を記録 佐藤翔輔 報道・コメント
547 2021/1/1 雑誌・機関誌 ナガセランダウア NLだより 517号：病院を止めるな！災害時にも機能を維持するために病院BCM導
入を／病院BCPの概要 佐々木宏之 執筆
548 2021/1/1 新聞（全国紙） 日刊工業新聞 東北大、震災10年で新生 新型コロナ対応 児玉　栄一 報道・コメント
549 2021/1/3 新聞（全国紙） 朝日新聞社 テレビでは伝えられなかったこと 災害映像アーカイブに 佐藤翔輔 報道・コメント
550 2021/1/4 その他 まなびのめ 研究者インタビュー：災害によるコミュニティの移転を考える 井内 加奈子 その他
551 2021/1/5 新聞（その他） 夕刊フジ ワクチン開発企業へサイバー攻撃激化！特許取得による収益狙いか 中国から日本
に「闇ワクチン」持ち込みも
児玉栄一 報道・コメント
552 2021/1/6 雑誌・機関誌 週刊朝日（他1社） 迫る南海トラフ巨大地震と富士山噴火「密」環境で避難所パニックも 遠田晋次 報道・コメント




配信日 媒体 配信社 タイトル 掲載教員 分類
555 2021/1/7 新聞（全国紙） 朝日新聞社 Media Times：防ぐ風化、放送局が災害映像公開 撮りためた生々しい実態「社会の
財産」
佐藤翔輔 報道・コメント
556 2021/1/7 新聞（全国紙） 産経新聞 【コロナに克つ】衛生的に暮らせる場所へ 避難所にAI 技術活用 災害科学国際研究所 報道・コメント
557 2021/1/7 新聞（地方紙） 河北新報社（他1社） 震災10年：復興を考えるオンラインシンポ、21日開催 災害科学国際研究所 報道・コメント
559 2021/1/9 ウェブ 夕刊フジ 「ザル入国」厳格化、これで十分？全入国者にPCR検査もビジネス往来止めず…佐
藤正久氏「すり抜ける可能性ある」
児玉栄一 報道・コメント
560 2021/1/9 テレビ NHK（総合） NHKスペシャル2030  未来への分岐点（1）暴走する温暖化脱炭素への挑戦 有働恵子 資料提供
561 2021/1/9 新聞（地方紙） 北海道新聞 ＜被災地を見つめる＞在宅被災者　置き去りのまま＊少ない修繕費_仮設にも入れ
ず
定池祐季 報道・コメント
562 2021/1/11 新聞（全国紙） 毎日新聞社 東日本大震災10年へ：教訓はどこに5 災害救援 SNSの功罪 佐藤翔輔 報道・コメント
563 2021/1/12 新聞（地方紙） 東京新聞 ＜新型コロナ＞コロナ禍で震災体験をどう伝承していくか 各地で来訪者減少、オン
ラインで「リモート語り部」も
佐藤翔輔 報道・コメント
564 2021/1/13 新聞（その他） 夕刊フジ（他1社） 変異ウイルス‟日本人狙い撃ち”の凶暴性 クラスター誘発の恐れも「特徴的な免疫、
特有の家屋や習慣に適応する可能性」専門家
児玉栄一 報道・コメント
566 2021/1/13 新聞（全国紙） 朝日新聞社 震災10年：「防潮堤上」防潮堤あっても…消えぬ津波の不安 浸水地域去り高台へ 今村文彦 報道・コメント
567 2021/1/14 新聞（地方紙） 三陸新報 ＜新型コロナ＞コロナ禍の避難所運営は オンラインで防災フォーラム 気仙沼 佐藤翔輔、佐々木宏之 報道・コメント
568 2021/1/14 テレビ 東日本放送 “緊急事態宣言”宮城で発出は？専門家「安心できる状況ではない」 小坂健 報道・コメント
569 2021/1/15 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 東日本大震災3.11震災・復興：震災の教訓、中学生から小学生へ伝承 気仙沼で発
表会
佐藤翔輔 報道・コメント
570 2021/1/17 新聞（全国紙） 産経新聞社 論説：「日曜に書く」平成の大地震を省みて 今村文彦 報道・コメント
571 2021/1/17 テレビ NHK（大阪） NHKスペシャル「阪神淡路大震災26年」 江川新一 企画協力
572 2021/1/19 新聞（その他） 共同通信社（他3社） 津波で活動の消防団退避基準どう明示 到達早い山形・新潟 時間明記か「即座に」
か「説明重要」と指摘
佐藤翔輔 報道・コメント
576 2021/1/20 ウェブ マイナビニュース 産後うつは出産による血中性ホルモン量の低下が原因か？東北大などが調査 富田博秋 報道・コメント
577 2021/1/20 テレビ 日本テレビ スッキリ：コロナ後遺症､深刻さは伝わっているか？「若いから軽症ですむ」は大間違
いだ！？
小坂健 報道・コメント
578 2021/1/21 新聞（全国紙） 朝日新聞社 東日本大震災3.11震災・復興：「まず人の命を」東日本大震災テーマに御厨貴氏ら
シンポ
災害科学国際研究所、マリ・ エリザベス 報道・コメント
579 2021/1/21 新聞（地方紙） 河北新報社 東日本大震災から10年 経験や知恵を未来へ！ あなたの 声をお聞かせください 佐藤翔輔 報道・コメント
580 2021/1/21 新聞（地方紙） 河北新報社 気仙沼・鹿折中生が聞き取り 住民の教訓　後輩に伝承 鹿折小で発表会 「冷静に逃
げて身守ろう」
佐藤翔輔 報道・コメント
581 2021/1/21 テレビ 東日本放送 ニュース：高校クラスター拡大　マスク外す場面に注意 小坂健 報道・コメント
582 2021/1/22 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 「防災環境都市」も柱　基本計画の答申書 奥村誠 報道・コメント
583 2021/1/22 新聞（地方紙） 河北新報社（他1社） 復興の教訓を未来へ 震災10年、仙台でオンラインシンポ 災害科学国際研究所 報道・コメント
585 2021/1/22 新聞（その他） 夕刊フジ 新型コロナ後遺症の深刻度と意外な事実 中国・武漢の退院患者7割が倦怠感など
の症状訴え、英では「せん妄」報告も…「関連明確ではない」 児玉栄一 報道・コメント
586 2021/1/22 テレビ 東日本放送 ニュース：時短営業に一定の効果も…身近な場面で感染連鎖 小坂健 報道・コメント
587 2021/1/22 新聞（地方紙） 河北新報社 月1000人超、宮城の感染高止まり　病院負担は「危機的状況」 小坂健 報道・コメント
588 2021/1/23 テレビ NHK（東北） 震災10年 体験語り合う 佐藤翔輔 出演
589 2021/1/25 新聞（地方紙） 沖縄タイムズ 消防団員の退避　判断基準割れる／津波到達早い山形と新潟 佐藤翔輔 報道・コメント
590 2021/1/25 新聞（その他） 時事通信社 進む放送局の災害映像アーカイブ公開 教育などで利活用 を－阪神大震災26年－ 佐藤翔輔 報道・コメント
591 2021/1/25 新聞（地方紙） 河北新報社 いのちと地域を守る：みやぎ防災・減災円卓会議　仙台で「とことんトーク」開催 今村文彦 報道・コメント
592 2021/1/25 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 震災10年、産官学が語り合う 仙台 体験・思いを共有するイベント 佐藤翔輔 報道・コメント
593 2021/1/25 新聞（地方紙） 沖縄タイムズ 消防団員の退避 判断基準割れる 津波到達早い山形と新潟 佐藤翔輔 報道・コメント
594 2021/1/25 ウェブ Yahooニュース 「父との電話で涙があふれました…」コロナ禍で一人暮らしの大学生が追い込まれる
孤独
國井泰人 報道・コメント
595 2021/1/25 新聞（その他） 夕刊フジ 感染者数は減り始めたのか…東京都12日ぶり3ケタ　児玉氏「実態は不明、まだ高
いレベル」
児玉栄一 報道・コメント
596 2021/1/26 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 東日本大震災10年：消防団退避、割れる基準　津波到達 早い新潟，山形沿岸　完
了時間が指針に 避難優先し明記せず 新潟 佐藤翔輔 報道・コメント
597 2021/1/27 テレビ 仙台放送 コロナ禍1年…分かり始めたこと 専門家に聞く　新型コロナを「正しく恐れる」ことがで
きているか？
小坂健 報道・コメント
598 2021/1/27 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 それぞれの10年，産官学語らう　仙台で「防災・減災円卓会議」 佐藤翔輔 報道・コメント
599 2021/1/28 テレビ 仙台放送 FNNニュース：宮城で新たに27人の感染確認 仙台市11人、石巻市4人など　自宅療
養51人　ホテル療養181人 小坂健 報道・コメント
600 2021/1/29 新聞（その他） 日刊工業新聞社 深層断面／震災10年、新研究拠点軌道に　東北大、地域と連携深化 災害科学国際研究所、今村文彦、
越村俊一
報道・コメント
601 2021/1/29 テレビ 東日本放送 ニュース：宮城県内の今週の感染者 飲食店のクラスター無し 専門家「緊急事態宣
言が人の移動を抑える効果につながっている」
小坂健 報道・コメント
602 2021/1/29 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 それぞれの10年，語らう　仙台でトークイベント　東日本大震災 佐藤翔輔 報道・コメント
603 2021/1/29 新聞（全国紙・地方版） 日本経済新聞社 宮城県の津波被災地　震災の教訓伝承に磨き 語り部 研修で課題共有 佐藤翔輔 報道・コメント
604 2021/1/31 新聞（全国紙） 朝日新聞社 災害復興、あすへの備え　21世紀文明シンポジウム「東日本大震災から10年」 マリエリザベス 報道・コメント
605 2021/2/1 雑誌・機関誌 ナガセランダウア NLだより 518号：病院を止めるな！災害時にも機能を維持するために病院BCM導
入を／東北大学病院のBCP策定ステップ 佐々木宏之 執筆
606 2021/2/1 新聞（地方紙） 筑波大学新聞 東日本大震災から10年：特集筑波大はいま　基礎研究と防災教育で貢献を 佐藤 健 報道・コメント
607 2021/2/1 雑誌・機関誌 日本政策投資銀行 季刊DBJ：防災力強化に向けて災害科学と世界をつなぐ 小野 裕一 その他
608 2021/2/3 新聞（地方紙） 河北新報社 大崎・鳴子の風力発電計画　「景観に影響大」再考要望 平野勝也 報道・コメント
609 2021/2/3 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 追悼式ライブ中継へ　仙台市が詳細を発表 災害科学国際研究所 報道・コメント
610 2021/2/4 新聞（地方紙） 河北新報社 石巻市教委「復興・防災マップコンクール」桃生小4年に最高賞 災害科学国際研究所 報道・コメント
611 2021/2/7 新聞（その他） 夕刊フジ 「中国製ワクチンは変異加速させる恐れ」科学的情報少なく効果不透明、「可能性は
理論上ある」
児玉栄一 報道・コメント
612 2021/2/8 テレビ NHK・仙台放送局 ＜新型コロナ＞てれまさむね：ホテル療養者の部屋訪問 レントゲンで肺炎確認 佐々木宏之 出演
613 2021/2/9 テレビ 仙台放送 Live News it！：いのちを守る218，「内水氾濫」被害を防 ぐために SNS情報から水
害マップを作成
佐藤翔輔 報道・コメント
614 2021/2/10 新聞（その他） 農業共済新聞 経験を継承 住民の活力に 災害教訓を伝える語り部 佐藤翔輔 報道・コメント
615 2021/2/11 テレビ 仙台放送 Live News it!：届いた支援 届かなかった支援　被災地支援のこれからの在り方　東
日本大震災から10年〈宮城〉 奥村誠 出演
616 2021/2/11 新聞（全国紙） 朝日新聞社 地震予測 不確かさ含め生かす道を 福島洋 報道・コメント
617 2021/2/12 新聞（地方紙） 信濃毎日新聞 震災の教訓，共有不十分 「津波てんでん こ」聞いたことない－被災3県以外で4割 
読者アンケート
佐藤翔輔 報道・コメント
618 2021/2/12 ウェブ SciencePortal（他1社） 多角的な防災・減災 東北から世界へ≪インタビュー≫ 今村文彦、小野裕一 その他
620 2021/2/12 テレビ 仙台放送 避難を妨げた人間の心理　3.11の記録　被害拡大の要因「正常性バイアス」とは？ 邑本俊亮 出演
621 2021/2/13 新聞（地方紙） 河北新報社 デスク日誌（2/13）：節目　東日本大震災から10年 今村文彦 報道・コメント
622 2021/2/13 テレビ NHK ニュース：福島・宮城で震度6強 佐藤翔輔 報道・コメント
623 2021/2/14 新聞（地方紙） 河北新報社 言葉の重み伝え考えて／草 貴子（仙台市泉区　市名坂東町内会長） 今村文彦 報道・コメント
624 2021/2/14 新聞（地方紙） 河北新報社 3月11日を「防災教育と災害伝承の日」に　専門家ら呼び掛け 今村文彦 報道・コメント
625 2021/2/14 新聞（地方紙） 神奈川新聞 津波到達早い山形・新潟 退避ルール　割れる判断 佐藤翔輔 報道・コメント
626 2021/2/14 テレビ NHK・仙台放送局 ニュース：福島・宮城で震度6強 震災10年を前に再び…今後の地震活動など 注意
すべきことは？
遠田晋次 報道・コメント
627 2021/2/15 ラジオ NHKラジオ第一（仙台） ゴジだっちゃ！：「2月13日の福島県沖での地震について」 佐藤翔輔 出演
628 2021/2/16 新聞（全国紙） 読売新聞社 防災ニッポン：被災後の復旧、カギは「事業継続力」 丸谷浩明 報道・コメント
629 2021/2/16 新聞（その他） 夕刊フジ コロナワクチン接種作戦成功の秘策「労働者層も同時に」「医学生らも接種の担当
に」
児玉栄一 報道・コメント
630 2021/2/16 新聞（地方紙） 神奈川新聞 風化、復興観に地域差　防災アンケート 佐藤翔輔 報道・コメント
631 2021/2/16 新聞（地方紙） 河北新報社 10年前の記憶まざまざと 沿岸の被災者、高台に避難 スタンドには車列 今村文彦 報道・コメント
632 2021/2/16 新聞（全国紙） 朝日新聞社 富士通：スーパーコンピュータ「富岳」とAI活用により高解像度でリアルタイムな津波
浸水予測を実現
災害科学国際研究所 報道・コメント
633 2021/2/16 ウェブ ImpressWatch PCでもスパコン並の津波浸水予測。富岳のAIモデル活用 災害科学国際研究所 報道・コメント
634 2021/2/16 ウェブ AMP 富士通ら、スパコン「富岳」とAIを活用した津波浸水予測を実現　市街地の浸水を数
秒で予測
災害科学国際研究所 報道・コメント
635 2021/2/16 ウェブ Itmedia 津波の浸水被害をリアルタイム予測するAI、富士通が富岳で開発　一般PCで動作 災害科学国際研究所 報道・コメント
636 2021/2/16 新聞（地方紙） 河北新報 震源深く津波小さく　東北大、震度6強のメカニズム解析 大野晋 報道・コメント
637 2021/2/16 新聞（その他） 赤旗 建物被害招く震動は小さく 大野晋 報道・コメント
638 2021/2/16 テレビ 東北放送 Nスタみやぎ：自動車を用いた津波避難の問題点 奥村誠 出演
639 2021/2/16 新聞（全国紙） 朝日新聞社 強い揺れ「10年前思い出す」　県内で震度5弱 定池祐季 報道・コメント
640 2021/2/17 ウェブ ZDNetJapan（他1社） 「富岳」とAIを用いて高解像度でリアルタイムな津波浸水を予測 災害科学国際研究所 報道・コメント
642 2021/2/17 新聞（地方紙） 河北新報社 誘発地震に警戒必要　東北大災害研が報告会 遠田晋次、佐々木宏之、柴山明寛、
杉安和也
報道・コメント
643 2021/2/17 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞 大震災10年「余波終わらぬ」　東北大災害研報告会 遠田晋次、柴山明寛、佐々木宏之、
杉安和也
報道・コメント
644 2021/2/18 ウェブ SciencePortal（他1社） スパコン「富岳」 津波浸水予測AIに寄与、本格運用を前倒し 災害科学国際研究所 報道・コメント
646 2021/2/18 新聞（その他） 建設通信新聞 「富岳」使い津波予測／数秒で高解像度分析／東北大災害科学研、東大地震研、
富士通
災害科学国際研究所 報道・コメント
647 2021/2/18 ラジオ NHKラジオ第一（仙台） Nらじ ニュースアップ：「先日の地震からこの10年の対策検証」 佐藤翔輔 報道・コメント
648 2021/2/21 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 東日本大震災の余震、10年で1.4万回　福島・宮城の6強も 遠田晋次 報道・コメント
368
配信日 媒体 配信社 タイトル 掲載教員 分類
649 2021/2/21 新聞（地方紙） 岩手日報（他4社） 東日本大震災　語り部や訴訟遺族に中傷　伝承活動に悪 影響の恐れ 佐藤翔輔 報道・コメント
654 2021/2/21 新聞（地方紙） 北海道新聞 〈とあさ村日記〉無理なく楽しく防災を 定池祐季 報道・コメント
655 2021/2/22 新聞（地方紙） 福井新聞 ハザードマップ、福井県民の浸透課題　東日本大震災10年、地方紙防災アンケート 佐藤翔輔 報道・コメント
656 2021/2/22 新聞（その他） 教育新聞 二度と犠牲出さない防災教育を 被災地結びフォーラム 今村文彦 報道・コメント
657 2021/2/22 新聞（地方紙） 河北新報社 沿岸部の復興考える　28日に仙台・若林区防災シンポ、動画同時配信も 佐藤翔輔 報道・コメント
658 2021/2/22 新聞（地方紙） 北海道新聞 ＜東日本大震災10年＞第3部　復興のひずみ＊5＊自治組織再生　道半ば 定池祐季 報道・コメント
659 2021/2/23 その他 大学ジャーナル スパコン「富岳」活用、津波浸水を数秒で予測するAI技術を開発 災害科学国際研究所 報道・コメント
660 2021/2/24 ウェブ AERAドット 東北震度6強　コロナ禍避難所で注意すべき“床とホコリ” 遠田晋次 報道・コメント
661 2021/2/24 新聞（地方紙） 西日本新聞 防災や復興「関心」被災地と差 地方紙協働調査 佐藤翔輔 報道・コメント
662 2021/2/24 新聞（全国紙） 産経新聞社 東日本大震災10年：【地震を学ぼうQ&A】「余震は数年～数十年続く。100年継続
も」「南海トラフ地震は揺れが厳しい」
遠田晋次 報道・コメント
663 2021/2/24 テレビ 岩手放送 震災10年【忘れない3.11】③風化させないよう後世へ語り継ぐ 柴山明寛 報道・コメント
664 2021/2/24 テレビ NHK ニュース：津波で高台に宅地整備 利用10戸未満が35％ 4県でNHK調査 姥浦道生 報道・コメント
665 2021/2/24 新聞（地方紙） 岩手日報 津波てんでんこ　「聞いたことない」38％　全国防災アンケート　被災3県と他地域で
開き
佐藤翔輔 報道・コメント
666 2021/2/25 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 災害伝承 阻む中傷 訴訟遺族や語り部を批判、脅迫 「なぜ私たちに追い打ち」 佐藤翔輔 報道・コメント
667 2021/2/25 ウェブ SciencePortal 2つの大震災を超えて－「タフ」なロボットで目指す災害に強い国づくり 田所諭 報道・コメント
668 2021/2/25 テレビ 仙台放送 FNNニュース：【宮城発】避難を妨げる「正常性バイアス」の罠 東日本大震災 9割以
上が「溺死」
邑本俊亮 報道・コメント
669 2021/2/25 新聞（その他） 建設通信新聞 藤本壮介JVを特定／大分空港海上アクセス旅客ターミナル設計 坂茂 報道・コメント
670 2021/2/25 新聞（その他） 夕刊フジ コロナワクチン「1回接種」でいいのか　確保と国産開発遅れの真相　識者「政府の失
策、野党の慎重論で後手に回った」
児玉栄一 報道・コメント
671 2021/2/26 新聞（全国紙） 朝日新聞社 避難所に間仕切りを 浦安市がNPOと協定 坂茂 報道・コメント
672 2021/2/26 新聞（地方紙） 河北新報社 災害と仙台 江戸時代・天保の古文書から（1）地震と水害 立て続けに城下襲う 佐藤大介 報道・コメント
673 2021/2/26 テレビ ミヤギテレビ news every.： 鈴木正敏 出演
674 2021/2/27 新聞（その他） 時事通信社 BOSAIに国際規格を「被災地の経験糧に」－東北大など 今村文彦 報道・コメント
675 2021/2/27 ラジオ 東京FM 防災FRONT LINE：首都直下地震、南海トラフ地震が起きたら…津波被害に備えて
「予め、複数の避難場所を確認すること」
今村文彦 出演
676 2021/2/28 新聞（地方紙） 河北新報社 震災の教訓を次の10年へ 防災フォーラム、仙台で3月6，7日開催 今村文彦 報道・コメント
677 2021/2/28 新聞（地方紙） 京都新聞 家族の集合場所 未定6割 読者調査 被災9県は過半数 「津波てんでんこ」も共有不
十分 ハザードマップ「理解」4割 佐藤翔輔 報道・コメント
678 2021/3/1 その他 じゃらんリサーチセンター VUCA時代に求められる観光リスクマ ネジメントとは 佐藤翔輔 その他
679 2021/3/1 ラジオ FM東広島 あんぜん広場：「3.11からの学びのデータベース」に ついて 佐藤翔輔 出演
680 2021/3/1 新聞（地方紙） 河北新報社 仙台沿岸部の復興探る 防災シンポ 課題や将来像議論 佐藤翔輔 報道・コメント
681 2021/3/1 新聞（全国紙） 朝日新聞社 東日本大震災10年：3・11の現在地　原発事故、教訓どこに 県建設の伝承館「負の
面、見えず」
佐藤翔輔 報道・コメント
682 2021/3/1 新聞（地方紙） 河北新報社 災害と仙台 江戸時代・天保の古文書から（2）飢饉 人心すさみ疫病流行 佐藤大介 報道・コメント
683 2021/3/1 テレビ NHK そこはまるで“ポツンと一軒家”～震災後の集団移転で 姥浦道生 報道・コメント
684 2021/3/1 雑誌・機関誌 ナガセランダウア NLだより 519号：病院を止めるな！災害時にも機能を維持するために病院BCM導
入を／東北大学病院のBCM 佐々木宏之 執筆
685 2021/3/1 新聞（地方紙） 岩手日報（他6社） 大震災「余震」判断難しく 遠田晋次、柴山明寛 報道・コメント
692 2021/3/1 新聞（地方紙） 神戸新聞 災間にありて　東日本大震災10年（4）東北大災害科学国際研究所助教・定池祐季
さん　他の被災地忘れないで
定池祐季 報道・コメント
693 2021/3/2 新聞（地方紙） 河北新報社 災害と仙台 江戸時代・天保の古文書から（3）民の力 有力商人に支援要請 佐藤大介 報道・コメント
694 2021/3/2 ラジオ ラジオNIKKEI 特別番組「聴く防災手帳～大震災から子供の命を守 れ～」第1回「東日本大震災か
らの教訓」
佐藤翔輔 出演
695 2021/3/2 テレビ NHK（総合） おはよう日本：誰もが安心できる避難所へ　東日本大震災女性たちの願い 佐藤 健 報道・コメント
696 2021/3/3 新聞（全国紙） 読売新聞社 慰霊碑に名前 模索「着脱プレート」「収納式」も 佐藤翔輔 報道・コメント
697 2021/3/3 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 東日本大震災10年被災3研の転出入の推移　仙台に人口流入再び 奥村誠 報道・コメント
698 2021/3/3 テレビ ミヤギテレビ news every.：福島沖2/13の地震について 木戸元之 報道・コメント
699 2021/3/4 新聞（地方紙） 河北新報社 災害と仙台 江戸時代・天保の古文書から（4）お助け様 藩が登用救済策次々 佐藤大介 報道・コメント
700 2021/3/4 新聞（その他） 建設通信新聞 伝承館に階上地区の“あの日”再現 気仙沼市と東北大 佐藤翔輔 報道・コメント
701 2021/3/4 新聞（全国紙） 毎日新聞社 発言災害伝承の工夫が命を守る 佐藤翔輔 報道・コメント
702 2021/3/4 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 東日本大震災10年：「転換のとき」司令塔消失、行政まひ 防災の重点項目7割未達 丸谷浩明 報道・コメント
703 2021/3/4 テレビ 東日本放送 ニュース：宮城でコロナ感染者再び増加 要因は「出歩く機会増加」 小坂健 報道・コメント
704 2021/3/5 新聞（地方紙） 河北新報社 「てんでんこ」震災後に浸透被災3県6割、全国でも4割 地方紙15社共同アンケート 佐藤翔輔 報道・コメント
705 2021/3/5 新聞（海外） The Mainichi Pandemic proving a challenge to those keeping quake stories alive in Japan 佐藤翔輔 報道・コメント
706 2021/3/5 テレビ 東日本放送 ニュース：県内の今週のコロナ感染者「新規感染者が倍増」 小坂健 報道・コメント
707 2021/3/5 テレビ NHK（総合） ニュース：多少の潮位変化も津波心配なし 今村文彦 報道・コメント
708 2021/3/5 新聞（その他） 夕刊フジ マスク生活はいつまで続く？2枚重ねての着用は無意味。1枚装着と効果は変わら
ず 識者「ワクチンを打ち、効果が持続すれば早くて1年」 児玉栄一 報道・コメント
709 2021/3/5 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 限界を知り、ともに備える 今村文彦 報道・コメント
710 2021/3/5 ラジオ（海外） NHK World Asian View：10th anniversary of the Great East Japan Earthquake and tsunami 井内加奈子 出演
711 2021/3/6 新聞（全国紙） 朝日新聞社 東日本大震災：津波犠牲、9527人の最期を調べる ある研究者の悔悟 今村文彦、門廻充侍 報道・コメント
712 2021/3/6 新聞（全国紙） 産経新聞 東日本大震災：低体温症の震災犠牲者、高齢者の割合多く 門廻充侍 報道・コメント
713 2021/3/6 新聞（地方紙） 中日新聞 低体温症、70代以上多く 東北大が東日本大震災犠牲者分析 門廻充侍 報道・コメント
714 2021/3/6 新聞（地方紙） 河北新報社 施策検証・提言：復興推進委に荒川静香さん 災害研・今村所長も 今村文彦 報道・コメント
715 2021/3/6 ラジオ CBCラジオ ズバリーサタデー：防災特集東日本大震災から10年、見つめ続けたCBCラジオ「マ
イ・タイムラインについて」
佐藤翔輔 出演
716 2021/3/6 テレビ NHK NHKスペシャル：津波避難 何が生死を分けたのか 佐藤翔輔 出演
717 2021/3/6 テレビ NHK（総合） 津波避難　何が生死をわけたのか 今村文彦，サッパシー　アナワット 資料提供
718 2021/3/6 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 岐路の風景：被災の歴史資料救出「史料ネット」 「阪神」契機に活動、四半世紀　地
域の記憶守り再建支える
佐藤大介 報道・コメント
719 2021/3/6 テレビ TBSテレビ つなぐ、つながるSP 山下啓 出演
720 2021/3/7 新聞（全国紙） 読売新聞社 ［あすへの考]東日本大震災10年：災害伝承から培う避難力 佐藤翔輔 報道・コメント
721 2021/3/7 新聞（地方紙） 河北新報 宮城の津波犠牲者発見場所／名取・閖上最多　平野部多く／東北大グループ分析
／低体温症死因　非浸水域でも
門廻充侍 報道・コメント
722 2021/3/7 テレビ フジテレビ 地球 HEROES〜楽しく地球を救っちゃおう〜 有働恵子 資料提供
723 2021/3/7 新聞（地方紙） 北國新聞 日曜特番　千里浜の「病状」は 有働恵子 報道・コメント
724 2021/3/7 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：2011年3月11日前に起こっていたこと 福島洋 出演
725 2021/3/8 新聞（地方紙） 河北新報社 災害と仙台 江戸時代・天保の古文書から（5完）将来へ記録どう残す 佐藤大介 報道・コメント
726 2021/3/8 新聞（地方紙） 河北新報社 震災10年 分野越え連携を 東北大災害研シンポ 災害科学国際研究所、今村文彦 報道・コメント
727 2021/3/8 新聞（全国紙） 読売新聞社 東日本大震災10年：かさ上げ地区の人口44％減、宅地の34％は空き地のまま．．．
読売調査
増田聡 報道・コメント
728 2021/3/8 新聞（全国紙） 朝日新聞社 研究現場に戻った地震学者 「空振り」生かせる社会に 福島洋 報道・コメント
729 2021/3/8 新聞（その他） 日刊工業新聞社 連載 黒い津波が残した教訓：#1　10年前に押し寄せた“黒い津波”、凄まじい破壊
力が生じた理由とは
今村文彦、門廻充侍 報道・コメント
730 2021/3/8 新聞（その他） 日刊工業新聞 東日本大震災10年　黒い津波が残した教訓（1） 人と街、全て飲み込む 門廻充侍 報道・コメント
731 2021/3/8 新聞（地方紙） 東奥日報 東日本大震災10年　生死分けたトップの決断　「早く逃げろ」言えたか
「きっと大丈夫」振り払って
邑本俊亮 報道・コメント
732 2021/3/9 新聞（その他） 日刊工業新聞社 連載 黒い津波が残した教訓（2） 解剖できず「溺死」とするしかない…津波が露呈さ
せた人材不足と設備不足
門廻充侍 報道・コメント
733 2021/3/9 新聞（地方紙） 静岡新聞 NEXT特捜隊 東日本大震災10年 地方紙協働企画＝あの日を　忘れないために 佐藤翔輔 報道・コメント
734 2021/3/9 新聞（地方紙） 三陸新報 住民の避難行動可視化 プロジェクション マッピングで階上地区 佐藤翔輔 報道・コメント
735 2021/3/9 ウェブ SciencePortal 東日本大震災の教訓を生かして－「3.11」を防災教育と災害伝承の日に－ 今村文彦 報道・コメント
736 2021/3/9 新聞（全国紙） 産経新聞 東日本大震災で歴史文書を“救出”存在感高まる「資料ネット」 佐藤大介 報道・コメント
737 2021/3/9 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 3月9日の「前震」、分けた明暗　「必ず避難」守り「またか」の空気一喝 佐藤翔輔 報道・コメント
738 2021/3/9 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 低体温症「備えが重要」 県犠牲者22人、73％が70代以上 門廻充侍 報道・コメント
739 2021/3/9 新聞（全国紙） 読売新聞社 深層NEWS：震災教訓 世界が学ぶ 目黒公郎 報道・コメント
740 2021/3/9 テレビ BS日テレ 深層NEWS：国連防災トップに直撃　日本の教訓どう生かす　命守る「想像力」とは 目黒公郎 出演
741 2021/3/9 テレビ 東日本放送 ニュース：8日連続で20人超　専門家“第4波の恐れ”指摘 小坂健 報道・コメント
742 2021/3/9 テレビ NHK（Eテレ） 視点・論点：東日本大震災10年 災害への実践的な知識を身につけるために 佐藤翔輔 出演
743 2021/3/9 テレビ NHK・仙台放送局 低体温症で死亡　8割近くが屋内 門廻充侍 報道・コメント
744 2021/3/9 テレビ NHK サイエンスZERO：3.11から10年 「命を救うための挑戦“津波防災”最前線」 越村俊一、マスエリック 出演
745 2021/3/9 新聞（地方紙） 北日本新聞 東日本大震災10年　生死分けた決断　「逃げろ」と言えたか
正常性バイアス振り払い冷静に
邑本俊亮 報道・コメント
746 2021/3/9 新聞（地方紙） 沖縄タイムズ 東日本大震災10年　管理職迫られた決断
「正常性バイアスに注意を」
邑本俊亮 報道・コメント
747 2021/3/9 新聞（地方紙） 東海新報 東日本大震災10年／吉浜の足跡 未来の防災に 柴山明寛 報道・コメント
748 2021/3/9 テレビ TBSテレビ NEWS23 山下啓 出演
749 2021/3/10 テレビ NHK（総合） 視点・論点：東日本大震災10年 災害への実践的な知識を身につけるために 佐藤翔輔 出演
750 2021/3/10 新聞（全国紙） 読売新聞社 震災10年：教訓⑤災害列島の知見共有 日本発の防災規格 今村文彦 報道・コメント
368 369
配信日 媒体 配信社 タイトル 掲載教員 分類
751 2021/3/10 新聞（地方紙） 河北新報社 「すぐ避難」映像で訴え CGや証言を展示 気仙沼・伝承館 気仙沼 震災の記憶つな
ぐ
災害科学国際研究所、佐藤翔輔 報道・コメント
752 2021/3/10 新聞（全国紙） 毎日新聞社 東日本大震災10年： 間仕切りで避難所改善 坂茂 報道・コメント
753 2021/3/10 新聞（その他） 夕刊フジ 出所不明の「第4の変異株」猛威！　子供への感染例も多く防止対策に見直しの恐
れ　ワクチン接種が招く「変異株」拡大の好都合も
児玉栄一 報道・コメント
754 2021/3/10 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 東日本大震災：被災3県 移転跡地27％用途未定 土地が点在、一体的利用困難 増田聡 報道・コメント
755 2021/3/10 新聞（その他） 電気新聞 東日本大震災10年：記憶を紡ぐ＜4＞区切りではなく、通過点 災害後、しなやかな
対応が鍵
今村文彦、平野勝也 報道・コメント
756 2021/3/10 ウェブ ABEMATV 報道リアリティーショー#ABEMAPrime：災害時にSNSどう活 かす？命が救われる成
功例と“善意の拡散”の弊害も 佐藤翔輔 報道・コメント
757 2021/3/10 新聞（地方紙） 神奈川新聞 刻む　3.11から　弱者や住民いかに守るか　管理職「逃げろ」言えたか
正常性バイアスに注意を
邑本俊亮 報道・コメント
758 2021/3/10 新聞（地方紙） 河北新報 東日本大震災10年／被災の記憶　「かたりつぎ」10回目 柴山明寛 資料提供
759 2021/3/11 テレビ（海外） CNN Fukushima 10 years later: Struggles to rebuild continue マリ エリザベス 報道・コメント
760 2021/3/11 新聞（地方紙） 北海道新聞 東日本大震災10年：自治体庁舎の非常用電源 道南7町 コストや立地障壁 津波・洪
水対策に課題
丸谷浩明 報道・コメント
761 2021/3/11 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 東日本大震災10年：帰宅困難者8万5000人 備えは万全か ビルやホテルに協力依
頼
丸谷浩明 報道・コメント
762 2021/3/11 ラジオ ラジオ石巻 石巻の未来を語ろう なんでも座談会：東日本大震災10年 佐藤翔輔 出演
763 2021/3/11 テレビ 東日本放送 チャージ！拡大スペシャル： 今村文彦、丸谷浩明 報道・コメント
764 2021/3/11 新聞（地方紙） 中日新聞 超巨大地震は「余震100年続く」専門家警鐘 遠田晋次 報道・コメント
765 2021/3/11 テレビ 仙台放送 FNNニュース：東日本大震災と同等以上と予想される“新津波想定”　「避難を呼び
かけるポスター」で命を守る備え
今村文彦 報道・コメント
766 2021/3/11 テレビ NHK ニュース：津波の浸水被害を瞬時に予測 新技術開発 大石裕介 報道・コメント
767 2021/3/11 新聞（全国紙） 産経新聞 【復興日本】東日本大震災10年 第3部 未来へ（5）デジタル防災 命を救う 越村俊一 報道・コメント
768 2021/3/11 テレビ 仙台放送 FNNニュース：明日への羅針盤～あれから10年 被災地の未来は～ 佐藤翔輔 出演
769 2021/3/11 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 全域で助け合う仕組みづくりを 雪害にも意識 北海道の防災課題 定池祐季 報道・コメント
770 2021/3/11 新聞（地方紙） 河北新報社 震災の記憶、家庭で「話さず」4割 被災3県の若年層 民間調査 佐藤翔輔 報道・コメント
771 2021/3/11 テレビ NHK 特集：復興予算 被災地に残る空き地はなぜ 姥浦道生 報道・コメント
772 2021/3/11 テレビ NHK（総合） ニュース：大津波の浸水範囲 短時間で予測するシステム開発進む 越村俊一、マスエリック 出演
773 2021/3/11 新聞（海外） Estonia News Life ten years after the triple disaster (estonian ゲルスタ・ユリア 報道・コメント
774 2021/3/11 新聞（地方紙） 山陰中央新報 地域防災リーダー養成を 佐藤 健 報道・コメント
775 2021/3/11 ラジオ NHKラジオ第一 マイあさ！ワールドアイ：日本発世界の“BOSAI” 小野 裕一 出演
776 2021/3/12 新聞（全国紙） 日本経済新聞社（他10社） ＜新型コロナ＞コロナ禍の被災伝承、非接触で「伝える側も変化を」 佐藤翔輔 報道・コメント
787 2021/3/12 テレビ 東日本放送 ニュース：宮城県で感染拡大　専門家「来週倍増の懸念も」 小坂健 報道・コメント
788 2021/3/12 新聞（地方紙） 紀伊民報 【産学連携東北地方企業意識調査】 コロナ禍の企業経営の意識調査について 吉田浩 報道・コメント
789 2021/3/12 テレビ 仙台放送 ニュース：「みやぎ型」水道民営化　売却先 第一候補を選出 20年間で287億円のコ
スト削減
増田聡 報道・コメント
790 2021/3/12 テレビ 東日本放送 ニュース：宮城県の水道事業　売却先に「メタウォーター」選定 増田聡 報道・コメント
791 2021/3/12 新聞（地方紙） 河北新報社 水道みやぎ方式、「メタウォーター」グループに 増田聡 報道・コメント
792 2021/3/12 新聞（その他） 観光経済新聞 東北被災地語り部フォーラム、パネル討論や3分科会開催 川島秀一 報道・コメント
793 2021/3/12 新聞（地方紙） 沖縄タイムズ 東日本大震災10年：伝える　命の尊さ 佐藤翔輔 報道・コメント
794 2021/3/12 雑誌・機関誌 MEDIUS HOLDINGS トップランナーに聴く　スペシャルインタビュー 佐々木宏之 その他
795 2021/3/13 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 最優秀提案者を決定　水道事業運営権　検討委、県に答申 増田聡 報道・コメント
796 2021/3/13 テレビ NHK（東北）（他2社） 3.11を「防災教育と伝承の日」に 研究者らが呼びかけ 今村文彦 報道・コメント
799 2021/3/13 テレビ NHK（東北） ウィークエンド東北：震度6強1ヶ月 “身を守った”15％余 佐藤翔輔 出演
800 2021/3/13 テレビ NHK（総合） 証言記録スペシャル：いつか来る日のために“あなたを守る” 体験者の言葉 佐藤翔輔 出演
801 2021/3/13 新聞（地方紙） 高知新聞 東日本大震災10年 脱原発望む層増加 全国地方紙協働「＃211jp」アンケート 佐藤翔輔 報道・コメント
802 2021/3/14 新聞（地方紙） 河北新報社（他2社） 3月11日を「防災教育と災害伝承の日」に 1ヵ月で862団体・個人が賛同 今村文彦 報道・コメント
805 2021/3/14 新聞（全国紙） 読売新聞社 災害から命を守る「ワンステージ上の伝承」…意思・行動を変え、瞬時に適切な判断 佐藤翔輔 報道・コメント
806 2021/3/14 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 3.11を「防災教育と災害伝承の日」に 仙台から提唱 今村文彦 報道・コメント
807 2021/3/14 新聞（その他） 夕刊フジ 中国のワクチンばら撒き、北京五輪ボイコットさせないための伏線 児玉栄一 報道・コメント
808 2021/3/15 新聞（その他） 建設通信新聞 メタウォーターグループに 上工下水一体官民連携運営 増田聡 報道・コメント
809 2021/3/15 テレビ 仙台放送 ニュース：「防災教育と災害伝承の日」の制定を 東日本大震災の教訓を風化させな
いために
今村文彦 報道・コメント
810 2021/3/16 新聞（全国紙） 日本経済新聞社 「防災教育と災害伝承の日」3月11日に制定要請へ 今村文彦 報道・コメント
811 2021/3/16 新聞（地方紙） 中日新聞 ＜「次」が来たら　被災3原発のいま＞　（上）福島第一　壊れた格納容器、大量の処
理水
日野亮太 報道・コメント
812 2021/3/16 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 震災10年を語る：防災投資、ソフト面にも 復興ツーリズム、新産業に 今村文彦 報道・コメント
813 2021/3/16 新聞（全国紙・地方版） 朝日新聞社 9527の声なき声、耳を傾ける　震災死、県警検視のデータ分析　東日本大震災（宮
城・山形）
今村文彦、門廻充侍 報道・コメント
814 2021/3/17 新聞（地方紙） 三陸新報 「経験積み伝える」気仙沼伝承館語り部らがフォーラム 佐藤翔輔 報道・コメント
815 2021/3/17 ウェブ マイナビニュース 二酸化塩素の新型コロナに対する不活化効果を大木製薬と東北大が確認 児玉栄一 報道・コメント
816 2021/3/17 テレビ 仙台放送
宮城で感染者“急増”の理由　専門家が解説 「宮城はハブ」「3月11日」行き来増え
…今後の見通しは？ 小坂健 報道・コメント
817 2021/3/17 テレビ 東日本放送 ニュース：「早急に対策を」コロナ感染拡大の宮城県 専門家が分析「GoToイート」と
の関連は？
小坂健 報道・コメント
818 2021/3/18 テレビ 東日本放送 ニュース：加速度的に広がる可能性　専門家「深刻な状況」警鐘 小坂健 報道・コメント
819 2021/3/18 新聞（全国紙） 読売新聞社 ［深層NEWS］宣言解除方針、自民・下村氏「再拡大の防止策示すことが条件」 小坂健 報道・コメント
820 2021/3/18 新聞（その他） スポーツニッポン 緊急事態宣言は「1回解除してまん防を使うなりそれなりの対策を」 小坂健 報道・コメント
821 2021/3/18 新聞（地方紙） 河北新報社 新型コロナ　宮城で107人が感染、過去最多を更新 小坂健 報道・コメント
822 2021/3/19 テレビ 東日本放送 宮城独自の緊急事態宣言　専門家「具体的に先手を」 小坂健 報道・コメント
823 2021/3/19 テレビ NHK・仙台放送局 東日本大震災の教訓伝える「震災アーカイブ」閉鎖相次ぐ 柴山明寛 報道・コメント
824 2021/3/20 新聞（地方紙） 河北新報社 東日本大震災10年：語り部活動これからも 気仙沼・伝承館 開館2年フォーラム 佐藤翔輔 報道・コメント
825 2021/3/20 新聞（全国紙） 産経新聞社 【宮城の地震】「震源がもっと浅い位置なら、大きな津波が起きた可能性」 遠田晋次 報道・コメント
826 2021/3/20 新聞（全国紙） 朝日新聞社 「震災の影響続く」「もともと地震多い」警戒促す専門家 遠田晋次 報道・コメント
827 2021/3/20 テレビ NHK（総合） ニュース7：宮城で震度5強・津波被害の心配なし 佐藤翔輔 報道・コメント
828 2021/3/20 テレビ NHK（総合） ニュース：宮城で震度5強 引き続き注意が必要 今村文彦 報道・コメント
829 2021/3/21 新聞（全国紙） 朝日新聞社 宮城の地震、けが8人　続く東日本大震災の影響 遠田晋次 報道・コメント
830 2021/3/21 ラジオ FM仙台・Date fm SUNDAY MORNING WAVE：2011年3月11日の地震とその後に起こったこと 福島洋 出演
831 2021/3/22 新聞（全国紙） 読売新聞社 宮城震度5強、東日本大震災と同型、大きな津波が来なかった理由…カギは「海底
の変形」
今村文彦、遠田晋次 報道・コメント
832 2021/3/22 ウェブ AERA dot 宮城で新型コロナ急拡大　「3.11」と「GoToイート再開」内外の人出急増で拍車の可
能性
小坂健 報道・コメント
833 2021/3/22 テレビ 福島中央テレビ ゴジてれChu!：宮城沖3/17の地震について 木戸元之 報道・コメント
834 2021/3/22 テレビ NHK・仙台放送局 てれまさむね：宮城沖3/17の地震について 木戸元之 報道・コメント
835 2021/3/23 新聞（地方紙） 北國新聞 科学する人：〈津波防災を研究・門廻充侍さん㊤〉震災犠牲者見つめ直す 門廻充侍 報道・コメント
836 2021/3/23 テレビ ミヤギテレビ OH!バンデス：宮城沖「さらに強い地震の可能性も」 木戸元之 報道・コメント
837 2021/3/24 新聞（全国紙・地方版） 毎日新聞社 災害 自分事として 伝承館開館2年フォーラム 気仙沼 佐藤翔輔 報道・コメント
838 2021/3/24 新聞（全国紙・地方版） 読売新聞社 被災の史料　修復途上　人材不足　返却は3割　仙台のNPO 佐藤大介 報道・コメント
839 2021/3/26 テレビ NHK・仙台放送局 てれまさむね：津波避難 課題を検証 佐藤翔輔 出演
840 2021/3/27 新聞（地方紙） 北海道新聞 ＜フォーカス＞迫る大地震　対策に苦悩＊30年内予測 定池祐季 報道・コメント
841 2021/3/29 新聞（地方紙） 河北新報社 震災10年 地域のリーダー育成を 世銀がオンラインセミナー 今村文彦 報道・コメント
842 2021/3/30 新聞（地方紙） 河北新報社 宮城・震度5強 「宮城沖」固着域 破壊か 震災の影響 ひずみ蓄積 遠田晋次 報道・コメント
843 2021/3/30 テレビ 仙台放送 Live News it！：なぜ車での避難を選んだのか…「津波注意報」 避難行動を考える 佐藤翔輔 報道・コメント
844 2021/3/30 ラジオ NHKラジオ第一（仙台） ゴジだっちゃ！：防災クイズ「備えっぺ」 佐藤翔輔 出演
845 2021/3/30 新聞（地方紙） 北國新聞 科学する人：〈津波防災を研究・門廻充侍さん㊥〉小児がん闘病が原点に 門廻充侍 報道・コメント
846 2021/3/31 テレビ NHK・BSプレミアム 英雄たちの選択スペシャル：プロが選ぶ“最強”の戦国武将 蝦名裕一 出演
847 2021/4/2 新聞（地方紙） 河北新報 ともに歩もう：東日本大震災10年 ゲルスタ・ユリア その他
848 2020/4/1
-2021/3/31 ラジオ
NHK北海道 防災スポット：携帯ストラップ笛 編（通年放送配信） 定池祐季 出演
849 2020/4/1
-2021/3/31 ラジオ
NHK（北海道） 防災スポット：あめ　チョコレート 編（通年放送配信） 定池祐季 出演
850 2020/4/1
-2021/3/31 ラジオ
NHK（北海道） 防災スポット：防災袋 編（通年放送配信） 定池祐季 出演
851 2020/4/1
-2021/3/31 ラジオ
NHK（北海道） 防災スポット：防災袋に入れておくと意外と便利 編（通年放送配信） 定池祐季 出演
852 2020/4/1
-2021/3/31 ラジオ
NHK（北海道） 防災スポット：備蓄品 編（通年放送配信） 定池祐季 出演
853 2020/4/1
-2021/3/31 ラジオ
NHK（北海道） 防災スポット：ペットについて考える 編（通年放送配信） 定池祐季 出演
370
新聞 雑誌・機関誌 11件
　全国紙（含地方版・英語版） 158件 　　　報道・コメント 3件
　　　報道・コメント 153件 　　　執筆 4件
　　　執筆 1件 　　　その他 4件
　　　その他 4件 ウェブ 141件
　地方紙 209件 　　　報道・コメント 124件
　　　報道・コメント 203件 　　　出演 10件
　　　執筆 3件 　　　その他 7件
　　　資料提供 1件 その他 30件
　　　その他 2件 　　　報道・コメント 18件
　海外 2件 　　　執筆 1件
　　　報道・コメント 2件 　　　出演 2件
　その他 66件 　　　その他 9件
　　　報道・コメント 61件
　　　執筆 1件
　　　その他 4件 報道・コメント 700件
テレビ/ラジオ 236件 執筆 10件
　　　報道・コメント 136件 資料提供 4件
　　　出演 96件 企画協力 1件
　　　資料提供 3件 出演 108件


















Östersund Sweden Jörgen Sparf Mid Sweden University 杉浦
20201005 20201005 受入 気候変動の砂浜への影響評価に関する研究打ち合わ
せ





仙台市 日本 唐啓賢 台湾中央研究院 木戸
20201121 20201121 オンライン
Investigation of the neurocognitive mechanisms of oral 
communication during emergency situations（緊急事態に
おける言語コミュニケーションの神経基盤の解明）
仙台 日本 Andrea Révész University Collage London 杉浦
20201124 20201124 受入 共同研究及び震災デジタルアーカイブに関する打ち合
わせ
オンライン オンライン Prof. Andrew Gordon ハーバード大学 柴山
20201204 20201204 オンライン 新型コロナウイルス感染症対策における人間・社会対
応の文化差（5つの文化圏（日・米・中・台・韓）の比較） 仙台 日本 Yuichi SHODA
University of 
Washington 杉浦
20201208 20201208 受入 気候変動の砂浜への影響評価に関する研究打ち合わ
せ
トロント カナダ Andrew Zajch トロント大学 有働
20201209 20201209 オンライン 生きる力質問紙英語版作成（妥当性検証を行い、質問
紙の英語圏活用と文化間比較）








仙台 日本 Antonia Hamilton
University Collage 
London 杉浦
20201210 20201210 受入 共同研究及び震災デジタルアーカイブに関する打ち合
わせ
オンライン オンライン Prof. Andrew Gordon ハーバード大学 柴山
20201215 20201215 受入 共同研究及び震災デジタルアーカイブに関する打ち合
わせ
オンライン オンライン Prof. Andrew Gordon ハーバード大学 柴山
20201218 20201218 オンライン 生きる力質問紙中国語（繁体字）版作成（妥当性検証、
質問紙の中国語（繁体字）圏活用と文化間比較）
仙台 日本 戴伸峰 中正大学 杉浦
20201218 20201218 オンライン 自我体験の神経基盤解明 仙台 日本 Rudiger Seitz デュッセルドルフ大学 杉浦
20201220 20201220 オンライン 生きる力質問紙韓国語版作成（妥当性検証、質問紙の
韓国語圏活用と文化間比較）
仙台 日本 李在永 東儀大学 杉浦
20210107 20210107 受入 共同研究及び震災デジタルアーカイブに関する打ち合
わせ
オンライン オンライン Prof. Andrew Gordon ハーバード大学 柴山
20210107 20210107 受入 沿岸災害リスクに関する共同研究打ち合わせ 仙台 日本 Yi Zhang 清華大学 有働
20210121 20210121 受入 共同研究及び震災デジタルアーカイブに関する打ち合
わせ
オンライン オンライン Prof. Andrew Gordon ハーバード大学 柴山
20210203 20210203 受入 共同研究及び震災デジタルアーカイブに関する打ち合
わせ
オンライン オンライン Prof. Andrew Gordon ハーバード大学 柴山
20210219 20210219 受入 共同研究及び震災デジタルアーカイブに関する打ち合
わせ
オンライン オンライン Prof. Andrew Gordon ハーバード大学 柴山
20210225 20210331 訪問 Using Japan Disasters Digital Archive (JDA) geolocation function in visits to disaster-related sites in Tohoku. Sendai Japan Prof Andrew Gordon ハーバード大学 今村・ボレー
20210302 20210302 訪問 SATREPS ADAP-T Prenary Meeting（共同研究報告
会）











EERI: Learning from the Earthquake のウェビナー
（Preliminary Observations and Findings from the EERI 
Palu, Indonesia Earthquake and Tsunami Resilience 
Reconnaissance Team）
オークランド アメリカ Maggie Ortiz アメリカ地震工学会
（EERI） 井内
20200611 20200611 オンライン
Global Risk Assessment Framework (GRAF) Working 
Group Orientation Meeting（UNDRRが開催したリスク評
価に係るワーキングに参加）
Geneva Switzerland Mami Mizutori
United Nations Office 








Timothy John R. 
Dizon
Research Institute for 
Tropical Medicine





GCDS Tripartite Meeting （災害統計グローバルセン












Exploring the brain bases of antisocial behavior
 (the 12th Human Brain Science Seminar)（conduct 
disorder の最新の脳画像研究成果共有と議論）







Lic. Juan Jose Ocola 
Salazar
Autoridad Binacional 
del Lago Titicaca (ALT) 内田
フィールドワーク





20201110 20201111 受入 交通に関連したエネルギー・低炭素化の取り組みに関
するインタビュー（宮城県庁・東松島市・仙台市）
仙台市 日本 Hiro Iseki メリーランド大学 井内
教育






Infrastructure and Environment Design の授業
（Rebuilding from the 3.11 Tsunami - Planning concept, 
decisions, and current status）
デルフト オランダ Fransje Hooimeijer デルフト工科大学 井内
20200618 20200618 訪問
Resilient States, NYC Program Online Summer Studioの
授業（After the Great Tsunami of 2011: Planning 
rationales, implementation, and current status toward a 
"safer" space）
シラキュース アメリカ Amy Chester Rebuild by Design 井内
20200908 20200908
Tohoku-Yonsei Student Seminar: Infrastructure Systems 
Joint Workshop 2020 （計算力学および災害シミュレー
ションに関する発表）
オンライン 日本 Tong-Seok Han 延世大学校 寺田
20201209 20201209 受入 ハーバード大学と東北大の震災アーカイブを用いた発
表会
オンライン オンライン Prof. Andrew Gordon ハーバード大学 柴山
20210209 20210209 訪問
Global Changes and Society の授業（Environmental 
change and community relocation ）
ソルトレーク
シティ
アメリカ Meghan Dovick ユタ大学 井内
20210226 20210226 訪問 Humanitarian Action の授業（Natural Hazards and Disasters） オタワ カナダ Christine Gibb オタワ大学 井内
その他













Military Institute of 






















平成２６年 １月 ９日 宮城県仙台市
平成２６年 ２月 ７日 岩手県陸前高田市
平成２７年 ８月 ５日 宮城県名取市
平成２９年 ５月２９日 宮城県石巻市
平成３１年 １月２１日 宮城県丸森町
令和 ２年 ４月 ９日 岩手県大槌町
学校
締結年月日 団体名
平成２６年 ９月 ８日 独立行政法人国立高等専門学校機構福島工業高等専門学校
平成２８年 ６月 １日 宮城県多賀城高校
平成３０年 ３月１１日 国立大学法人宮城教育大学附属防災教育未来づくり総合研究センター
平成３０年 ７月３１日 八戸工業大学インフラ・防災技術社会システム研究センター
令和 ２年 ３月２６日 国立大学法人新潟大学災害・復興科学研究所
その他（国立機関）
締結年月日 団体名
平成２４年 ４月 １日 独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）
平成２５年 ４月２４日 国立国会図書館
平成２６年 ９月１０日 独立行政法人港湾空港技術研究所
平成２７年 ４月 １日 国立保健医療科学院
平成２９年 ２月 １日 国立研究開発法人防災科学技術研究所
平成２９年 ６月 ７日 国立大学法人神戸大学大学院人文学研究科及び
大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立歴史民俗博物館
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